
令和６ 年度　 研修概要

各病院研修コ ースの紹介

東京医師アカデミ ー

本冊子に掲載し ている研修コ ースは、 新専門医制度の動向により 変更する場合があり ます。



平成20年度、 東京都が運営する８ つの都立病院と（公財）東京都保健
医療公社が運営する６つの病院が一体となった一大メディカルグループを
基盤とした、 専門医取得のための後期臨床研修システムが開講しました。

それが 「東京医師アカデミー」 です。

各病院の特色を活かした専門研修プログラムを用意し、
これまで900名以上の修了生を輩出してきました。

令和4年7月、 都立病院と公社病院は一体化し、
地方独立行政法人東京都立病院機構に移行しました。
東京医師アカデミーは、 地方独立行政法人のメリットを活かして、
より魅力的な研修環境を整備し、 基幹 ・ 連携施設を問わず、
どの施設においても、専門医の取得に向けた十分な研修を行うことができます。

東京医師アカデミーでは、 都民や地域から求められるだけではなく、
将来、 ともに日本の医療界をリードする仲間を募集します。

「東京医師アカデミー」 で、
　　 総合診療能力と専門能力を兼ね備えた
　　　　　　　　　　　　　　　 真の専門医を目指して
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「 東京医師アカ デミ ー」 運営委員長から

東京都立病院機構医師アカ デミ ー顧問

東京医師アカ デミ ー運営委員会委員長

元墨東病院院長

古賀　 信憲

東京医師アカ デミ ーは、「 総合診療能力を備え、社会のニーズに応えた質の高い専門医を養成する」

こ と をコ ンセプト と し て、 自治体が運営する都立病院・ 公社病院を合わせた組織的な後期研修制度と

し て平成 20 年に開講し まし た。 以来、 全国から 毎年 300 余名の若手医師が集い、 専門研修に励み、

修了後には多く の優秀な専門医と なっ て東京都内をはじ め全国各地で活躍し ています。

また、 研修基盤である都立病院・ 公社病院は令和４ 年７ 月に独立行政法人化し、「 地方独立行政法

人東京都立病院機構」 と し て新たな組織と なっ て再スタ ート し 、 全 14 都立病院がさ ら に強い連携体

制を築き 、 7,000 床を超えるスケールメ リ ッ ト を今まで以上に生かせる体制と なり まし た。 それによ

り 日本専門医機構による新専門医制度に基づいたより 幅の広い研修体制を向上さ せ、 基幹施設と し て

の基本領域専門研修プログラ ムや多く の連携施設を含めた連携プログラ ムを作成するこ と により 、 各

科基本領域専門医を取得できる体制を構築し ています。

なお、 よ り 高度な専門性を 求めて研修や研究が行える サブスペシャ ルティ ーコ ースやク リ ニカ ル

フ ェ ローの制度も 引きつづき併設し 、 専攻医修了生や外部から の応募医師に人気を集めています。

さ ら に医師アカ デミ ーの研修体制には、 災害対応や感染症対策なら びに臨床研究に関する集合研修

や研究発表会等々が組み込まれており 、 専門医と し て必要な幅広い医療知識も 得ら れ、 医療情勢・ 社

会情勢の変化する中、 専攻医はし っ かり し た運営基盤のも と で安心し て幅広く 専門研修に励むこ と が

でき ます。

こ の３ 年以上にわたる新型コ ロナ感染症対応には多く の専攻医が診療に関わり 、 医師アカ デミ ーで

の研修体制も 大き く 縮小せざるを得ない部分も あり まし た。 し かし こ のよう な中でこ そ、 患者さ ん中

心の医療を実践し 、 都民から 求めら れそし て社会から 認めら れる専門医を目指す意義があるのではな

いでし ょ う か。 感染症への対応はまさ に医師アカ デミ ーで学ぶべき 「 総合診療能力」 の一つであり 、

公的病院の責務を理解し 、 行政的医療に参加でき る良い機会と の使命感に燃えて活躍する姿は誇ら し

く 見えまし た。

皆さ んも 医療技術の専門性だけではなく 、 医療人・ 人間と し て必要な理性や倫理観をはじ め、 地域

医療への関わり をはじ め医療社会環境の変化への対応能力、 災害対応能力、 さ ら には国際化社会に向

けての視野拡大など、 東京医師アカ デミ ーと いう 組織体制の中でし っ かり と 学びませんか。 真の専門

医と なるために腕を磨く 努力をし てみませんか。

東京医師アカ デミ ーでは長年培っ た組織的な体制を盾に、 充実し た研修と 専門医取得に向けて全面

的なバッ ク アッ プをし ていく つも り です。

皆さ んを心から お待ちし ています。
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医長採用

医員採用

ジジュュニニアアレレジジデデンントト

公 募 ・ 選 考

クリニカル・フェロー

○高度専門医療の習得を目指すための独自の研修コース
〇更なる専門医受験資格の取得
○研究マインドの醸成・マネジメント能力の醸成

独自のコース

東京医師
アカデミー

都立病院機構

選 考

東京都地域 東京都感染
医療支援 症医療支援
ドクター ドクター
事業 ※1 事業　※2

＜選考＞ ＜選考＞

選 考

○新専門医制度に対応した
研修プログラム

○専門医受験資格取得
○総合診療能力向上
○一部連動プログラム

シニアレジデント
プログラム（基幹施設を有する領域）：１４領域

①内科 ②外科 ③産婦人科 ④小児科 ⑤精神科
⑥整形外科 ⑦麻酔科 ⑧皮膚科 ⑨耳鼻咽喉科
⑩泌尿器科 ⑪病理科 ⑫放射線科 ⑬救急科
⑭総合診療科

公 募 ・ 選 考

サブスペシャルティレジデント

○新専門医制度に対応した研修プログラム及び東京の医療ニーズに

応じた東京医師アカデミー独自の研修コース
○サブスペシャルティ専門医受験資格取得

大大学学病病院院
民民間間病病院院
等等

推 薦 ・ 選 考

新専門医制度

新専門医制度

独自のコース

　医師不足が深刻な市町村公立病院等に一定期間派遣する事業

　感染症の臨床または公衆衛生に携わる医師を養成する事業

※１　東京都地域医療支援ドクターとは、東京都（福祉保健局）が地域医療の支援に意欲を持つ医師を採用し、

※２　東京都感染症医療支援ドクターとは、東京都（福祉保健局）が感染症医療に意欲を持つ医師を採用し、

東京医師アカ デミ ーの紹介

基本理念

到達目標

● 7000 床のスケールメ リ ッ ト と 豊富な症例を 活かし た総合診療能力を 有する専門医を 育成する

● 先端医療の修得を 視野に入れた医師育成システムを 提供する

● 医師キャ リ アパスの構築を 可能と する充実し た指導体制を 提供する

● 高度・ 専門領域の豊富な症例と 優秀な指導スタ ッ フ によ り 各分野の専門医資格を 取得する

● ER 診療等において多様な症例を 経験する こ と で総合診療能力を 身につける

● 国内外派遣によ る先端医療技術の修得や臨床研究などによ り 専門性を さ ら に高めるこ と ができ る

● 臨床研修指導医層になるこ と で教育指導力等を 身につける

東京医師アカ デミ ーの体系
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東京医師アカ デミ ー 　 共通目標

各病院が運営するプログラ ムでは、 すべてのプログラ ムに共通する、 東京医師アカ

デミ ーと し ての目標を 設定し ています。

 １ 【 医療倫理・ 職業倫理の涵養】 医の職業倫理を理解し 、 医師と し て相応し い品性を陶冶する。

1
修練し た医術を誠心誠意実施し 、 いかなる患者も 差別せず、 患者の秘密を厳守し て医療を実践すると いう 「 ヒ ポク ラ テスの誓い」 の
精神に配慮し た態度で医療を実践するこ と ができ る。

2 生命に関わる職業人と し てふさ わし い身だし なみ、 言動、 態度で患者に接するこ と ができ る。

3 全人的医療を実践するために、 患者や家族のニーズを身体的・ 精神的・ 社会的側面から 把握するこ と ができ る。

4
生命の尊さ を 認識し 、 不妊治療・ 周産期医療や終末期医療・ 脳死・ 尊厳死な ど に関わる 倫理的問題に配慮し て 行動する こ と が

でき る 。

 ２ 【 コ ミ ュ ニケーショ ン能力の醸成】 安全で質の高い医療を提供するため、患者・ 家族・ 医療者と き め細やかなコ ミ ュ ニケー
　   ショ ンをと り 情報の共有化を図る。

1 患者の訴えや話し に対し て、 患者の目線で真摯な対応・ 言動ができ る。

2 患者に対し て疾病に関する可能な限り の情報を提供するこ と ができ る。

3 医師と 患者・ 家族がと も に納得でき る医療を行う ためのイ ンフ ォ ームド ・ コ ンセント ができる。

4 「 患者権利章典」 を患者や家族に説明するこ と ができ る。

5 患者を含め、 上司、 同僚、 後輩、 他職種などと 適切にコ ミ ュ ニケーショ ンを図るこ と ができる。

6 治療に際し て患者の意思を尊重し た（ 自己決定権に配慮し た） 医療を行う こ と ができ る。

7 患者 ･ 家族と の良好な信頼関係を築き、 死亡さ れた時には必要に応じ て病理解剖の承諾を得るこ と ができ る。

 ３ 【 チーム医療の実践】 患者中心の医療を実践するため、医師と し て医療の中核を担う 役割や責任を自覚し 、多職種のチー
　   ムと の適切な連携を図る。

1 独断的な診療は行わず、 指導医に対し て適切なタ イ ミ ングで報告、 連絡、 相談をするこ と ができ る。

2
治療法等の選択肢が多く ある場合には、 当該の関係診療科によるボード 等を活用すると と も に、 常に患者・ 家族の意思を尊重し て治

療法を決定するこ と ができ る。

3
チームカ ンフ ァ レンスへの出席の重要性を認識し 、 医師が指導的役割を果たし つつ、 各コ メ ディ カ ルや事務職などの専門職と 協調す

るこ と ができ る。

4 ICT、 NST、 褥瘡対策チームなど院内各チームの意義を理解し 、 こ れら チームと 適切に連携するこ と ができ る。

5 チーム医療におけるリ ーダーと し て、 看護師など他職種への医療上の指示を適切に行う こ と ができ る。

6 院内外を問わず患者情報を共有する重要性を理解し 、 日頃から 他科依頼や診療情報提供書作成を適時的確に行う こ と ができ る。

 ４ 【 後輩指導と リ ーダーシッ プの発揮】 後輩指導などを通し て、 医師と し てのリ ーダーシッ プを発揮する。

1 後輩レジデント について、 コ ースの到達目標・ 行動目標を念頭に置いた教育予定を立案するこ と ができ る。

2 後輩レジデント に対し て、 教育計画に基づく 計画的な教育・ 指導をするこ と ができる。

3 後輩レジデント に対し て、 医の職業倫理の範を示し 、 指導するこ と ができる。

4
後輩レジデント の状況（ 精神状況も 含め） を把握し 親身に相談に乗ると と も に、 必要に応じ て上司と 連携し て対処するこ と ができる

（ メ ンタ ルヘルスのサポート ができ る）。

5 他職種の役割や業務の流れを理解し 、 医師と し てのリ ーダーシッ プを発揮し ながら 他職種の専門性を引き 出すこ と ができ る。

6 上級医師に対し ても 率直な意見を述べるこ と ができ る。

7 院内カ ンフ ァ レンスや CPC に積極的に参加し 、 司会などを通じ てリ ーダーシッ プを発揮するこ と ができ る。

8 必要と さ れる teach ing  skill を身につけるために、院内外の指導医養成講習会等に積極的に参加し 、その運営に協力するこ と ができる。

 ５ 【 医療安全の確保】 リ スク マネジメ ント 活動、医療事故防止、院内感染対策の必要性を理解し 安全管理の方策を身につけ、
　   危機管理に積極的に参画する。

1 患者および医療者の双方にと っ て安全な医療を遂行するこ と ができ る。

2
医療安全に関するルールを遵守し 、 薬剤の疑義照会など軽微なも のであっ ても イ ンシデント ・ アク シデント レポート を率先し て提出

するこ と ができ る。

3 医療事故に関する法的な側面や異状死等の発生時における報告体制を理解し 、 適切に対処するこ と ができ る。

4 院内で発生し 得る事故について、 組織的な予防策を提言するこ と ができ る。

5 ICT の必要性を十分理解し 、 院内感染の評価、 予防、 対策を適切に行う こ と ができ る。

6 感染防御について、 患者や医療スタ ッ フ の安全確保に必要な知識をも ち、 実践するこ と ができ る。
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 ６ 【 適切な診療・ 治療の実施】 Evidence based Med icine（ EBM） や標準的治療に心がけ、 質の高い医療を実践する。

1
検査・ 処置・ 手術の意義、 適応な ど を 理解し 、 個々の症例の病態に合わせた 適切な 検査・ 治療計画を 立て、 遂行する こ と が
で き る 。

2 診療ガイ ド ラ イ ンの内容を理解し 、 当該ガイ ド ラ イ ンに沿っ た標準的治療を行う こ と ができ る。

3 収集し た EBM の患者への適応を的確に判断するこ と ができ る。

4 ク リ ニカ ルパスを理解・ 活用し 、 安全確実な診療を行う こ と ができ る。

5 ク リ ニカ ルパスのバリ アンスについて、 要因分析し パスを修正するこ と ができ る。

6 患者が求めると きは、 積極的にセカ ンド オピニオンを勧めるこ と ができる。

7 臨床データ の整理・ 解析を行い、 治療計画に活用するこ と ができ る。

8 立案し た治療計画を評価し 、 必要に応じ て計画修正の提案を行う こ と ができ る。

 ７ 【 臨床能力の向上】 専門家（ Professional） と し ての自覚を持ち、医学および医療の果たすべき 社会的役割を認識し つつ、
　   先端医療などの研鑽を積極的に行う 。

1 専門医療技術の習得のため、 自ら 積極的に多数の患者の診療経験を積むこ と ができ る。

2
専門医受験資格取得のための修練だけで なく 、 資格取得に直接関係のな い診療に際し て も 区別なく 意欲的に取り 組むこ と がで

き る 。

3 学会等に参加し て先端医療を積極的に学び、 知識 ･ 技術等の向上に努めるこ と ができ る。

4
「 二次救命処置ができ 一次救命処置を 指導でき る」 と いう 到達目標に向けて研修中のジュ ニアレ ジデント の of f the job training に、

定期的に上級医と し て参加するこ と ができ る。

5
大規模災害時の救急医療体制を理解し 応急処置の技術を身に付け、 自己の役割を把握するために院内等で開催さ れる災害訓練に積極

的に関与するこ と ができ る。

 ８ 【 臨床研究・ 学会活動への参加】 臨床研究・ 学会活動に積極的に参加し 、 医学の発展に貢献する。

1 「 ヘルシンキ宣言」 を遵守し 、 厚生労働省の「 臨床研究の倫理指針」 に沿っ た臨床研究を推進するこ と ができる。

2 臨床研究勉強会（ 研究デザイ ン・ 文献の検索方法・ 統計解析の基礎など） に参加するこ と ができ る。

3 臨床研究の意義や方法論を理解し 、 臨床研究の実施計画の立案を適切に行う こ と ができ る。

4 積極的に臨床研究やト ラ ンスレーショ ナル・ リ サーチに参加し 、 医学の進歩に寄与するこ と ができる。

5 臨床研究の成果について、 学会発表だけではなく 、 論文発表（ でき れば英文論文） を行う こ と ができ る。

6
自身の診療能力の向上や医学発展に貢献するためのモチベーショ ンをさ ら に高めるために 、 積極的に最新の学会報告や医学論文に接

するこ と ができ る。

 ９ 【 医療制度・ 医療経営の理解等】 医療制度や医療経営、 医療連携推進の重要性などについて理解を深める。

1 医師法、 医療法、 保険医療機関及び保険医療養担当規則などを理解し 、 法律に則っ た医療を実践するこ と ができ る。

2 公的病院の使命・ 役割を理解し 、 日頃から 行政的医療に積極的に協力するこ と ができ る。

3
「 医療・ 介護関係事業者における個人情報の適切な取扱いのためのガイ ド ラ イ ン」 等の内容を十分理解し 、 患者の個人情報を 適切に

取り 扱う こ と ができ る。

4 日常の病歴作成を迅速かつ適切に行う と と も に、 退院時要約を早期に完成するこ と ができる。

5 受持ち患者について、 在院日数や病床利用率を念頭に置いた病床管理に努めるこ と ができる。

6 薬剤、 診療材料費などについて、 費用対効果を考えた治療を行う こ と ができ る。

7 医療保険制度を理解し 、 診療報酬請求や再審査請求を適切に行う こ と ができ る。

8 紹介患者の受入れを円滑に行い、 紹介病院に対し て速やかに経過報告書を書く こ と ができる。

9 医療連携の意義を理解し 、 返送・ 逆紹介を積極的に行う など関係医療機関と の適切なコ ミ ュ ニケーショ ンを図るこ と ができ る。

10 専門性の追求のみにと どまら ず、 医療を取り 巻く 社会情勢などにも 興味を持ち、 広い見地から 医療を実践するこ と ができ る。
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地方独立行政法人 東京都立病院機構 について

令和 4 年 7 月、 都立病院と 公社病院が一体と なっ て「 地方独立行政法人東京都立病院機構」 に

移行し まし た。

東京都立病院

（ ８ 病院）

東京都保健医療公社

（ ６ 病院・ １ 検診センタ ー）＋

広尾病院 東部地域病院

大塚病院 多摩南部地域病院

駒込病院 大久保病院

墨東病院 多摩北部医療センタ ー

多摩総合医療センタ ー 荏原病院

神経病院 豊島病院

小児総合医療センタ ー 東京都がん検診センタ ー

松沢病院

全 14 病院・ 1 検診センタ ーの、 新し い名称はこ のよう になり まし た。

新 名 称

東京都立広尾病院 東京都立多摩北部医療センタ ー

東京都立大久保病院 東京都立東部地域病院

東京都立大塚病院 東京都立多摩南部地域病院

東京都立駒込病院 東京都立神経病院

東京都立豊島病院 東京都立小児総合医療センタ ー

東京都立荏原病院 東京都立松沢病院

東京都立墨東病院 東京都立がん検診センタ ー

東京都立多摩総合医療センタ ー

地方独立行政法人

東京都立病院機構

令和4 年7 月

誕生



5

高齢化や医療の高度化など医療環境の変化のスピ ード が加速する 中でも 独法化のメ リ ッ ト を

いかし て、 柔軟な人材確保や迅速な経営判断などにより 都民ニーズに機動的に対応

行政的医療等の一層の充実

将来にわたっ て、 都民の誰も が質の高い医療を 受けら れ、 安心し て暮ら せる東京を 実現

地域医療の充実への貢献

項目及び考え方 医療課題

ア 　 法令等に基づき 対応

が求めら れる 医療

法令上又は歴史的経過から 、 行政の積極的な関与

が期待さ れ、 都が主体と なっ て担う べき医療

●精神科救急医療

●医療観察法医療

●結核医療

●感染症医療 ( 主に一類・ ニ類 )

●災害医療

イ  　 社会的要請から 特に

対策を 講じ なければな

ら ない医療

都民ニーズ、 患者ニーズと 比較し て、 一般医療機関等のサービス提供が質的・ 量的に不足

する医療分野について、 都の医療政策を推進する上で担う べき医療

ア 　 一般の医療機関で

の対応が困難な医療

多様なマン パワーの確保や特別な対応が必要で採

算の確保が難し いこ と などから 、 民間の取組が困

難な医療

●小児専門医療（ 心臓病、 腎臓病等）

●難病医療

●アレ ルギー疾患医療（ 重症、難治性）

●精神科身体合併症医療

● 精神科専門医療（ ア ルコ ール、 薬

物依存等）

●造血幹細胞移植医療

●エイ ズ医療

●救急医療（ 熱傷等）

●障害者合併症医療

●障害者歯科医療

●島し ょ 医療

イ  　 都民ニ ーズが高く

高度な 医療水準と そ

れを 支え る 総合診療

基盤によ り 対応する

医療

都民ニーズが高く 、 総合診療基盤に支えら れたよ

り 高度な医療や、 合併症等への対応等、 他の医療

機関を補完するために担う べき医療

●周産期医療（ MFICU、NICU 対応等）

●がん医療（ 難治性、 合併症併発等）

● 救急医療（ 三次、CCU、SCU、二次（ 休

日・ 全夜間））

ウ 　 新たな医療課題に対

し て先導的に取り 組む

必要がある 医療

時代に応じ た新たな医療課題に対し て、 一般医療

機関の医療提供体制が確立する までの間対応する

医療

●小児がん医療

●児童・ 思春期精神科医療

●移行期医療

●外国人患者への医療

都立病院機構の目指す方向性

行政的医療と は

・ 行政的医療等の充実・ 強化

・ 災害・ 感染症等への着実な対応

・ 地域包括ケアシステム構築への貢献

・ 地域と と も に人材を 確保・ 育成・ 活用
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東京医師アカ デミ ーと し ての研修

各病院ごと に、特色と 専門性を活かし た院内研修を実施し ています。

興味があれば、 所属病院以外の研修を受講するこ と も でき ます。

東京医師アカ デミ ーではレジデント に対し て、 様々な集合研修を実

施し ています。 いずれも 日常における診療にも 役立つ、 スキル・ 判断

力が身に付く 研修内容と なっ ています。

■各病院内研修

■集 合 研 修

●日常診療で経験し た症例や臨床研修・ 研究成果を発表し ます。 令和４ 年度は、 オンデマンド 形

式で開催し まし た。

研究発表会（ 全員）

（ ポスタ ー展示と 発表の様子 /R1年度） （ 特別講演の様子 /R1年度）

●ト リ アージ訓練、 机上訓練等を通じ て、 災害時に適切な行動がと れるよう に、 災害医療の特殊

性など独自の概念を理解し 、 必要と なる診療手技を身につけます。

災害医療研修（ 全員）

（ ト リ アージ訓練実施の様子/R4年度） （ 救急科の講師による 災害医療についての講義 /R4年度）

●医療資源の乏し い災害時を想定し 、「 気道緊急」 や「 骨折・ 脱臼」 等の具体的処置を通じ てケー

ススタ ディ を行い、 専門領域を問わない災害時の医師と し ての対応を身に付けます。 また、 エ

マルゴシミ ュ レーショ ンを実施し 、 限ら れた時間内に的確な判断を行い、 限り ある人的 ･ 物的

資源を最大限に有効利用する能力を身に付けます。 　 ※研修内容は年度によっ て変更と なる場合があり ます。

災害実践研修（ 希望制）

（ 気道確保処置の実践 /R4年度） （ エマルゴシミ ュレーショ ンによる患者フローの理解 /R4年度）
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●今後増加が見込まれる外国人患者に対し て、 医師と し て安心・ 安全な医療を提供するため、 医

療系英語を中心と し た研修を実施するこ と により 、 円滑な外国人対応を目指し ます。

アカ デミ ー語学研修（ 希望制）

（ 語学研修の様子① /R1年度） （ 語学研修の様子② /R1年度）

●感染症の症候別講義や症例シナリ オに沿っ たディ スカ ッ ショ ン やプレ ゼン テーショ ン を 通じ

て、 感染症に関し ての初期対応、 感染対策及び必要と なる処置や判断について学びます。

感染症対応能力向上研修（ 希望制）

（ グループワーク 結果のプレ ゼン テーショ ン /R1年度） （ 感染症科の講師による 研修フ ィ ード バッ ク /R1年度）

※研修内容は変更と なる可能性があり ます。

●臨床研究の基本概念や実施の際に必要と なる知識等について演習を交えて学びます。

臨床研究研修（ 希望制）

（ 臨床研究研修の様子① /R4年度） （ 臨床研究研修の様子② /R4年度）
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■ E R ／救命救急短期研修 
内科系コ ース及び外科系コ ースの一部のシニアレ ジデン ト は、 ER/救命救急における ３ ヶ 月の短期

Ｅ Ｒ 研修を 必修と し ています。（ 広尾、 墨東、 多摩総合のいずれかで研修） その他のコ ースにおい

ても 、 同研修の受講を 推奨し ています。

一般目標　 GIO

１  　 生命や機能的予後に係わる、 緊急を要する 病態
　 や疾病、 外傷に対する適切な診断・ 初期治療能力
　 を身につける。
２  　 救急患者およびその家族に対する、 診療態度と
　  接遇を身につける。
３  　 救急医療システムを理解する。
４  　 災害医療の基本を理解する。

行動目標　 SBOs

１ 　 救急診療の基本事項
　 ⑴ 　 救急患者の身体所見を的確にと り 、 適切な鑑
　 　 別診断を挙げること ができる。
　 ⑵ 　 基本的な救急処置、 検査や治療手技を安全で
　 　 確実に行えるスキルを身につける。
　 ⑶ 　 救急患者および家族の不安に配慮し た対応と
　 　 説明ができるよう になる。
　 ⑷ 　 コ メ ディ カ ルと 協力し て診療を スムーズに行
　 　 えるよう な態度を身につける。
　 ⑸ 　 専門医への適切なコ ンサルテーショ ン ができ
　 　 るよう になる。
　 ⑹　 頻度の高い救急疾患・ 外傷の初期治療ができる。
　 ⑺ 　 二次救命処置（ ACLS） ができ、 一次救命処置
　 　（ BLS） を指導できる。

２ 　 救急診療に必要な検査
　 ⑴ 　 必要な検査（ 検体、画像、心電図）が指示できる。
　 ⑵　 緊急性の高い異常検査所見を指摘できる。

３ 　 経験し なければなら ない手技
　 ⑴　 気道確保を実施できる。
　 ⑵　 気管挿管を実施できる。
　 ⑶　 人工呼吸を実施できる。
　 ⑷　 心マッ サージを実施できる。
　 ⑸　 除細動を実施できる。

　 ⑹ 　 注射法（ 皮内、皮下、筋肉、点滴、静脈路確保、
　 　 中心静脈路確保） を実施できる。
　 ⑺ 　 緊急薬剤（ 心血管作動薬、 抗不整脈薬、 抗け
　 　 いれん薬など） が使用できる。
　 ⑻　 採血法（ 静脈血、 動脈血） を実施できる。
　 ⑼ 　 導尿法を実施できる。
　 ⑽　 穿刺法（ 腰椎、 胸腔、 腹腔） を実施できる。
　 ⑾　 胃管の挿入と 管理ができる。
　 ⑿　 圧迫止血法を実施できる。
　 ⒀　 局所麻酔法を実施できる。
　 ⒁　 簡単な切開・ 排膿を実施できる。
　 ⒂　 皮膚縫合法を実施できる。
　 ⒃　 創部消毒と ガーゼ交換を実施できる。
　 ⒄　 軽度の外傷・ 熱傷の処置を実施できる。
　 ⒅　 包帯法を実施できる。
　 ⒆　 ド レーン・ チューブ類の管理ができる。
　 ⒇　 緊急輸血が実施できる。

４ 　 経験し なければなら ない症状・ 病態・ 疾患
　 Ａ 　 頻度の高い症状
　 ＊「 経験」 と は、 自ら 診療し 、 鑑別診断を行う こと
　 ⑴　 発疹
　 ⑵　 発熱
　 ⑶　 頭痛
　 ⑷　 めまい
　 ⑸　 失神
　 ⑹　 けいれん発作
　 ⑺　 視力障害、 視野狭窄
　 ⑻　 鼻出血
　 ⑼　 胸痛
　 ⑽　 動悸
　 ⑾　 呼吸困難
　 ⑿　 咳・ 痰
　 ⒀　 嘔気・ 嘔吐
　 ⒁　 吐血・ 下血
　 ⒂　 腹痛
　 ⒃　 便通異常（ 下痢、 便秘）

　 ⒄　 腰痛
　 ⒅　 歩行障害
　 ⒆　 四肢のし びれ
　 ⒇　 血尿
　（ 2121）　 排尿障害（ 尿失禁・ 排尿困難）
　 Ｂ 　 緊急を要する症状・ 病態
　 ＊「 経験」 と は、 初期治療に参加すること
　 ⑴　 心肺停止
　 ⑵　 ショ ッ ク
　 ⑶　 意識障害
　 ⑷　 脳血管障害
　 ⑸　 急性呼吸不全
　 ⑹　 急性心不全
　 ⑺　 急性冠症候群
　 ⑻　 急性腹症
　 ⑼　 急性消化管出血
　 ⑽　 急性腎不全
　 ⑾　 急性感染症
　 ⑿　 外傷
　 ⒀　 急性中毒
　 ⒁　 誤飲、 誤嚥
　 ⒂　 熱傷
　 ⒃　 流・ 早産および満期産
　 　（ 当該科研修で経験し ても よい）
　 ⒄　 精神科領域の救急
　 　（ 当該科研修で経験し ても よい）

５ 　 救急医療システム
　 ⑴　 救急医療体制を説明できる。
　 ⑵ 　 地域のメ ディ カ ルコ ント ロール体制を 把握し
　 　 ている。

６ 　 災害時医療
　 ⑴ 　 ト リ アージの概念を説明できる。
　 ⑵ 　 災害時の救急医療体制を理解し 、 自己の役割
　 　 を把握し ている。

■病院間連携（ ローテイ ト ） 
　 各病院の総病床数は約 7,000 床。 こ のスケールメ リ ッ ト をフ ル活用するため、 病院間の連携を拡大・

強化し ています。 所属病院での研修で不足する症例や、 経験できない症例がある場合は、 各病院の連携

により 補う こと ができます。 医師アカデミ ー以外の連携施設での研修も 可能です。 新型コ ロナウイルス

感染症への対応にあたっても 、 病院間連携を行う こと で、 円滑に研修ができています。

ローテイ ト イ メ ージ図 
Ａ 病院を中心としたローテイト イメ ージ

Ｃ病院を中心としたローテイト イメ ージ

医師アカデミ ーでは習得できない

専門医療の習得

【 連携施設】

医師アカ デミ ー以外の
専門病院、大学病院

など

【 連携施設】

Ｂ 病院
所属病院で不足する

専門医療の習得

【 ＥＲ/救命救急研修】

広尾病院
墨東病院
多摩総合

 
※各病院が複数の病院と 連携し ています。 研修施設群一覧はP.12をご覧く ださ い。

 

Ａ 病院

Ｃ 病院

【 連携施設】
医師アカ デミ ー以外の

専門病院、大学病院

など

医師アカデミ ーでは習得できない

専門医療の習得
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学習環境・ 臨床研究

●全病院で院内の各自のパソ コ ン から UpToDate が

使用でき ます。

●オン ラ イ ン ジャ ーナルは、 各病院の専門性や特色

に合わせて病院ごと に整備さ れています。

●図書室が整備さ れています。

●コ ースによ り シミ ュ レ ータ を 使用し た研修を 実施

し ています。

●学会参加費、 旅費や学会加入費など、 専門医の取

得に必要な費用を支援し ます。

●東京医師アカ デミ ーではレ ジデント の臨床研究を 支援し ており 、 各病院で学会発表、 論文投稿

をサポート し ています。

例： 広尾病院での臨床研究サポート 体制

●東京医師アカ デミ ーでは、 研究に関心のあるレジデント が、 東京都医学総合研究所で行われる

研究に参加でき るよう 支援し ています。

（ 公財） 東京都医学総合研究所で取り 組んでいる研究課題

がんと 感染症 脳の疾患と 障害 精神の障害 療養者・ 障害者のケア 先端的基礎研究

研究所が行う 研究に参加し 、 研究員の指導の下に臨床研究を 行う こ と ができ ます（ 研究所によ

る審査があり ます）。

研究所の連携大学院に社会人大学院生と し て入学するこ と により 、 学位取得を目指し た研究を

行う こ と も でき ます。

研究所が構築し ている脳病理標本データ ベースを、 自己学習のために利用でき ます。

●他大学院で学位取得を目指し た研究を行う こ と も でき ます。

東京医師アカ デミ ーの研修病院では、 レ ジデント が充実し た研修や臨床研究に取り

組むこ と ができ るよう に、 下記の取組を 行っ ています。

■学習環境を整備し ています

■臨床研究・ 学位取得をサポート し ています

臨床研究サポート チーム

学会発表・ 論文投稿

レジデント

サポート チーム委員による

計画内容への助言と 実践的指導

院内「 臨床研究フ リ ーディ スカ ッ ショ ン」

による研究のまと め

コ ース責任者・ 指導医と 研究テーマの相談

臨床研究計画書の作成・ 提出

臨床研究の遂行・ 学会発表や論文化

〔シミ ュ レータ 〕
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東京医師アカデミ ー　 シニアレジデント の応募資格

令和６ 年３ 月に初期臨床研修修了予定の方、又はそれと 同程度の臨床経験を有する方応 募 資 格

後日、 ホームページで公開し ます。出 願 方 法 及 び 時 期

後日、 ホームページで公開し ます。採 用 選 考 日 程

令和６ 年４ 月１ 日採 用 予 定 日

（ 令和６ 年度）処　 　 　 　 　 　 遇

全体で 100 名程度（ 令和５ 年度採用実績）募 集 人 員

口頭試問、 面接試験など

・ 研修コ ースにより 異なり ますので、 各病院のホームページを 参照く ださ い。

採 用 選 考 方 法

身 分

雇 用 期 間

勤 務 形 態

有 給 休 暇 等

報 酬

保 険

宿 舎

そ の 他

：

：

：

：

：

：

：

：

東京都立病院機構　 任期付病院職員

各研修プロ グラ ムで定める年限

週 5 日以内（ 宿直あり ）（ 原則）。 １ 日７ 時間 45 分（ 原則）

始業及び終業の時刻、 休憩時間は、 所属長の定めによ る。

１ 年目 10 日。 ２ 年目以降は任用年数に応じ て付与。 他に夏季休暇等あり

採用前に改定があっ た場合は、 その定めによ る 。

日給 20,000 円

月額 400,000 円（ 月 20 日勤務、 宿直なし で勤務し た場合の例）

他に賞与、 宿日直手当（ 20,000 円 /回）、 超過勤務手当、 救急医療業務手当あり

健康保険、 厚生年金保険あり

あり （ 単身のみ）

研究研修費支給

東京医師アカデミ ー　 サブスペシャ ルティ レジデント の応募資格

令和６ 年３ 月に基本領域研修修了予定の方、 又はそれと同程度の臨床経験を有する方応 募 資 格

後日、 ホームページで公開し ます。出 願 方 法 及 び 時 期

後日、 ホームページで公開し ます。採 用 選 考 日 程

各病院へお問い合わせく ださ い。募 集 人 員

口頭試問、 面接試験など

・ 研修コ ースにより 異なり ますので、 各病院のホームページを 参照く ださ い。

採 用 選 考 方 法

令和６ 年 4 月 1 日採 用 予 定 日

（ 令和６ 年度）処　 　 　 　 　 　 遇

身 分

雇 用 期 間

勤 務 形 態

有 給 休 暇 等

報 酬

保 険

宿 舎

そ の 他

：

：

：

：

：

：

：

：

東京都立病院機構　 任期付病院職員

各研修プロ グラ ムで定める年限

週 5 日以内（ 宿直あり ）（ 原則）。 １ 日７ 時間 45 分（ 原則）

始業及び終業の時刻、 休憩時間は、 所属長の定めによ る。

１ 年目 10 日。 ２ 年目以降は任用年数に応じ て付与。 他に夏季休暇等あり

採用前に改定があっ た場合は、 その定めによ る 。

日給 25,400 円

月額 508,000 円（ 月 20 日勤務、 宿直なし で勤務し た場合の例）

他に賞与、 宿日直手当（ 25,400 円 /回）、 超過勤務手当、 救急医療業務手当等あり

健康保険、 厚生年金保険あり

あり （ 単身のみ）

研究研修費支給
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基本領域設置プログラ ム一覧

東京医師アカ デミ ーでは、 次のと おり 14 領域 46 プログラ ムを 申請し ています。

※令和 5 年 5 月末現在。 申請中及び申請予定のプログラ ムを 含みます。

病院名 主な重点医療等

病
　
床

　
数

医師アカ デミ ーで研修を行う こ と のでき る 基本領域

（ 新専門医制度）

内

科

外

科

産

婦

人

科

小

児

科

精

神

科

整

形

外

科

麻

酔

科

皮

膚

科

耳
鼻
咽
喉
科

泌

尿

器

科

病

理

科

放

射

線

科

救

急

科

総

合

診

療

広尾病院
救急医療（ 三次、熱傷等）、災害医療、島し ょ 医療、小児医療、

精神科身体合併症医療、 障害者歯科医療
426 ◎ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ◎ ◎

大久保病院 救急医療（ 二次、 脳卒中）、 腎医療、 災害医療 304 ◎ ○ ○ ○

大塚病院
周産期医療、 小児医療、 児童精神科医療、 救急医療（ 二次、

脳卒中）、 障害者（ 児） 医療、 災害医療
498 ◎ ○ ○ ◎ ◎ ○ ○ ○

駒込病院

がん医療（ ゲノ ム、 難治性、 合併症併発等）、 造血幹細胞

移植医療、感染症医療（ 主に一類・ 二類）、救急医療（ 二次）、

災害医療

815 ◎ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ◎ ◎ ◎ 　 ◎

豊島病院

救急医療（ 二次、 脳卒中、 急性心筋梗塞）、 がん医療、 周

産期医療、 小児医療、 精神科救急医療、 精神科身体合併

症医療、 感染症医療（ 主に二類）、 障害者歯科医療、 災害

医療

438 ◎ ○ ○ ◎ ◎ ○ ○

荏原病院

救急医療（ 二次、 脳卒中）、 感染症医療（ 主に一類・ 二類）、

がん医療、 精神科身体合併症医療、 小児医療、 障害者歯

科医療、 災害医療

461 ◎ ○ ○ ◎ ◎ ○

墨東病院

救急医療（ 三次、 熱傷等）、 周産期医療、 小児医療、 感染

症医療（ 主に一類・ 二類）、 がん医療（ 合併症併発等）、 精

神科救急医療、 精神科身体合併症医療、 障害者歯科医療、

災害医療

765 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ○ ○ ○ ◎ ◎

多摩総合

医療セン タ ー

救急医療（ 三次、 熱傷等）、 周産期医療、 がん医療（ 合併

症併発等）、 精神科救急医療、 精神科身体合併症医療、 感

染症医療、 難病医療、 障害者歯科医療、 移行期医療、 災害

医療

789 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ○ ◎ ○ ◎ ◎

多摩北部医療センタ ー
救急医療（ 二次、 脳卒中、 急性心筋梗塞）、 がん医療、 小

児医療、 障害者歯科医療、 災害医療
337 ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎

東部地域病院
救急医療（ 二次、 脳卒中、 急性心筋梗塞）、 がん医療、 小

児医療、 災害医療
314 ○ ○ ◎

多摩南部地域病院
救急医療（ 二次、 脳卒中、 急性心筋梗塞）、 がん医療、 小

児医療、 災害医療
287 ◎ ○ ○ ○

神経病院 難病医療（ 神経、 筋疾患）、 災害医療 304 ○ ○ ○ ○ ○ ○

小児総合医療セン タ ー

小児救急医療（ 三次）、 小児がん医療、 周産期医療、 小児

専門医療（ 心臓病、 腎臓病等）、 児童・ 思春期精神科医療、

小児結核医療、 小児難病医療、 アレ ルギー疾患医療、 障害

児歯科医療、 移行期医療、 災害医療

561 ○ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

松沢病院

精神科救急医療、精神科身体合併症医療、精神科専門医療（ ア

ルコ ール、 薬物依存等）、 医療観察法医療、 精神障害者歯科

医療、 災害医療

898 ○ ○ ◎

（ 注 1）　 ◎…基幹施設

（ 注 2）　 〇…連携施設

（ 注 3） 研修コ ースの詳細は、 P14 ～を ご覧く ださ い。 所属する コ ース以外での研修を 希望する 場合等は適時相談に応じ ます。

（ 注 4） 内科系コ ース、 外科系コ ースの一部については、 総合診療能力の醸成・ 向上のため、 広尾病院、 墨東病院又は多摩総合医療セン タ ーにおける 3 か月程

度の ER/ 救命救急短期研修を 必ず受講し ていただき ます。 その他のコ ースについても 、 同研修を 受講するこ と を 推奨し ています。
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研修施設群一覧

基幹施設 　

　 連携施設

内　 　 科 外科 産婦人科 小児科 　 　 　 　 　 　 　 　 精神科

広尾 大久保 大塚 駒込 豊島 荏原 墨東 多摩総合 多摩北 多摩南 墨東 多摩総合 墨東 多摩総合 大塚 墨東 小児総合 豊島 荏原 墨東 多摩総合

広尾病院 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

大久保病院 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

大塚病院 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

駒込病院 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

豊島病院 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

荏原病院 ○ ○ ○ ○ ○ ○

墨東病院 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

多摩総合医療センタ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

多摩北部医療セン タ ー 〇 ○ ○ ○ ○ ○

東部地域病院 ○ ○ ○

多摩南部地域病院 ○ ○ ○ ○

神経病院 ○ 〇 ○ 〇 〇 〇 ○ 〇 ○ ○

小児総合医療センタ ー ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○ ○

松沢病院 ○ 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 ○ ○ ○ ○

東
京
都
立
病
院
機
構
以
外
の
病
院

東京共済
病院

東京女子
医科大学

東京医科
歯科大学
病院

NTT 東 日
本関東病
院

東京都健康
長寿医療セ
ン タ ー

東邦大学
医療セ ン
タ ー大森
病院

東京医科
歯科大学
病院

帯広第一
病院

国立病院
機構東京
病院

安曇野赤
十字病院

公立昭和
病院

北里大学
病院

獨協医科
大学埼玉
医療セ ン
タ ー

島し ょ 等
東京大学
医学部附
属病院

東京医科
歯科大学
病院

日本大学
医学部附
属板橋病
院

聖路加国
際病院

立川相互
病院

東京都健康
長寿医療セ
ン タ ー

中部総合
精神保健
センタ ー

東京医科
歯科大学
病院

東京都健康
長寿医療セ
ン タ ー

日本大学
医学部附
属板橋病
院

東京医科
大学

東邦大学
医療セ ン
タ ー 大森
病院

新渡戸記
念中野総
合病院

東京医科
歯科大学
病院

昭和大学
病院

東京大学
医学部附
属病院

秋田赤十
字病院

日野市立
病院

諏訪中央
病院

複十字病
院

浦添総合
病院

国立がん
研究セ ン
タ ー中央
病院

聖路加国
際病院

杏林大学
医学部付
属病院

慶應義塾
大学病院

東京大学
医学部附
属病院

松戸市立
総合医療
センタ ー

国立精神・
神 経 医 療
研 究 セ ン
タ ー病院

栗田病院
東京足立
病院

青梅市立
総合病院

東京医科
歯科大学
病院

戸田中央
総合病院

草加市立
病院

湘南鎌倉
総合病院

日本大学
医学部附
属板橋病
院

昭和大学
藤が丘病
院

筑波大学
附属病院

山形県立
中央病院

青梅市立
総合病院

（ 高山赤十
字病院）

榊原記念
病院 中頭病院 島し ょ 等

順天堂大
学医学部
附属順天
堂医院

青梅市立
総合病院

島し ょ 等

国立国際医
療研究セン
タ ー国府台
病院

山梨大学
連携病院

成増厚生
病院

横浜市立
みな と 赤
十字病院

成増厚生
病院

成増厚生
病院

公立昭和
病院

島し ょ 等
東京都済
生会中央
病院

国立がん
研究セ ン
タ ー中央
病院

青梅市立
総合病院

昭和大学
横浜市北
部病院

千葉大学
医学部附
属病院

白河厚生
総合病院

公立昭和
病院

聖隷浜松
病院

国立病院
機構東京
病院

友愛医療
センタ ー

焼津市立
総合病院

立川相互
病院

（ 獨協医科大学埼
玉医療セン タ ー子
ども のこ こ ろ診療
セン タ ー）

陽和病院
東京医科
歯科大学
病院

国立精神・
神経医療
研究セ ン
タ ー病院

高月病院

国立循環
器病研究
セ ン タ ー
病院

JA と り で
総合セ ン
タ ー

東京医科
歯科大学
病院

JCHO 東
京山手メ
ディ カ ル
センタ ー

昭和大学
江東豊洲
病院

日本医科
大学千葉
北総病院

福島県立
医科大学
会津医療
センタ ー

東京医科
歯科大学
病院

沼津市立
病院

日本医科
大学付属
病院

聖マ リ ア
ン ナ 医科
大学

公立昭和
病院

田園都市
レ ディ ース
ク リ ニッ ク

島し ょ 等
東京足立
病院

医療法人
社団 柏水
会　 初 石
病院

精神保健
福祉セ ン
タ ー

多摩総合精
神保健福祉
セン タ ー

日本医科
大学付属
病院

慶應義塾
大学病院

東京大学
医学部附
属病院

新渡戸記
念中野総
合病院

蒲田ク リ
ニッ ク

東京大学
医科学研
究所附属
病院

竹田綜合
病院

東京都健康
長寿医療セ
ン タ ー

神戸市立
医療セ ン
タ ー 中央
市民病院

東京ベイ・
浦 安 市 川
医 療 セ ン
タ ー

川崎市立
多摩病院

恩田第二
病院

成増厚生
病院

埼玉県立
精神医療
センタ ー

針生ケ 丘
病院

JCH O 東
京山手メ
デ ィ カ ル
センタ ー

東京歯科
大学市川
総合病院

東京健生
病院

国立病院
機構災害
医療セ ン
タ ー

東京医科
大学病院

奈良医科
大学附属
病院

水戸協同
病院

東京大学
医科学研
究所附属
病院

島根大学
医学部附
属病院

杏林大学
医学部付
属病院

立川相互
病院

がん研有
明病院

自治医科
大学附属
病院

大宮厚生
病院

東京医科
歯科大学
病院

横須賀共
済病院

横浜市立
みな と 赤
十字病院

大泉生協
病院

武蔵野赤
十字病院

島し ょ 等
国立循環
器病研究
センタ ー

土浦協同
病院

東京大学
医学部附
属病院

（ 隠岐病院）
東京医科
歯科大学
病院

島し ょ 等
精神保健
福祉セ ン
タ ー

国立国際医
療研究セン
タ ー国府台
病院

横浜みな
と 赤十字
病院

JR 東京総
合病院

川崎市立
井田病院

東京大学
医科学研
究所附属
病院

横須賀共
済病院

国立国際医
療研究セン
タ ー国府台
病院

JAと り で
総合医療
センタ ー

国立病院
機構災害
医療セ ン
タ ー

（ 隠岐島前
病院）

東京都立
健康長寿
医療セ ン
タ ー

東京医科
歯科大学
病院

初石病院
恩田第二
病院

島し ょ 等
横須賀共
済病院

複十字病
院

横浜南共
済病院

国立がん
研究セ ン
タ ー 中央
病院

国立病院
機構栃木
医療セ ン
タ ー

武蔵野赤
十字病院

飯塚病院
東京大学
医学部付
属病院

小山富士
見台病院

茨城県立
こ こ ろ の
医療セ ン
タ ー

平塚共済
病院

青森県立
中央病院

横浜市立
みな と 赤
十字病院

筑波記念
病院

（ 済生会宇
都宮病院）

横浜市立
みな と 赤
十字病院

今村総合
病院

古賀総合
病院

平川病院 山本病院

土浦協同
病院

岩手県立
中央病院

平塚共済
病院

同愛記念
病院

済生会加
須病院

川崎市立
多摩病院

沖縄県立
宮古病院

東京女子
医科大学

大宮厚生
病院

東京大学
附属病院

東京女子
医科大学
病院

山形県立
中央病院

土浦協同
病院

東京ベイ・
浦 安 市 川
医 療 セ ン
タ ー

埼玉石心
会病院

横須賀共
済病院

浦添総合
病院

島し ょ 等
青梅成木
台病院

土佐病院

島し ょ 等
魚沼基幹
病院

JA と り で
総合医療
センタ ー

静岡がん
センタ ー

さ い た ま
市立病院

（ 湘南鎌倉
総合病院）

天理よ ろ
づ相談所
病院

埼玉江南
病院

国立がん
研究セ ン
タ ー東病
院

柏市立柏
病院

Ｊ Ａ と り
で 総合医
療 セ ン
タ ー

草加市立
病院

（ 国立病院
機 構 相 模
原病院）

西伊豆健
育会病院

多摩中央
病院

東京ベイ・
浦 安 市 川
医 療 セ ン
タ ー

草加市立
病院

横須賀共
済病院

（ さ いたま
赤 十 字 病
院）

長岡赤十
字病院

島し ょ 等

飯塚病院
秀和総合
病院

静岡て ん
か ん・ 神
経医療セ
ンタ ー

帝京大学
ち ば総合
医療セ ン
タ ー

新潟市民
病院

（  　 ） は
2024年度
よ り 追加
見込施設

静岡県立
静岡がん
センタ ー

さ い た ま
赤十字病
院

榊原記念
病院

国保旭中
央病院

（ 新潟県立
燕 労 災 病
院）

東京山手メ
ディ カ ルセ
ンタ ー

島し ょ 等
大森赤十
字病院

船橋市立
医療セ ン
タ ー

（ 魚沼基幹
病院）

大森赤十
字病院

川西市立
総合医療
センタ ー

東京ベイ・
浦 安 市 川
医 療 セ ン
タ ー

（ 新潟県立
十 日 町 病
院）

日本医科
大学付属
病院

小倉記念
病院

亀田総合
病院

山梨県立
中央病院

島し ょ 等
平鹿総合
病院

哲西町診
療 所（ 岡
山）

島し ょ 等

　 島し ょ 等： 利島、 新島、 式根島、 神津島、 三宅島、 御蔵島、 青ヶ 島、 小笠原、 檜原村、 奥多摩町などの 11 施設

　 島し ょ 研修の状況については、 各病院へお問合せく ださ い。
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整形外科 麻　 酔　 科 皮膚科 耳鼻咽喉科 泌尿器科 病理科 放射線科 救急科 総合診療科

小児総合 松沢 多摩総合 広尾 大塚 駒込 豊島 荏原 墨東 多摩総合 東部 墨東 多摩総合 駒込 駒込 多摩総合 駒込 多摩総合 広尾 墨東 多摩総合 広尾 駒込 墨東 多摩総合 多摩北

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○

多 摩 あ お
ば病院

東 京 医 科
歯 科 大 学
病院

東 京 大 学
医 学 部 附
属病院

草 加 市 立
病院

慶 應 義 塾
大学病院

順 天 堂 大
学 医 学 部
附 属 順 天
堂医院

順 天 堂 大
学 医 学 部
附 属 順 天
堂医院

昭 和 大 学
病院

順 天 堂 大
学 医 学 部
附 属 順 天
堂医院

東 京 医 科
歯 科 大 学
病院

順 天 堂 大
学 医 学 部
附 属 順 天
堂医院

防 衛 医 科
大 学 校 病
院

虎 の 門 病
院

国 立 が ん
研 究 セ ン
タ ー 東 病
院

東 京 医 科
歯 科 大 学
病院

公 立 昭 和
病院

鳥 取 大 学
医 学 部 附
属病院

杏 林 大 学
医 学 部 付
属病院

東 京 大 学
医 学 部 附
属病院

帝 京 大 学
病 院（ 東
京都）

大 島 医 療
センタ ー

東 京 健 生
病院

聖母病院
北 海 道 家
庭 医 療 学
センタ ー

東 京 女 子
医 科 大 学
病院

東 京 大 学
医 学 部 附
属病院

自 治 医 科
大 学 附 属
病院

春 日 部 中
央 総 合 病
院

さ い た ま
市立病院

越 谷 市 立
病院

日 本 大 学
医 学 部 附
属 板 橋 病
院

昭 和 大 学
藤 が 丘 病
院

順 天 堂 大
学 医 学 部
附 属 浦 安
病院

国 立 成 育
医 療 研 究
センタ ー

越 谷 市 立
病院

NTT 東 日
本 関 東 病
院

が ん 研 有
明病院

東 京 都 が
ん 検 診 セ
ンタ ー

筑 波 大 学
附属病院

大 分 県 立
病院

東京ベイ・
浦 安 市 川
医 療 セ ン
タ ー

佐 久 総 合
病 院（ 長
野県）

神 津 島 診
療所

大 泉 生 協
病院

篠 崎 駅 前
ク リ ニッ ク

西 伊 豆 病
院

奥 多 摩 病
院

慶 應 義 塾
大学病院

西 島 病 院
（ 静岡県）

か わ ぐ ち
心 臓 呼 吸
器病院

東 京 女 子
医 科 大 学
病院

昭 和 大 学
横 浜 市 北
部病院

順 天 堂 大
学 医 学 部
附 属 静 岡
病院

聖 路 加 国
際病院

川 崎 幸 病
院

島し ょ 等
前 橋 赤 十
字病院

日 本 赤 十
字 社 医 療
セ ン タ ー

（ 東京都）

三 宅 島 中
央診療所

島し ょ 等
ク リ ニ ッ ク
川越 島し ょ 等

常 陸 大 宮
済 生 会 病
院

昭 和 大 学
附 属 烏 山
病院

越 谷 市 立
病院

昭 和 大 学
江 東 豊 洲
病院

イ ム ス 葛
飾 ハ ー ト
センタ ー

静 岡 県 立
こ ど も 病
院

東 京 西 徳
州会病院

島 根 県 立
中央病院

浦 添 総 合
病 院（ 沖
縄県）

町 立 八 丈
病院

揚石医院 石 橋 ク リ
ニッ ク

国 立 国 際
医 療 研 究
セ ン タ ー
病院

静 岡 済 生
会 総 合 病
院

越 谷 市 立
病院

東京ベイ・
浦 安 市 川
医 療 セ ン
タ ー

海 老 名 総
合病院

秋 田 赤 十
字病院（ 秋
田県）

小 笠 原 村
診療所

岩 手 県 立
千厩病院

公 立 置 賜
総合病院

東京都健康
長寿医療セ
ン タ ー

か わ ぐ ち
心 臓 呼 吸
器病院

埼 玉 医 科
大学病院

島し ょ 等
西 南 医 療
セ ン タ ー

（ 茨城県）

岩 手 県 立
高田病院

中部総合精
神保健福祉
センタ ー

埼 玉 医 科
大 学 国 際
医 療 セ ン
タ ー

NTT 関 東
病 院（ 東
京都）

一 関 市 国
保 藤 沢 病
院

北 海 道 大
学病院

埼 玉 医 科
大 学 総 合
医 療 セ ン
タ ー

昭 和 大 学
病 院（ 東
京都）

岩 手 県 立
大東病院

函 館 渡 辺
病院

TMGあさ か
医 療 セ ン
タ ー

埼玉医科大
学総合医療
セ ン タ ー

（ 埼玉県）

島し ょ 等

埼 玉 医 科
大学病院

慶 応 義 塾
大学病院

千 葉 大 学
病 院（ 千
葉県）

千 葉 県 精
神 科 医 療
センタ ー

武 蔵 野 赤
十字病院

聖 マ リ ア
ン ナ 医 科
大学病院

神 奈 川 県 立
精 神 医 療 セ
ン タ ー

大 阪 精 神
医 療 セ ン
タ ー

岡 山 県 精
神 科 医 療
センタ ー

山 口 県 立
こ こ ろ の
医 療 セ ン
タ ー

済 生 会 横
浜 市 東 部
病院

埼 玉 県 立
精 神 医 療
センタ ー

東 京 医 科
大学病院

大 宮 厚 生
病院

あ さ か ホ
スピタ ル

こ こ ろ の
医 療 セ ン
タ ー 五 色
台
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◎広尾病院
◎大久保病院
◎大塚病院
◎駒込病院
◎豊島病院

〇東部地域病院
〇神経病院

◎荏原病院
◎墨東病院
◎多摩総合医療センタ ー
◎多摩北部医療センタ ー
◎多摩南部地域病院

〇松沢病院

●　 広尾病院（ 基幹施設）　

　 　 東京都立広尾病院内科専門研修プログラ ム 

プロ グラ ム責任者： 腎臓内科　 田島　 真人　 　 プログラ ム研修期間： 4 年

連携施設病院： 大久保 / 大塚 / 駒込 / 豊島 / 墨東 / 多摩総合 / 神経 / 松沢

　 　 　 　 　 　 　 東京共済病院 / 日本大学医学部附属板橋病院 / 東京医科歯科大学病院 / 公立昭和病院 / 

　 　 　 　 　 　 　 国立循環器病研究センタ ー病院 /日本医科大学付属病院 / JCHO 東京山手メ ディ カ ルセンタ ー /

　 　 　 　 　 　 　 横須賀共済病院 / JR 東京総合病院 /島し ょ 等

東京都立広尾病院は、 東京都区西南部（ 渋谷区、 目黒区、 世田谷区） に位置し 、 救急医療・ 災害医療・ 島し ょ 医療

を 重点医療と し た病院です。 内科診療科と し て、 循環器科・ 呼吸器科・ 消化器科・ 神経内科・ 腎臓内科・ 内分泌 /代謝科・

血液内科を 有し ます。 さ ら に令和５ 年度から は病院総合診療科が新設さ れ、 さ ら に幅広い症例を 経験する 環境と なっ

ています。 それら の中でも 、 救急医療に深く 関わる 循環器科は、 都内でも 有数の規模を 誇り ます。 当院は約 400 床の

中規模病院ですが、 三次救急を 扱う 救命救急セン タ ーがあっ たり 、 東京都島し ょ 部（ 大島、 三宅島、 八丈島など） よ

り ヘリ 搬送の大半を 引き 受けていたり と 様々な特色を 有し ます。 レ ジデン ト の皆さ んがヘリ に搭乗し 、 患者さ んの搬

送に携わる 機会も 多々あり ます。 また、 東京都に二つある 基幹災害拠点病院の一つでも あり 、 災害医療に関する 素養

を 身につける こ と も 可能です。 伝統的に各科の垣根が低いのが特色で、 コ ン サルテーショ ン や複数科での併診がし や

すく 、 皆さ んの研修のし 易い環境と 言えます。 そのよ う な当院の内科専門研修プロ グラ ムは、 内科と し ての総合的な

素養を 磨く だけでなく 、 よ り レ ジデン ト の皆さ んの志望する サブスペシャ リ ティ ー研修を 重視する こ と を 目標と し て

います。 レ ジデン ト の皆さ んと ディ スカ ッ ショ ン を 重ね、 意見を 取り 入れ、 よ り 良い研修ができ る よ う 、 柔軟性のあ

る プロ グラ ムにし ていき たいと 考えており ます。

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

1 年次 広尾病院（ 循環器科）

サブスペシャリ ティ ー重点研修の場合の一例です。一般コ ースの場合は最初の２ 年をかけて各科ローテーショ ンを行います。

2 年次 連携施設 A 連携施設 B 連携施設 C

3 年次 救命救急セン タ ー 広尾病院（ 循環器科）

4 年次 希望があればサブスペシャ リ ティ ーの研修を 行う こ と が可能です。

〇　 広尾病院で研修可能なサブスペシャ ルティ 領域

東京都立広尾病院は心臓病医療を 重点医療の一つと し ており 、 循環器科は日本循環器学会・ 日本不整脈心電学会・

日本心血管イ ン タ ーベン ショ ン 治療学会の認定研修施設である 。 不整脈疾患・ 虚血性心疾患・ 心不全などの症例のバ

ラ ン スが良いこ と が当科の特徴であり 、 こ れら の診療に必要な最先端の設備も 多数備わっ ている ため高度な水準の研

研修コ ース

モデル

プロ グラ ム責任者： 循環器科　 深水　 誠二　 　 プロ グラ ム研修期間： 2 年循環器

新専門医制度
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修が可能である。 当院では血管内治療セン タ ー（ 心臓血管外科・ 脳神経外科・ 腎臓内科・ 放射線科） や救命救急センタ ー・

総合診療科と の連携も 良好なためさ ら に幅広い臨床経験が可能である 。

本コ ースの目標と する専門医資格は日本循環器学会循環器専門医である。

また学術活動においても 研修期間を 通し て 、 興味のある 分野の臨床研究を 行い、 学会・ 研究会での発表や英文含む

論文執筆を行う こ と を 目標と する 。

●　 大久保病院（ 基幹施設）　

　 　 東京都立大久保病院施設群内科東京医師アカデミ －専門研修プログラ ム

プロ グラ ム責任者： 副院長　 若井　 幸子

プロ グラ ム研修期間： 3 ～ 4 年（ 内科標準コ ース）、 4 年（ 内科サブスぺ混合コ ース）、 2 ～ 3 年（ サブスぺコ ース）

連携施設病院： 広尾 / 大塚 / 駒込 / 豊島 / 荏原 / 墨東 / 多摩総合 / 東部 / 多摩南 / 神経 / 松沢

　 　 　 　 　 　 　 東京女子医科大学 / 東京医科大学 / 戸田中央総合病院 / 島し ょ 等

本プログラ ムでは、 特定診療科に偏ら ず、 満遍なく 内科研修を行う 「 内科標準コ －ス（ 研修期間 3 ～ 4 年）」、 内科研修

と 専門研修を並行し て行う 「 内科・ サブスペシャ ルティ 混合コ －ス（ 研修期間 4 年）」 そし て 2021 年度から 新たに「 サブ

スペシャ ルティ コ ース（ 研修期間２ ～３ 年）」 を設け、 専攻医の多様な要望に対応し ており ます。

「 内科標準コ ース」 では、 基幹施設である当院及び連携施設での研修により 、 専攻医 3 年終了時に「 研修手帳」 に定めら

れた 56 疾患群、 160 症例以上の診療経験を達成し ます。 規定の経験目標達成後は大久保病院で内科領域全般または希望

する専門領域の研修を行えます。専門領域から common disease の経験をはじ め、複数の病態を持った患者の診療経験の他、

高次病院や地域病院と の病病連携や診療所と の病診連携も 経験も でき、多彩な研修が可能です。「 内科・ サブスペシャ ルティ

混合コ ース」 では、専攻医１ 年目から 内科領域全般の研修と 並行し て専門研修を開始できます。 内科系各診療科は教育施設・

研修施設の認定を受けており 、 専門領域について十分な指導体制を整えています。 当院では研修困難な診療科（ 血液内科、

アレルギ－・ 膠原病内科、 感染症科、 ER《 必修》 等） や、 他院での専門科目の研修を希望する場合は、 2 年次に連携施設

で 6 ～ 12 ヶ 月の院外研修で行います。

「 サブスペシャ ルティ コ ース」 は、 すでに専門医を取得または受験資格を有する方を対象と し ており 、 2 ～ 3 年間で内科

系サブスペシャルティ を取得し ます。 詳細は当院ホームページをご参照く ださ い。

個々の希望・ 将来像に対応できるよう 相談し ながら 研修プログラムを考えていきます。

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

1 年次 サブスペシャ ルティ ある いは内科各科ロ ーテ－ショ ン

内科標準コ －スでは内科系 7 科から 選択し ロ－テ－ショ ンし ます。 内科・ サブスペ混合コ －スではサブスペを中心と し 、 症
例登録に不足し ている科を追加研修し ます。

2 年次 連携施設（ サブスペシャ ルティ コ ースを除き ER3 ヶ 月は必修）

両コ －ス共に 2 年次に連携施設で 6 ヶ 月～ 1 年間の研修を行います。 研修施設は当院では研修困難な診療科を中心に専攻
医と の相談の上選択し ます。

3 年次 サブスペシャ ルティ ある いは内科各科ロ ーテ－ショ ン

内科標準コ －スにおいても 規定の経験目標を達成後は 3 年次途中から 希望するサブスペシャ リ ティ 研修に移行するこ と が
できます。

4 年次 サブスペシャ ルティ ある いは内科各科ロ ーテ－ショ ン

希望により 1 年間サブスペシャ ルティ 研修を行う こ と ができます。

〇　 大久保病院で研修可能なサブスペシャ ルティ 領域

内科総合専門医を 取得後、 循環器内科専門医、 不整脈専門医の取得を 目指す。 J-OSLER にリ ン ク し た形式で日本循

環器学会、日本不整脈心電学会等が提示する症例登録を行う 。 並行し て心臓超音波検査などの生理機能検査、画像診断、

およ び心不全治療、 心臓カ テーテル検査、 アブレ ーショ ン 治療、 デバイ ス移植術などの必要症例の経験と 学会発表の

指導を 行う 。 臨床業務においては、 循環器内科診療のスキルアッ プができ る （ 二次） 救急科を 兼務する 。 また他の都

立病院循環器内科での３ 次救急診療、 心臓血管外科でのロ ーテーショ ン研修も 可能である 。

研修コ ース

モデル

プロ グラ ム責任者： 循環器内科　 岡野　 喜史　 　 プログラ ム研修期間： 4 年循環器

新専門医制度
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内科総合専門医を 取得後、 腎臓専門医、 透析専門医、 移植認定医の取得を 目指す。 J-OSLER にリ ン ク し た形式で腎

臓学会が提示する 症例登録を 行う 。 並行し て、透析専門医、移植認定医取得に必要症例の経験と 学会発表の指導を行う 。

臨床業務においては、 透析を含む腎内科、 腎移植外科、 一般診療のスキルアッ プができ る （ 二次） 救急科を兼務する 。

他の都立病院の腎内科（ 病院によ り 特徴がある ）、 腎内科関連科（ 膠原病・ 感染症・ 循環器科・ 血液内科など）、 国内

第一の腎移植ハイ ボリ ュ ームセン タ ーである東京女子医科大学などへのロ ーテーショ ンが可能である 。

●　 大塚病院（ 基幹施設）　

　 　 東京都立大塚病院施設群内科東京医師アカ デミ ー専門研修プログラ ム

プロ グラ ム責任者： 呼吸器内科　 藤江　 俊秀　 　 プログラ ム研修期間： 3 ～ 4 年

連携施設病院： 広尾 / 大久保 / 駒込 / 豊島 / 墨東 / 多摩総合 / 神経

　 　 　 　 　 　 　 東京医科歯科大学病院 / 東邦大学医療センタ ー大森病院 / 草加市立病院 / 東京都済生会中央病院 / 

　 　 　 　 　 　 　 JA とり で総合医療センタ ー / 慶應義塾大学病院 / 東京歯科大学市川総合病院 / 横浜市立みなと 赤十字病院 / 

　 　 　 　 　 　 　 川崎市立井田病院 / 横須賀共済病院 / 平塚共済病院 / 土浦協同病院 /東京女子医科大学病院 / 島しょ 等

当院内科は統合さ れており 消化器、 呼吸器、 循環器、 腎臓、 内分泌・ 代謝、 神経、 血液の専門医が垣根なく 指導にあ

たり ます。 また、 リ ウマチ・ 膠原病科は重点医療と し て独立し ているため、 膠原病系難病の症例も 豊富です。 基本コ ー

ス 3 年間またはサブスペシャ リ ティ コ ース 4 年間で、 最初の 1 ヶ 月はオリ エンテーショ ンも 含め、 将来サブスペシャ リ

ティ に希望する科を選択し ます。 必修の救急 /ER 研修は、 墨東病院・ 広尾病院・ 多摩総合医療センタ ーのいずれかで経

験を積みます。 当院では、多臓器疾患の合併症を持つ高齢者を輪番制で受け持ち、総合内科初診外来を担当するこ と で、

オールラ ウンド な内科研修が可能です。

なお、 各科ローテーショ ンは履修状況で省略 /延長可能（ 希望科と し て調整） と なっ ている ほか、 希望科は場合によ

り サブスペ科も 可能です。 また、 両コ ースと も に新内科専門医のプロ グラ ムと 連動し ており 専門医の取得が可能です。

習熟度に応じ て早期にサブスペシャ リ ティ 研修を開始し 、 スムースに移行できるよう 配慮し ています。

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

1 年次 希望科 神経 アレ ルギー 血液 膠原病 代謝 救急・ Ｅ Ｒ 内分泌 循環器 消化器

2 年次 呼吸器 腎 希望科 サブスペシャ リ ティ

3 年次 サブスペシャ リ ティ

4 年次 サブスペシャ リ ティ

〇　 大塚病院で研修可能なサブスペシャ ルティ 領域

内科基本領域研修を 終了後、 内分泌代謝・ 糖尿病内科領域から 連動し 糖尿病内科研修を 行い、 領域専門医取得およ

び糖尿病専門医受験資格を 得る こ と を 目標と し ます。 糖尿病合併症に関連し た専門科領域のロ ーテーショ ン を 必要に

応じ て行います。 病棟では教育・ 血糖コ ン ト ロ ール入院、 糖尿病患者の周術期・ 入院中の血糖管理、 耐糖能異常妊婦

管理を 経験し 、 急性合併症の救急対応も 学び、 外来では、 初診から 診断、 評価、 治療方針決定などマネージメ ン ト 能

力を 身につけます。 研修指導医、 専門医にいつでも 相談でき る 体制です。 患者教育活動・ 指導と し て、 糖尿病教室、

糖尿病週間イ ベン ト 、 医師会主催のウォ ーク ラ リ ーに参加し ます。 連携医療機関での半年から 1 年間の糖尿病研修も

可能です。 研修終了時にはチーム医療の主軸と なり 活動でき るこ と を 目指し ます。

プロ グラ ム責任者： 腎臓内科　 小川　 俊江　 　 プロ グラ ム研修期間： 4 年腎臓

新専門医制度

研修コ ース

モデル

プロ グラ ム責任者： 糖尿病・ 内分泌代謝内科　 中村　 佳子　 　 プロ グラ ム研修期間： 3 ～ 4 年糖尿病
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●　 駒込病院（ 基幹施設）　

　 　 東京都立駒込病院施設群内科東京医師アカ デミ ー専門研修プログラ ム

プロ グラ ム責任者： 内科　 岡本　 朋　 　 プロ グラ ム研修期間： 3 ～ 4 年

連携施設病院： 大久保 / 大塚 / 豊島 / 荏原 / 墨東 / 多摩総合 / 多摩北 / 神経 / 松沢

　 　 　 　 　 　 　 Ｎ Ｔ Ｔ 東日本関東病院 / 新渡戸記念中野総合病院 / 湘南鎌倉総合病院 / 国立がん研究センタ ー中央病院 / 

　 　 　 　 　 　 　 東京医科歯科大学医学部附属病院 / 東京大学医学部附属病院 / 東京健生病院 / 大泉生協病院 / 麻生飯塚病院 / 

　 　 　 　 　 　 　 国立がん研究センタ ー東病院 / 岩手県立中央病院 / 東京ベイ・ 浦安市川病院 / 結核予防会複十字病院 / 

　 　 　 　 　 　 　 東京大学医科学研究所附属病院 / 青森県立中央病院 / 帝京大学ちば総合医療センタ ー / 東京女子医科大学病院 / 

　 　 　 　 　 　 　 大森赤十字病院 / JCHO 東京山手メ ディ カ ルセンタ ー / 日本医科大学付属病院 / 島し ょ 等

本プログラ ムは、 各診療科の総合基盤を備えた、 がんと 感染症を重視し た病院であると 同時に、 東京都区中央部医療

圈の 2 次救急病院である駒込病院を 基幹施設と し て、 東京都内にある連携施設・ 特別連携施設において施行さ れます。

３ 年コ ース（ 内科専門研修コ ース） および４ 年コ ース （ 内科・ サブスペシャ ルティ 混合コ ース） が設置さ れています。

いずれのコ ースも 東京医師アカ デミ ーと し てサブスペシャ ルティ 領域を見据えたプログラ ムと 連動し ており 、 ３ 年コ ー

スでは専攻医３ 年目から サブスペシャ ルティ 研修を開始でき ます。 ４ 年コ ースでは、 内科領域全般の研修を４ 年間かけ

て行う と 同時に専攻医１ 年目から ６ か月のサブスペシャ ルティ 専門研修を開始するコ ースです。 令和５ 年度採用専攻医

は消化器内科コ ース２ 名、 腫瘍内科コ ース２ 名、 血液内科コ ース、 呼吸器内科コ ース、 感染症科コ ース各１ 名でし た。

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

1 年次 呼吸器内科 他の内科 Ｅ Ｒ （ 墨東病院）

内科・ サブスペシャ ルティ ー混合コ ースの例で、 １ 年目から 呼吸器内科を６ か月研修する。 東京医師アカデミ ーではＥ Ｒ 研
修が必須である。

2 年次 呼吸器内科 他の内科

内科領域全 70 疾患群、 200 症例以上の登録のために不足し ている科の研修も 可能。

3 年次
呼吸器内科 放射線診断部

呼吸器内科
（ 多摩総合医療セン タ ー）

連携施設では当院呼吸器内科で経験できない肺結核等の診療を学ぶこ と ができる。

4 年次 呼吸器内科 緩和ケア科 呼吸器内科

4 年間の研修終了後に内科専門医試験に合格し 、 その後に日本呼吸器学会専門医試験に合格するこ と を目標と する。

〇　 駒込病院で研修可能なサブスペシャ ルティ 領域

本プロ グラ ムは、 各診療科の総合基盤を 備えた、 がんと 感染症を 重視し た病院である と 同時に、 東京都区中央部医

療圈の 2 次救急病院である駒込病院を 基幹施設と し て、 連携施設・ 特別連携施設において施行さ れます。

３ 年コ ース（ 内科専門研修コ ース） および４ 年コ ース（ 内科・ サブスペシャ ルティ 混合コ ース） が設置さ れています。

呼吸器専門研修で必要な疾患群と 症例数を 経験し 、 臨床研究の立案、 論文発表およ び国内外の学会での発表を 行い

ます。

当院は、「 第一種感染症指定医療機関」 に指定さ れており 、 エボラ 出血熱などの「 一類感染症」 に対応でき る病床を

有し 、 有事の際に対応でき る人材の育成を 行っ ています。 また、「 エイ ズ診療拠点病院」 にも 指定さ れており 、 多く の

HIV 感染者の診療を 行っ ています。 さ ら に、「 感染制御科」 と 協働し 、 院内感染対策や感染症コ ン サルテーショ ン 業務

を 行っ ており 、 医療関連感染症や免疫不全患者の感染症 ( 特にがん・ 造血幹細胞移植 ) のト レ ーニングも 十分行う こ と

ができ ます。 その他、「 渡航前ワク チン外来」 や「 輸入感染症」 の診療など、「 ト ラ ベルク リ ニッ ク 」 と し ての活動も 行っ

ています。当院での感染症サブスペシャ ルティ 研修修了後には、病院や地域における 感染症のスペシャ リ スト・ リ ーダー

と し て独り 立ちでき る こ と を目標と し ています。

研修コ ース

モデル

プロ グラ ム責任者： 呼吸器内科　 細見　 幸生　 　 プログラ ム研修期間： 3 / 4 年呼吸器

新専門医制度

プロ グラ ム責任者： 感染症科　 今村　 顕史　 　 プロ グラ ム研修期間： 3 年感染症

新専門医制度
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本研修カ リ キュ ラ ムは、 内視鏡治療に関する 高度な知識や技術のみなら ず、 通常の検査、 治療方針を 決定する ため

の精密検査、 治療内視鏡の適応判断、 内視鏡中の鎮静、 偶発症への対応等に関する専門的知識の習得を目標と し ます。

また他領域と の連携や知見の共有、 チーム医療の実現の必要性を 踏まえ 、 咽頭・ 食道・ 胃・ 小腸・ 大腸・ 肝胆膵にお

よ ぶ幅広い知識と 技術を有するこ と を 目標と し ます。

技術的側面と し て、 通常の上下部内視鏡検査が一人ででき る と こ ろ まで完成する こ と を 目指し ます 。 同時に内視鏡

治療の介助の経験を 踏まえ、 治療手技の取得を 図り ます。 学術的側面と し て、 カ ン フ ァ ラ ン スを 通し て、 診断能力の

向上を 図り ます。 また症例報告の学会での報告・ 発表や臨床研究を企画し その成果を 発表する 能力を つけます。

臨床腫瘍学を 修得し 、 最終年度には腫瘍内科専門医の試験を 受け合格する

担当臓器は他施設研修も 含め、 消化管、 肝・ 胆・ 膵、 造血器、 呼吸器、 乳房、 婦人科、 泌尿器、 頭頸部、 骨軟部、 皮膚、

中枢神経、 胚細胞、 小児、 内分泌、 原発不明の腫瘍 15 領域の薬物療法、 緩和医療学を 習得する 。

当科においては、 固形癌や悪性リ ンパ腫の薬物療法、 細胞免疫療法（ CAR-T 治療）、 ゲノ ム診療（ オン コ パネル） に

ついて習得。 外来診療では副作用外来も 従事する 。

がんの基礎的知識、 薬物治療の原則、 ト ラ ン スレ ーショ ナル / 臨床研究の適切な実施法と その解釈について理解す

る ために、 最低 1 つ臨床研究プロ ト コ ールを 作成、 実施する 。 研修期間中の臨床研究の成果を 論文およ び学会（ 臨床

腫瘍学会、 ASCO 等） にて発表を 行う 。

●　 豊島病院（ 基幹施設）　

　 　 東京都立豊島病院施設群内科東京医師アカデミ ー専門研修プログラ ム 

プロ グラ ム責任者： 内科　 畑　 明宏　 　 プロ グラ ム研修期間： 3 ～ 4 年

連携施設病院： 広尾 / 大久保 / 大塚 / 駒込 / 墨東 / 多摩総合  

　 　 　 　 　 　 　 東京都健康長寿医療センタ ー / 東京医科歯科大学病院 / 日本大学医学部附属板橋病院 / 青梅市立総合病院 / 

　 　 　 　 　 　 　 JCHO 東京山手メ ディ カルセンタ ー / 新渡戸記念中野総合病院 / 国立病院機構災害医療センタ ー / 武蔵野赤十字病院 / 

　 　 　 　 　 　 　 横須賀共済病院 / 横浜南共済病院 / 横浜市立みなと 赤十字病院 / 平塚共済病院 / 土浦協同病院 / JA と り で総合医療センタ ー / 

　 　 　 　 　 　 　 柏市立柏病院 / 草加市立病院 / 秀和総合病院 / さ いたま赤十字病院 / 島し ょ 等

本プログラ ムは、 東京都区西北部医療圏の中心的な急性期病院である、 東京都立豊島病院を基幹施設と し て、 東京都

区西北部医療圏、 近隣医療圏にある連携施設・ 特別連携施設と で構成さ れます。 内科専門研修を経て、 超高齢社会を迎

えた我が国の医療事情を理解し 、 必要に応じ た可塑性のある 、 地域の実情に合わせた実践的な医療が行えます。 研修期

間は基幹施設 2 年間 + 連携施設・ 特別連携施設 1 年間の計 3 年間です。 本研修では、 症例を ある 時点で経験する と い

う こ と だけでなく 、 主担当医と し て入院から 退院＜初診・ 入院～退院・ 通院＞まで可能な範囲で経時的に、 診断・ 治療

の流れを通じ て、 一人一人の患者の全身状態、 社会的背景・ 療養環境調整をも 包括する、 全人的医療を実践し ます。 そ

し て、 個々の患者に適切な医療を提供する計画を立て、 実行する能力の修得をも っ て目標の達成と し ます。 当院は急性

期病院の一つであると と も に、 地域の病診・ 病病連携の中核の一つです。 一方で、 地域に根ざす第一線の病院でも あり 、

コ モンディ ジーズの経験はも ちろ ん、 超高齢社会を反映し 複数の病態を持っ た患者の診療経験も でき 、 高次病院や地域

病院と の病病連携や診療所（ 在宅訪問診療施設などを含む） と の病診連携も 経験でき ます。 本プログラ ムでは、 専攻医

が抱く 専門医像や将来の希望に合わせて以下の 3 つのコ ース、 ①内科標準コ ース、 ②サブスペシャ ルティ 重点研修コ ー

ス、 ③内科・ サブスペシャ ルティ 混合コ ースを準備し ています。 コ ース選択後も 条件を満たせば他のコ ースへの移行も

認めら れます。

プロ グラ ム責任者： 消化器内科　 飯塚　 敏郎　 　 プログラ ム研修期間： 3 年消化器内視鏡

新専門医制度

プロ グラ ム責任者： 腫瘍内科　 下山　 達　 　 プログラ ム研修期間： 2 ～ 5 年腫瘍内科（ がん薬物療法）

新専門医制度
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4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

1 年次 内科① 内科② 内科③ 内科④ 内科⑤ 内科⑥⑦

1 ～ 2 回 /月の内科当直研修、 1 年目に JMECC を受講

2 年次 内科⑧（ 連携施設） ER 研修（ 連携施設） 内科サブスペシャ リ ティ 研修（ 連携施設）

連携・ 特別連携施設での研修。 適宜希望内科及び島し ょ 医療研修。 2 ～ 4 回 /月の内科当直。

3 年次 内科サブスペシャ リ ティ 研修

基幹 /連携施設での研修。 初診＋再診外来。 2 ～ 4 回 /月の内科当直。

〇　 豊島病院で研修可能なサブスペシャ ルティ 領域

当科は日本循環器学会、 日本心血管イ ン タ ーベン ショ ン 治療学会、 日本不整脈心電学会の認定研修施設です。 当院

は救急医療を重点医療に挙げており 、 東京都 CCU ネッ ト ワーク に加入し 循環器救急の受け入れも 積極的に行っ ていま

す。 虚血性心疾患、 不整脈疾患、 心不全等の循環器疾患を バラ ンスよ く 研修するこ と ができ る 環境です。

常勤医師が 8 名のため、 冠動脈形成術や末梢血管治療、 カ テーテルアブレ ーショ ン 等の侵襲的治療については早い

段階から 術者や主治医と し て経験する こ と が可能です。

本コ ースは循環器専門医の取得を 目標と し ますが、 日本心血管イ ン タ ーベン ショ ン 治療学会や日本不整脈心電学会

の専門医取得のための研修も 兼ねています。

また研修中には関連学会での発表を積極的に行い、 症例報告や臨床研究での論文発表を目指し ます。

●　 荏原病院（ 基幹施設）　

　 　 東京都立病院機構東京都立荏原病院内科専門研修プログラ ム

プロ グラ ム責任者： 内科　 水谷　 勝　 　 プロ グラ ム研修期間： 3 年

連携施設病院： 大久保 / 大塚 / 駒込 / 墨東 / 多摩 / 神経 / 松沢

　 　 　 　 　 　 　 東邦大学医療センタ ー大森病院 / 東京医科大学病院 / 昭和大学病院 / 昭和大学藤が丘病院 / 

　 　 　 　 　 　 　 昭和大学横浜市北部病院 / 昭和大学江東豊洲病院 / 医療法人社団永高会 蒲田ク リ ニッ ク  / 島し ょ 等

当院は、 区南部に位置し 、 地域連携に重き を置いた急性期医療に取り 組む地域密着型の病院です。 救急医療、 脳血管

疾患医療、 集学的がん医療を重点医療に掲げています。 本プログラ ムでは、 東京都区南部二次医療圈の中核的な急性期

病院である当院を基幹施設と し て、 東京医師アカ デミ ーの連携施設、 大学病院および地域特別連携施設と 連携するこ と

によっ て各領域を網羅し ています。 本プログラ ムの理念は「 心温まる医療を提供でき る内科専門医を育成する」 こ と で

す。 そのためには患者— 医師信頼関係の構築、 スタ ッ フ 間の調和、 外部組織と の連携協力関係の実践、 専門知識・ 技術

の習得、 ク リ ニカ ルク エスチョ ンの追求、 医療環境の理解等、 多岐にわたる視点が必要で、 それら の問題意識を持っ て

医療を行える内科専門医の育成を行います。 本プログラ ムでの研修期間は、 基幹施設 2 年間＋連携・ 特別連携施設 1 年

間の計 3 年間であり 、 豊富な臨床経験を持つ指導医の適切な指導の下で、 内科領域全般にわたる研修を通じ て、 標準的

かつ全人的な内科的医療の実践に必要な知識と 技能と を修得するこ と を目指し ます。 各自の希望や経験に合わせてロー

テート を組むこ と ができ 、 また習熟度に応じ て将来のサブスペシャ リ ティ も 見据えた研修が可能です。

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

1 年次 診療科① 診療科② 診療科③ 診療科④

一般内科（ 予約外受診） の外来を週１ 回、 月３ 回（ 平日２ 回、 土日祝日１ 回） 程度の内科当直を行う 。

2 年次 診療科⑤ 診療科⑥ 診療科⑦ ER（ 墨東病院）

一般内科（ 予約外受診） の外来を週１ 回、 月４ 回（ 平日２ 回、 土日祝日２ 回） 程度の内科当直を行う 。

3 年次 連携施設・ 特別連携施設 希望診療科

3 年次では連携施設での研修を行い、 専門性のより 高い研修を行う 。

診療科①～⑦： 消化器、 呼吸器、 循環器、 神経、 内分泌、 感染症、 ER をローテート

研修コ ース

モデル

プロ グラ ム責任者： 循環器内科　 中島　 淳　 　 プロ グラ ム研修期間： 2 年循環器

新専門医制度
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●　 墨東病院（ 基幹施設）　

　 　 都立墨東病院内科東京医師アカ デミ ー専門研修プログラ ム

プロ グラ ム責任者： 神経内科　 藤ヶ 﨑  浩人　 　 プログラ ム研修期間： 3 ～ 4 年

連携施設病院： 広尾 / 大久保 / 大塚 / 駒込 / 豊島 / 荏原 / 多摩総合 / 東部 / 神経 / 松沢

　 　 　 　 　 　 　 東京医科歯科大学病院 / 東京大学医学部附属病院 / 筑波大学附属病院 / 千葉大学医学部附属病院 / 日本医科大学千葉北総病院 / 

　 　 　 　 　 　 　 東京大学医科学研究所附属病院 / 奈良医科大学附属病院 / 国立循環器病研究センタ ー / 国立国際医療研究センタ ー国府台病院 / 

　 　 　 　 　 　 　 国立がん研究センタ ー 中央病院 / 筑波記念病院 / 同愛記念病院 / 東京ベイ ・ 浦安市川医療センタ ー / 静岡がんセンタ ー / 

　 　 　 　 　 　 　 Ｊ Ａ と り で総合医療センタ ー / 横須賀共済病院 / 静岡てんかん・ 神経医療センタ ー / 榊原記念病院 / 大森赤十字病院 / 

　 　 　 　 　 　 　 川西市立総合医療センタ ー / 小倉記念病院 / 平鹿総合病院 / 哲西町診療所（ 岡山） / 島し ょ 等

本プログラ ムは、 区東部医療圏の中心的急性期病院である 墨東病院を基幹施設と し 、 都区東部医療圏、 近隣医療圏、

都島し ょ にある連携・ 特別連携施設での専門研修を経て、 超高齢社会、 地域の実情に合わせた実践的な医療を行えるよ

う 訓練さ れます。 研修プログラ ムと し て日本内科学会の提示する 4 つのタ イ プ、すなわち内科標準タ イ プ、サブスペシャ

リ ティ 重点研修 1 年タ イ プ、 サブスペシャ リ ティ 重点研修 2 年タ イ プ、 内科・ サブスペシャ リ ティ 混合タ イ プのいずれ

も 選択可能です。 当プログラ ムの専攻医は基幹施設である墨東病院内科で 2 年間 ( 混合タ イ プは 3 年間 ) を、 連携施設・

特別連携施設で 1 年間の研修を行い、 選択すべき 施設と 期間は専攻医の希望の他、 達成度、 進捗度を合わせてプログラ

ム管理委員会で検討し 決定し ます。 4 年次は原則サブスペシャ リ ティ 専門医取得に向けた研修を継続し ますが、 内科専

門医を取得し た場合には計 3 年間でのプログラ ムの修了も 可能と し ます。 当研修では、 主担当医と し て、 入院から 退院

までの診断・ 治療を通じ 、 患者の全身状態、 社会的背景・ 療養環境調整の全人的医療を実践し 、 個々の患者に適切な医

療の提供、 計画を立て実行する能力の修得をも っ て目標の達成と し ます。 当院は急性期病院かつ地域の病診・ 病病連携

の中核病院であるため、 高度な急性期医療のみなら ず、 コ モンディ ジーズ、 また超高齢社会特有の複数病態を持っ た患

者の診療、 さ ら には必要に応じ て診療所 ( 在宅訪問診療施設等含む ) と の連携等の経験も 可能です。 専攻医 3 年修了時

には「 研修手帳」 に定めら れた 70 疾患群、 200 症例以上の経験し 、 内科専門医取得を目指し ます。

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

1 年次 墨東病院

最初の 1 年間は墨東病院での内科研修（ ER2 ヶ 月含む）。 ローテーショ ン科は初期研修での達成度に応じ て決定さ れます。

2 年次 連携施設

連携病院でサブスペ研修

3 年次 墨東病院

墨東病院でサブスペ研修（ 救命センタ ー含む）

4 年次 墨東病院

希望により 墨東病院でサブスペ研修を継続し 専門医取得

〇　 墨東病院で研修可能なサブスペシャ ルティ 領域

消化器内科医と し て必要な消化器領域（ 消化管 ･ 肝胆膵領域） の知識及び技術を 習得する こ と を 目的と し ､ 主治医

（ 主担当医） と し て「 消化器病専門医研修カ リ キュ ラ ム評価表」 に掲載さ れた全 107 疾患のう ち症例経験の到達目標が

2 または 3 に該当する疾患を中心と し て 58 疾患以上を ､ 消化管 ･ 肝 ･ 胆膵 ･ 腹腔 ･ 腹壁疾患のそれぞれに偏り のない

よ う に経験し ､ 150 症例以上の症例数を 確保し ます。 領域の基本検査と し て､ 上下部消化管内視鏡検査､ 腹部超音波

検査を 単独で行え､ 必要に応じ 他の医師の介助のも と で内視鏡的粘膜切除術（ EMR）､ 内視鏡的粘膜下剥離術（ ESD）､

逆行性胆管膵管造影検査（ ERCP） 及び内視鏡的胆管ド レ ナージ､ 経皮経肝胆管ド レ ナージ､ 超音波ガイ ド 下肝生検､

ラ ジオ波焼灼術（ RFA） を 完遂でき る よう 技術を習得し ます。

１ ） 臨床： 血管内治療について適応 ･ スト ラ テジー ･ エンド ポイ ント を学び､ 指導医管理のも と 手技の完結を 目指す｡

研修コ ース

モデル

プロ グラ ム責任者： 消化器内科　 東　 正新　 　 プロ グラ ム研修期間： 3 年消化器病

新専門医制度

プロ グラ ム責任者： 循環器科　 安倍　 大輔　 　 プロ グラ ム研修期間： 3 年循環器

新専門医制度
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急性冠症候群は診断 ･ 患者説明 ･ 手技 ･ 急性期合併症管理 ･ 心臓リ ハビ リ ･ 慢性期二次予防まで完結する｡ 日本心

血管イ ン タ ーベン ショ ン 治療学会の認定医・ 専門医の取得を 目標と する｡ 不整脈治療・ 心構造疾患の治療にも 参加

し 幅広く 技術を身に着ける。 希望があれば救命センタ ーでの研修も 可能。

２ ） 臨床研究： 年間 PCI 約 400 例・ EVT 約 80 例・ ABL 約 250 例・ デバイ ス約 100 例、 心不全入院約 350 例のデータ

が蓄積さ れており 、 前向き ・ 後向き にテーマを決定し 実践し ていく ｡

３ ） 学会発表・ 論文投稿： 主要学会で症例報告を 毎年行う 。 指導の元で統計解析を 行い､ 臨床研究の成果を 発表する｡

論文化を 目指す｡

呼吸器学会が示す概念図のう ち【 連動研修タ イ プ】 を 想定し ､ 墨東病院呼吸器内科及び連携施設 / 特別連携施設で､

それぞれ 1 年以上の研修を 行い､ 選択すべき 施設と 期間は専攻医の希望の他､ 達成度､ 進捗度を 合わせてプロ グラ ム

管理委員会で決定し ます。 4 年次はサブスペシャ リ ティ 専門医取得にむけた研修を 継続し ます。 主担当医と し て､ 入

院から 退院までの診断・ 治療を 通じ ､ 患者の全身状態､ 社会的背景・ 療養環境調整の全人的医療を 実践し ､ 個々の患

者に適切な医療の提供､ 計画を 立て実行する 能力の習得を も っ て目標の達成と し ます。 呼吸器専門研修で呼吸器専門

医取得に必要な 12 疾患群､ 150 症例以上の経験し ､ 所定の呼吸器病学関連の論文及び呼吸器関連学会での発表を 行い

ます。

白血病、 悪性リ ン パ腫、 多発性骨髄腫と いっ た造血器腫瘍を はじ め、 骨髄異形成症候群、 再生不良性貧血、 免疫性

血小板減少性紫斑病、 溶血性貧血などの血液疾患全般に対し 、 迅速に診断・ 鑑別診断を 行い、 最適な治療を 行っ てい

ま す。 化学療法の副作用管理や、 骨髄抑制時の適正輸血、 感染症に対する 診断、 抗生剤の選択を 学ぶ事ができ ます。

自己末梢血幹細胞移植を 行っ ており 、 幹細胞採取や前処置、 移植後の管理を 行います。 同種移植については連携病院

にて経験し ていただき ます。 手技と し ては、 骨髄穿刺・ 生検、 髄注、 中心静脈ルート 確保は必須であり 、 多く の経験

を 積む事ができ ます。 血液疾患患者は病態、 治療によ る 合併症などによ り 、 総合的な全身管理が求めら れ、 ジェ ネラ

リ スト と し てのスキルを延ばす事も でき る と 考えます。

腎臓専門医と し ての能力を高いレ ベルで習得する こ と を 目標と し ､ 腎臓 ･ 透析専門医の取得を目指し ます。

ネフ ロ ーゼ症候群や急性腎臓病､ 電解質異常などの症例が豊富で､ 病棟患者さ んを チーム制､ シャ ン ト アク セス ･

腹膜透析 ･ 療法選択外来等専門外来も 担当し ､ 診断や治療を行います。

腎セン タ ーも 運営し ており ､ 維持透析患者さ んはほと んどおら ず､ 入院透析や急性期の血液浄化を 中心に行っ てい

ます。

集中治療室や感染症科病棟での出張透析も 多数行い､ 持続血液透析は集中治療科と 協力し て行っ ています。

腎生検だけでなく ､ 内シャ ン ト 造設術､ 動脈表在化術､ 長期カ テーテル留置術､ バスキュ ラ ーアク セスイ ン タ ーベ

ン ショ ン､ 腹膜透析カ テーテル挿入術などの手技を自立し て行えるこ と を 目標にし ます。

消化器病専攻カ リ キュ ラ ムを 修了後に「 肝臓専門医研修カ リ キュ ラ ム」 に定める 症候群 ･ 聴講群､ 検査､ 処置など

を 経験し ､ 肝臓専門医に必要な基本的知識と し て肝臓の生理 ･ 代謝 ･ 解剖､ 肝臓病の病態 ･ 病理､ 臨床腫瘍学､ 法規（ 肝

炎対策基本法､ 医療費助成､ 改正臓器移植法､ 身体障害者福祉法） を 理解し ､ 肝疾患全般に関連する 知識の習得に努

めます。 血液検査､ 腹部超音波検査を 含む画像検査､ 薬物治療､ 栄養療法､ 経皮的治療､ 経血管的治療､ 経内視鏡的

治療､ 関連する症状 ･ 救急病態への対応､ 超音波ガイ ド 下肝腫瘍生検､ ラ ジオ波焼灼術（ RFA） を 完遂でき る よう 技術

習得を 行います。 カ リ キュ ラ ムに定めた 34 疾患（ 目標症例数 102）､ 12 症状 ･ 徴候（ 目標症例数 36） の 7 割以上を 主

治医（ 主担当医） と し て経験し ます。

プロ グラ ム責任者： 呼吸器内科　 小林　 正芳　 　 プログラ ム研修期間： 3 年呼吸器

新専門医制度

プロ グラ ム責任者： 血液内科　 小杉　 信晴　 　 プロ グラ ム研修期間： 3 ～ 4 年血液

新専門医制度

プロ グラ ム責任者： 腎臓内科　 井下　 聖司　 　 プロ グラ ム研修期間： 3 年腎臓

新専門医制度

プロ グラ ム責任者： 消化器内科　 東　 正新　 　 プロ グラ ム研修期間： 3 年肝臓

新専門医制度
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感染症科医が関わる 業務は多岐にわたり 、 知識、 診療技術が幅広く 求めら れる 。 また輸入感染症に対応でき る 医師

の需要が高まり 、高度な知識を 持つ感染症科医の育成が喫緊の課題になっ ている。 当院は、入院・ 外来診療のみなら ず、

院内コ ン サルテーショ ン 、 院内感染対策、 行政医療（ 第一種感染症指定医療機関） のすべてを 行っ ている 数少ない施

設のひと つである 。 通常の感染症の診療、 院内コ ン サルテーショ ン 、 院内感染対策、 行政医療、 病院感染症疫学など

について研修、 実践し 、 アウト ブレ イ ク 時のリ スク コ ミ ュ ニケーショ ン も 研鑽する こ と で感染症科医と し ての能力を

育成し 、 日本感染症学会が定める カ リ キュ ラ ムに基づいての研修・ 論文発表 1 篇、 学会発表 2 篇、 計 3 篇を 行い、 感

染症専門医取得を 目標と する 。

内科専門医コ ース修了後に神経内科専門医取得を 目指す医師、 並びに神経内科専門医を 取得後に更なる 研修の継続

を 希望する 医師を 対象と する 。 研修年限に関し てはレ ジデン ト の希望に応じ る が、 原則 2 年と する 。 当院内科プロ グ

ラ ムでの連動研修が可能である。

当プロ グラ ムにおいて重点的に経験すべき は、 脳卒中、 けいれん発作、 ギラ ン ・ バレ 症候群や多発性硬化症などの

自己免疫疾患等、 神経救急疾患の診療である 。 必要に応じ 、 東京医科歯科大学で神経生理、 神経病理の研修を 行う 。

希望があれば、 集中治療室や救命セン タ ーでの研修も みと める 。 また脳神経外科の協力の下、 脳卒中学会専門医取得

のための研修を行う こ と も でき る 。

研修期間中、 毎年 2 回以上の学会発表を行う 。

目標は、 専門医の取得はも と より 、 専門医と し て個々の患者さ んに適切な診療を 行えるよう になるこ と である。

　 ①自己免疫・ 炎症性疾患

　 　 発熱疾患全般、 基礎においては免疫学と 遺伝医学に精通し ている。

　 ②病変が多臓器

　 　 臓器ごと の解剖や病態生理を 理解し ている。

　 ③敢えて臓器別に言えば筋骨格系を専門

　 　 リ ウマチ性疾患には様々な病因が含まれているが、 それら を 広く 理解するこ と が重要である 。

　 ④病因・ 病態・ 病理を 踏まえて診断し 治療方針を決める

　 　 各疾患について基礎と 臨床の両面から 精通し ている 。

　 上記①～④を病棟研修、 外来研修、 各種勉強会を通じ て診療能力を高めていく 。

＜当院の特徴＞ ①救急・ 重症・ 難治性患者さ んの診療、 ②専門性の高い医療の提供、 ③重症を 中心と し た妊娠合併

膠原病患者さ んの診療。

以下に示す消化器内視鏡専門医受験資格を完了するこ と を目標と し ます。

　 ① 領域経験症例数と し て規定さ れている上部消化管内視鏡検査（ EGD）・ 治療 1000 例、下部消化管内視鏡検査（ CS）・

治療 300 例を 経験する 。

　 ② 可能な限り 研修手帳に定めた疾患を 経験する 。 研修終了時点でその 80％を経験し JED に登録する。

　 ③ 領域全般について診断と 治療に必要な検査所見解釈、 およ び治療方針を 決定する 能力、 専門医と し てふさ わし

い態度、 プロフ ェ ッ ショ ナリ ズム、 自己学習能力を 修得する 。

内科専門医取得後に日本内分泌学会専門医、 日本糖尿病学会専門医取得を 目指す医師、 並びにどち ら かの専門医取

得後にさ ら なる 研修を 希望する 医師を 対象と する 。 当プロ グラ ムでは、 専門医取得を 目指し 、 内分泌救急、 下垂体、

副腎、 甲状腺、 副甲状腺、 糖尿病、 内分泌疾患・ 糖尿病合併妊娠などの疾患を 入院、 外来で経験する 。 また年に 1 ～

２ 回内分泌学会、 糖尿病学会での学会発表を行う 。

プロ グラ ム責任者： 感染症科　 中村　 ふく み　 　 プログラ ム研修期間： 3 年感染症

新専門医制度

プロ グラ ム責任者： 脳神経内科　 藤ヶ 﨑　 浩人　 　 プロ グラ ム研修期間： 2 年神経内科

新専門医制度

プロ グラ ム責任者： リ ウマチ膠原病科　 島根　 謙一　 　 プログラ ム研修期間： 3 ～ 4 年リ ウマチ

新専門医制度

プロ グラ ム責任者： 消化器内科　 古本　 洋平　 　 プログラ ム研修期間： 3 年消化器内視鏡

新専門医制度

プロ グラ ム責任者： 内分泌代謝内科　 南雲　 彩子　 　 プログラ ム研修期間： 3 年内分泌・ 糖尿病

新専門医制度
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●　 多摩総合医療センタ ー（ 基幹施設）　

　 　 東京都立多摩総合医療センタ ー内科専門研修プログラ ム

プロ グラ ム責任者： リ ウマチ膠原病科　 島田　 浩太

プロ グラ ム研修期間： 3 ～ 4 年（ 内科専門研修と し ては最短 3 年。 一部サブスペシャ リ ティ 連動研修も 可能。）

連携施設病院： 広尾 / 大久保 / 大塚 / 駒込 / 豊島 / 墨東 / 多摩北 / 多摩南 / 神経 / 松沢

　 　 　 　 　 　 　 帯広第一病院 / 秋田赤十字病院 / 山形県立中央病院 / 白河厚生総合病院 / 福島県立医科大学会津医療センタ ー / 竹田綜合病院 / 

　 　 　 　 　 　 　 水戸協同病院 / 土浦協同病院 / JA とり で総合医療センタ ー / 栃木医療センタ ー / ( 済生会宇都宮病院 ) / 埼玉県済生会加須病院 / 

　 　 　 　 　 　 　 埼玉石心会病院 / さ いたま市立病院 / 草加市立病院 / （ さ いたま赤十字病院） / 帝京大学ちば総合医療センタ ー / 国保旭中央病院 / 

　 　 　 　 　 　 　 船橋市立医療センター / 東京ベイ・ 浦安市川医療センター / 亀田総合病院 / 国立病院機構東京病院 / 日野市立病院 / 

　 　 　 　 　 　 　 青梅市立総合病院 / 昭和病院 / 東京医科歯科大学病院 / 東京都健康長寿医療センター / 東京大学医科学研究所附属病院 / 

　 　 　 　 　 　 　 東京大学医学部附属病院 / 災害医療センター / 武蔵野赤十字病院 / 横浜市立みなと 赤十字病院 / 川崎市立多摩病院 / 

　 　 　 　 　 　 　 横須賀共済病院 / （ 湘南鎌倉総合病院） / （ 国立病院機構相模原病院） / 長岡赤十字病院 / 新潟市民病院 / （ 新潟県立燕労災病院） / 

　 　 　 　 　 　 　（ 魚沼基幹病院） / （ 十日町病院） / 山梨県立中央病院 / 安曇野赤十字病院 / 諏訪中央病院 / （ 高山赤十字病院） / 聖隷浜松病院 / 

　 　 　 　 　 　 　 沼津市立病院 / 神戸市立医療センタ ー中央市民病院 / 島根大学医学部附属病院 / （ 隠岐病院） / （ 隠岐島前病院） / 飯塚病院 / 

　 　 　 　 　 　 　 今村総合病院 / 沖縄県立宮古病院 / 浦添総合病院 / （ 天理よろづ相談所病院） / 西伊豆健育会病院 [特別連携] / 島しょ 等 [特別連携]

　 　 　 　 　 　 　（ 　 ） ＝ 2024 年度より 追加見込施設

当院では、過去 10 年間に 100 名を超える内科系シニアレジデント の後期研修を担っ てきた実績と 経験があり ます。 ロー

テーショ ンを通じ て、 専門医取得に必要な疾患群と 症例が確実に研修できます。

カリ キュ ラ ムは、 1 年目は各診療科のローテーショ ン研修（ 原則 3 か月毎）、 2 年目を中心に主に他県の連携施設等での

研修、 3 年目以降は専門診療科での研修を基本と し ます。 連携施設等での研修は、 原則と し て 1 年～ 1 年半は行います。

各自の経験や指向に応じ て、 カリ キュ ラ ムのカ スタ マイ ズが可能であり 、 希望があれば 3 年目以降も ローテーショ ン研修

や他の都立病院での短期派遣研修も 可能です。

内科専攻医と し ては 3 年間のコ ースですが、 各専門領域の専門医取得の希望者には 4 年目の在籍が可能です。

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

1 年次 内科 1 救急部門 内科 2 内科 3

２ か月と３ か月の選択は本人の希望に応じ る。２ 年目までで救急外来・ 救命の３ か月は必修。当直は救急外来当直を月４ 回程度。
集合研修年間計画による講習及びＪ ＭＥ Ｃ Ｃ を受講。Ｊ ＭＥ Ｃ Ｃ 受講済の方はアシスタ ント を担い、インスト ラクタ ーを目指す。

2 年次 連携施設

外来診療も 施設によっ ては行う 。 集合研修年間計画による講習。 病歴要約提出準備

3 年次 専攻内科

3 年目以降は専門診療科での研修を基本と し 、 週１ 回の外来診療にも 従事する。 ただし ローテーショ ン研修の継続も 可能。
内科系専門診療科： 総合内科、循環器内科、消化器内科、呼吸器内科、神経内科、内分泌代謝内科、腎臓内科、リ ウマチ膠原病科、
血液内科、 感染症科、 緩和ケア科。 神経内科には多摩総合医療センタ ー神経脳血管内科（ 急性期脳血管障害が中心） と 基
幹施設に隣接する連携施設の神経病院脳神経内科（ 神経難病が中心） がある。 感染症希望は内科研修中は固定なし 。

〇　 多摩総合医療セン タ ーで研修可能なサブスペシャ ルティ 領域

消化器病学会専門医制度（ 消化器病学会版 J-OSLER） に即し た研修の提供を 目的と する。 内科専門医を 基本領域と

する 消化器病専門医研修期間と し ては専門研修 2 年次以降の連動研修が認めら れており 、 消化器病学会専攻医と し て

は 3 年間の研修が必要である ため希望時 4 年次以降まで研修の延長を 可能と する 。 当院を 基幹施設と し 消化器病急性

疾患（ 消化管出血、 急性胆道炎、 肝膿瘍、 重症膵炎、 劇症肝炎など）、 消化器癌診療（ 内視鏡治療や経皮的イ ン タ ーベ

ン ショ ン 、 がん化学療法） まで幅広く 研修を 行う 。（ 備考） 消化器内視鏡専門医コ ースについて ： 専門研修 2 年次以降

の連動研修が認めら れている 。 規定の内視鏡件数およ び治療内視鏡件数を 経験する 必要がある ため、 希望時 4 年次以

降まで研修延長を 可能と する。

研修コ ース

モデル

プロ グラ ム責任者： 消化器内科　 並木　 伸　 　 プロ グラ ム研修期間： 3 年以上消化器病

新専門医制度
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本コ ースは日本循環器学会専門医制度（ 循環器 J-OSLER) に則し た研修の提供を目的と する 。

３ 年間の研修期間を 基本と し て、 循環器学会が規定する 症例３ ６ 例以上（ 心不全４ 例、 ショ ッ ク １ 例、 不整脈６ 例、

心臓突然死１ 例、血圧異常３ 例、虚血性心疾患６ 例、弁膜疾患３ 例、心筋疾患３ 例、感染性心内膜炎１ 例、肺血管疾患１ 例、

先天性心血管疾患１ 例、全身疾患に伴う 心血管異常２ 例、大動脈疾患１ 例、末梢動脈疾患１ 例、静脈・ リ ンパ管疾患１ 例、

心臓神経症・ 神経循環無力症１ 例） を 経験するこ と ができ る。

また技術・ 技能（ 循環器 J-OSLER の修了要件は３ ９ ３ 例以上） については指導医の元で、 心臓カ テーテル検査・ 治

療やカ テーテルアブレ ーショ ン、 ペースメ ーカ ー植え込み術、 血液循環補助装置（ IABP、 イ ン ペラ 、 ECMO)、 TAVI 等

を 経験するこ と ができ る。

希望があれば一定期間の連携施設での研修や心臓外科での研修等も 可能。

本コ ースは、 呼吸器専門医制度に則っ た研修の提供を 目的と し 、 コ ースは基幹施設 1 年以上＋連携施設で合計 3 年

以上と し ている 。 豊富な当セン タ ーの症例経験、 連携施設と の共同の研修によ り 呼吸器全領域における 呼吸器専門医

の育成が可能である。

【 当セン タ ー（ 基幹施設）】 年間 1000 名以上の入退院、 肺癌含めた各種腫瘍・ 結核・ 肺炎（ COVID-19 含む） 等の感

染症対応・ 喘息等のアレ ルギー・ 慢性呼吸器疾患・ 睡眠時無呼吸まで幅広く 全領域に対応し ている 。 本コ ースは呼吸

器専門医に加えて呼吸器内視鏡専門医も 目指し 、 更には感染症・ アレ ルギー・ がん薬物療法まで更なる 専門研修にも

連動可能である。

【 連携施設】 互いに基幹施設も あれば当院の連携施設も ある 。 救急・ 慢性呼吸器疾患・ 抗酸菌専門研修など幅広く 連

携にて対応し ている。

血液専門医は基本領域である 内科専門医の総合的知識を 礎に血液学領域の専門的診断力と 治療技術を 体得し た専門

医である 。 多摩総合医療セン タ ーでの血液専門医研修では、 再生不良性貧血や自己免疫性溶血性貧血などの「 赤血球

系疾患」、 急性白血病や慢性白血病などの「 白血球系疾患」、 悪性リ ン パ腫や骨髄腫などの「 リ ンパ系疾患」、 後天性血

友病などの「 血栓止血系疾患」 など、 良性疾患から 悪性疾患まであら ゆる 領域の症例の経験が可能です。 また血液悪

性疾患に対し ては標準と さ れている 化学療法を 中心に治療を 行い、 再発時には造血幹細胞移植も 施行し ています。 さ

ら に今後 CAR-T 療法など細胞免疫治療も 行えるよ う に準備し ています。

当科は日本糖尿病学会、 日本内分泌学会の認定教育施設であり 、 糖尿病専門医（ 8 名）、 内分泌代謝科専門医（ 9 名）

と 充実し た指導層を 擁する 。 糖尿病については、 1 型糖尿病への SAP 療法、 isCGM、 ２ 型糖尿病への GIP/GLP-1RA を

はじ め保険診療下での最先端の診療技術を 絶えず臨床に活かし 、 その成果を 発信し ている 。 内分泌疾患については、

甲状腺、 副甲状腺、 下垂体、 副腎、 低血糖疾患など、 盤石な病診連携体制を 背景に豊富な症例数を 有し ている。 当院

の大き な特徴と し て、 消化器外科と 連携し 、 高度肥満症に対する 減量・ 代謝手術の術前術後の管理も 経験する こ と が

でき る 。 また、 臨床研究指導や症例報告指導にも 力を入れており 、 日本糖尿病学会、 日本内分泌学会、 日本肥満学会、

日本肥満症治療学会等への発表を 義務づけている 。

本コ ースは、 腎臓領域専門医制度に則し た研修の提供を 目的と する。

ベースと なる 基本領域は内科の他、 小児科 , 泌尿器科 , 外科である 。 初期臨床研修を 終了し 、 専門医機構が認定する

基本領域の専門医を 取得し ている 者、 又は、 取得見込みの者が腎臓領域専門研修を 開始でき る 。 但し 、 腎臓領域専門

研修修了時には、 基本領域の専門医を 取得でき ている こ と が必須である 。 尚、 内科専門医を 基本領域と する 腎臓専攻

プロ グラ ム責任者： 循環器内科　 加藤　 賢　 　 プロ グラ ム研修期間： 3 年以上循環器

新専門医制度

プロ グラ ム責任者： 呼吸器内科　 高森　 幹雄　 　 プログラ ム研修期間： 3 年以上呼吸器

新専門医制度

プロ グラ ム責任者： 血液内科　 塚田　 端夫　 　 プロ グラ ム研修期間： 3 年以上血液

新専門医制度

プロ グラ ム責任者： 内分泌代謝内科　 辻野　 元祥　 　 プログラ ム研修期間： 3 年内分泌代謝

新専門医制度

プロ グラ ム責任者： 腎臓内科　 羽田　 学　 　 プログラ ム研修期間： 3 年以上腎臓

新専門医制度
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医の研修期間は、 内科専門研修と の 2 年間の連動研修が認めら れている 。 連動研修において経験症例と し て認めら れ

る のは、 腎臓指導医の指導のも と で経験し た症例に限る。 研修終了時には入院症例 140 例以上、 外来症例 60 例以上の

経験と 病歴要約計 22 編の記載を目標にする 。

東京都アレ ルギー疾患医療専門病院の 1 つである 多摩総合医療セン タ ーで診療科横断的に研修を 行い、 高い水準

のアレ ルギー診療を 実践でき る 能力を 養成する こ と を 目標と し ます。 専門医機構の認める 範囲で他のサブスペシャ リ

ティ ーと 並行研修でき 、 研修年限はそれに応じ て短縮が可能です。

当院の救急 ･ 総合診療セン タ ー、 呼吸器内科の研修を 中心に、 耳鼻咽喉科 ･ 頭頸部外科、 皮膚科、 眼科でも の実習

･ 研修を 行う こ と で、 プリ ッ ク テスト 、 皮内反応、 負荷試験、 分子標的薬、 生物製剤や気管支サーモプラ スティ など、

アレ ルギー専門医の受験資格を得るのに十分な症例、 手技を経験する こ と ができ ます。

また小児アレ ルギー拠点病院である 小児総合医療セン タ ーアレ ルギー科で、 最高水準の小児アレ ルギー研修も 一定

期間選択可能です。

本プロ グラ ムは大学医局派遣など 特定の診療科に採用さ れる 医師のための内科系 3 科 ( 救急 ･ 総合診療セン タ ー、

リ ウマチ膠原病科、 呼吸器内科 )、 耳鼻咽喉科・ 頭頚部外科、 皮膚科、 眼科の合同プログラ ムです。

内科、 耳鼻咽喉科・ 頭頸部外科、 皮膚科、 眼科の内、 いずれかの専門医を 取得し ている 医師が、 その基盤領域の診

療科に所属し ながら アレ ルギー診療を 実践でき る 能力を養成する こ と を目標と し ます。

専門医機構の認める 範囲で他のサブスペシャ リ テ ィ ーと 並行研修でき、 研修年限はそれに応じ て短縮が可能です。

いずれの診療科に所属し ていても、 所属長が許可する 範囲で上述の診療科内での実習・ 研修が可能で、 アレ ルギー専

門医の受験資格を 得る のに十分な症例、 手技を経験するこ と ができ ます。

感染症専攻研修においては包括的な研修が必要である 。 研修は一般感染症における 臨床研修、 HIV 感染症における

臨床研修、 医療関連感染症対策、 抗菌薬適正使用に大別さ れる。 その研修を 三年間で包括的に行う こ と で、 その能力

を 獲得する。

基幹施設〈 多摩総合〉 では、 指導医 9 名が指導に当たり ます。 ほぼすべてのリ ウマチ膠原病患者さ ん約 3500 人が

通院さ れています。 また、 例年約 600 人が入院さ れ、 各種リ ウマチ外科手術（ 各種人工関節置換術、 関節形成術ほか）

や最重症 / 治療困難病態への内科的対応等を 受けます。 連携施設〈 多摩北〉 は北多摩北部保健医療圏のリ ウマチ膠原

病診療の拠点で、 外来・ 病棟のほか、 リ ハビ リ テーショ ン に取り 組みやすく 、 基礎医学にも 明る い指導医が指導に当

たり ます。 連携施設〈 多摩南〉 は、 内科領域で医師少数地域と さ れる 南多摩保健医療圏のリ ウマチ膠原病診療の拠点

です。 外来・ 病棟のほか、ハイ ド ロリ リ ースを 含めた筋骨格超音波検査やリ ウマチ外来における看護・ リ ハビ リ テーショ

ン 外来など、 先進的なチーム医療を経験するこ と ができ ます。

ベースと なる 基本領域は内科の他、 外科である 。 本コ ースは日本消化器内視鏡学会 専攻医研修カ リ キュ ラ ムに即し

た研修の提供を 目的と する 。 内科専門医を 基本領域と する 消化器内視鏡専門医研修期間と し ては専門研修 2 年次以降

の連動研修が認めら れている 。 規定の内視鏡件数およ び治療内視鏡件数を 経験する 必要がある ため、 希望時 4 年次以

降まで研修の延長を 可能と する。 多摩総合医療セン タ ーを 基幹施設と し 消化器内視鏡全般（ 消化管出血、 急性胆道炎

などの緊急内視鏡）、 消化器癌内視鏡治療まで幅広く 研修を行う 。

プロ グラ ム責任者： 呼吸器科　 村田　 研吾　 　 プロ グラ ム研修期間： 2 年アレルギー（ 基幹）

新専門医制度

プロ グラ ム責任者： 呼吸器科　 村田　 研吾　 　 プロ グラ ム研修期間： 2 年アレルギー（ 連携）

新専門医制度

プロ グラ ム責任者： 感染症科　 織田　 錬太郎　 　 プログラ ム研修期間： 3 ～ 4 年感染症

新専門医制度

プロ グラ ム責任者： リ ウマチ膠原病科　 永井　 佳樹　 　 プログラ ム研修期間： 1 ～ 3 年リ ウマチ

新専門医制度

プロ グラ ム責任者： 消化器内科　 並木　 伸　 　 プロ グラ ム研修期間： 3 年以上消化器内視鏡
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質の高いがん薬物療法を 実践する ために臓器横断的に共有さ れう る 視点を 持ち 、 その適応と 実施を 判断する こ と が

でき る「 腫瘍内科専門医」 の果たすべき 役割は大き く 、 その育成は急務である 。 当院は日本臨床腫瘍学会認定研修施

設であり 、 指導医 5 名、 専門医 1 名と 充実し た指導体制を 有し ており 、 学会が専門医取得に必修と 定める 造血器、 呼

吸器、 消化管、 乳房の 4 領域の他、 研修が望まし いと する 婦人科、 泌尿器、 頭頸部領域の院内ロ ーテート が可能である。

また上記領域の外来診療に加えて、 44 床に増床さ れた外来化学療法セン タ ーでの診療経験も 可能である 。 研修期間中

には日本臨床腫瘍学会での学会発表を 経験する こ と を 目標と する 。 がん薬物療法に関する 深い学識と 高い臨床技能を

修得すると と も に、 がん薬物療法専門医の取得を 目指す。

●　 多摩北部医療センタ ー（ 基幹施設）　

　 　 多摩北部医療センタ ー施設群内科東京医師アカデミ ー専門研修プログラム

プロ グラ ム責任者： 循環器内科部長　 村﨑　 理史　 　 プログラ ム研修期間： 3 年

連携施設病院： 広尾 / 大久保 / 大塚 / 駒込 / 墨東 / 多摩総合 / 多摩南 / 神経 / 松沢

　 　 　 　 　 　 　 公立昭和病院 / 公益財団法人結核予防会　 複十字病院 / 公益財団法人榊原記念財団付属　 榊原記念病院 / 

　 　 　 　 　 　 　 独立行政法人国立病院機構　 東京病院 / 日本医科大学付属病院 / 東京ベイ ・ 浦安市川医療センタ ー / 

　 　 　 　 　 　 　 杏林大学医学部付属病院 / 東京医科歯科大学医学部附属病院 / 東京大学医学部附属病院 / 

　 　 　 　 　 　 　 東京都健康長寿医療センタ ー / 古賀総合病院 / 東京女子医科大学医学部付属病院 / 島し ょ 等

多摩北部医療センタ ーを基幹施設と する、 東京都北多摩北部医療圏 ( 人口約 74 万人 ) 中心の総合内科専門医育成を目

的と し た内科標準タ イ プ研修プログラ ムです。 当院は医療圏の中心的な急性期病院であり 、 北多摩北部医療圏・ 近隣医

療圏にある連携施設と と も に研修を行い、必要に応じ た可塑性のある、地域医療にも 貢献できる内科専門医を目指せます。

上記の様に多く の施設と 連携を組んでおり 、 基幹施設である多摩北部医療センタ ーでの２ 年間と 連携施設群での１ 年

間で、 内科専攻研修において求めら れる「 疾患群数」、「 症例数」、「 病歴提出数」 を充分に得るこ と ができ ます。 さ ら に

サブスペシャ リ ティ を中心と し た専門研修プログラ ム構築にも 柔軟に対応し ており 、 専攻医の希望に沿っ た研修も 行っ

ています。 また、 当院のみでも カ リ キュ ラ ムに示す内科領域 15 分野のう ち 13 分野で定常的に専門研修が可能な症例

数を診療し ていますが、 連携病院と と も にさ ら なる研修のレ ベルアッ プを図っ ていき ます。

症例をある時点で経験すると いう こ と だけではなく 、 主治医と し て、 初診、 入院から 退院、 外来通院まで可能な範囲

で経時的に、 診断・ 治療の流れを通じ て、 一人一人の患者の全身状態、 社会的背景・ 療養環境調整をも 包括する全人的

医療を実践し ます。 研修達成度によっ ては４ 年目に subspecialty 研修を行い専門医を目指すこ と も 可能です。

当院は病床数 337 で、 う ち内科病床数 174 の初期臨床研修制度基幹型教育特殊病院（ 研修医５ 名 /年） でも あり 、 研

修に必要な医学教育アメ ニティ を整備し ています。

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

1 年次 内科診療科（ 院内） Ｅ Ｒ 研修 内科診療科（ 院内）

総合内科外来（ 初再診）、 内科系、 循環器系もし く は地域医療当直研修、 Ｊ ＭＥ Ｃ Ｃ 受講

2 年次 内科サブスペシャ リ ティ 研修（ 連携施設） 内科サブスペシャリ ティ 研修（ 院内）

総合内科外来（ 初再診）、 内科系も し く は地域医療当直研修、 内科専門医取得のための病歴提出準備

3 年次 内科サブスペシャ リ ティ 研修（ 院内）

救急医療・ 領域で症例経験の足り ないと こ ろを地域医療で重点研修、 病歴作成完成、 サブスペシャ リ ティ を見据えた研修

4 年次 内科サブスペシャ リ ティ 研修（ 院内）

各サブスペシャ リ ティ の専門医を目指す専門研修

プログラ ム責任者： 呼吸器・ 腫瘍内科　 北園　 美弥子　 　 プログラ ム研修期間： 2 年以上、 5 年以内がん薬物療法
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●　 東部地域病院　  （ 連携施設）

指導医責任者： 内科　 鈴木　 聡子

連携をし ている基幹施設病院： 大久保 / 墨東

研修は、 東部地域病院と 基幹施設病院の研修に加えて、 他の連携施設等をロ ーテーショ ンし て、 内科全般の診療、 技

量の能力を身に付けた後、 消化器、 呼吸器、 循環器いずれかの専門科の研修を進めていき ます。

内視鏡検査（ 上部、 下部、 気管支鏡）、 心臓カ テーテル検査、 超音波検査など幅広い技術を 習得でき ます。 各種内科

学会への参加、 発表を行います。

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

1 年次 消化器内科・ 呼吸器内科・ 循環器内科 ER（ 連携施設）

　

2 年次
腎臓内科（ 連携施設） 神経内科（ 連携施設） 血液内科（ 連携施設）

内分泌代謝内科・
膠原病内科（ 連携施設）

　

3 年次 基幹施設

　

4 年次 消化器内科・ 呼吸器内科・ 循環器内科

　

●　 多摩南部地域病院（ 基幹施設）　

　 　 多摩南部地域病院施設群内科東京医師アカデミ ー専門研修プログラ ム

プロ グラ ム責任者： 内科　 本城　 聡　 　 プロ グラ ム研修期間： 3 ～ 4 年

連携施設病院： 多摩総合 / 多摩北 / 神経

　 　 　 　 　 　 　 北里大学病院 / 浦添総合病院（ 沖縄県） / 中頭病院（ 沖縄県） / 友愛医療センタ ー（ 沖縄県） / 

　 　 　 　 　 　 　 聖マリ アンナ医科大学 / 川崎市立多摩病院 / 立川相互病院 / 島し ょ 等

内科専門プロ グラ ム（ 4 年コ ース） の研修で、 連携施設である 多摩総合医療センタ ーある いは多摩北部医療センタ ー

などでの研修を含みます。 また、内科専門医取得を目指し ながら 、多摩南部地域病院において希望する内科サブスペシャ

リ ティ 分野の研修を並行し て行う こ と も 可能です。

多摩南部地域病院では、 内科専門医取得のための症例経験を積むこ と が出来る他、 循環器、 呼吸器、 消化器、 糖尿病、

リ ウマチ膠原病の内科系サブスペシャ リ ティ 研修に対応し ます。 当院は、 東京都 CCU ネッ ト ワーク 加盟病院、 消化器

領域では病棟回診・ カ ン フ ァ レ ン ス・ 内視鏡検査など外科と の一体的診療体制、 緩和ケア病棟併設、 多摩市周辺地域で

リ ウマチ膠原病内科病棟を 有する 唯一の施設、 などの特徴を 有し ており ます。 また、 多摩総合医療センタ ーと は、 指導

医ク ラ スの人材交流、 患者の紹介・ 逆紹介、 施設間カ ンフ ァ レ ンス開催など、 近年、 連携を強化し ていますので、 当院

のよう な中規模病院と の組み合わせ研修により 幅の広い診療経験を積むこ と ができ ます。

多摩市周辺は、 都心と 異なり 人口規模に比し て急性期病院が多く あり ません。 こ のため、 内科急性期医療のニーズが

と ても 大き く 、 豊富な症例に恵まれた研修環境です。 し かも 中規模病院のため内科の各分野間においてシームレ スな連

携をと っ ています。 マルチプロブレ ムを 抱える高齢者医療の必要性が高まる 中、 個々の患者さ んに全人的・ 包括的視点

で取り 組む中で、 内科専門医と し ての総合力を高めるこ と ができ ます。

研修コ ース

モデル
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4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

1 年次 内科 循環器内科 ER（ 多摩総合医療センタ ー）

2 年次 内科（ 循環器内科）

3 年次 連携施設

4 年次 サブスペシャ リ ティ 研修

〇　 多摩南部地域病院で研修可能なサブスペシャ ルティ 領域

当院は 300 床ク ラ スの地域の基幹病院であり 、 内科では特に総合診療の素養を ベースと し た糖尿病診療を 学べる 環

境が整っ ている 。 糖尿病専門医と し て、 糖尿病専門外来、 入院患者対応、 フ ッ ト ケア外来・ 糖尿病透析予防外来にお

ける チームカ ン フ ァ レ ン スに参加し 、 チーム医療の実践を 経験する 。 糖尿病指導医を 有する 他、 看護師にも 糖尿病療

養指導士の資格を 有し た看護師がおり 、 レ ベルの高い診療を 経験でき る 。 また院内他科から のコ ン サルテーショ ン に

ついて、 病棟に往診、 各科主治医と ディ スカ ッ ショ ン し ながら の治療を 経験する 。 また糖尿病を 背景と し た疾患につ

いても 理解を 深め、 糖尿病を ベースにし た感染症診療などについても 十分な経験を 積む。 全身疾患と し ても 糖尿病の

加療について、 十分な理解と 経験を得るこ と を最終目標と する。

内科専門研修終了後ある いは連動研修と し て 3 年間、 リ ウマチ専門研修を 行う 。 多摩南部地域病院では基幹病院と

し て 2 ～ 1 年の研修を 行う 。 当院は地域の第一線に立ち ながら リ ウマチ性疾患の診療における 中核的な医療機関と し

ての役割を 担っ ている 。 こ のため、 患者の生活によ り 近づいて、 比較的頻度の高いリ ウマチ性疾患を 中心と し た急性

期およ び慢性期医療を 経験する こ と が可能である 。 関節超音波検査、 各種組織生検、 整形外科と の連携で手術症例の

経験も 積む。 臨床研究や症例報告などの学術活動の素養も 身につける 。 連携施設では 1 ～ 2 年の研修を 行う 。 多摩総

合医療センタ ーでは、 重症例、 難治例、 複数の診療科が関与する症例などの研修が可能である 。 多摩北部医療セン タ ー

では当院と は異なる 地域医療の研修が可能である 。 東京都医師アカ デミ ーのスケールメ リ ッ ト を 生かし 、 全人的医療

が実践でき る リ ウマチ専門医の育成を 行う 。

●　 神経病院　  （ 連携施設）

指導医責任者： 脳神経内科　 蕨　 陽子

連携をし ている基幹施設病院： 広尾 / 大久保 / 大塚 / 駒込 / 荏原 / 墨東 / 多摩総合 / 多摩北 / 多摩南 

当院の脳神経内科コ ースは、 広く 都立病院の脳神経内科医療を担う 神経内科専門医、 またリ サーチマイ ンド を持っ た

専門医の育成を目的と し ています。

（ 1） 都立病院（ 多摩総合医療セン タ ー、 多摩南部地域病院、 荏原病院） を 基幹施設と し 、 4 年間で内科と 神経内科の 2

つの専門医を目指すコ ースです。 当院は日本神経学会の教育施設であり 、 神経内科専門医試験の高い合格率を誇り ま

す。

（ 2） 脳神経内科は全国最大規模の病床数（ 218 床） と 指導医数（ 23 名の各科指導医） を 有し 、 あら ゆる 神経疾患に関

する知識や診療技術を身につけるこ と ができます。 スタ ッ フ には神経生理、神経病理、神経放射線、高次機能、認知症、

筋疾患、 免疫性疾患、 臨床遺伝学などのエキスパート がいます。 地域療養支援、 訪問診療の研修も 行っ ており 、 診断

の初期から 終末期に至るまでの患者サポート や緩和ケア、 多職種連携、 地域連携を学ぶこ と ができ ます。

（ 3） 症例検討会や CPC をはじ めと し た各種カ ンフ ァ レ ンスは充実し ており 、 また医師アカ デミ ー生対象の講義が年 26

回と 電気生理学に特化し た講義が年 7 回組まれています。

研修コ ース

モデル

プロ グラ ム責任者： 内科　 本城　 聡　 　 プログラ ム研修期間： 3 年内分泌代謝
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（ 4） 臨床研究や学会発表、 論文執筆にも 力を入れています。 コ ース修了後に当院で就労し ながら 大学院へ進む場合、 東

京都医学総合研究所と の連携による学位取得も 可能です。

（ 5） なお、 当院は連携施設であり 、 当院での研修は、 基幹施設のプログラ ムにおける連携研修の一部と し て行われます。

そのため、 下図のコ ースは一例であり 、 多様性があるこ と をご理解く ださ い。

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

1 年次 内科各科ロ ーテーショ ン （ 基幹施設） ER 研修（ 基幹施設等）

説明： 基幹施設での勤務を主体と し て、 必修の救命救急短期研修と 、 専門医取得のために必要な内科症例や脳血管疾患の研修を行う 。

2 年次 連携研修（ 神経病院、 または当院以外の連携病院）

説明： 基幹施設の連携研修と し て、 基幹施設の連携施設である神経病院、 または他の連携病院で内科および脳神経内科の研修を行う 。

3 年次 脳神経内科病棟 1， 高次機能 脳神経内科病棟 2， 神経放射線 脳神経内科病棟 3， 神経生理 脳神経内科病棟 4， 神経病理

説明： 神経病院での勤務を主体と し て、 脳神経内科の各病棟医長の指導を受けながら ， サブスペシャ リ ティ 研修も 並行し て行う 。

4 年次 脳神経内科病棟 5， リ ハビリ テーショ ン 院内他科研修 脳神経内科病棟 6， 神経耳科・ 神経眼科 脳神経内科病棟 7， 神経精神科

説明： 神経病院に勤務し 、 脳神経内科病棟研修と サブ スペシャ リ ティ 研修に加え、 脳外科、 小児科、 放射線科など の院内他科研修も 選択でき る。

〇　 神経病院で研修可能なサブスペシャ ルティ 領域

1） 当院の脳神経内科は７ 病棟（ 218 床） あり 、 専門性の異なる ７ 名の医長で統括運営さ れています。 それぞれ特色

ある 病棟を ロ ーテート し 臨床医と し ての研鑽を 積みます。 専門性を よ り 深める ため、 自ら に適し た病棟を 選択する 事

も 出来ます。 さ ら に、 神経に関する各診療科（ 神経生理・ 神経放射線・ 神経病理・ 高次脳機能・ リ ハビリ テーショ ン ・

精神・ 神経耳科・ 神経眼科の 8 部門） の研修も 並行し て行います。 研修の成果と し て専門医試験は一回での合格を 目

指し ます。 2） 研究テーマを共有する部・ 医長から 直接的な指導を 受け、 臨床研究を行い、 論文執筆や学会発表を 行い

ながら 、 コ ース修了後の博士研究テーマを見出し ます。 3） 神経病院の将来を支える 人材と し ての自覚を持ち 、 若手医

師の教育や多職種連携チーム活動、 病院運営などに積極的に関わり ます。

研修コ ース

モデル

プロ グラ ム責任者： 脳神経内科　 蕨　 陽子　 　

プロ グラ ム研修期間： 1 ～ 3 年（ 専門医試験受験資格取得まで）神経内科
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（ 広尾病院 研修風景（ 心臓カ テーテル））

（ 大久保病院 院内研修風景）

（ 大塚病院 内科研修風景 ( 内視鏡 )）

（ 多摩北部医療セン タ ー 研修風景）
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◎墨東病院

〇広尾病院
〇大久保病院
〇大塚病院
〇駒込病院
〇豊島病院
〇荏原病院

◎多摩総合医療センタ ー

〇多摩北部医療センタ ー
〇東部地域病院
〇多摩南部地域病院
〇小児総合医療センタ ー
〇松沢病院

採用施設一覧（ ◎は基幹施設、 ◯は連携施設）

研修プログラ ムの特徴

●　 広尾病院　（ 連携施設）

指導医責任者： 外科　 井石　 秀明

連携をし ている基幹施設病院： 墨東 / 多摩総合

当科では、 後期研修医が身につけるべき 急性虫垂炎や鼡径ヘルニア、 胆石症・ 急性胆嚢炎などの症例が豊富です。 基

本的にこ れら の疾患は、すべて後期研修医が執刀医と し て手術を担当するこ と になり ます。 また、食道癌・ 胃癌・ 大腸癌・

肝胆膵悪性疾患についても 、 各領域の専門医が担当し ていますので、 すべての臓器をローテーショ ンし 、 様々な手術手

技を学ぶこ と が可能です。 3 年のプロ グラ ムの中で、 各臓器チームを 2-3 回ローテート する こ と になり ますので、 step 

by step で指導を受け、 スムーズな skill up が可能なプログラ ムと なっ ています。 当院には ER が併設さ れており 、 外科

でも １ 次から 3 次救急まで対応し ています。 急性腹症、 外傷、 自然気胸などを中心に様々な救急疾患を受け入れていま

すので、 緊急手術なら びにその周術期管理も 習得でき ます。 担当し た救急患者については、 主治医と し て緊急手術から

術後管理まで担当する こ と で、 多く のこ と を 学べます。 また、 3 か月程度 ER に出向し 、 集中的に救急治療を 学んでも

ら う こ と が可能です。 外科専門医取得に必要と なる心臓・ 大血管や呼吸器外科手術も 症例豊富ですので、 当院での研修

だけで必要な症例数を 経験する こ と が可能と なっ ているのも 特徴です。 当科では、 手術手技や周術期管理のみなら ず、

診断にも 力を 入れていますので、 後期研修医には内視鏡検査も 指導し ています。 以上のよう に 3 年間の研修で、 診断・

手術・ 周術期管理につき大き く skill up できる研修プログラ ムを組んでいます。 また、専門医取得も 最短期間で可能です。

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

1 年次 上部消化管 下部消化管 肝胆膵 呼吸器・ 乳腺

 

2 年次 墨東病院 上部消化管 下部消化管

 

3 年次 ER 肝胆膵 呼吸器・ 乳腺 上部消化管

 

●　 大塚病院　（ 連携施設）

指導医責任者： 外科　 吉村　 哲規　 　 プログラ ム研修期間： 3 年

連携をし ている基幹施設病院： 墨東

大塚病院外科では、 消化器外科、 乳腺外科、 呼吸器外科、 小児外科と いう 4 つの分野で、 良性疾患から 悪性疾患の手

術までを研修し ていただけます。

胸腔鏡・ 腹腔鏡手術の普及に伴い、 大塚病院外科では、 多く の手術が鏡視下手術で行われており ます。 呼吸器外科手

術は、 ほぼ全例で胸腔鏡下手術を行っ ており ます。 消化器外科では、 虫垂炎、 鼠径ヘルニア、 胆石症と いっ た良性疾患

から 、 胃癌、 大腸癌と いっ た悪性疾患まで、 ほと んど全ての症例で腹腔鏡下手術を行っ ており ます。 後期研修医の方に

も 、 術前に十分な指導・ シミ ュ レ ーショ ンを行い、 初めて経験する手術から でも 腹腔鏡・ 胸腔鏡手術を執刀し ていただ
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き ます。 習熟度に応じ て、 腹腔鏡下虫垂切除術など低難易度手術から 、 腹腔鏡下胃切除術・ 大腸切除術など難易度の高

い手術へ進みます。 術後はビデオカ ンフ ァ レ ンスで指導医から 次回に改善する点を共有し ます。 乳腺外科では、 マンモ

グラ フ ィ ーの読影、 エコ ー・ 生検の手技、 そし て手術、 さ ら には抗がん剤治療までの全てを外科だけで学ぶこ と ができ

ます。 小児医療にも 重点を置いており 、 新生児から 小児まで多く の手術を経験でき ます。 こ のよう に一人ひと り の後期

研修医に幅広い分野で手厚い指導ができるのが、 大塚病院外科の最大の特徴です。 基幹施設での修練では、 当院で十分

な経験が難し い心臓血管外科・ 外傷外科などを経験するこ と が可能です。 当院のプログラ ム修了後は、 東京医科歯科大

学、 日本大学、 東京医科大学、 埼玉医科大学など東京近辺の大学の外科医局への入局の推薦も 可能です。

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

1 年次 消化器外科 小児外科 呼吸器外科 乳腺外科

4 つの分野を適宜ローテート し チームの一員と なり 、 各分野の周術期管理と 手術全体の流れを習得。 低難易度手術は全例後
期研修医が執刀。

2 年次 墨東病院 消化器外科 小児外科

基幹施設の 6 か月間で、 当院で経験不可の心臓血管外科などを経験。 2 年目のローテート では中難易度手術の執刀まで進
み、 専門分野の選択に入る。

3 年次 呼吸器外科 乳腺外科 自由選択 自由選択

3 年次の後半では自身で決めた専門分野を自由選択し 、 より 難易度の高い手術へ進みます。

●　 駒込病院　（ 連携施設）

指導医責任者： 外科　 脊山　 泰治

連携をし ている基幹施設病院： 墨東 / 多摩総合

がん専門病院で最先端の癌治療を学びながら 、 外科専門医を取得するこ と ができ ます。 駒込病院は山の手の静かなエ

リ アである文京区に位置し ます。 良い環境で落ち着いて外科医と し ての基本を身につけませんか？

・ 外科専門医を取得でき ます（ 積極的に術者経験を！）

 　 全６ 領域を 3 ヶ 月毎にローテート する中で、 専修医ができ る症例は積極的に術者経験をし ても ら っ ています。 本年

卒業の専修医も 3 年間で症例経験 500 例、 術者経験 200 例と 外科専門医の必修条件を十分ク リ アし ています。

・ がん専門病院における研修のメ リ ッ ト

 　 食道外科、 胃外科、 大腸外科、 肝胆膵外科、 呼吸器外科、 乳腺外科の 6 領域が専門領域の治療に専念し ており 、 ロ

ボッ ト 支援手術、 内視鏡外科手術など各領域の最先端手技を学べます。 遺伝子診断、 免疫チェ ッ ク ポイ ント 治療薬も

積極的に導入し ており 、 最先端医療を学べます。

・ プログラ ム制の活用

 　 当院で経験し 難い腹部救急症例、 心臓血管外科症例、 小児外科症例は墨東病院、 多摩総合医療センタ ーなど基幹病

院のローテート や、 プログラ ム内の専門病院で経験し ても ら います。 自由選択枠が 9 ヶ 月あるため、 3 年目は興味の

ある診療科、 サブスペシャ リ ティ ーに繋がる研修など自ら プログラ ムをデザイ ンできます。

・ 学術活動指導体制

 　 学会発表、 症例報告、 論文執筆など経験豊富な指導医が多く 在籍し ており 、 学術活動の機会は多く あり ます。 研修

中に英文報告の執筆指導も 行います。

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

1 年次 食道外科 胃外科 救急（ 基幹病院） 乳腺外科

1 年次に救急をローテート し ます。

2 年次 呼吸器外科 一般外科（ 基幹病院） 肝胆膵外科 大腸外科

2 年次までに基本 6 領域をローテート し ます。 基幹病院で一般外科研修をし ます。

3 年次 心臓・ 血管外科（ 基幹病院） 自由選択枠

自由選択枠は、 サブスペシャリ ティ ーを見据えた研修デザインが可能です。
小児外科など症例の偏り がある場合はプログラ ム内で経験し てもら います。
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〇　 駒込病院で研修可能なサブスペシャ ルティ 領域

【 理念】 消化器外科領域診療に関わる 最新の知識・ 診療技術を 習得し 、 実践でき る 能力を養いつつ、 こ の領域の学問的

発展によ っ て社会に貢献する こ と 。

【 目標】 日本消化器外科学会専門医取得

【 当院の環境】 消化器外科 4 領域（ 食道外科、 胃外科、 大腸外科、 肝胆膵外科） が、 がん診療と し て最先端の医療を 提

供し ており 指導医数も 充実し ているため、 外科専攻医から の研修先と し て評価が高い。

【 研修内容】 食道外科、 胃外科、 大腸外科、 肝胆膵外科を 2 年間ローテート し ながら 、 各領域の専門的な手術を 経験し

ます。開腹手術に加え、高難度腹腔鏡手術やロボッ ト 手術のト レ ーニングなど最先端の消化器外科手術を 習得し ます。

【 学術活度】 学会発表、 論文執筆の指導も 積極的に行い、 消化器外科専門医申請に必要条件を ク リ アし ます。

 

当科は新臨床専門医制度乳腺外科専門医カ リ キュ ラ ムの基幹施設。 診断では日本乳がん検診精度管理中央機構の読

影認定医が指導し ている。 手術症例数は乳癌の手術が年間 500 例程、 生検数も 400 例程あり 、 こ れを 10 名の乳腺専

門医が診療、 教育指導を 担当し ている 。 薬物療法では自診療科内で化学療法・ ホルモン 療法・ 分子標的治療を 扱っ て

おり 、 数多く の治験・ 臨床試験の参加実績を 有し ている 。 遺伝子診療はカ ウン セリ ン グ、 遺伝学的検査、 サーベイ ラ

ン ス、 リ スク 低減手術から ガイ ド ラ イ ン の作成に至る まで全般の診療と 教育を 診療科内の複数の遺伝性腫瘍専門医が

担当し ている 。 形成外科・ 病理科と は定期的なカ ン フ ァ レ ン スを 行い、 短期間のロ ーテート を 通じ て乳腺外科専門医

教育課程に不可欠な履修を 行っ ている 。

●　 豊島病院　（ 連携施設）

指導医責任者： 外科　 飯田　 聡

連携をし ている基幹施設病院： 墨東

※プログラ ム内容、 詳細は東京医師アカ デミ ー　 都立墨東病院外科　 専門研修プログラ ムを参照

豊島病院外科は東京医師アカ デミ ーの外科基幹病院・ 墨東病院外科プログラ ムの連携施設と なっ ています。

呼吸器外科、 心臓血管外科、 小児外科医はおり ませんが、 消化管（ 食道、 胃、 大腸）、 肝胆膵、 乳腺外科の各専門医が

在籍し ており 、 専門的な診療を行っ ています。

外科手術件数は年間約 800 ～ 900 例で、 初期研修医、 外科専攻医の皆さ んも 能力に応じ て多数例の手術の執刀や処置

を経験するこ と ができます。 手術以外にも 内視鏡検査や PEG、EMR、ESD、EST などの内視鏡的治療、PTCD、CT 下ド レナー

ジや神経ブロッ ク 等の IVR 、 DMAT チームを中心に医療救護班活動や大規模災害訓練などの災害医療にも 外科医が積極

的に取り 組んでいます。 当院では “断ら ない救急 “をモッ ト ーに、 二次救急指定病院と し て救急医療にも 積極的に取り 組

んでいます。 若い医師には忙し く はあり ますが、 多数例の手術症例を経験するこ と ができ大変勉強になると 思います。

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

1 年次 外科 救命センタ ー /ER 研修

4 月 -12 月では自院での一般消化器外科・ 乳腺外科の一般的な基礎研修を行う 。 自院では初診 + 再診外来を週に 1 回担当。
3 か月救命センタ ー /ER の研修を行う 。

2 年次 外科 胸部外科

豊島病院での一般消化器外科・ 乳腺外科の一般的な研修を行う 。 3 か月の胸部外科研修、 小児外科研修を行う 。

3 年次 外科 外科（ 駒込病院） 外科

3 年次では自院と 連携施設での研修を行い、 サブスペシャリ ティ に関連し た専門性のより 高い研修を行う 。

プロ グラ ム責任者： 肝胆膵外科　 脊山　 泰治　 　 プログラ ム研修期間： 3 年消化器外科

新専門医制度

プロ グラ ム責任者： 外科（ 乳腺）　 有賀　 智之　 　 プロ グラ ム研修期間： 3 年乳腺外科

新専門医制度
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●　 荏原病院　（ 連携施設）

指導医責任者： 外科　 吉利　 賢治

連携をし ている基幹施設病院： 墨東

外科研修プログラ ムは、 墨東病院を基幹と し 、 当院は連携施設と し てプログラ ムに参加し ます。 し かし 連携施設の採

用でも 、 当院で研修できない領域を基幹施設での研修で補う 形で、 専門医の取得が可能と なり ます（ 基幹病院での研修

は最低 6 か月は必要です）。 当院の外科には、 消化器・ 一般外科、 呼吸器外科、 乳腺外科があり ます。 消化器・ 一般外

科は年間手術数約 400 例、 地域医療の中核病院と し て急性虫垂炎、 痔核、 各種ヘルニア、 胆石症などの外科研修の初期

に経験すべき 低難度手術症例から 、 消化管穿孔、 急性胆のう 炎などの緊急手術、 胃癌、 大腸癌と いっ た消化管悪性腫瘍

の手術、更には肝胆膵癌などの高難度手術に対し ても 積極的に取り 組んでいます。呼吸器外科は年間約 40 例で胸部外傷、

血気胸などから 転移性、 原発性肺がんなど、 乳腺外科は年間約 60 例、 乳腺腫瘍を 中心に手術を行っ ています。 当院は

あまり 専門に特化し た病院ではなく 、 多く の症例を扱う 市中病院であり 、 そのため若手医師が外科研修を始める病院と

し ては最適の施設ではないかと 自負し ています。 当院での手術の半数以上は外科経験 4 年以下の若手医師が術者と し て

行っ ており 、 多く の手術を経験するこ と ができ ます。 大人数の外科ではないですがスタ ッ フ は皆、 各分野の指導医、 専

門医資格を有し 、 外科の基礎から マンツーマンで指導する体制をと っ ています。

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

1 年次 消化器・ 一般外科

虫垂炎、 ヘルニア、 痔核、 胆石などの低難度手術を対象に術者と し て多数の症例を執刀し 、 外科の手術手技の基礎を学ぶ。
症例報告などの学会発表も 経験する。

2 年次 乳腺外科 呼吸器外科 墨東病院

外科専門医取得に必要な様々な分野の症例を経験する。 当院では経験できない疾患は基幹病院ローテート で経験し てもらう 。

3 年次 消化器・ 一般外科 呼吸器外科 消化器・ 一般外科

外科専門医取得に必要な症例数を確保し ているこ と を再確認する。 外科専門医に続く サブスペシャ ルティ の希望にも 配慮し
てし てローテート さ せる。

●　 墨東病院（ 基幹施設）　

　 　 都立墨東病院外科東京医師アカ デミ ー専門研修プログラ ム

プロ グラ ム責任者： 外科　 髙橋　 道郎　 　 プログラ ム研修期間： 3 年

連携施設病院： 広尾 / 大塚 / 駒込 / 豊島 / 荏原 / 東部 / 小児総合 / 島し ょ 等

　 　 　 　 　 　 　 獨協医科大学埼玉医療センタ ー / 国立がん研究センタ ー中央病院 / 島し ょ 等

基幹施設は墨東病院で、 都立・ 公社 7 病院と 連携し ています。 外科研修で必要な領域すべてを網羅し 、 東京都の色々

なエリ アを含んでいます。 本プロ グラ ムの目的は以下の通り です。

（ １ ） 手術ができ る外科医を育てる

外科専門研修の時期に一番大事なこ と は、 と にかく 手術を 多く する こ と です。 本プロ グラ ムでは、 3 年間で術者を

少なく と も 200 例以上経験する こ と を 目指し ます。 外科専門医の最低必要経験症例 350 例、 術者経験数 120 症例を、

短期間のう ち に経験でき ます。

　 　 ＃ 2023 年卒業の外科専修医： 経験症例約 590 例、 術者経験約 270 例／ 3 年間

（ ２ ） 研究発表、 論文発表も 積極的に指導

学術活動は、 手術と 同様に臨床医と し て必要不可欠なも のであり 、 外科専門研修の時期に学んでおく べき も のです。

本プロ グラ ムでは、 研究発表、 論文発表のスキルを経験豊富な指導医が、 積極的に指導し 、 研修に必要な 20 単位を 大

き く 上回る業績を 達成し ます。

　 　 ＃ 2023 年卒業の外科専修医： 全国学会での研究発表 6 件、 和文論文発表 1 件、 合計 92 単位／ 3 年間

（ ３ ） サブスペシャ リ ティ ーに繋がる 研修

基幹病院、 連携病院を含めて、 消化器外科、 心臓血管外科、 呼吸器外科、 小児外科に加え、 内視鏡外科、 肝胆膵外科、

研修コ ース

モデル
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乳腺外科などすべての領域で最前線の医療を 行っ ている ため、 外科専門医を 取得の上、 希望のサブスペシャ リ ティ ー

領域に繋がる 研修をするこ と ができ ます。

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

1 年次 一般外科 上部消化管外科 救命／ ER 研修 乳腺外科

3 ヶ 月毎に 1 年次に習得すべき領域を研修し ます。

2 年次 下部消化管外科 肝胆膵外科 胸部外科研修 駒込病院

2 年次で必要経験症例数達成を目指し ます。

3 年次 上部消化管外科 上部消化管外科 大塚病院 肝胆膵外科

専門科やサブスペシャ リ ティ ーにつながる研修を選択できます。

〇　 墨東病院で研修可能なサブスペシャ ルティ 領域

外科専門医を 既修得の者がサブスペシャ リ ティ ーと し て消化器外科専門医を 取得する ための研修プロ グラ ムです。

がん診療を主に研修するコ ースですが救急や良性疾患を含めた消化器外科領域の全域を幅広く 研修でき る コ ースです。

 専門研修期間は 3 年で基本的に 6 か月ごと の単位で上部、 下部、 肝胆膵を ローテイ ト し 消化器外科専門医取得に必

要な手術症例を経験し ます。 研修状況や希望に応じ てアレ ンジは可能です。

近年、 がん手術の多く は鏡視下に行われていますが、 鏡視下手術練習のための共用のド ラ イ ボッ ク スも あり 、 随時

使用が可能です。 手術支援ロ ボッ ト ダヴィ ン チが導入さ れ、 外科では胃癌、 直腸癌手術が施行さ れており ます。 膵手

術でも 施行準備を 進めています。  

呼吸器外科専門医なら びに、 関連学会専門医の取得に必要な知識の取得、 術者・ 助手の手術経験、 学術活動を 目標

と する 。 東京都立墨東病院呼吸器外科における 豊富な手術症例 （ 年間 250 例以上； 肺癌だけでなく 、 気胸などの嚢胞

性肺疾患、 肺感染症に対する 手術、 外傷など） を 用い専門医取得の修練を 行う 。 術式に関し ては基本と なる 開胸手術

のほかに、 胸腔鏡下手術、 ロ ボッ ト 支援胸腔鏡下手術の修練を 行う 。 学術活動に関し ては、 国内外の基本と なる 学会

への参加なら びに発表、 論文作成、 等を 行う 。 修練機関は２ 年間と し 、 墨東病院１ 年、 連携施設半年から １ 年での呼

吸器外科研修を 予定し ている 。 平行し て学位 （ 医学） 取得も 視野に入れ、 大学と の連携 （ 大学院入学、 共同研究など） 

を 行っ ていく 予定である。

心臓血管外科専門医取得に必要な知識の取得、 術者・ 助手の手術経験、 学術活動を 目標と する 。 ①基本的な疾患の

診断と 病態評価を 行い、 治療の適応 ･ 方針について正確な判断力を身に付ける。 ②基本的手技 ( 大腿動脈の露出等 ) に

習熟し 、 高度な手技 ( やや複雑な弁膜症や腹部・ 胸部大動脈瘤等、 心停止下冠動脈バイ パス等の助手、 単弁置換術等

比較的単純な開心術の術者、技量に応じ 急性大動脈解離手術等などの術者 ) を 段階的に習得する。 ③救命救急セン タ ー

と の連携で心臓大血管緊急症例への治療プロ セスを 身に付ける 。 ④上級医指導の元、 地方会 ･ 全国学術総会等での発

表を 年 1 回以上、 論文作成を 積極的に行う 。 ⑤接遇､ 多職種と のコ ミ ュ ニケーショ ン の重要性を 理解 ･ 実践し 、 複雑

な病態を呈する患者への適切な IC を行い、 対応力を身に付ける 。

乳腺外科専門医と は乳癌の診断と 手術を 含めた治療を専門と し 、資格認定試験を 経て認定さ れる サブスペシャ ルティ

です。 外科専門医プロ グラ ムの基幹病院は墨東病院であり 各外科分野のほと んどを 有し ている ため、 院内で豊富な症

例を 短期間で経験でき 、 速やかに外科専門医を 取得し 乳腺外科専門医研修に移行する こ と が可能です。 当院乳腺外科

では乳癌だけでなく 乳腺炎や良性腫瘍など幅広い乳腺疾患を 取り 扱っ ており 、 豊富な手術を 経験する こ と が可能です

（ 年間約 200 件）。 サブスペシャ リ ティ 領域の基幹病院と なる 駒込病院と 連携し 、 幅広い経験を 積みながら 乳腺外科専

門医カ リ キュ ラ ムを 3-5 年で行います。

研修コ ース

モデル

プロ グラ ム責任者： 外科　 真栄城　 剛　 　 プロ グラ ム研修期間： 3 年消化器外科

新専門医制度

プロ グラ ム責任者： 呼吸器外科　 江花　 弘基　 　 プログラ ム研修期間： 2 年呼吸器外科

新専門医制度

プロ グラ ム責任者： 心臓血管外科　 由利　 康一　 　 プロ グラ ム研修期間： 3 年心臓血管外科

新専門医制度

プロ グラ ム責任者： 外科　 髙濵　 佑己子　 　 プログラ ム研修期間： 3 ～ 5 年乳腺外科

新専門医制度
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●　 多摩総合医療センタ ー（ 基幹施設）　

　 　 都立多摩総合医療センタ ー施設群外科東京医師アカ デミ ー専門研修プログラ ム

プロ グラ ム責任者： 外科　 森田　 泰弘　 　 プログラ ム研修期間： 3 年

連携施設病院： 広尾 / 大久保 / 駒込 / 多摩北 / 多摩南 / 小児総合 / 松沢 / 島し ょ 等

外科専門医を取得するための研修プログラ ムが主体です。がん診療を重点的に研修するために、駒込病院を長期にロー

テーショ ンするこ と も 可能です。 また心臓血管外科を目指すために、 心血管外科の研修期間を長く するなど、 目的に応

じ て研修内容を調整するこ と ができ ます。 専門研修期間は 3 年で、 基幹病院または連携施設群のいずれかに所属し 研修

を 行います。（ どち ら も 最低 6 か月ローテーショ ン する こ と が規則になっ ています。） 3 年間で一般外科 /救急 /消化器

/呼吸器 /乳腺・ 内分泌 /心・ 血管 /小児などの分野を 原則 3 ケ月を 単位と し てロ ーテート し 、 分野毎に集中的に研修

を 行います。 手術経験数は、 平均する と 術者 200 例程度、 助手 300 例程度です。 多摩総合医療セン タ ーでは、 手術動

画を 院内 LAN から 視聴でき、 手術の予習・ 復習が可能です。 また内視鏡手術練習のための共用のド ラ イ ボッ ク スも あ

り 、随時使用が可能です。 また平成 30 年より 手術支援ロボッ ト ダヴィ ンチが導入さ れ、外科では胃癌、直腸癌、膵腫瘍、

肝腫瘍が施行さ れています。 希望があればシミ ュ レ ータ ーなどで練習するこ と ができ ます。

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

1 年次 乳腺外科 Ｅ Ｒ ・ 救命センタ ー 血管外科 肝胆膵外科

 

2 年次 下部消化管外科 下部消化管外科 上部消化管外科 連携施設

 

3 年次 連携施設 小児外科 上部消化管外科 肝胆膵外科

 

〇　 多摩総合医療セン タ ーで研修可能なサブスペシャ ルティ 領域

消化器外科専門医は、 基本領域である 外科専門医に直結する 6 つのサブスペシャ リ ティ 領域の一つで、 消化器外科

領域の診断、 手術、 周術期管理などにおいて標準的外科診療を 担える 医師と 定義さ れている 。 専門医獲得の要件と し

ては、 外科専門医修練開始よ り 300 例の手術件数と 中・ 高難度手術の術者 50 例と なっ ている が、 当院では年間 1000

例以上の消化器外科関連手術を 施行し 、 消化器外科学会指導医 4 名、 専門医 5 人の指導体制を と っ ており 、 十分な研

修をう ける こ と ができ る。研修は上部消化管、下部消化管、肝胆膵の 3 つの診療班を ローテーショ ン する 形で行われる。  

呼吸器外科専門医は外科専門医から つながる サブスペシャ リ ティ 領域の一つで 、 最短卒後 8 年目までに呼吸器外科

手術の術者 60 例およ び助手 120 例の経験を 積み重ねて専門医取得を 目標と し ます。 当院における 年間 150 余例の手

術症例およ び研修基幹施設である 東京女子医科大学病院と の連携によ り 幅広い呼吸器外科修練を行う こ と が可能です。

本コ ースは多摩地区を 中心と し た東京都内の 6 施設で構成さ れた杏林大学心臓血管外科を 中心と し た「 多摩武蔵野

あんずグループ」 に所属し 、 グループ全体で修練医 22 名、 心臓血管外科専門医 41 名で構成さ れる 修練施設群を 形成

し ている 。 科の特性上 1 施設で心臓血管外科全分野を 経験する こ と が難し いこ と から グループ内の連携施設全体での

研修プログラ ムを 受けるこ と によ り 、 規定期間内に専門医試験資格および必要な経験を習得する。

単独型は卒後 6 年目よ り 3 年間の研修ののち 、 最短で卒後 9 年目で心臓血管外科専門医試験に対する 受験資格を 獲

得する。 また、 基本領域である 外科から の連動研修も 認めら れている 。 心臓血管外科修練期間は 3 年以上 9 年以下で

あり 、 修練終了後 5 年以内に専門医資格獲得が規定事項と なっ ている。

研修コ ース

モデル

プロ グラ ム責任者： 消化器・ 一般外科　 森田　 泰弘　 　 プログラ ム研修期間： 2 年消化器外科

新専門医制度

プロ グラ ム責任者： 呼吸器外科　 小原　 徹也　 　 プログラ ム研修期間： 5 年呼吸器外科

新専門医制度

プロ グラ ム責任者： 心臓血管外科　 久木　 基至　 　

プロ グラ ム研修期間： 3(～5)年（ 非連動研修者）、2(～5)年（ 連動研修１ 年修了後）、1(～5)年（ 連動研修２ 年修了後）心臓血管外科

新専門医制度



外
　
科

外科研修の特徴

36

●　 東部地域病院　（ 連携施設）

指導医責任者： 外科　 北島　 政幸

連携をし ている基幹施設病院： 墨東

診断と 技術並びに手術前後の管理など、 一般外科診療に関する総合的な知識と 技量を修得し た医師を育成し 、 地域医

療に貢献するこ と を目標と し ています。 また、 日本外科学会専門医受験資格の取得も 目標のひと つと し ています。

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

1 年次 消化器外科・ 一般外科（ 乳腺外科含む）・ 小児外科

　

2 年次 ER/救命救急研修（ 基幹施設） 基幹施設 呼吸器外科 心臓血管外科（ 連携施設）

　

3 年次 消化器外科・ 一般外科（ 乳腺外科含む）

　

研修コ ース

モデル

（ 駒込病院外科 消化管吻合実習）

（ 豊島病院 外科手術の様子）
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◎墨東病院　 　

〇大塚病院
〇駒込病院

◎多摩総合医療センタ ー

〇多摩北部医療センタ ー

●　 大塚病院　（ 連携施設）

指導医責任者： 産婦人科　 岩田　 みさ 子

連携をし ている基幹施設病院： 多摩総合

当院は、 東京都区部に存在する総合周産期母子医療センタ ーと し て高度な周産期医療を提供し 、 常時都内上位の母体

搬送受け入れ件数を誇ると と も に、 地域中核病院と し て、 婦人科疾患や生殖内分泌、 女性のヘルスケア診療も 行っ てい

ます。 また、 恵まれた立地と センタ ー機能を活用し 、 さ ら には基幹施設である多摩総合医療センタ ーでの悪性腫瘍症例

の経験、 連係し ている東京医科歯科大学病院での生殖医療の研修も 含め、 バラ ンスの良いキャ リ ア形成が可能なプログ

ラ ムになっ ています。

[1 年次 ]　 当院にて産婦人科の基本手技の習得を 行う と と も に、 周産期医療における 妊産婦管理、 婦人科良性腫瘍患

者の診断・ 治療、 産婦人科救急医療を中心に研修を行います。 妊婦健診、 産後 1 カ 月健診、 一般初診、 再診外来を担当

し ます ( 当初は指導医の監督下に行います )。

[2 年次 ]　 基幹施設である 多摩総合医療セン タ ーに 6 か月所属し 、 婦人科悪性腫瘍の診療を 中心に研修し ます。 3 ～

6 か月は地域医療研修と し て、 産婦人科領域全般を広く 研修し ます。 よ り 主体的な立場が求めら れ、 知識・ 技術の定着

が期待さ れます。 女性のヘルスケアに関する診療も 経験する機会も 得ます。 東京医科歯科大学病院で生殖内分泌診療と

婦人科手術を中心に研修を 3 か月行います。

[3 年次 ]　 当院にて、 こ れまでの経験をさ ら に深い知識・ 技術に深化さ せます。 自分のサブスペシャ リ ティ への方向

性を持てるよう 、 診療内容の調整が可能です。 初期臨床研修医、 シニアレ ジデント 1 年目の指導を通じ て、 自身の知識、

技術の再確認、 定着を行います。

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

1 年次 大塚病院

基本手技の習得、 妊産婦管理、 産婦人科救急、 婦人科良性疾患の手術を中心に研修。 7 月頃から 妊婦健診、 一般外来も 段階
的に担当。

2 年次 多摩総合医療セン タ ー 地域医療（ 多摩北部医療セン タ ー） 生殖医療（ 東京医科歯科大学）

多摩総合医療センタ ーでは悪性腫瘍を中心に研修を行う 。 地域医療では主体的な立場での診療、 女性のヘルスケア診療の経
験機会も 期待さ れる。

3 年次 大塚病院

生殖医療研修は 2-3 年目の間で 3 か月間。 3 年目は大塚病院でシニア 1 年次の指導も 行い知識、 技術を深化さ せると と も に
専門医受験への準備を行う 。

●　 駒込病院　（ 連携施設）

〇　 駒込病院で研修可能なサブスペシャ ルティ 領域

当プロ グラ ムは日本産婦人科学会専門医取得後のサブスぺシャ リ ティ 領域である 婦人科腫瘍分野を 研修し 婦人科腫

瘍専門医を 養成する プロ グラ ムです。 当院では婦人科悪性腫瘍中心の治療を 行っ ており 、 開腹手術を 主と し て、 腹腔

鏡下手術、 ロ ボッ ト 支援下手術を はじ め放射線治療、 薬物療法、 緩和治療含め婦人科腫瘍専門医取得を 目指す幅広い

研修が行われます。多く は３ 年終了時に専門医取得に必要な症例数を達成し 、高度な治療技術が習得でき ています。他、

希望があれば、 日本遺伝性腫瘍学会専門医や臨床細胞診学会専門医の研修も 可能です。

研修コ ース

モデル

プロ グラ ム責任者： 婦人科　 喜納　 奈緒　 　 プログラ ム研修期間： 3 年婦人科腫瘍

採用施設一覧（ ◎は基幹施設、 ◯は連携施設）

研修プログラ ムの特徴
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●　 墨東病院（ 基幹施設）　

　 　 都立墨東病院産婦人科専門研修プログラ ム

プロ グラ ム責任者： 産婦人科　 兵藤　 博信　 　 プログラ ム研修期間： 3 年

連携施設病院： 大塚 / 多摩総合

　 　 　 　 　 　 　 東京大学医学部附属病院 / 聖路加国際病院 / 順天堂大学医学部附属順天堂医院 / 焼津市立総合病院 / 公立昭和病院

当院産婦人科は、 東京都区東部唯一の総合周産期セン タ ーを 新生児科と と も に運営する 周産期医療の要と し ての役

割と 、 国の定める 地域がん拠点病院における 婦人科癌診療の中心施設と し ての側面で成り 立っ ています。 周産期部門

では、 年間約 1000 件の分娩を 取扱い、 と く にき わめて早い時期の早産や、 ハイ リ スク 妊娠、 さ まざまな合併症妊娠

に対応し 、 広範囲から 送ら れる 母体搬送の件数は年間 200 件を 超え、 都内随一です。 当院の研修では、 正常分娩から

鉗子分娩などの産科手術、 帝王切開手術に数多く 臨むこ と ができ ます。 婦人科部門では、 子宮頸癌、 子宮体癌、 卵巣

癌を はじ めあら ゆる 婦人科悪性腫瘍に対し 、 手術療法、 放射線療法、 抗癌剤によ る 化学療法を 数多く 行っ ています。

研修では多く の手術を 経験し 、 さ まざまな治療法を 組み合わせた治療の計画に参画し 、 術前術後管理など、 外科的治

療の基本を 学ぶこ と ができ ます。 良性疾患に対し て、 可能なも のは腹腔鏡手術を 行っ ています。 開腹手術を 含め、 手

術の執刀まで研修期間中に行う こ と が可能と なり ます。 当院産婦人科は、 日本産科婦人科学会の専攻医指導施設であ

る ばかり でなく 、 日本周産期・ 新生児医学会の周産期専門医（ 母体・ 胎児） 認定基幹施設に、 また日本婦人科腫瘍学

会の婦人科腫瘍専門医指定修練施設に指定さ れており 、 それぞれの複数の専門医が研修指導にあたり ます。 また、 当

院が 1 次・ 2 次およ び 3 次救急施設、 精神科救急施設である こ と から 、 産科救急、 婦人科救急の症例にも 多く 接する

研修が可能です。 第一目標は産婦人科専門医資格の取得です。

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

1 年次 周産期研修 周産期研修 周産期研修 婦人科研修

周産期医療の基礎を学び、 基本的な診療手技を身につけるこ と が第一に必要である。 産婦人科医療に対する基本を習得し た
段階で、 婦人科手術に臨む基本的態度を身につける。

2 年次 地域医療（ 焼津市立総合病院） 地域医療（ 焼津市立総合病院） 生殖医療（ 聖路加国際病院） 生殖医療（ 聖路加国際病院）

地域医療に接するこ と により 、 産婦人科医療の現状に対する視野を広める。 焼津市立総合病院は、 生殖医療も 行っ ているの
で、 生殖医療に接するこ と も 可能である。 さ ら に、 都市部における産婦人科医療に接するために、 聖路加国際病院の勤務も
可能である。 また、 東京大学医学部附属病院を選択するこ と も 可能である。

3 年次 婦人科研修 NICU 研修 周産期研修 周産期研修

悪性腫瘍診療における病棟業務を学びと る。 再び周産期医療を行う 前に NICU 研修を受け、 新生児側の視点を身につけた後
に、 帝王切開の術者が可能と なる。

〇　 墨東病院で研修可能なサブスペシャ ルティ 領域

当院は地域がん診療連携拠点病院と し て 、 区東部のがん診療の中心的役割を 担っ ています。 早期がんから 進行がん

にいたる まで多く の患者さ んが来院さ れており 、 診断から 治療、 経過観察等系統的に学習を 積むこ と が可能です。 手

術については卵巣癌根治術や広汎子宮全摘出術はも ち ろ ん 、 2022 年１ 月から はロ ボッ ト 支援下手術も 開始し ており 、

低侵襲手術も 併せて経験するこ と ができ ます。 他、化学療法や放射線治療、緩和治療についても 多く の経験が可能です。

さ ら に、 臨床試験への参加や、 臨床研究、 学会発表、 論文執筆などの指導も 行っ ています。

東京都区東部地域の総合周産期センタ ーで、 早産や低出生体重児の症例が豊富です。 また、 総合病院であり 、 かつ、

救命救急セン タ ーを 備えており 、 合併症妊娠や産科救急の症例も 豊富です。 さ ら には、 都立病院と いう 背景から 、 社

会的ハイ リ スク も 数多く 受け入れ、 その対応、 サポート についても 学ぶこ と ができ ます。

周産期専門医・ 指導医合わせて 8 名で、 1 例 1 例、 母体や児の病態を考えながら 、 また毎週の新生児科と のカ ン フ ァ

レ ンスや、 症例ごと に他科・ 他部門と 知恵を出し 合い治療に臨み、 そう いっ た診療の最前列で経験を 積んでいき ます。

決し て他の施設では経験でき ないよう な「 濃い」 研修ができ ると 思います。

研修コ ース

モデル

プロ グラ ム責任者： 産婦人科　 岩瀬　 春子　 　 プロ グラ ム研修期間： 3 年（ ～ 7 年）婦人科腫瘍

新専門医制度

プロ グラ ム責任者： 産婦人科　 兵藤　 博信　 　 プロ グラ ム研修期間： 3 年周産期

新専門医制度
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●　 多摩総合医療センタ ー（ 基幹施設）　

　 　 東京都立多摩総合医療センタ ー産婦人科研修プログラ ム（ 東京医師アカ デミ ー専門研修プログラ ム）

プロ グラ ム責任者： 産婦人科　 谷口　 義実　 　 プログラ ム研修期間： 3 年

連携施設病院： 大塚 / 駒込 / 多摩北

　 　 　 　 　 　 　 東京医科歯科大学病院 / 杏林大学医学部付属病院 / 青梅市立総合病院 / 立川相互病院 / 

　 　 　 　 　 　 　 田園都市レ ディ ースク リ ニッ ク

多摩総合医療セン タ ー産婦人科研修プロ グラ ムは、 東京都が運営する 専門医養成組織である 東京医師アカ デミ ーの

専門研修プロ グラ ムの一つです。 本プロ グラ ムの基幹施設である 多摩総合医療セン タ ーは､ 地域がん診療拠点病院で

あり 、 また一体と し て開設さ れている 小児総合医療センタ ーと 連携し て 、 総合周産期母子医療セン タ ーでも あり ます。

当院産婦人科は、 全国的にも 上位に位置する 年間 150 件以上の婦人科悪性腫瘍手術件数を 有し 、 また総合周産期母子

医療セン タ ーの産婦人科と し て年間 150 件以上の母体搬送を 受け入れ、 同時にスーパー母体救命対応施設（ 都内 6 施

設） と し ての救急診療も 実践し ています。 研修は 2 年間を 基幹施設である 当院産婦人科、 1 年間を 東京都内も し く は

神奈川県内の連携施設で行います。 当院産婦人科では、 婦人科腫瘍、 周産期、 女性のヘルスケア領域を 中心と し た広

範囲の高度な医療を 研修し 、 連携施設では、 内分泌分野、 特に生殖補助医療と 地域医療を 含めた研修を 行います。 ま

た当院産婦人科は、産婦人科専門研修においての基幹施設であるこ と に止まら ず、専門研修修了後の婦人科腫瘍専門医、

周産期専門医（ 母体・ 胎児） の修練施設でも あり 、 サブスペシャ リ ティ ー領域までカ バーする 質の高い指導医が豊富

に在籍し ています。 3 年次の当院産婦人科研修では、 サブスペシャ リ ティ ー領域の専門医取得に向けた機会を 提供す

る こ と も 可能です。 3 年間で本邦の標準治療や先進的な医療と 地域の実情に合わせた実践的な医療を 行える 人材の育

成を目指し ます。

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

1 年次 産婦人科（ 多摩総合医療セン タ ー）

産婦人科基礎（ 正常妊娠・ 分娩・ 産褥、 正常新生児、 婦人科良性腫瘍の診断・ 治療・ 手術）

2 年次 連携施設① 連携施設②

連携施設①は生殖補助医療含む生殖内分泌強化可能な病院。 連携施設②は産婦人科地域医療の経験可能な病院。

3 年次 産婦人科（ 多摩総合医療セン タ ー）

産婦人科応用（ ハイリ スク 妊娠・ 分娩、 婦人科悪性腫瘍の診断・ 治療・ 手術、 腹腔鏡手術）

〇　 多摩総合医療セン タ ーで研修可能なサブスペシャ ルティ 領域

当院は日本周産期・ 新生児学会の周産期専門医（ 母体・ 胎児） の修練中に研修が必須な指定基幹施設です。 また当

院は総合周産期母子医療セン タ ーであり 、 東京都指定の母体救命対応施設でも あり ます。 年間約 1200 件の分娩、 200

件の母体搬送、 25 件の母体救命症例、 500 件以上の帝王切開と 3 年間の修練で周産期専門医取得が可能と なる 充分な

症例数が見込まれる。また当科には専門医、指導医資格を持っ た医師が複数在籍し ており 十分な指導体制が整っ ている。

研修期間中は基本的に 3 年間を 多摩総合医療セン タ ー産婦人科での修練と し 、 希望者は 2 年目に 3 ヵ 月程度小児総

合医療セン タ ー新生児科での研修も 可能と する予定です。 修了時点で日本周産期・ 新生児医学会周産期（ 母体・ 胎児）

専門医試験の受験資格が得ら れる カ リ キュ ラ ムを 組みます。

研修コ ース

モデル

プロ グラ ム責任者： 産婦人科　 谷口　 義実　 　 プロ グラ ム研修期間： 3 年周産期
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◎大塚病院　 　
◎墨東病院　 　

〇広尾病院
〇豊島病院

◎小児総合医療センタ ー

〇荏原病院
〇多摩北部医療センタ ー

●　 大塚病院（ 基幹施設）　

　 　 大塚病院施設群小児科東京医師アカ デミ ー専門研修プログラ ム

プロ グラ ム責任者： 小児科　 安藏　 慎　 　 プログラ ム研修期間： 3 年

連携施設病院： 小児総合

　 　 　 　 　 　 　 日本大学医学部附属板橋病院 / 慶應義塾大学病院 / 島し ょ 等

本プログラ ムは子ども の総合医育成を目的と し ており 、 特定の専門領域に偏るこ と なく 幅広い研修が可能です。 １ ・

２ 年目は大塚病院小児科で研修し ます。 当科は地域に密着し た総合的医療を 展開し ており 、 ２ 次までの救急患者を 受

け入れており 、小児科医と し て欠く こ と のでき ない救急疾患や虐待への対応、急性疾患の管理の研修ができ ます。 また、

当院は総合周産期母子医療セン タ ーであり 、 Ｍ－Ｆ Ｉ Ｃ Ｕ 、 Ｎ Ｉ Ｃ Ｕ 、 Ｇ Ｃ Ｕ を 有し 、 専門的な新生児医療の研修が

でき ます。 さ ら に当院には小児外科医、 小児脳神経外科医、 児童精神科医の常勤医がおり 、 一般小児疾患はも と より 、

小児の外科的疾患から 心の問題まで幅広く 様々な疾患を経験するこ と ができ ます。 専門研修３ 年目に最長９ か月間、 連

携施設である 小児総合医療セン タ ー、 日本大学医学部附属板橋病院、 慶應義塾大学病院で、 当院で研修できなかっ た

領域の研修や、 更なる専門領域の研修を行います。 乳幼児健診・ 予防接種などの小児保健・ 社会医学は、 ３ 年間を通じ て

研修し ます。 診療体制と し てチーム制を 導入し ており 、 日当直業務は月 4 ～ 6 回あり ますが、 翌日はオフ と し ていま

す。 また、互いにカ バーし 合う こ と で、duty free の週末を 作れる よう にサポート し ています。 一方、一般外来診療では、

1 年目の夏から 、指導医のアド バイ スを受けながら 、ひと り で診療し ていただき 、自立を促し ます。 当院のモッ ト ーは「 マ

グネッ ト ホスピ タ ル」 であり 、 内容・ 環境と も に「 また研修し たい」 と 皆様に思っ ていただける よ う なプロ グラ ムを

目指し ており ます。

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

1 年次 一般小児科（ 独り 外来開始） 一般小児科

1 年次は大塚病院で一般小児科を研修。 7 月頃から 独り 外来診療を開始し 、 8 月頃から 独り 当直を始めるこ と を目標に研修
を行う 。

2 年次 一般小児科 新生児科 一般小児科

2 年次も 、 引き続き大塚病院で一般小児科を研修。 途中 3 か月間、 大塚病院の新生児科で新生児疾患を研修。

3 年次 血液・ 悪性腫瘍、 心臓、 集中治療、 小児救急など（ 小児総合医療セン タ ー等） 一般小児科

3 年次は、 大塚病院では研修できなかっ た分野を、 外部施設（ 小児総合医療センタ ー、 日大板橋小児科、 慶大小児科より 選
択） で最長 9 か月間研修。

〇　 大塚病院で研修可能なサブスペシャ ルティ 領域

新生児専門医は健常新生児およ び病的新生児に対する 診療を 行い 、 助言を 提供する 新生児医療の専門医であり 、 そ

の専門医にふさ わし い知識と 技能を 修得する こ と を 本コ ースの目標と し ます 。 具体的には胎児・ 新生児の成長・ 発達

の正常およ び異常な側面について生理学的・ 病理学的に高度な理解と 知識を 有する こ と 、 産科的・ 内科的・ 外科的妊

娠合併症と それら が母体・ 胎児・ 新生児に与える 影響について十分な理解を 有する こ と 、 合併症を 有する 新生児の診

断と 治療に対する 最新の専門的知識と 技能を 有する こ と 、 ハイ リ スク 新生児の長期予後に関する 高度な知識と 健康調

査の技能を 有する こ と 、 を 目標と し ます。 研修期間は原則 3 年間で、 多施設での研修も 行います。 3 年間の研修で日

本周産期新生児医学会・ 新生児専門医の受験資格が得ら れます。

研修コ ース

モデル

プロ グラ ム責任者： 新生児科　 増永　 健　 　 プログラ ム研修期間： 3 年新生児科

採用施設一覧（ ◎は基幹施設、 ◯は連携施設）

研修プログラ ムの特徴
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●　 荏原病院　（ 連携施設）

指導医責任者： 小児科　 佐藤　 弘之

連携をし ている基幹施設病院： 小児総合

小児科コ ースは、 小児科専門医の取得を 目標と し て 、 日本小児科学会専門医研修ガイ ド ラ イ ン に準拠し て研修を

行いま す。 基幹施設は、 小児総合医療セン タ ーで、 当院、 及び大塚病院新生児科を 連携施設と し ま す。 研修期間は、

18 ヶ 月を 小児総合医療セン タ ーで、 12 ヶ 月を 当院で、 6 ヶ 月を 大塚病院新生児科で研修し ま す。 小児科専門医の取

得には、 感冒などの com m on d isease から 症例報告する よ う な稀な疾患まで、 幅広い疾患領域を 経験する 必要があり

ます。 また、 こ れから の小児科医には、 疾患の診断、 治療だけでなく 、 小児保健、 育児支援、 健康支援、 予防医療な

ど、 子ども の健全な発育を 総合的に支援でき る よ う になる こ と が求めら れています 。 こ れに対応する よ う に、 本コ ー

スでは、 高度医療を 行う 専門施設と 地域に密着し た二次医療機関と いう 複数の施設で研修する こ と によ っ て、 g eneral 

ped iatrician から subspeciality まで、 臨床から 研究まで、 幅広く 対応でき るカ リ キュ ラ ムになっ ています。

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

1 年次 小児総合医療センタ ー

1 年時には高度医療施設で、 総合診療、 三次救急、 ICU 管理などを研修する。

2 年次 荏原病院

2 年目から 3 年目の前半は、 地域の二次医療機関と し て、 common disease や小児保健を含めた general pediatirician と し て
の研修を行う 。

3 年次 大塚病院新生児科 小児総合医療セン タ ー

最終年度後半は、 subspeciality と し て、 研究テーマをもっ て研修する。

●　 墨東病院（ 基幹施設）　

　 　 都立墨東病院小児科東京医師アカ デミ ー専門研修プログラ ム

プロ グラ ム責任者： 小児科　 大森　 多恵　 　 プロ グラ ム研修期間： 3 年

連携施設病院： 神経 / 小児総合

　 　 　 　 　 　 　 聖路加国際病 / 東京大学医学部附属病院 / 国立国際医療研究センタ ー国府台病院、

　 　 　 　 　 　 　（ 獨協医科大学埼玉医療センタ ー子ども のこ こ ろ 診療センタ ー） / 島し ょ 等 

小児科一般領域全体に対応でき る 小児科専門医になる こ と を 目標と し ます。 ほぼすべての領域にわたり も れなく 経

験でき る 体制と なっ ていま す。 1 年目は当院小児科のみで 1 年間研修し ます。 2 年目は、 当院新生児科（ 6 ヶ 月間）、

当院小児科にて研修が不十分な血液・ 腫瘍疾患（ 3 ヶ 月）・ 小児麻酔（ 1 ヶ 月間） を 院外研修し ます。 3 年目は当院小

児科と 、 各自の希望に基づいた関連施設での研修と なり ます。 当院の研修はチーム医療での研修が主体と なり ます。

専攻医の下にはジュ ニアレ デン ト 、 上には指導医と し て小児科専門医が配置さ れ、 1 チーム 6 名前後で構成さ れます。

院内での各チーム編成と 関連施設研修では同学年の研修医は原則 1 名と し 、 同チーム・ 同研修施設で重複する 研修医

がないよ う に設定し ます。 研修 1 年目から 週に 1 回の外来診療（ 午後）・ 月 4 回の ER 当直業務を 担当し ます。 外来診

療では自ら が主治医と なっ た患児の退院後の経過観察が主体と なり ます。 ER当直業務では指導医の監督下に小児科医

と し て欠く こ と のでき ない救急疾患の対応、 急性疾患の管理 ・ 慢性疾患の初期対応を 研修し ます。 定期的に地域保健

所にて乳幼児健診を 指導医と と も に行い、 乳児健康診査・ 小児保健・ 社会医学を 担当医と し て研修し ます。 救急を 含

め症例数は豊富であり 、 概ね 2 年次までに小児科専門医取得に必要な症例は経験する こ と が出来、 学会発表・ 著者と

し ての論文作成は終了し ます。 そのため、 3 年時の研修は半年間を 各自の希望によ り 比較的自由に計画する こ と が可

能です。

研修コ ース

モデル
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4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

1 年次 小児科 小児科 小児科 小児科

1 年目は当院小児科のみの研修と なり ます。

2 年次
新生児科 新生児科

血液・ 腫瘍疾患
( 聖路加国際病院）

小児麻酔
（ 小児総合医
療センタ ー）

小児科

2 年目は当院新生児科（ 小児科と は独立し ています、 6 ヶ 月間）、 聖路加国際病院（ 血液・ 腫瘍疾患、 3 ヶ 月間）、 小児総合医
療センタ ー（ 小児麻酔・ 1 ヶ 月間）、 当院小児科（ 2 ヶ 月間） を行います。 各研修の順番は他の研修医の研修内容と 重複し な
いよう に時期を調整するため、 順番が前後し ます。

3 年次 小児科 小児科 連携施設

3 年目は当院小児科（ 6 ヶ 月間）、 各自の希望に基づいた院外研修（ 6 ヶ 月間、 小児総合医療センタ ーなど） と なり ます。

〇　 墨東病院で研修可能なサブスペシャ ルティ 領域

本プロ グラ ムは、 区東部医療圏の総合周産期セン タ ーである 墨東病院にて新生児医療の研修を 行う ためのプロ グラ

ムのう ち 、 サブスペシャ リ ティ 研修と し て実施さ れる も のです。 当院は開設以来、 区東部の周産期医療のう ち 新生児

部門全体の役割を になっ ており 、 出生後の問題に対し て治療を おこ なっ ています。 内容と し ては早産児への対応、 新

生児仮死への対応、 先天異常児への対応、 その他の出生後の異常に対し て対応し ている 。 当院の特徴と し ては、 特に

超早産児に対する 救命率、 および長期予後が全国的にみて良好な結果を納めてき ている 点であり 、 24 週未満で出生し

た児や、 500 ｇ 未満の児に対する治療に慣れている 。 また周産期新生児専門医（ 新生児） の取得も 目指し ます。

●　 多摩北部医療センタ ー　（ 連携施設）

指導医責任者： 小児科　 小保内　 俊雅

連携をし ている基幹施設病院： 小児総合

多摩北部医療セン タ ーは北多摩北部 5 市を 保健医療圏と する 基幹病院です。 地域の中核病院と し て、 小児二次救急

医療や医療的ケアの必要な在宅重症児に対する 診療、 また登校困難や発達障害など幅広く 入院を 受け入れています。

また、 神経、 腎泌尿器、 内分泌代謝、 アレ ルギー、 呼吸器、 発達、 消化器等の専門外来を 開設し ており 、 専門性の高

い診療も 展開し ています。 こ のよ う な診療を 背景に、 救急受患者数は年間 3,000 例を 超えており 、 入院患者数も 500

例を 超え豊富な臨床経験を 積むこ と が可能です。 研修内容は、 初年次には小児診療の基本的疾患について学びます。

救急外来で初期対応を 、 また病棟では入院症例の治療計画を 自分で立案し 、 実際の診療を 遂行する 能力を 養います。

二年次は半年間小児総合医療セン タ ーにおいて、 新生児医療、 小児集中医療およ び小児麻酔を 5 か月間学ぶと と も に、

府中療育セン タ ーにおいて療育の実際について も 1 か月研修を 行います。 最終年では将来の専門を 見据えてよ り 高度

な医療を小児総合医療センタ ーで選択科を 6 か月間研修し ても ら います。

当科の研修は自主性を 重んじ ます。 与えら れたプロ グラ ムを 遂行する 型の研修ではなく 、 自ら 問題点を 見つけ解決

へアプローチする スタ イ ルです。 我々指導医は解答を 与えるのではなく 、 一緒に思考する 伴走者的な立ち 位置です。

こ ども は地域で育まれ社会性を 身に付けます。 ですから 、 小児医療も 地域と の関わり が重要です。 当院では地域密

着型の小児医療研修を 提供し ています。

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

1 年次 多摩北部医療セン タ ー　 小児科

前半…主に入院症例を担当し 小児科医と し ての基礎を学ぶ　 /　 後半…救急外来にも 対応できる能力を養う 。

2 年次 多摩北部医療セン タ ー　 小児科 （ 小児総） Ｐ Ｉ Ｃ Ｕ Ｎ Ｉ Ｃ Ｕ 麻酔

前半…一般病床におけるさ ら なる研鑽を行い、 後輩の指導にあたる　 /　 後半…小児総合にて麻酔科１ ヶ 月、 NICU・ PICU ２
ヶ 月ずつローテート

3 年次 循環器 呼吸器 感染症 血液 アレ ルギー 皮膚 ＊府中療育 多摩北部医療センタ ー　 小児科

前半…小児総合にて専門科 20 領域の中から 希望の科を選択　 /　 後半…一般臨床におけるさ ら なる研鑽をおこ ない、 チーム
リ ーダーと し ての自覚をはぐ く む / ＊府中療育センタ ーにて研修（ １ ヶ 月）

研修コ ース

モデル

プロ グラ ム責任者： 新生児科　 九島　 令子　 　 プロ グラ ム研修期間： 3 年新生児科

研修コ ース

モデル
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〇　 多摩北部医療セン タ ーで研修可能なサブスペシャ ルティ 領域

小児内分泌・ 糖尿病専門研修コ ースは、 小児科専門医を取得または取得見込みの方が内分泌専門医（ 小児科）・ 糖尿

病専門医（ 小児科） を目指し てサブスペシャ リ ティ ーと し ての内分泌代謝疾患・ 糖尿病の研鑽を 積む為のコ ースです。

小児領域では成長や発達への影響を 斟酌し た診療が必要ですが、 小児発症の内分泌代謝疾患や糖尿病は生涯にわたり

管理を 要する こ と が少なく あり ません。 本コ ースでは専門医受験資格と し て必要と さ れる 、 学会認定教育施設での３

年間の研修を 小児総合医療セン タ ーと 連携し 、 まず同院で１ 年 6 か月、 その後多摩北部医療セン タ ー内分泌・ 代謝内

科で 1 年 6 か月間行います。 なお、 内科研修中も 小児科臨床のレ ベルを 維持する ために小児科の当直勤務は適宜行い

ます。

●　 小児総合医療センタ ー（ 基幹施設）　

　 　 小児総合医療センタ ー施設群小児科東京医師アカ デミ ー専門研修プログラ ム

プロ グラ ム責任者： 総合診療科　 幡谷　 浩史　 　 プログラ ム研修期間： 3 年

連携施設病院： 広尾 / 大塚 / 豊島 / 荏原 / 多摩北

　 　 　 　 　 　 　 立川相互病院 / 松戸市立総合医療センタ ー / 山梨大学連携病院

当院の小児科専攻医は総合診療科に所属し ます。 専門診療科の集まる 小児病院の中にあっ て 、 総合診療科は小児科

医の基本・ 中核を 専門と する 科であり 、 病気を 診る のではなく 人を 診る 、 かゆいと こ ろ に手が届く 医療を 実践し てい

ます。 専門診療科と の垣根の低さ が当院の特徴の一つであり 、 一般小児科を 超える 範囲について、 各専門診療科と 協

力し て、 よ り 良い医療を 提供し ています。 また、 ER 患者（ 2022 年度 年間約 3.5 万人） およ び入院症例（ 平均 41 床）

の診療を通じ て、小児科の基礎を学び、抱いた疑問 clin ical question から 臨床研究に結びつけるよ う 、心がけています。

そし て、 最も 大切にし ているこ と のひと つが若手医師の教育です。

3 年間のプロ グラ ムで① 1-3 次救急（ ER スタ ッ フ の協力のも と 重症患者・ 外傷の初期対応、 内科 / 外科疾患の入院

対応 )、 ②総合診療科外来 ( 発達 ･ 成長障害、 健診異常、 不定愁訴など、 主に急性疾患でない紹介患者さ んが対象 )、

③予防医療 ( 予防接種、 こ ども の事故予防、 児童虐待 )、 ④若手医師の教育 ( 院外の初期、 後期研修医の受け入れ )、

⑤自主的な勉強会（ 外部講師招聘）、 ⑥国内外の学会発表、 論文作成、 ⑦同期で一致団結でおこ なう 前向き 臨床研究

など、 盛り だく さ んのこ と を経験し ます。

専門医機構・ 小児科学会の指針の変更がある 場合、 適切にプログラ ムの改訂を行っ ていき ます。

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

1 年次 総合診療科 麻酔科 新生児科 救命救急科

　

2 年次 総合診療科 地域医療 専門科ロ ーテーショ ン

3 年次 総合診療科 集中治療科 専門科ロ ーテーショ ン 外来研修 総合診療科

必修診療科：
　 総合診療科 17 か月（ 1 年は担当医、 2-3 年は中級指導医）、 麻酔科 1 か月（ 1 年 7 月～ 2 年前半）、 新生児科 3 か月（ 1 年 7 月～ 2 年前半）、
　 救命救急科 1 か月（ 1 年 7 月～ 2 年前半）、 集中治療科 2 か月（ 2 年後半～ 3 年前半）、 外来研修 1 か月（ 3 年）
　 地域医療 3 か月（ 1 年後半～ 2 年前半） 多摩北部医療センタ ーおよび周辺開業医、 松戸市立総合医療センタ ー、 山梨大学連携病院

専門診療科（ 選択）： 8 か月（ 2-3 年）

〇　 小児総合医療セン タ ーで研修可能なサブスペシャ ルティ 領域

小児専門病院にて、 幅広い分野での感染症診療が経験でき ます。 コ ン サルテーショ ン を 通し て 、 感染症に特化し た

集中型研修を 行え ます。 小児感染症学会の専門医の教育認定施設、 環境感染症学会の教育施設でも あり 、 感染対策、

抗微生物薬の適正使用プロ グラ ム、 微生物検査などの病院の質管理も 経験でき ます。 将来、 自立し て小児感染症全般

プロ グラ ム責任者： 内分泌・ 代謝内科　 藤田　 寛子　 　 プログラ ム研修期間： 3 年小児内分泌・ 糖尿病

研修コ ース

モデル

プロ グラ ム責任者： 感染症科　 堀越　 裕歩　 　 プロ グラ ム研修期間： 3 年小児感染症
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のマネージメ ン ト ができ る よ う になる のが目標です。 研究では、 計画立案から 実施を し て、 成果は全国学会、 国際学

会や学術誌に和文、英文で発表し ます。 教育も 力を いれており 、国内での小児感染症教育でリ ーダーシッ プを期待さ れ、

講師なども 務めます。 院内で経験の少ない分野は、 院外研修で補完し ます。 本プロ グラ ムでは、 国内外で活躍する 小

児感染症分野の次世代リ ーダーを 育成し ます。

小児血液学を サブスペシャ リ ティ ーに希望する 、 小児科専門医を 既取得、 又は初年度取得予定の研修生を 対象と し

ます。 血液専門医取得には 3 年間の研修期間に「 赤血球領域 8 例、白血球領域 16 例、血栓止血領域 6 例、計 30 症例（ 造

血細胞移植症例 1 例を 含む）」 の経験、 2 件の学術発表を 求めら れますが、 2 年次までに十分経験でき る 症例数を 当科

は持っ ており ます。また臨床研究や橋渡し 研究、症例発表を 積極的に行う こ と で学術発表も 達成可能と 考えており ます。

また、 小児血液学においては小児がんと 呼ばれる 悪性腫瘍の治療が重要ですが、 当セン タ ーは小児がん拠点病院であ

り 、臨床試験にも 積極的に参加し ており 十分な研修を積むこ と が可能です。 また、血友病診療連携地域中核病院であり 、

血友病をはじ めと し た出血性疾患の診療も 豊富に経験でき ます。

当科は小児専門施設の中でも 日本ト ッ プレ ベルの手術件数を 誇っ ており 、 また気道外科を はじ めと する 高度先進医

療を行う 中核施設の役割を担っ ています。 こ のよ う な環境の中で、外科医と し ての基本姿勢、基本手技を学ぶと と も に、

小児外科における 専門的診療内容を 経験し ながら 外科的手技を 含むト ータ ルケアを 修得し ます。  さ ら には臨床研究に

も 配慮し 、 今後の小児外科の発展を 支えていく 高い能力を 持っ た小児外科専門医、 さ ら には指導医を 目指せる 小児外

科医の育成を 目指し ています。

小児科専攻医 3 年間を 修了後、 こ ども の病院総合診療医になる ために、 以下の 4 項目が出る こ と を 目標と し た 3 年

間のコ ースです。

① 小児科の一般的な疾患に留まら ず、 希少疾患、 先天疾患の病態の的確な理解の上に、 専門科（ 専門施設） と 的確

なタ イ ミ ン グで相談・ 議論ができ るよ う になる

②患者だけでなく 、 シニアレ ジデント やコ メ ディ カ ルに対し て効果的なフ ィ ード バッ ク をおこ なう

③臨床研究を 通し て医療の質を正し く 評価し 、 得ら れた知見を臨床に適応する

④ さ まざまな部門から なる 医療チームの中心と なり 、 病院機能全体を 統合し 、 医療水準の向上を 目指す専門性を 身

につける

目標を達成するために、 総合診療科の研修と と も に、 院内各科や外部施設（ 計 6 か月未満） での研修も 行います。

東京都アレ ルギー疾患医療拠点病院にて行う 研修コ ースです。 小児科専門医（ およ び取得見込み） を 対象と し 、 気

管支喘息、 アト ピ ー性皮膚炎、 食物アレ ルギーなどアレ ルギー疾患の重症例およ び多種合併例を 多職種で連携し て診

療する こ と を 経験し ます。 さ ら に、 消化管アレ ルギー、 食物依存性運動誘発アナフ ィ ラ キシー、 慢性蕁麻疹、 薬剤ア

レ ルギー、 ラ テッ ク スアレ ルギーなどの疾患の診療も 学びます。 後進に対し て自ら の知識・ 技術を 伝え、 充実し た研

究支援体制を 活用し 学会発表や論文の執筆活動なども 積極的に行っ ていただき ます。

また院外活動と し て、 教育・ 保育施設のスタ ッ フ を 対象と し たアレ ルギー教室の講師を経験し 、 耳鼻咽喉科、 皮膚科、

成人のアレ ルギー診療を学びたい方は連携診療科・ 施設などで研修を おこ なう こ と も でき ます。

3 年間の勤務を 通し て、 小児循環器学の専門的な知識・ 技術を 学び、 独力で診療を 行う 能力を 身につけます。 代表

的な疾患から 特殊な疾患まで、 外来・ 入院患者の診療、 検査の実施・ 解析、 薬物やカ テーテルによ る 治療などに携わ

り ます。 患者・ 家族と のコ ミ ュ ニケーショ ン 、 関連する スタ ッ フ と のチーム医療も 円滑に行える よ う にし ます。 シニ

プロ グラ ム責任者： 血液・ 腫瘍科　 湯坐　 有希　 　 プロ グラ ム研修期間： 3 年小児血液

新専門医制度

プロ グラ ム責任者： 外科　 下島　 直樹　 　 プロ グラ ム研修期間： 2 年小児外科

プロ グラ ム責任者： 総合診療科　 幡谷　 浩史　 　 プログラ ム研修期間： 3 年
こ ども の

病院総合診療医

プロ グラ ム責任者： アレ ルギー科　 吉田　 幸一　 　 プロ グラ ム研修期間： 3 年小児アレルギー

プロ グラ ム責任者： 循環器科　 前田　 潤　 　 プログラ ム研修期間： 3 年小児循環器
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アレ ジデン ト の教育、 学会発表や論文執筆などの研究にも 積極的に関与し ます。 研修終了後に小児循環器専門医レ ベ

ルまで到達する こ と が大き な目標です。 今までの経歴によ っ ては、 受験資格のために数年の研修の追加が必要になり

ますが、 当院での研修によ っ て主な要件を 満たすよう にし ます。

小児科専門医取得後に 3 年間の予定で、１ ） 疾患・ 病態の的確な理解、２ ） 遺伝子解析および変異の機能評価の解釈、

３ ） 症例報告、 臨床研究の実施、 以上 3 点を具体的目標と し ます。

1 年目： ①低身長の診断（ 成長ホルモン 分泌不全性低身長、 Turner 症候群など） のための精査、 先天性副腎皮質過

形成症の診断およ び治療などの、 診療の基本的事項を 学ぶ。 ②全国レ ベルの学会で症例報告を 行う 。 ③簡単な遺伝子

解析を する。 ④医療制度、 医療経済について理解する 。 ⑤臨床研究の計画を立案する 。

2-3 年目： ①臨床研究を 行い、 学会発表、 欧文誌への投稿を 行う 。 ②遺伝子変異の機能解析を 理解する 。 ③米国内

分泌学会誌レ ベルの論文を 批判的に読む。

小児科専門医取得後に、 腎疾患全般の病態の理解と それに基づく 診療が行える こ と 、 臨床研究を 遂行する 能力を 習

得する こ と を 目標と し た 3 年間のコ ースです。

診療に関し ては、 当院が全国でも 有数の臨床経験がある こ と を 活かし 、 一般的な管理に加え高度で専門的な診療技

術の習得を 目標と し ます。 特に①乳幼児の慢性腎臓病から 透析、 腎移植までの管理、 ②難治性ネフ ロ ーゼ症候群の免

疫抑制薬治療、 ③成人科への移行期医療、 ④他科と 連携し た重症患者の管理（ 血液・ 腫瘍患者の腎合併症、 神経免疫

疾患に対する 血漿交換療法、 集中治療室で急性腎障害管理） に重点を 置いており ます。

臨床研究は、当科が行っ ている 種々の臨床研究（ 特定臨床研究や国際共同治験を含む） に携わり 、新たな研究の立案、

遂行から 発表、 論文作成までを目標にし ます。

1 ．  小児神経疾患をも つ患者や、日常生活・ 社会生活において援助を 必要と する患者と その家族に対し 、思いやり を 持っ

て真摯に接する態度を 身につける。

2 ．  日本小児神経学会専門医委員会が定める「 小児神経専門医のための到達目標・ 研修項目」 を達成する。

3 ．  ①急性期小児神経疾患　 ②集中治療室に入室する 重症小児神経疾患　 ③他領域の小児内科疾患に合併する 小児神

経疾患

以上 3 領域は、 当院において特に患者数が多く 診療する 機会が多い。 上記疾患を 経験し 、 適切な判断・ 治療方針の

決定ができ る よう になる。

4．  指導のも と 、小児神経疾患に関する 臨床研究や学会・ 論文発表を 行い、自ら 研究テーマを 探究する 態度を 身につける。

5．  日本専門医機構が認定する サブスペシャ リ ティ 領域の新専門医資格取得を めざす。

1 ．  小児整形外科のコ アになる 疾患の対応を習得するため以下の内訳で合計 60 例以上を 経験し 、 その治療、 管理が行

えるよ う になるこ と を 目標と し ます。

　  ①上腕骨顆上骨折： 10 名以上　 ②上腕骨外顆骨折： 5 名以上　 ③前腕骨骨折： 10 名以上　 ④下肢骨骨折： 5 名以

上　 ⑤発育性股関節形成不全： 10 名以上　 ⑥筋性斜頚： 5 名以上　 ⑦ O 脚、 X 脚： 5 名以上　 ⑧足部変形： 5 名

以上　 ⑨四肢の先天性疾患： 5 名以上

2 ．  学術的研究および発表

　 　 学会発表を年 2 回以上行う

　 　 2 年間で 1 計画以上、 臨床研究を主体と なっ て行う

（ 学会発表、 臨床研究等のタ イ ト ルは、 受け持っ た症例を 参考に決定する ）

プロ グラ ム責任者： 内分泌・ 代謝科　 今野　 麻里絵　 　 プログラ ム研修期間： 原則 3 年小児内分泌・ 代謝

プロ グラ ム責任者： 腎臓・ リ ウマチ膠原病科　 濱田　 陸　（ 幡谷　 浩史）　 プログラ ム研修期間： 3 年小児腎臓病

プロ グラ ム責任者： 神経内科　 三山　 佐保子　 　 プログラ ム研修期間： 3 年小児神経内科

プロ グラ ム責任者： 整形外科　 太田　 憲和　 　 プロ グラ ム研修期間： 2 年小児整形外科
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【 コ ース目標】

　 脳神経外科専門医取得（ 見込み） 者を対象に、 小児神経外科認定医に必要な知識・ 技能を習得する

【 研修計画の概要】

　 研修を通じ て小児脳神経外科医と し て独立し て診療でき る能力を養成する。

　 具体的には、 小児脳神経外科領域の全疾患の診断・ 治療計画を 立てら れ、 術前・ 術後の全身管理ができ 、 基本術式

を 実施でき 、 応用術式の助手を 実施でき る こ と を 目標と する 。 また、 神経内視鏡手術を 経験し 、 神経内視鏡技術認定

医を取得する 。 小児医療で重要なチーム医療に精通し 、 研修医教育にも 積極的に関わるこ と が望まし い。

【 研修目標】

　 基本術式の術者： 50 件以上

　 応用術式の助手： 50 件以上

　 学会発表　 年間 6 件（ 全国学会３ 、 地方学会２ 、 国際学会１ ） 以上

　 論文発表　 年間 1 本

当院は小児の総合医療セン タ ーであり 産科麻酔以外のすべての領域の麻酔管理を 経験でき ます 。 産科手術を はじ め

と し た成人麻酔は、 関連研修施設である 慶應義塾大学病院およ び東京医師アカ デミ ー病院群で研修を 行います。 日本

麻酔科学会専門医のほか、 小児麻酔学会認定医、 心臓血管麻酔専門医、 区域麻酔学会認定医資格を 取得でき る よ う 、

それぞれに必要な症例数およ び学術業績を 獲得し ます。

（ 1）  1 年次は当院において、 小児麻酔の基礎を 学んだのち、 新生児麻酔、 先天性心疾患の麻酔、 気管手術の麻酔な

どを 担当する。

（ 2）  2 年次は希望に応じ て、関連施設で集中治療、緩和医療、ペイ ン ク リ ニッ ク 、成人心臓麻酔、産科麻酔を研修する。

日本麻酔科学会専門医資格を取得し た後は、 臨床指導医と し ての資質を 磨く 。

高度医療の実践には、 こ ども と その家族を 中心と し た高い倫理観と 、 在宅医療や中長期予後を 見据えた深い人間性

が問われます。 本コ ースでは、 こ ども に ECMO、 人工呼吸器等と いっ た高度医療を 提案する 技量・ 知識獲得は当然と

し て、 あら ためて中長期にわたる 予後を 加味し た高い知見を 培う と 共に 、 在宅医療を 必要と する 医療的ケア児、 障碍

を 負っ たこ ども 、 その家族に生涯にわたっ てよ り 良い医療提供と は何かを 超急性期から 問い続けら れる 能力を 獲得す

る コ ースと し ます。 換言すれば死の差し 迫る 超急性期にこ そ問われる 質の高いエビ デン スを も っ た高度医療を 実践す

る 高い技術力、 そし て中長期にわたる こ ども と 家族を 中心に据えた崇高な倫理観を 滋養し 、 高い人間性を 有し た小児

集中治療医を 育むこ と を目的と し ます。

小児科医と し て の視点を 持ち な がら、 救急医と し て 救急医療を 実践する こ と で 社会のセ ーフ テ ィ ネッ ト と な る

Ped iatric Em erg ency Med icine を 専門する 医師を 育成し ます。 救急外来を 受診する 小児患者の緊急度およ び重症度の

判定を 行い、 すべての児に対し て救命のための処置を 含む適切な初期診療ができ る よ う になる こ と （ 専門分野に細分

化さ れた医療ではなく 、 外科系を含む多く の専門分野をひと り でカ バーする横断的医療）、 救急外来と いう 資源や時間

が限ら れた環境において目の前の患者に加えて救急外来全体の安全を 担保し た診療マネジメ ン ト でき る よ う になる こ

と （ 時間的・ 空間的マネジメ ン ト ） を 目指す研修です。 また、 救急医療は社会と のつながり が強い領域である ため、

アウト リ ーチを実践でき る知識と 技能を習得し ます。

【 研修の特色】

プロ グラ ム責任者： 脳神経外科　 井原　 哲　 　 プロ グラ ム研修期間： 2 年小児脳神経外科

プロ グラ ム責任者： 麻酔科　 西部　 伸一　 　 プログラ ム研修期間： 2 年小児麻酔

プロ グラ ム責任者： 集中治療科　 齊藤　 修　 　 プロ グラ ム研修期間： 3 年小児集中治療

プロ グラ ム責任者： 救命救急科　 萩原　 佑亮　 　 プログラ ム研修期間： 3 年小児救急医学

プロ グラ ム責任者： 新生児科　 岡崎　 薫　 　 プログラ ム研修期間： 3 年新生児科
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・ 実践豊富な優れた臨床医の育成を目的と し た包括的なプログラ ムです。

・ 新生児科および小児専門である 全診療科の優れたスタ ッ フ の指導の下、 新生児医療を幅広く 学ぶこ と ができ ます。

・ 重症新生児の治療や新生児搬送を 1 人で対応でき るよう になり ます。

【 研修計画】

　 研修期間は３ 年間。 周産期専門医の取得。 希望によ り プログラ ムの 2 年目後半 6 か月間に、 専門診療科や研究機関、

在宅施設などでの研修が可。

【 施設】 NICU 24 床・ GCU48 床、 年間入院数約 700 名。 新生児専用救急車による 新生児搬送（ 年間約 200 件）。 低体温

療法、 一酸化窒素吸入療法、 低酸素療法、 交換輸血、 胸腔穿刺、 気管支フ ァ イ バー、 内視鏡、 など。 主な対象疾患は、

極低出生体重児（ 年間約 90 名）、 新生児仮死、 循環器疾患、 外科疾患、 など。

臨床研究や治験、 医薬品・ 医療機器の開発について習得し ます。 臨床研究に関し 、 設計・ 遂行・ 解析・ 発表・ 論文

まで独り で行う こ と ができ 、 指導でき る 能力を 身につけます。 当科では患者を 直接担当し ないので 、 他の診療科も 同

時に研修する こ と も 可能です（ 該当科の責任者の了承が必要です）。 自ら の臨床研究に携わる こ と で、 より 実践的に学

習でき ます。 治験の運用についても 学び、 院内の活性化に努めます。 必要な知識を 得る ために院外の講義や研修も 受

けるこ と ができ ます。 臨床研究コ ーディ ネータ ー（ CRC）、 データ マネージャ ー（ DM）、 生物統計家や、 患者・ 家族だ

けなく 、 関連する 医師、 看護師、 コ メ ディ カ ルなどと 良好な関係性を 保つこ と が必須です。 また、 倫理指針や関連法

規などに配慮し た臨床研究の実施体制を整備し 、 関連委員会の運営に関与し ます。

外来診療（ 約 3000 件 / 年）、 初診（ 約 400 件 / 年）、 病棟依頼（ 約 300 件） の豊富な症例数を 通じ 、 小児難病、 が

んゲノ ム医療、 周産期遺伝医療、 移行期医療を 体系的に学びます。 その人ら し い自律的な意思決定を 支援し 臨床ゲノ

ム医療を担う 人材の育成を 目指し ます。

＜研修計画の概要＞

１ ． 先天異常症候群： 形態異常診断学に基づく 診断の知識と スキルの習得

２ ． 遺伝学的検査： 適応、 解析原理、 検出限界、 結果解釈の説明

３ ． ゲノ ム医療： 様々な専門診療科と 連携し たゲノ ム医療の実践

４ ． 遺伝カ ウンセリ ング： 認定遺伝カ ウンセラ ーと 協働し たク ラ イ エント の意思決定支援

５ ． 先天異常症候群のト ータ ルケア： 胎児期から 成人期までの様々な移行医療支援

６ ． 遺伝医療の啓発と 普及： 教育・ 学術活動を通じ た遺伝医療への貢献

プロ グラ ム責任者： 臨床研究支援センタ ー　 森川　 和彦　 　 プログラ ム研修期間： 3 年臨床試験科

プロ グラ ム責任者： 臨床遺伝科　 吉橋　 博史　 　 プログラ ム研修期間： 3 年臨床遺伝科

（ 小児総合医療センタ ー 精神科③集合写真） （ 小児総合医療セン タ ー 小児科・ 精神科②壮行会）

（ 小児総合医療セン タ ー 小児科・ 精神科①壮行会）
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◎豊島病院
◎荏原病院
◎墨東病院

〇広尾病院
〇大塚病院

◎多摩総合医療センタ ー　
◎小児総合医療センタ ー
◎松沢病院　 　

〇駒込病院

●　 豊島病院（ 基幹施設）　

　 　 東京都立豊島病院施設群精神科東京医師アカ デミ ー専門研修プログラ ム

プロ グラ ム責任者： 精神科　 奥村　 正紀　 　 プロ グラ ム研修期間： 3 年

連携施設病院： 小児総合 / 松沢 

　 　 　 　 　 　 　 恩田第二病院 /東京都健康長寿医療センタ ー /国立精神・ 神経医療研究センタ ー病院 /成増厚生病院 /陽和病院 /

　 　 　 　 　 　 　 東京足立病院 /がん研有明病院 /精神保健福祉センタ ー /東京医科歯科大学病院 /

　 　 　 　 　 　 　 小山富士見台病院 /平川病院 /大宮厚生病院 /青梅成木台病院

本施設群は基幹施設および 15 の連携施設から 構成さ れています。 原則、 ２ 年間は基幹施設の当院、 １ 年間は連携施

設をローテート し ます。 当院では、 急性期精神疾患を中心に、 統合失調症、 気分障害、 器質性精神疾患等の主要な精神

疾患を 経験し 、 指導医によ る 指導の下、 精神科的面接法、 診断と 治療計画、 精神療法、 薬物療法の基本を習得し ます。

さ ら に、 東京都夜間休日精神科救急での緊急措置診察、 精神科身体合併症、 コ ンサルテーショ ン・ リ エゾン、 ECT 等の

身体療法 ( ク ロザピ ン導入予定 ) など、 精神科臨床の基礎と 多職種によ るチーム医療を 経験し ます。 テーマ別のク ルズ

スや輪読会・ 抄読会を開催し 、 研究・ 学会発表等の指導も 受けるこ と ができ ます。 連携施設はそれぞれ特色があり 、 認

知症を中心と する器質性精神疾患 ( 健康長寿医療センタ ー、 陽和 )、 発達障害・ 摂食障害等を中心と する児童・ 思春期精

神疾患 ( 小児総合医療センタ ー )、 医療観察法病棟での司法精神医療 ( 松沢、 国立精神・ 神経医療研究セン タ ー )、 リ エ

ゾン・ コ ンサルテーショ ン及び精神腫瘍学 ( がん研有明 )、アルコ ール依存症を中心と する物質使用障害 ( 松沢、成増厚生 )、

慢性期精神疾患・ 地域精神医療・ デイ ケア・ アウト リ ーチ活動 ( 東京足立、 恩田第二、 小山富士見台、 平川、 大宮厚生、

青梅成木台 )、 精神保健行政 ( 精神保健福祉センタ ー )、 大学病院 ( 東京医科歯科大学 ) の中から 、 関心と 希望に基づい

た外部研修を行い、 幅広い領域の臨床経験を積み、 精神保健指定医、 精神科専門医の資格取得に必要な症例を学ぶこ と

ができます。

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

1 年次 豊島病院

基幹施設での急性期を中心と する地域精神医療、 精神科救急、 精神科身体合併症、 リ エゾンなどの研修を行う 。

2 年次 小児総合医療セン タ ー 健康長寿医療セン タ ー がん研有明病院 青梅成木台病院

選択し た連携施設での研修により 、 児童思春期、 認知症を中心と する器質性精神障害、 司法精神医療、 精神腫瘍学などの専
門領域での研修を行う （ 例）。

3 年次 豊島病院

基幹施設での研修を再開し 、 精神保健指定医・ 精神科専門医等の資格取得準備や学会等での研究発表に積極的に取り 組む。

●　 荏原病院（ 基幹施設）　

　 　 東京都立病院機構東京都立荏原病院施設群精神科東京医師アカ デミ ー専門研修プログラ ム

プロ グラ ム責任者： 精神科　 成島　 健二　 　 プロ グラ ム研修期間： 3 年

連携施設病院： 多摩総合 / 小児総合 

　 　 　 　 　 　 　 中部総合精神保健福祉センタ ー / 医療法人社団　 正慶会　 栗田病院 / 横浜市立みなと 赤十字病院 / 

　 　 　 　 　 　 　 東京医科歯科大学病院 / 医療法人社団 柏水会　 初石病院

本プロ グラ ムは研修基幹施設を 含む 6 つの施設群から なり ます。 基幹施設である 荏原病院は、 数少ない総合病院の

研修コ ース

モデル

採用施設一覧（ ◎は基幹施設、 ◯は連携施設）

研修プログラ ムの特徴
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中の有床精神科を 持ち 、 院内にはデイ ケアも 併設さ れています。 開放病棟である にも 関わら ず、 重症例や身体合併症

を 得意と する こ と が特色ですが、 通常の精神科診療も 充実し ています。 専攻医は総合病院の豊富な医療資源を 生かし

て最善の治療を 行う プロ セスを 体験する こ と ができ ます。 診療は、 多職種と のチーム医療を 基本と し ます。 以下に連

携施設の概略を紹介し ます。

日本で有数の小児専門の精神科を 持つ小児総合医療セン タ ーでは、 高度に専門化さ れた児童・ 思春期の精神医療を

恵まれた環境で研修するこ と ができ ます。 また、 多摩総合医療センタ ーでは、 精神科３ 次救急や、 重篤な身体合併症医

療の研修が可能と なっ ています。 医療法人社団正慶会栗田病院では、 私立単科精神病院での特色ある研修や、 精神科リ

ハビリ テーショ ンを経験できます。 また、 国内最大級の規模を誇る東京都立中部総合精神保健福祉センタ ーでは、 デイ ケ

アやアウト リ ーチなど、 地域と 深く 結びついた幅広い形態の精神科医療を研修できます。 さ ら に、 横浜市立みなと 赤十字

病院では、 東京都と は異なるシステムの精神科 3 次救急や、 身体合併症の研修が可能と なっ ています。

本プロ グラ ムにおいては、 基幹施設での研修のみでも 十分な精神医学的知識や実践的な治療技法を 身につける こ と

ができ ますが、 連携施設で研修を 継続する こ と によ っ て、 無理なく 高レ ベルでユニーク な精神科医と なる こ と が可能

と なっ ています。

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

1 年次 荏原病院

原則的に基幹施設で研修、 精神科医と し ての基礎をつく る。

2 年次 多摩総合医療セン タ ー 栗田病院

基幹施設で培っ た能力をさ ら に発展さ せる。

3 年次 中部総合精神保健セン タ ー 小児総合医療セン タ ー

専攻医の希望に応じ た専門性の高い研修を継続する。

●　 墨東病院（ 基幹施設）　

　 　 都立墨東病院精神科東京医師アカ デミ ー専門研修プログラ ム

プロ グラ ム責任者： 神経科　 新垣　 浩　 　 プログラ ム研修期間： 3 年

連携施設病院： 小児総合 / 松沢

　 　 　 　 　 　 　 東京医科歯科大学病院 / 東京足立病院 / 成増厚生病院 / 国立精神・ 神経医療研究センタ ー病院 / 

　 　 　 　 　 　 　 精神保健福祉センタ ー / 埼玉県立精神医療センタ ー / 大宮厚生病院 / 国立国際医療研究センタ ー国府台病院 / 

　 　 　 　 　 　 　 初石病院

本研修プロ グラ ムは、 基幹病院の墨東病院神経科での業務を 中心と し 上記の連携施設での研修を 組み合わせる こ と

により 、 広範で多彩な精神科臨床を経験でき ます。 墨東病院での主な業務は以下の４ つです。

⑴　 急性期を 中心と し た一般的な精神医療： 当科外来や近隣医療機関に通院中の患者、 及び東京都・ 区東部の保健・

福祉機関から 紹介さ れた患者に対し て入院及び外来治療を 行います。 閉鎖病棟である 特質上、 興奮や希死念慮の強

い重症およ び難治性の精神疾患にも 対応し ています。 専攻医は指導医と ペアで患者を 受け持ち、 b io-psycho-social

に患者を 捉える経験を積みます。

⑵　 東京都「 夜間休日精神科救急事業」 による 緊急措置入院患者の診療： 東京都が実施する「 精神科夜間休日診療事業」

と し て、いわゆる 精神科 3 次救急（ 緊急措置診察およ び入院） を行っ ています。 当科は第１ ブロッ ク （ 千代田、中央、

港、 文京、 台東、 墨田、 江東、 江戸川） を担当し ています。

⑶　 精神科リ エゾン医療： 救命救急センタ ー、 周産期医療センタ ーを含む診療各科の依頼に応じ 、 入院患者の精神科的な

問題に対し て指導医と ペアで対応し ます。多職種から 構成さ れる精神科リ エゾンチームと 協同し てフォローアッ プし ます。

⑷　 精神科身体合併症医療： 院内身体科の治療中に生じ た器質性精神疾患を 、 身体科と 共同で患者の心身両面の治療

を 行います。 また東京都の精神科身体合併症救急医療システムに則っ て 、 地域の精神科病院から の身体治療の依頼

に対し て転入院で対応し ます。 2020 ～ 22 年度、 COVID-19 パンデミ ッ ク 下においても 、 当科はこ れら の業務を 途切

れる こ と なく 維持し まし た。

墨東病院における 上記の業務に加えて 、 東京都外の連携病院での８ ヶ 月の研修及び都内の連携施設での研修を 行う

こ と で、 精神科専門医及び精神保健指定医の取得に必要なすべての症例及び場面を 経験するこ と が可能であり 、 また、

総合病院精神、 児童精神、 認知症関連、 てんかん、 司法精神等、 精神科関連のサブスペシャ リ ティ 資格取得に向けた

準備を 行う こ と ができ ます。
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4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

1 年次 墨東病院

　

2 年次 墨東病院 都外・ 連携施設 墨東病院

　

3 年次 墨東病院

　

●　 多摩総合医療センタ ー（ 基幹施設）　

　 　 東京都立多摩総合医療センタ ー施設群精神科東京医師アカ デミ ー専門研修プログラ ム

プロ グラ ム責任者： 精神神経科　 岩田　 健　 　 プログラ ム研修期間： 3 年

連携施設病院： 広尾 / 荏原 / 小児総合 / 松沢

　 　 　 　 　 　 　 東京都健康長寿医療センタ ー / 青梅市立総合病院 / 高月病院 / 成増厚生病院 / 多摩総合精神保健福祉センタ ー / 

　 　 　 　 　 　 　 針生ケ丘病院 / 東京医科歯科大学病院 / 横浜みなと 赤十字病院 / 恩田第二病院 / 

　 　 　 　 　 　 　 茨城県立こ こ ろ の医療センタ ー / 山本病院 / 東京大学附属病院 / 埼玉江南病院 / 土佐病院 / 多摩中央病院

多摩総合医療セン タ ーは多摩地区の基幹的な救命救急セン タ ーと 総合周産期医療セン タ ーを 擁し ており 、 精神科救

急及び精神科身体合併症事業においても 重要な役割を 果し ています。 従っ て本プロ グラ ムは精神科救急を 学ぶこ と 、

合併症医療、 リ エゾン 医療に携わる こ と が研修初期の中心になり ます。 その上で ECT、 緩和医療、 周産期精神医学を

研修でき ます。 連携施設も 豊富で希望に応じ て児童や高齢者、 リ ハビ リ 、 依存症などを 専門的に治療を 行っ ている 施

設も あり 研修を 受けら れる よ う に配慮さ れています。 女性の専攻医（ 令和 5 年度の当ブロ グラ ム所属の専攻医５ 人中

２ 人が女性） も 増えてき ており 性差なく 研修し やすプロ グラ ムです。 １ 年目は基幹施設の多摩総合医療セン タ ー精神

科で上級医と 一緒に統合失調症、 気分障害、 器質性障害、 神経症性障害、 アルコ ール・ 薬物依存の急性期の患者等を

受け持ち また緊急措置診察に同席し 基本的な診療技量を 身に付けら れる よ う になっ ています。 リ エゾン 、 外来診察も

最初は上級医師の診察を 見学し 徐々に相談し ながら 自ら 行う よ う にし ています。 ２ 年目は医師少数区域・ 他県の連携

施設で研修を 受け経験する 疾患、 状態を 広げる と と も に、 技量を 深化さ せら れる よ う になっ ています。 ３ 年目はそれ

ぞれのプロ グラ ムの終了後の進路や専攻医に志向にあわせて 、 多摩総合医療セン タ ーを 含む都立病院等での研修を 受

けら れます。

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

1 年次 多摩総合医療セン タ ー

急性期医療を中心に、精神科救急、リ エゾン（ 含む　 産科、緩和）、合併症医療を経験する　（ 指定医症例： 措置症例、統合失調症、感情障害）

2 年次 茨城県立こ こ ろ の医療セン タ ー等の他県 /医師少数区域に在る 施設で研修

他県の施設で地域に密着し た精神医療の展開を学ぶ　（ 措置症例： 思春期症例、 アルコ ール依存）

3 年次 都立小児総合医療センタ ー等の都立病院 多摩総合医療セン タ ー

原則都立病院から 、 最大２ か所まで選択し て、 研修する　（ 措置症例： 思春期症例、 アルコ ール依存、 器質性精神障害）

〇　 多摩総合医療セン タ ーで研修可能なサブスペシャ ルティ 領域

精神保健指定医取得には５ 年以上の医師経験と そのう ち ３ 年以上の精神科の実務系経験が必要であり 、 本コ ースで

は原則精神科専門医取得の要件を 満たし ている 医師を 対象に１ 年の実務経験と 、 申請時にレ ポート 作成が求めら れて

いる措置症例を含む必要症例の治療経験を 得るこ と と 、 レ ポート 作成の指導を 受けら れる よう にし ます。

●　 小児総合医療センタ ー（ 基幹施設）　

　 　 都立小児総合医療センタ ー施設群精神科東京医師アカ デミ ー専門研修プログラ ム

プロ グラ ム責任者： 児童・ 思春期精神科　 長沢　 崇　 　 プロ グラ ム研修期間： 3 年

連携施設病院： 多摩総合 / 松沢 

　 　 　 　 　 　 　 多摩あおば病院

研修コ ース

モデル

研修コ ース

モデル

プロ グラ ム責任者： 精神神経科　 岩田　 健　 　

プロ グラ ム研修期間： 1 年（ 精神科専門医取得済みであるこ と を 前提と する ）
精神保健指定医
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本施設群は４ つの施設群から 構成さ れます。 1 年目は研修基幹施設で、 2、 3 年目は研修基幹施設およ び研修連携施

設を ロ ーテート し て研修し ます。 研修基幹施設は東京都府中市にある 小児総合医療セン タ ーで 、 主要な精神疾患の患

者を 受け持ち 、 面接法、 診断と 治療計画、 精神療法、 薬物療法の基本を 学びます。 更に、 身体合併症、 リ エゾン ・ コ

ン サルテーショ ン 、 難治性精神疾患に対する 生物学的治療、 心理社会的療法など 、 臨床を 幅広く 経験し ます。 また、

研究・ 学会発表についても 指導を 受ける こ と が出来ます。 さ ら に松沢病院、 多摩総合医療セン タ ー、 多摩あおば病院

と 連携し ていて、 精神科救急医療、 急性期医療、 身体合併症医療、 社会復帰・ リ ハビリ テーショ ン 医療、 認知症医療、

アルコ ール・ 薬物医療の他、 デイ ケア、 家族支援、 地域支援など地域と 密着し た医療が経験でき ます。

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

1 年次 基幹施設研修

　

2 年次 連携施設研修 　 ６ か月 基幹施設研修

　

3 年次 基幹施設研修

　

●　 松沢病院（ 基幹施設）　

　 　 東京都立松沢病院精神科専門研修プログラ ム

プロ グラ ム責任者： 精神科　 正木　 秀和　 　 プロ グラ ム研修期間： 3 年

連携施設病院： 広尾 / 駒込 / 豊島 / 荏原 / 墨東 / 多摩総合 / 小児総合 

　 　 　 　 　 　 　 東京大学医学部附属病院 / 東京医科歯科大学医学部附属病院 / 慶應義塾大学病院 / 昭和大学附属烏山病院 / 

　 　 　 　 　 　 　 国立国際医療研究センタ ー病院 / 東京都健康長寿医療センタ ー / 東京都立中部総合精神保健福祉センタ ー等

東京都立松沢病院（ 以下当院） が基幹施設である 本プロ グラ ムは、東京医師アカ デミ ーのシステムによ り 、都立病院、

大学病院、 地域精神医療の基幹病院等と 連携し 、 総合的に精神科医療を 研修する プロ グラ ムです。 当院は東京都の行

政精神科医療等で中核的な役割を担っ ている 精神科病院です。 800 床の精神科病床を有し 精神科医が約 40 名在籍し て

います。 精神科救急医療、 急性期医療、 身体合併症医療、 社会復帰・ リ ハビ リ テーショ ン医療、 思春期・ 青年期医療、

認知症医療、 アルコ ール・ 薬物医療、 医療観察法病棟の他、 デイ ケア、 作業療法等を 行っ ています。 専攻医は精神科

領域のほと んどの疾患を 経験し 、 措置入院や医療観察法入院を 含め、 すべての入院形態の症例を 経験し 研修する こ と

ができ ます。 精神医学の基本的な知識・ 技術を 習得し 、 精神科専門医の資格を 取得する のと 同時に、 精神保健指定医

資格取得、 学会発表や論文作成の技術を 獲得する こ と を 目標と し ます。 専攻医の希望を 考慮し ながら 、 救急病棟、 急

性期病棟、 リ カ バリ ー病棟、 思春期・ 青年期病棟、 認知症病棟、 アルコ ール・ 薬物病棟、 身体合併症病棟等を 約 6 か

月ずつ研修し ます。 3 年間の研修期間のう ち、 2 年間を 当院、 1 年間を 連携施設で研修し ます。 連携施設研修は、 北海

道大学、 函館渡辺病院、 あさ かホスピ タ ル、 埼玉医科大学、 埼玉県立精神医療セン タ ー、 大宮厚生病院、 千葉県精神

科医療センタ ー、聖マリ アン ナ医科大学、神奈川県立精神医療センタ ー、済生会横浜市東部病院、大阪精神医療センタ ー、

山口県立こ こ ろ の医療セン タ ー、 こ こ ろ の医療セン タ ー五色台など、 医師充足率の低い地域で 1 年間行う こ と を 予定

し ています。

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

1 年次 救急病棟 認知症病棟

　

2 年次 依存症病棟 身体合併症病棟

　

3 年次 連携施設

　

研修コ ース

モデル

研修コ ース

モデル



整
　
形

　
外

　
科

整形外科

52

研修の特徴

◎多摩総合医療センタ ー　 　

〇広尾病院

〇駒込病院

〇墨東病院

〇小児総合医療センタ ー

●　 広尾病院　（ 連携施設）

指導医責任者： 整形外科　 川野　 健一

連携をし ている基幹施設病院： 多摩総合

多摩総合医療セン タ ーを 基幹施設と する 整形外科専門研修プロ グラ ムの連携病院と し て専門医資格取得に向けての

研修を 行っ ています。 当院は JR 山手線内の都心部に立地し ており 、 ほぼすべての診療科がそろ っ た総合病院です。 東

京都の救急システムの中心を 担う 東京 ER を有し 、 救急診療や島し ょ 医療にも 力を 入れています。 整形外科は四肢体幹

の機能を再建する 診療科ですが、その基本は外傷の診療であり 、外傷の診断、治療（ 保存療法・ 手術療法） を 若い頃にし っ

かり 身につけておく こ と が、 よ り 専門的な診療へ進むための足がかり と なり ます。 当科は、 ER や救命救急セン タ ーと

協力し 、 ３ 次救急までの高度な救急外傷を 扱っ ている ため、 症例も 豊富で外傷治療の研修には最適です。 それのみな

ら ず、 手外科・ 上肢機能再建外科、 脊椎外科、 関節外科などの専門医が在籍し ており 、 大学病院レ ベルの専門性の高

い診療を 行っ ており ます。 研修開始時は外傷症例が主と なり ますが、 指導医の元で経験に応じ てよ り 専門的な手術も

経験でき ます。 当科でのカ ン フ ァ レ ン スや抄読会、 また各種学会への参加によ り 、 進歩し た新し い医学的知識を 身に

付けて、 最終的に学会発表や学術論文を作成する こ と を研修目標の一つと し ています。

研修プロ グラ ムと し ては、 基幹施設である 多摩総合医療セン タ ー（ 12 カ 月）、 比較的稀な腫瘍性疾患に対する 駒込

病院での研修（ ３ ヶ 月）、 地域医療研修（ ３ ヶ 月）、 東京大学（ ６ ケ月） は指定さ れた研修期間と なり ますが、 その他

の期間をどの施設で研修する かはある 程度希望に沿う こ と ができ ます。

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

1 年次 多摩総合医療セン タ ー

　

2 年次 東京大学 駒込（ 腫瘍） 地域

　

3 年次 広尾病院

　

4 年次 広尾病院 自由選択 広尾病院

　

●　 駒込病院　（ 連携施設）

指導医責任者： 整形外科・ 骨軟部腫瘍科　 杉田　 守礼

連携をし ている基幹施設病院： 多摩総合

駒込病院は文京区の閑静な住宅街の中に佇む歴史ある 病院です。 古く は「 駒込ピ ペッ ト 」 で知ら れる 感染症の研究

所に始まり 、 現在では東京都のがん拠点病院と し て最先端の医療を 行っ ています。 特に他の病院で接する 機会の少な

い骨・ 軟部腫瘍は、 国内有数の症例数を 誇り ます。 また脊椎腫瘍に対し て、 脊椎骨全摘術などの世界ト ッ プク ラ スの

手技を 駆使し て、 積極的に取り 組んでいます。 主に脊椎疾患と 人工関節を 扱う 整形外科と 、 骨・ 軟部腫瘍に特化し た

骨軟部腫瘍科と が独立し て診療を 行っ ており 、 定期的にキャ ン サーボード を 開催し て密に連携し ています。 学会発表

や論文執筆の機会が多く 、 スタ ッ フ は教育熱心ですので 、 多大な経験が積める と 確信し ます。 得意な分野・ 手術は脊

研修コ ース

モデル

採用施設一覧（ ◎は基幹施設、 ◯は連携施設）

研修プログラ ムの特徴
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椎疾患、 骨・ 軟部腫瘍、 脊椎腫瘍、 人工関節です。

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

1 年次 駒込病院・ 整形外科 駒込病院・ 骨軟部腫瘍科

研修開始にあたり 、 すでに日本整形外科学会に入会をし ている必要があり ます。 開始病院は駒込病院と は限り ません。

2 年次 東大病院 地域必修（ 西島病院） 多摩総合

リ サーチマイ ンド 型研修は必須で東京大学附属病院で行います。 研修時期は２ 年次と は限り ません。

3 年次 多摩総合 広尾病院

1 ～ 4 年次のローテート 研修病院と 時期及び期間はプログラ ム委員会にて最終決定さ れます。

4 年次 墨東病院 専門医試験 自由選択

45 単位取得後に専門医受験資格が得ら れます。

●　 墨東病院　（ 連携施設）

指導医責任者： 整形外科　 山川　 聖史

連携をし ている基幹施設病院： 多摩総合

本プロ グラ ムは、 多摩総合医療セン タ ーを 基幹施設と し 、 墨東病院、 広尾病院、 駒込病院およ び東大病院などの連

携施設で研修し て整形外科専門医取得を 目標と し ます。 墨東病院は、 区東部医療圏の中心的急性期病院である ため、

整形外科の基本である 外傷研修に適し た環境にあり ます（ 小児症例も 豊富）。 関節疾患や脊椎疾患などの一般的な変

性疾患も 学こ と ができ ます。 主担当医と し て、 入院から 退院までの診断・ 治療を 通じ 、 患者の全身状態、 社会的背景

を 的確に把握し 、 患者ごと に適し た医療を提供でき る こ と を目標と し ます。 本研修期間には、 基本的な外傷を中心に、

脊椎や人工関節なども 含めて、 でき る だけ数多く の術者を 経験し ていただき ます。 また、 日常診療の他に学術的な活

動も 重視し 、 地域の整形外科セミ ナー、 整形外科関連の学会や学術講演会などに積極的に参加し 、 発表する 機会を も

ち ます。 本プロ グラ ムに関係する 基幹施設、 連携施設においては、 上記以外にも 、 手の外科、 末梢神経、 骨軟部腫瘍

などほぼすべての領域で専門的かつ高度な医療を 行っ ています。 し たがっ て整形外科専門医を 取得の上、 将来の希望

のサブスペシャ リ ティ ー領域に繋がる 研修を する こ と も 可能です。 以上よ り 、 本プロ グラ ムにおいてはバラ ン スのと

れた研修を行う こ と ができ ます。 研修希望の方の応募をお待ちし ています。

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

1 年次 墨東病院

　

2 年次 地域医療 駒込病院 東大病院

　

3 年次 多摩総合医療センタ ー

　

4 年次 多摩総合医療セン タ ー 自由選択 墨東病院

　

〇　 墨東病院で研修可能なサブスペシャ ルティ 領域

研修目標は、 ①関節リ ウマチの病態を 理解する こ と 、 ②正確な診断がつけら れる こ と 、 ③適切な薬物療法を 行える

こ と 、 ④破壊の進んだ関節に対し て専門性の高い手術が行える こ と 、 ⑤患者の状態を 総合的にと ら え社会支援の導入

ができ る こ と の５ 点である 。 整形外科医にし かでき ない手術療法については、 全身状態や軟部組織・ 骨の脆弱性など

リ ウマチの特性を よ く 理解し た上で、 人工関節全置換術（ 手 MP・ 肩・ 肘・ 股・ 膝・ 足関節）、 関節形成術およ び腱移

行術（ 手関節）、 関節固定術（ 手指・ 手関節・ 足関節） の適応およ び正確な手術手技を 取得する 。 整形外科系の学会や

日本リ ウマチ学会での発表を 行い、 論文化を めざす。 最終的に、 日本整形外科学会リ ウマチ専門医およ び日本リ ウマ

チ学会認定医が取得でき る までの知識およ び技量を身につけら れるよ う にする 。

研修コ ース

モデル

研修コ ース

モデル

プロ グラ ム責任者： リ ウマチ膠原病科　 西川　 卓治　 　 プログラ ム研修期間： 3 年リ ウマチ外科
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●　 多摩総合医療センタ ー（ 基幹施設）　

　 　 都立多摩総合医療センタ ー施設群整形外科東京医師アカ デミ ー専門研修プログラ ム

プロ グラ ム責任者： 整形外科　 伊賀　 徹　 　 プロ グラ ム研修期間： 4 年

連携施設病院： 広尾 / 駒込 / 墨東 / 小児総合 

　 　 　 　 　 　 　 東京大学医学部附属病院 / 自治医科大学附属病院 / 西島病院（ 静岡県）

東京ERを 有する 3 つの総合病院と 、がん・ 腫瘍なら びに小児の2 つの専門病院などの3,300 床を超えるスケールメ リ ッ

ト と 豊富な症例を 生かし た研修を 行います。 専門性の高い診療を 早く から 経験する こ と で、 整形外科専門医取得後の

サブスペシャ リ ティ 領域の研修へと キャ リ アを 形成し ていく こ と ができ ます。 また、 東京都外の地域医療の研修を 通

じ て、 社会的需要に対応でき る 総合診療能力を 有する 医師の育成を 行います。 本研修プロ グラ ムは、 以下の 5 点の修

得を 目標と し ています。 ①高度・ 専門領域の豊富な症例と 優秀な指導医によ る 指導を 通じ て専門医資格を 取得する こ

と 。 ②領域に偏ら ない総合診療能力を 身につける こ と 。 ③国内外派遣によ る 先端医療技術の修得や臨床研究などを 行

う こ と で、 整形外科学の専門性を 追求し 、 整形外科の発展に寄与する 姿勢を 培う こ と 。 ④チーム医療の一員と し て自

己研鑽し 、 患者や医療関係者と のコ ミ ュ ニケーショ ン 能力を 磨く と と も に、 リ ーダーシッ プを 身につける こ と 。 ⑤ 高

い倫理観の元に、 整形外科医師と し て安全・ 安心で心のこ も っ た医療を 患者に提供し 、 国民の運動器の健全な発育と

健康維持に貢献するこ と 。 専門医受験資格は、整形外科研修の 45 単位（ 1 か月 1 単位） の取得、教育研修講演 30 単位、

1 回以上の論文発表と 学会発表にて得ら れます。 卒業後に義務年限を 有する 自治医科大学等の卒業医や、 地域枠卒業

医と 出産・ 育児・ 留学などで長期にプロ グラ ムを 中断し なければなら ない場合、 他の領域の専門医研修が修了し さ ら

に整形外科医を目指す場合（ ダブルボード ） は旧専門医制度に準じ た「 カ リ キュ ラ ム制」 での研修ができ ます。

実際に自治医科大学卒業医や救急科専門医資格を 有する 方がカ リ キュ ラ ム制での研修を 実施し ており 、 また、 一部

の指導医も 同様の経験や資格を有し ています。

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

1 年次 多摩総合医療セン タ ー

研修開始にあたり 、 すでに日本整形外科学会に入会をし ている必要があり ます。 開始病院は多摩総合と は限り ません。

2 年次 東大病院 腫瘍など（ 駒込病院） 地域必修（ 西島病院）

こ れら は必修研修です。 なお、 研修時期は２ 年次と は限り ません。 また、 自治医科大学卒業医リ サーチマイ ンド 型研修は自治医科大学で行います。

3 年次 広尾病院・ 墨東病院・ 駒込病院・ 小児総合医療センタ ー・ 多摩総合医療セン タ ー（ 応相談）

1 ～ 4 年次のローテート 研修病院と 時期及び期間はプログラ ム委員会にて最終決定さ れます。

4 年次 広尾病院・ 墨東病院・ 駒込病院・ 小児総合医療センタ ー・ 多摩総合医療セン タ ー（ 応相談）

1 月に専門医試験を受験し ます。

〇　 多摩総合医療セン タ ーで研修可能なサブスペシャ ルティ 領域

脊椎脊髄外科は主に変性疾患、 外傷、 骨転移を 含む腫瘍、 感染等を 扱い、 患者のニーズが高い。 診療においては、

正確な診断、 適切な手術適応判断、 確実な手術手技が求めら れ、 専門医の育成に当たっ ては多く の診療経験を 提供す

る 必要がある。 当院での年間手術件数は 2020 年実績で 90 件であり 、 また、 他施設と 連携する こ と によ っ て多く の症

例を経験する こ と ができ る 。

手外科は主に外傷、 変性疾患、 先天性疾患の３ つの分野がある が、 こ の中で外傷、 変性疾患は整形外科の日常診療

で頻繁に扱う も ので患者のニーズも 高い。 し かし 人間の手はその高い機能のためか構造が小さ く 複雑でその診療には

多く の知識、 高い技術、 豊富な経験が必要である 。 また神経や血管を 扱う マイ ク ロ サージャ リ ーの技術も 必要であり

専門性が高い。 当院では外傷と 絞扼性神経障害、 関節リ ウマチなどの変性疾患の治療を 多く 行っ ており 年間手術件数

は３ ０ ０ 件程度あり 手外科の基礎を学ぶこ と ができ る 。 また当院では症例の少ないマイ ク ロサージャ リ ー、 手関節鏡、

先天性疾患については連携施設で研修を行う こ と ができ る 。

研修コ ース

モデル

プロ グラ ム責任者： 整形外科　 伊賀　 徹（ 増田　 和浩）　 　 プログラ ム研修期間： 3 年脊椎脊髄外科

新専門医制度

プロ グラ ム責任者： 整形外科　 伊賀　 徹（ 辰巳　 徹志）　 　 プログラ ム研修期間： 3 年手外科
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整形外科リ ウマチ専門医は、 基本領域である 整形外科専門医に直結する サブスペシャ リ ティ で 、 関節リ ウマチの薬

物治療に精通でき る 。 また薬物治療を 十分量行っ ても 関節破壊を き たし てし まい生活に支障がある 場合には、 手術療

法を 行う 。 こ のよ う に横断的かつ縦断的視点に立っ て治療でき る 整形外科医が近年減少傾向にある 。 将来の患者需要

に対応する ためにも 関節リ ウマチのサブスペシャ リ ティ を 保持し ておく こ と は必要である 。 当院には日本整形外科学

会専門医のみなら ず、日本リ ウマチ学会の指導医も おり 、関節リ ウマチに対する手術件数は年間 70-80 件で、DPC デー

タ ベースでは全国６ 位である。 リ ウマチ内科医と も 密接に連携し ており 、 3 年時には東京大学医学部附属病院、 相模

原病院、 湯河原病院などのローテンショ ン を選択でき るよ う 考慮し ている 。

プロ グラ ム責任者： 整形外科・ リウマチ外科　 伊賀　 徹（ 永瀬　 雄一）　 　 プログラム研修期間： 3 年リ ウマチ外科



麻
　
酔

　
科

麻酔科

56

研修の特徴

◎広尾病院
◎大塚病院
◎駒込病院
◎豊島病院

〇大久保病院
〇多摩北部医療センタ ー
〇多摩南部地域病院

◎荏原病院
◎墨東病院
◎多摩総合医療センタ ー
◎東部地域病院

〇神経病院
〇小児総合医療センタ ー

●　 広尾病院（ 基幹施設）　

　 　 東京都立広尾病院施設群東京医師アカ デミ ー麻酔科専門研修プログラ ム

プロ グラ ム責任者： 麻酔科　 羽深　 鎌一郎　 　 プログラ ム研修期間： 4 年

連携施設病院： 大久保 / 大塚 / 駒込 / 豊島 / 荏原 / 墨東 / 多摩総合 / 多摩北 / 東部 / 神経 / 小児 総合

　 　 　 　 　 　 　 草加市立病院 / 春日部中央総合病院

救命救急セン タ ーを 含む「 東京 ER・ 広尾」 を 運営し ている、 地域中核病院です。

全外科系診療科が揃っ ており 、専門医取得に必要な経験症例はも ち ろ ん、外傷や熱傷手術の麻酔も 多く 経験出来ます。

病院の立地は非常に良く 、 よ く 働き よく 遊ぶには最高の場所です！

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

1 年次 広尾病院

定時手術の麻酔計画を立てら れるよう になるこ と を目標と する。 また、 臨床研究のテーマを決めて、 その計画を立てる。

2 年次 広尾病院 小児総合医療セン タ ー

分離肺換気や開心術等の麻酔管理、 緊急手術の麻酔計画を 立てら れるよう になるこ と を 目標と する。 また、 連携施設にお
いて小児麻酔の研修を行う 。

3 年次 広尾病院 連携施設 広尾病院

計画から 実施まで主体的に麻酔管理が出来るよう になるこ と を目標と する。 また、 連携施設での研修も 可能である。

4 年次 広尾病院 連携施設 広尾病院

専門医取得に向けて、 学会発表等を目標と する。 また、 連携施設での研修も 可能である。

●　 大塚病院（ 基幹施設）　

　 　 東京都立大塚病院麻酔科専門研修プログラ ム

プロ グラ ム責任者： 麻酔科　 新井　 多佳子　 　 プログラ ム研修期間： 4 年

連携施設病院： 広尾 / 大久保 / 駒込 / 豊島 / 荏原 / 墨東 / 多摩総合 / 多摩北 / 東部 / 神経 / 小児 総合

　 　 　 　 　 　 　 慶應義塾大学病院 / さ いたま市立病院

当プロ グラ ムは、 麻酔科研修の到達目標を 達成でき る 専攻医教育を 提供し 、 地域の麻酔診療を 維持すべく 、 麻酔科

専門医の育成を 目標と する 研修プロ グラ ムです。 専攻医はプロ グラ ムの履修によ り 、 日本麻酔科学会「 麻酔科専攻医

研修マニュ アル」 に定めら れた、 経験すべき 疾患・ 病態、 経験すべき 診療・ 検査、 経験すべき 麻酔症例、 学術活動の

経験目標を達成し 、 専門医と し ての十分な知識、 技能、 態度を習得するこ と ができ ます。 なお、 研修期間終了後には、

当院及び東京医師アカ デミ ーの連携施設のスタ ッ フ と し て 、 採用の可能性があり ます。 当プロ グラ ムの専門研修基幹

施設である 東京都立大塚病院は、 総合周産期セン タ ーを 併設し ている ため、 一般的な麻酔管理に加えて、 産科麻酔や

新生児・ 小児麻酔についての十分な経験が可能です。 また、ペイ ン ク リ ニッ ク や集中治療領域の研修も 可能であるほか、

日本区域麻酔学会認定医も 在籍し ており 、 神経ブロ ッ ク についての専門的な知識と 技術を 学ぶこ と ができ ます。 当院

に診療科のない心臓血管外科麻酔については他院での研修と なり ますが、 それ以外は当院のみで専門医取得要件を 満

たすこ と ができ ます。 専門研修連携施設には、 東京医師アカ デミ ーの連携施設に加えて 、 さ いたま市立病院、 慶応義

研修コ ース

モデル

採用施設一覧（ ◎は基幹施設、 ◯は連携施設）

研修プログラ ムの特徴
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塾大学病院も 加わっ ていて、 よ り 専門性の高い知識と 経験が得ら れる よ う 努めています。 連携施設における 研修は 3

か月を 基本単位と し ていますが、 研修内容の希望によ り 柔軟な対応を 心がけています。

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

1 年次 大塚病院

基本的な麻酔管理に習熟する。

2 年次 大塚病院 墨東病院 小児総合医療セン タ ー

小児麻酔、 心臓血管麻酔を連携施設で研修する。

3 年次 大塚病院 慶應義塾大学病院 大塚病院 さ いたま市立病院

緊急手術や重症患者の麻酔・ 周術期管理について研修する。

4 年次 大塚病院

緊急手術や重症患者の麻酔・ 周術期管理について研修する。

●　 駒込病院（ 基幹施設）　

　 　 東京都立駒込病院麻酔科専門研修プログラ ム

プロ グラ ム責任者： 麻酔科　 部長　 佐藤　 洋　 　 プログラ ム研修期間： 4 年

連携施設病院： 広尾 / 大久保 / 大塚 / 豊島 / 荏原 / 墨東 / 多摩総合 / 多摩北 / 東部 / 神経 / 小児 総合

　 　 　 　 　 　 　 順天堂大学医学部附属順天堂医院 / 越谷市立病院 / かわぐ ち心臓呼吸器病院

当院はがん専門病院である ため、 基本的にはがん患者の手術における 術前評価およ び術中術後周術期管理が研修の

中心と なり ます。 外科系各科の高度専門手術や緊急手術に対し て 、 安全な麻酔管理を 提供でき る 能力を 育成し ます。

当院に診療科のない心臓血管外科、 産科、 小児外科などの麻酔管理は、 専門研修連携施設での研修を 加えて 、 よ り 専

門的な知識と 経験を 得ら れる よ う にし ています。 その上で麻酔科専門医取得を 最優先に考えています。 また、 麻酔科

の別側面であるペイ ン ク リ ニッ ク 研修や、他科研修（ 緩和ケア診療など） を行える 環境を 整えています。 サブスペシャ

リ ティ ー研修など、 可能な限り 希望に沿っ た環境を 整えたいと 考えています。 そのため、 東京医師アカ デミ ーの総病

床数 7,200 床のスケールメ リ ッ ト を 最大限に生かし た病院間連携を 行っ て研修を行います。当院では、通常の全身麻酔・

硬膜外麻酔・ 脊髄く も 膜下麻酔・ 各種神経ブロッ ク に加えて、 以下の特殊麻酔を担当医と し て経験でき ます。

①胸部外科手術の麻酔： 分離肺換気を要する 呼吸器外科手術、 食道外科手術など、

②脳神経外科手術の麻酔： 覚醒下脳腫瘍摘出術など、

③整形外科手術の麻酔： 脊椎手術、 人工関節の麻酔など、

④泌尿器科手術の麻酔： ミ ニマム創内視鏡手術、 ロボッ ト 支援手術（ ダヴィ ンチ手術） など

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

1 年次 麻酔科

一年目は基幹施設において一般麻酔研修を行う 。

2 年次 小児麻酔（ 他院） 産科麻酔（ 他院） 麻酔科

他院において当院に診療科のない科の麻酔研修を行う 。

3 年次 心臓血管麻酔（ 他院） 麻酔科（ ペイ ンク リ ニッ ク ） 麻酔科

他院研修、 ペイ ンク リ ニッ ク などを研修する。

4 年次 他科（ 緩和医療） 麻酔科

一般麻酔の総仕上げおよび他科研修などを希望できる。

●　 豊島病院（ 基幹施設）　

　 　 東京都立豊島病院麻酔科専門研修プログラ ム

プロ グラ ム責任者： 麻酔科　 吉岡　 斉　 　 プログラ ム研修期間： 4 年

連携施設病院： 広尾 / 大久保 / 大塚 / 駒込 / 荏原 / 墨東 / 多摩総合 / 多摩北 / 東部 / 多摩南 / 神 経 / 小児総合 

　 　 　 　 　 　 　 順天堂大学医学部附属順天堂医院 / 東京女子医科大学病院 / 日本大学医学部附属板橋病院 / 越谷市立病院

1 年次は当院で手術麻酔の基礎を学びます。 麻酔、 術後疼痛管理の基本知識、 技術を 身につけ、 2 年次以降の他の施

研修コ ース
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研修コ ース
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設での研修に出る 準備を し ます。 1 年次の目標は、 様々な麻酔方法がある こ と を 経験し 、 実践でき る よ う になる こ と 、

苦手を 作ら ないこ と です。 周産期麻酔 ( 無痛分娩管理を 含む )、 ペイ ン ク リ ニッ ク 、 緩和医療は当院で数多く 経験でき、

小児麻酔も 幼児・ 学童が多いですが、 基本的な麻酔技術を習得でき ます。 2,3 年次は小児麻酔、 心臓血管麻酔、 ER など

の研修を目標に他の都立病院、大学病院でも 研修を受けます。 大学病院での研修は、順天堂大学医学部附属順天堂医院、

東京女子医科大学病院、 日本大学医学部附属板橋病院の 3 か所から 選択し て行く こ と ができ 、 それぞれで研修を おこ

なっ た実績があり ます。 当院は、 麻酔科専門研修プログラ ム ( 後期研修プログラ ム ) を開始し て以来、 多く の専攻医 ( 後

期研修医 ) を受け入れており 、 現在も ３ 名が研修中です。 研修修了後は当院や都立病院に優先的に就職するこ と ができ 、

常勤医と し て活躍し ている医師が多いです。 専攻医 1 人に対し ての専門医数が多く 、 充実し た指導医環境の中で研修す

るこ と ができ、 スタ ッ フ の出身大学も 様々で、 いわゆる学閥がないのが大き な特徴です。 なお、 当院は日本専門医機構

の麻酔科専門研修プログラ ムに登録さ れており 、当プログラ ム研修を受けるこ と で専門医受験資格が得ら れます。 (2020

年のプログラ ム認定番号は 61500899)。 4 年間を 通じ て週 1 日の研修日があり 、 越谷市立病院や日大板橋病院等で指導

を受けながら 収入を得ら れます。 一度ぜひ見学に来て下さ い。

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

1 年次 豊島病院

 

2 年次 小児麻酔研修
（ 小児総合医療セン タ ー）

ER（ 広尾病院） 豊島病院

ER は他都立病院での研修も 可（ 多摩総合医療センタ ー等）

3 年次 心臓麻酔、 集中治療研修（ 東京女子医科大学病院） 豊島病院

順天堂大学附属順天堂医院（ 心臓麻酔、 集中治療、 ペインク リ ニッ ク ） での研修パタ ーンも 有

4 年次 地域医療研修（ 越谷市立病院等）、 緩和ケア研修（ 豊島病院）

都立駒込病院（ 肺外科麻酔研修） での研修パタ ーンも 有

●　 荏原病院（ 基幹施設）　

　 　 東京都立荏原病院麻酔科専門研修プログラ ム

プロ グラ ム責任者： 麻酔科　 加藤　 隆文　 　 プロ グラ ム研修期間： 4 年

連携施設病院： 広尾 / 大久保 / 大塚 / 駒込 / 豊島 / 墨東 / 多摩総合 / 多摩北 / 東部 / 神経 / 小児 総合

　 　 　 　 　 　 　 昭和大学病院 / 昭和大学横浜市北部病院 / 静岡済生会総合病院 / 上尾中央総合病院 / 桶狭間こころの医療センタ ー / 

　 　 　 　 　 　 　 葛飾ハート センタ ー

本プロ グラ ムでは、 東京都区南部二次医療圈の中核的な急性期病院である 当院を 基幹施設と し て 、 都立小児総合医

療セン タ ー、 都立墨東病院、 都立駒込病院、 都立広尾病院、 都立大塚病院、 都立多摩総合医療セン タ ー、 都立神経病

院、 豊島病院、 東部地域病院、 昭和大学病院、 昭和大学横浜市北部病院、 静岡済生会総合病院その他の病院と 連携し 、

麻酔科研修カ リ キュ ラ ムの到達目標を 達成でき る 教育を提供し ます。 また、 地域の麻酔診療を 維持すべく 十分な知識・

技術・ 態度を 備えた麻酔科専門医を育成し ます。

当院の特徴と し ては総合脳卒中セン タ ーがあり 、 地域の急性期の脳血管疾患医療の中核と なっ ています。 脳神経外

科の他、 ほぼ全ての診療科に対応し ており 、 偏り のない麻酔管理が経験でき ます。 緊急手術も 多く 、 救急診療におけ

る 麻酔管理を 学べます。 当院に診療科のない心臓外科、 小児外科などの麻酔管理は上記関連施設で研修を 行い、 よ り

専門的な知識と 経験を 得ら れるよ う にし ています。

麻酔科外来である ペイ ン ク リ ニッ ク を 行っ ており 充実し た研修ができ ます。 緩和ケアチームの研修も 行えます。 合

計９ 人のスタ ッ フ によ り き め細かい充実し た研修が得ら れます。 是非一度見学に来てく ださ い。
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4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

1 年次 一般麻酔研修（ 前半は合併症のない患者、 後半は高齢者・ 小児等）

荏原病院にて研修を 行う 。 全身麻酔症例 400 例以上、 その他の麻酔症例を含めて計 500 例以上の麻酔管理を経験するこ と
を目標と する。

2 年次 一般麻酔研修（ 脳外科・ 胸外科） 新生児・ 小児麻酔（ 他院研修）

前半は荏原病院にて研修を行う 。 後半は他院で小児麻酔の研修を行う 、 2 年次終了時に麻酔科標榜医、 麻酔科認定医を取得。

3 年次 ER、 特殊麻酔 心臓血管手術麻酔（ 他院研修）

前半は荏原病院または他院で救急救命領域、 重症患者における麻酔管理を行う 。 後半は他院で心臓外科領域の研修を行う 。
地方での研修も 行う 可能性有。

4 年次 ペイ ン ク リ ニッ ク 研修 ICU 緩和医療 総合研修

ペイ ンク リ ニッ ク 外来において癌性疼痛患者の緩和ケア等の研修を行う 。

●　 墨東病院（ 基幹施設）　

　 　 都立墨東病院麻酔科東京医師アカ デミ ー専門研修プログラ ム

プロ グラ ム責任者： 麻酔科　 臼田　 岩男　 　 プロ グラ ム研修期間： 4 年

連携施設病院： 広尾 / 大久保 / 大塚 / 駒込 / 豊島 / 荏原 / 多摩総合 / 多摩北 / 東部 / 神経 / 小児 総合

　 　 　 　 　 　 　 順天堂大学医学部附属順天堂医院 / 順天堂大学医学部附属浦安病院 / 順天堂大学医学部附属静岡病院 / 

　 　 　 　 　 　 　 イ ムス葛飾ハート センタ ー / 越谷市立病院

責任基幹施設である 都立墨東病院と 関連研修施設において 、 専攻医が整備指針に定めら れた麻酔科研修カ リ キュ ラ

ムの到達目標を 達成でき る 教育を 提供し 、 地域の麻酔診療を 維持すべく 十分な知識・ 技術・ 態度を 備えた麻酔科専門

医を 育成し ます。 麻酔科専門研修プロ グラ ム全般に共通する 研修内容の特徴などは別途資料麻酔科専攻医研修マニュ

アルに記さ れています。 基幹施設である 墨東病院のみで専門医取得要件を ほぼ満たすこ と ができ ますが、 よ り 専門性

の高い施設（ 小児総合医療セン タ ー、 ハート セン タ ーなど） の研修を 用意し ています。 東京医師アカ デミ ーと は、 都

立病院が一体と なっ て提供する 後期臨床研修システムのこ と で 、 各病院の特色を 生かし 、 臨床を 重視し た質の高い医

師の育成を 行います。 都立病院の総病床数は 7,200 床であり 、 こ のスケールメ リ ッ ト を 最大限に活用でき る よ う に病

院間連携を行っ て研修を行います。 本研修プログラ ムでは、 連携施設での研修によ り 、 幅の広い一般診療だけでなく 、

救急診療、 ペイ ン ク リ ニッ ク 、 集中治療、 緩和医療、 地域医療を 網羅する 研修を 特徴と し 、 研修終了後は都の地域医

療の担い手と し て、 採用選考の上、 東京都立病院での就業が可能です。

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

1 年次 墨東病院

　

2 年次 小児総合医療セン タ ー 墨東病院 集中治療（ 墨東病院） 墨東病院

　

3 年次 墨東病院 イ ムス葛飾ハート セン タ ー 墨東病院 ペインク リ ニッ ク （ 順天堂医院）

　

4 年次 墨東病院 地域医療（ 越谷市立病院） 緩和ケア（ 駒込病院） 墨東病院

　

●　 多摩総合医療センタ ー（ 基幹施設）　

　 　 東京都立多摩総合医療センタ ー施設群東京医師アカ デミ ー麻酔科専門研修プログラ ム

プロ グラ ム責任者： 麻酔科　 山本　 博俊　 　 プロ グラ ム研修期間： 4 年

連携施設病院： 広尾 / 大久保 / 大塚 / 駒込 / 豊島 / 荏原 / 墨東 / 多摩北 / 東部 / 多摩南 / 神経 / 小児総合

　 　 　 　 　 　 　 東京医科歯科大学病院 / 国立成育医療研究センタ ー / 聖路加国際病院 / 静岡県立こども病院 / 

　 　 　 　 　 　 　 東京ベイ・ 浦安市川医療センタ ー / 埼玉医科大学病院 / 埼玉医科大学国際医療センタ ー / 

　 　 　 　 　 　 　 埼玉医科大学総合医療センタ ー / TMG あさ か医療センタ ー / 慶應義塾大学病院 / 武蔵野赤十字病院

本研修プロ グラ ムは「 東京医師アカ デミ ー」 の麻酔科コ ースの一部門です。 東京医師アカ デミ ーと は、 都立病院が
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一体と なっ て提供する 後期臨床研修システムのこ と で、 各病院の特色を 生かし 、 臨床を 重視し た質の高い医師の育成

を 行います。 都立病院の総病床数は 7,200 床であり 、 こ のスケールメ リ ッ ト を 最大限に活用でき る よ う に病院間連携

を 行っ て研修を 行います。 専門研修基幹施設である 東京都立多摩総合医療セン タ ー、 専門研修連携施設 A の東京医科

歯科大学医学部附属病院、 東京都立小児総合医療セン タ ー、 国立成育医療研究セン タ ー、 慶應義塾大学病院およ び専

門研修連携施設 B の東京都立駒込病院、東京都立広尾病院、東京都立大塚病院、東京都立墨東病院、東京都立神経病院、

東京都立荏原病院、 東京都立豊島病院、 東京都立東部地域病院、 東京都立多摩北部医療セン タ ー、 東京都立多摩南部

地域病院、 聖路加国際病院、 静岡県立こ ども 病院、 東京ベイ ・ 浦安市川医療セン タ ー、 埼玉医科大学病院、 埼玉医科

大学国際医療セン タ ー、 埼玉医科大学総合医療セン タ ー、 TMG あさ か医療セン タ ー、 武蔵野赤十字病院において、 専

攻医が整備指針に定めら れた麻酔科研修の到達目標を 達成でき る 専攻医教育を 提供し 、 地域の麻酔診療を 維持すべく

十分な知識・ 技術・ 態度を備えた麻酔科専門医を 育成し ます。

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

1 年次 多摩総合医療セン タ ー

多摩総合医療センタ ーで全外科領域の麻酔研修を行う （ 一般麻酔研修、 心臓麻酔研修、 産科麻酔研修）

2 年次 多摩総合医療セン タ ー 小児総合医療センタ ー 多摩総合医療セン タ ー

小児麻酔研修を小児総合医療センタ ーで行う 。 機構認定研修プログラ ムの定める経験症例数を 2 年間で達成する。

3 年次 多摩総合医療セン タ ー 連携施設

原則３ 年目以降サブスペシャ リ ティ ーを踏まえて、 他部門（ 神経麻酔、 ペイ ンク リ ニッ ク 、 緩和医療、 救命救急、 集中治
療など） の研修を行う 。

4 年次 多摩総合医療セン タ ー 連携施設 多摩総合医療セン タ ー

地域医療の維持のため、 多摩北部医療センタ ー、 多摩南部地域病院等でも 研修を 行う 。 通常の症例は一人で管理し 、 必要
に応じ て指導医にコ ンサルト する。

●　 東部地域病院（ 基幹施設）　

　 　 東京都立病院機構東京都立東部地域病院麻酔科専門研修プログラ ム

プロ グラ ム責任者： 麻酔科　 浦里　 裕子　 　 プロ グラ ム研修期間： 4 年

連携施設病院： 広尾 / 大久保 / 大塚 / 駒込 / 豊島 / 荏原 / 墨東 / 多摩総合 / 多摩北 / 神経 / 小児 総合

　 　 　 　 　 　 　 順天堂大学医学部附属順天堂医院 / 越谷市立病院

責任基幹施設である 東部地域病院、関連研修施設の墨東病院、小児総合医療セン タ ー、駒込病院、広尾病院、大塚病院、

多摩総合医療セン タ ー、 神経病院、 荏原病院、 豊島病院、 多摩北部医療セン タ ー、 順天堂大学附属順天堂医院において、

専攻医が整備指針に定めら れた麻酔科研修カ リ キュ ラ ムの到達目標を 達成でき る 教育を 提供し 、 地域の麻酔診療を 維

持すべく 、 十分な知識・ 技術・ 態度を 備えた麻酔科専門医を 育成し ます。 本研修プロ グラ ムでは、 連携施設での研修

によ り 、 幅の広い一般診療だけでなく 、 救急診療、 ペイ ン ク リ ニッ ク 、 集中治療、 緩和医療、 地域医療を 網羅する 研

修を 特徴と し ています。 研修内容・ 進行状況に配慮し て、 プロ グラ ムに所属する 全ての専攻医が、 経験目標に必要な

特殊麻酔症例数を 達成でき る よう に、 ローテーショ ン を構築し ます。

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

1 年次 東部地域病院

ペインクリ ニッ ク 含め、 緩和ケアなどを研修する。

2 年次 順天堂大学医学部附属順天堂医院 東部地域病院 順天堂大学医学部附属順天堂医院 東部地域病院

心臓胸部外科の麻酔科研修を行い、 後半は外科全般の麻酔科研修を行う 。

3 年次 小児総合医療セン タ ー 東部地域病院

小児科含め機構認定研修プログラ ムの定める経験症例数を 2 年間で達成する。

4 年次 東部地域病院

麻酔科専門医と し て麻酔全般を一人で管理し 、 初期研修医にも 説明指導ができるよう になる。 また他科と のコ ミ ュ ニケー
ショ ンが円満にできるよう に研修をする。

研修コ ース

モデル

研修コ ース

モデル



皮
　
膚

　
科

皮膚科

61

研修の特徴

◎墨東病院　 　

〇広尾病院

〇大塚病院

〇駒込病院

　

〇多摩総合医療センタ ー

●　 広尾病院　（ 連携施設）

指導医責任者：  皮膚科　 岩澤　 う つぎ

連携をし ている基幹施設病院： 墨東

当プロ グラ ムは皮膚科専門医を 取得すこ と を 目的と し たも ので 、 基幹病院は墨東病院皮膚科です。 当院は連携施設

にあたり ます。 研修期間は基幹病院が 3 年、 連携施設が 2 年の合計 5 年間です。 皮膚科で診察する 疾患は非常に種類

が多く 、 診察する 範囲も 頭の先の髪の毛から 足の先の爪まで多種多様です。 各連携施設の中でも 病院によ っ て得意分

野が違っ てき ます。 墨東病院皮膚科は皮膚科の救急疾患を 多く 扱っ ており 、 当科は皮膚外科と いう 皮膚の手術を 積極

的に行っ ています。 皮膚科の手術は診断を つけて 、 検査を し 、 手術の計画を たて、 実行し 、 切除し た検体の病理組織

を 確認する と いう こ と を 1 人ででき る よ う にト レ ーニン グし ていき ます。 外来診療も 研修開始から 半年を 目安にひと

り 立ち でき る よ う にし ます。  初めの半年で皮膚科の基礎的な部分を 研修し 、 その後に実臨床で研修し ます。 平行し て

手術、 皮膚病理の研修も 行います。 1 年目の研修終了までに皮膚生検、 粉瘤や母斑など皮膚良性腫瘍の単純切除術を

習得でき る よ う にし ます。 2 年目では希望あれば検査科の病理部を ロ ーテーショ ン する こ と も でき ます。 手術の研修

では全層植皮、 小皮弁が習得でき れば理想的です。 日本皮膚科学会認定専門医の受験資格はでは手術の経験も 必要に

なり ます。 当科で経験でき ない疾患は、 基幹病院である墨東病院や、 大塚病院などの他の連携病院でも 研修でき ます。

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

1 年次 皮膚科（ 広尾病院） 病理科（ 広尾病院）

　

2 年次 皮膚科（ 広尾病院）

　

3 年次 皮膚科（ 墨東病院）

　

4 年次 皮膚科（ 墨東病院）

　

5 年次
皮膚科（ 墨東病院）

●　 大塚病院　（ 連携施設）

指導医責任者：  皮膚科　 井上　 梨紗子

連携をし ている基幹施設病院： 墨東

大塚病院皮膚科は地域の中核病院と し て紹介さ れる患者さ んを診療し 、 院内コ ンサルテーショ ンに対応するこ と で、

感染症から アレ ルギー性疾患、 腫瘍や膠原病と いっ た幅広い疾患を 経験する こ と ができ ます。 特に当院は、 総合周産

期母子医療・ 小児医療・ リ ウマチ膠原病疾患の拠点を 特徴に掲げており 、 当該対応症例が多い特徴があり ます。 また、

多汗症、 フ ッ ト ケア、 アレ ルギー関連疾患、 乾癬の診療に力を 入れています。 毎日の外来・ 病棟診療のほか、 毎週皮

膚病理カ ンフ ァ ラ ンス・ 症例検討会を 行っ ています。主に外来日帰り 手術を 定時で行っ ています。院内で行われる各科・

各種勉強会が多数あり 、 皮膚科以外の連携する 診療に役立つプロ グラ ムに恵まれています。 日々の症例の中で、 学会

研修コ ース

モデル

採用施設一覧（ ◎は基幹施設、 ◯は連携施設）
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発表や論文作成を 行っ ていき ます。 大塚病院皮膚科の目標は「 医師自ら が楽し める 皮膚科」 です。 変遷する 皮膚症状

を 観察し 、 患者さ んがよ り 良い皮膚状態になっ ても ら う にはどう し たら よ いか、 自ら 考え、 過去報告を 参照し 、 他医

師やスタ ッ フ の意見も 聞き 、 実践し てみる 。 その過程で皮膚に対する 理解が深まる 体験、 う まく 治療が進み患者さ ん

が喜ぶ体験、 仕事に皮膚科を 選んで良かっ たと 思う 体験を ぜひし て頂き たいです。

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

1 年次 皮膚科

皮膚疾患の所見の取り 方、 記載、 真菌検査、 皮膚生検、 皮膚貼付試験、 軟膏処置、 創傷処置、 光線療法、 小手術などを実践
し ながら 学ぶ。

2 年次 皮膚科

必要時に上級医に助言を求めるが、 主体的に皮膚科診療が行えるよう になるこ と を目標と する。

3 年次 ER 研修（ 墨東病院） 皮膚科（ 墨東病院）

指導医数が多く 、 幅広い疾患を経験できる。 特に手術症例を多く 学ぶ。

4 年次 皮膚科

主体的に皮膚科診療を行う 。 自分の得意分野を見出し 、 同分野の診療レベルを向上さ せるこ と を目標と する。

5 年次 皮膚科（ 大塚病院　 他連携施設病院）

主体的に皮膚科診療を行う 。 自分の不足分野を補う べく 、 他施設での研修も 考慮する。

●　 駒込病院　（ 連携施設）

指導医責任者： 皮膚腫瘍科　 吉野　 公二

連携をし ている基幹施設病院： 墨東

指導医の下、 都道府県がん連携拠点病院の勤務医と し て 、 皮膚悪性腫瘍患者の手術療法、 化学療法、 放射線療法な

ら びに緩和医療を 中心に習得し ます。 皮膚科学会主催の必須の講習会を 受講し 、 年に 2 回以上筆頭演者と し て学会発

表を 行います。 皮膚科関連の学会、 学術講演会、 セミ ナーに積極的に参加し ます。 病院が実施する 医療安全講習会に

定期的に参加し ます。

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

1 年次 皮膚腫瘍科

皮膚腫瘍、 外科手技の習得

2 年次 皮膚科（ 墨東病院）

一般皮膚科の習得

3 年次 皮膚腫瘍科

皮膚腫瘍、 外科手技の習得

4 年次 皮膚科（ 墨東病院）

一般皮膚科の習得

5 年次 皮膚科（ 墨東病院）

一般皮膚科の習得

●　 墨東病院（ 基幹施設）　

　 　 都立墨東病院皮膚科東京医師アカ デミ ー専門研修プログラ ム

プロ グラ ム責任者： 皮膚科　 沢田　 泰之　 　 プロ グラ ム研修期間： 5 年

連携施設病院： 広尾 / 大塚 / 駒込 / 多摩総合

　 　 　 　 　 　 　 防衛医科大学校病院

本プロ グラ ムは大学医局への入局にこ だわら ず、 墨東病院皮膚科を 研修基幹施設と し 、 研修連携施設・ 研修準連携

施設を 加えた研修施設群を 統括する 研修プロ グラ ムです。 なお、 本プロ グラ ムは各研修施設の特徴を 生かし た複数の

研修コ ースを 設定し ています。

【 研修方法】

研修コ ース

モデル

研修コ ース

モデル
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人口 140 万人を 有する 都区東部医療圏最大の総合病院です。 高度救命救急セン タ ー、 総合周産期セン タ ー、 感染症

病棟などを 持ち 、 様々な疾患において地域医療の中心的役割を 果たし ています。 皮膚科においても 、 天疱瘡・ 膠原病

などの難治難病、 重症感染症・ 壊疽などの救急や皮膚・ 皮下腫瘍、 皮膚悪性腫瘍などの皮膚外科、 下肢静脈瘤・ 下腿

潰瘍などの皮膚の循環障害の診断と 治療、 他施設では例を 見ない超音波検査、 CT、 MRI などの画像を 使用し た診断な

ど地域においてなく てはなら ない役割を果たし ています。

専攻医は年間 200 名程度の入院患者を 3 名 1 組のグループで診療し 、数多く の希少な疾患を経験するこ と ができ ます。

皮膚科学会主催の必須の講習会を 受講し 、 年に 1 回以上筆頭演者と し て学会発表を 行い、 論文を 作成し ます。 皮膚科

関連の学会、 学術講演会、 セミ ナーに積極的に参加し ます。 病院が実施する医療安全講習会に定期的に参加し ます。

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

1 年次 墨東病院

（ 基本 A コ ース） 研修基幹施設を中心に研修する基本的なコ ース。

2 年次 墨東病院

臨床のみではなく ， 学会発表， 論文作成など臨床研究の基礎を基幹病院で研修し た後に， 連携病院で臨床を行う 。

3 年次 連携施設

連携施設は原則と し て 1 年ごと で異動するが， 諸事情により 2 年間同一施設も あり 得る。

4 年次 連携施設

連携施設は原則と し て 1 年ごと で異動するが， 諸事情により 2 年間同一施設も あり 得る。

5 年次 墨東病院

最終年次には， 診療チームのサブリ ーダーと し ， 難度の高い疾患の治療計画手術計画を 立てると と も に， 後輩の指導を行
う こ と により 自ら の不足し ている部分を発見し 補う 。

●　 多摩総合医療センタ ー　（ 連携施設）

指導医責任者： 皮膚科　 加藤　 峰幸

連携をし ている基幹施設病院： 墨東

当施設は普通病棟以外に ER、 結核病棟、 精神病棟など 700 床以上の病床があり 、 隣接する 神経病院や地域の医療機

関から 多数の症例が紹介さ れます。 当施設の特徴は、 担当する 医療圏が広いため、 疾患のバラ ン スがと れている こ と

です。 薬疹や蕁麻疹などのアレ ルギー性疾患、 水疱症、 膠原病、 リ ン パ腫、 良性・ 悪性皮膚腫瘍など 、 幅広い疾患を

経験する こ と ができ ます。 基幹施設である 墨東病院や杏林大学病院で計 1 年間以上の研修を 行い、 広範囲の植皮術な

どを経験する こ と ができ ます。

また、 新専門医制度に変わり 、 皮膚科専門医取得のために必要な単位も 増えています（ 日本皮膚科学会ホームペー

ジ参照　 https://w w w .derm atol.or.jp /）。 皮膚科領域では専門医取得に最低 3 本の論文発表が必要です。 当科では年１

～２ 回の学会発表、 論文投稿や研究会の参加を勧め、 単位取得を サポート し ていき ます。

皮膚科の研修期間は 5 年間で、 基本領域学会の中でも 短い期間ではあり ません。 皮膚科医は女性が多く 、 5 年間の

研修中には様々なラ イ フ イ ベン ト が予想さ れますが、 相談し ながら キャ リ アの継続を サポート し ていき ます。 是非一

度見学にいら し てく ださ い。

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

1 年次 皮膚科（ 多摩総合医療セン タ ー）

皮膚所見の記載や基本的手技（ 真菌鏡検、 パッ チテスト 、 プリ ッ ク テスト 、 光線治療、 皮膚小手術など） を身につける。

2 年次 皮膚科（ 多摩総合医療セン タ ー）

必要時に上級医に指示を受けるが、 一人で外来診療ができる。 希望があれば基幹施設病院で研修を受けるこ と ができる。

3 年次 皮膚科（ 墨東病院）

1 年間基幹施設病院で研修を受ける。 特に手術症例を学ぶ。

4 年次 皮膚科（ 墨東病院）

診察・ 検査・ 治療を一人で計画するこ と ができる。 皮膚病理診断ができる。

5 年次 皮膚科（ 墨東病院）

得意分野の専門性を向上さ せる。

研修コ ース

モデル

研修コ ース

モデル
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◎多摩総合医療センタ ー　 　

〇駒込病院
〇神経病院

●　 駒込病院　（ 連携施設）

指導医責任者：  耳鼻咽喉科・ 頭頸部外科　 杉本　 太郎

連携をし ている基幹施設病院： 多摩総合

当プロ グラ ムは、 多摩総合医療セン タ ーを 基幹研修施設と し た「 多摩総合医療セン タ ー耳鼻咽喉科専門研修プロ グ

ラ ム」 に属し 、 連携施設である 駒込病院耳鼻咽喉科・ 頭頸部外科を 中心に研修を 行う コ ースです。 日本耳鼻咽喉科学

会が定めた研修到達目標や症例経験基準に掲げら れた疾患や手術を 経験し 、 耳鼻咽喉科専門医取得を 目標と し ます。

プロ グラ ムに定めら れた研修の評価は施設ごと に指導管理責任者、 指導医、 およ び専攻医が行い、 プロ グラ ム責任者

が最終評価を 行います。 4 年間の研修修了時にはすべての領域の研修到達目標を達成し 、 4 年間の研修中、 認定さ れて

いる 学会において学会発表を 少なく と も 3 回以上行います。 また、 筆頭著者と し て学術雑誌に 1 編以上の論文執筆・

公表を 行います。 研修の評価や経験症例は日耳鼻が定めた方法でオン ラ イ ン 登録し ます。 駒込病院耳鼻咽喉科・ 頭頸

部腫瘍外科の特徴と し ては、 頭頸部癌に対する 低侵襲な手術（ 経口的切除術、 CO2 レ ーザ手術） から 拡大切除 + 再建

手術、 IMRT を利用し た化学放射線療法、 分子標的薬治療、 免疫チェ ッ ク ポイ ン ト 阻害薬治療、 緩和医療まで幅広い頭

頸部癌診療を 施行し ている事が挙げら れます。拠点病院と し て多数の症例が集中し 、特に食道癌と 頭頸部癌の合併症例、

甲状腺癌症例が多いです。 また、 耳鼻咽喉科領域感染症、 鼻副鼻腔、 咽喉頭領域の良性疾患の保存的治療や手術加療

等も 積極的に行っ ています。

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

1 年次 駒込病院

　

2 年次 駒込病院

　

3 年次 多摩総合医療セン タ ー 駒込病院／多摩総合医療セン タ ー

　

4 年次 駒込病院

　

●　 多摩総合医療センタ ー（ 基幹施設）　

　 　 多摩総合医療センタ ー耳鼻咽喉科専門研修プログラ ム

プロ グラ ム責任者： 耳鼻咽喉科　 中屋　 宗雄　 　 プログラ ム研修期間： 4 年

連携施設病院： 駒込 / 神経 / 小児総合

　 　 　 　 　 　 　 虎の門病院 / NTT 東日本関東病院 

耳鼻咽喉科医師と し ての人格の涵養に努め、耳、鼻・ 副鼻腔、口腔・ 咽頭・ 喉頭、頭頸部腫瘍の全ての診療分野において、

幅広い知識と 臨床能力を習得し 、「 国民に安全で安心な標準的医療を 提供でき る 」 耳鼻咽喉科専門医を育成するこ と を

目的と し ます。 また、 診療技能のみなら ず、 学会発表や論文作成を 通じ 、 科学者と し ての能力を 取得する こ と も 目標

と し ます。 基幹研修施設である 多摩総合医療セン タ ーを 中心に、 多摩総合医療セン タ ーに隣接する 小児総合医療セン

タ ー・ 神経病院と 虎の門病院において 、 それぞれの特徴を 生かし た耳鼻咽喉科専門研修を 行い、 日耳鼻研修到達目標

や症例経験基準に掲げら れた疾患や手術を 経験し ます。 4 年間の研修修了時にはすべての領域の研修到達目標を 達成

研修コ ース

モデル

採用施設一覧（ ◎は基幹施設、 ◯は連携施設）

研修プログラ ムの特徴
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し 、 4 年間の研修中、 認定さ れている 学会において学会発表を 少なく と も 3 回以上行います。 また、 筆頭著者と し て

学術雑誌に 1 編以上の論文執筆・ 公表を行います。

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

1 年次 多摩総合医療センタ ー

　

2 年次 多摩総合医療セン タ ー 小児総合医療セン タ ー

　

3 年次 多摩総合医療センタ ー

　

4 年次 多摩総合医療センタ ー

　

〇　 多摩総合医療セン タ ーで研修可能なサブスペシャ ルティ 領域

本コ ースでは内分泌外科学の専門的な知識と 技能を 高め、 内分泌外科疾患の高度かつ専門的な知識と 診療技能を 有

する 者を 養成する こ と を 目的と し 、 甲状腺腫瘍・ 副甲状腺腫瘍に対する 高度の手術技能を も っ た内分泌外科専門医の

取得が可能である 。 加えて、 耳鼻咽喉科・ 頭頸部外科に関する 熟練し た技能と 高度の専門知識と と も に 、 がん治療の

共通基盤と なる 基本的知識と 技術、 医療倫理を 併せ持ち 、 頭頸部がんの集学的治療を 実践する 能力を 養成し 、 頭頸部

がん専門医の取得が可能なコ ースである。 当院での内分泌外科専門医 2 名・ 内分泌外科指導医 1 名・ 頭頸部がん専門

医 4 名・ 頭頸部がん指導医 1 名によ り 内分泌外科学会およ び頭頸部外科学会の研修ガイ ド ラ イ ン に則り 十分な診療経

験を得るに必要な数の症例を経験する こ と ができ る。

研修コ ース

モデル

プロ グラ ム責任者： 耳鼻咽喉科・ 頭頸部外科　 中屋　 宗雄　 　 プロ グラ ム研修期間： 4 年
内分泌外科 /
頭頸部がん

（ 医師アカ デミ ー シニアレ ジデン ト 合同発表会風景） （ 多摩総合医療セン タ ー 合同発表会風景）
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◎駒込病院　 　

〇大塚病院
〇豊島病院
〇墨東病院
〇多摩総合医療センタ ー

〇多摩北部医療センタ ー
〇多摩南部地域病院　 　
〇小児総合医療センタ ー

指導医責任者：  泌尿器科　 高沢　 亮治

連携をし ている基幹施設病院： 駒込

首都圏を 代表する 尿路結石セン タ ーと し て 、 豊富な症例のエン ド ウロ ロ ジー手術を 特徴と し ています。 同分野の最

先端治療を 経験する こ と ができ ます。 国内外の学会に積極的に参加し て演題発表する と と も に、 学術論文作成を おこ

なっ ています。 また、 結石治療だけでなく 、 東京都区西北部の基幹病院と し て、 泌尿器がん・ 排尿障害の診療にも 取

り 組んでいます。 良性疾患・ 悪性疾患どち ら も 幅広く 症例を 経験し 、 泌尿器科専門医と し ての基礎的な知識と 技術を

習得するこ と ができ ます。 大塚病院採用でも 専門医取得は十分可能です。

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

1 年次 泌尿器科 Ｅ Ｒ /救命救急研修 泌尿器科

　

2 年次 泌尿器科 他科 / 他院研修 泌尿器科

　

3 年次 泌尿器科 他科 / 他院研修 泌尿器科

　

4 年次 泌尿器科 他科 / 他院研修 泌尿器科

　

●　 駒込病院（ 基幹施設）　

　 　 がん・ 感染症センタ ー都立駒込病院泌尿器科東京医師アカ デミ ー専門研修施設群専門研修プログラ ム

プロ グラ ム責任者： 腎泌尿器外科　 古賀　 文隆　 　 プロ グラ ム研修期間： 4 年

連携施設病院： 大塚 / 豊島 / 墨東 / 多摩総合 / 多摩北 / 多摩南 / 小児総合

　 　 　 　 　 　 　 国立がん研究センタ ー東病院 / がん研有明病院 / 青梅市立総合病院 / 東京北医療センタ ー / 細部医院 / 島し ょ 等 

地域中核病院である と 同時に本プロ グラ ムの基幹施設である 駒込病院は都道府県がん診療連携拠点病院に 、 多摩総

合医療セン タ ーと 墨東病院はがん診療連携拠点病院およ び救命救急セン タ ーに、 小児総合医療セン タ ーはがん診療連

携拠点病院に指定さ れています。 また、 サブスペシャ リ ティ ー領域と し て各種低侵襲手術（ 腹腔鏡・ 腹腔鏡下小切開

[ ロ ボサージャ ン 手術 ]・ ロ ボッ ト 支援手術）、 結石治療、 小児泌尿器科、 透析の専門的研修を 提供し ています。 本専門

研修プロ グラ ムの施設群では、 腹腔鏡手術や腹腔鏡下小切開手術を 含めた年間 1,800 ～ 2,200 例の泌尿器科腫瘍・ 尿

路結石・ 前立腺・ 小児泌尿器科疾患などの幅広い領域にわたる一般的も し く は専門的泌尿器科手術を 行っ ている ほか、

救急疾患を はじ めと する 幅広い泌尿器科疾患の研修に対応し ています。 こ のよ う に、 診療に関し ては、 地域医療と 専

門医療の両面へ配慮する 事で、 バラ ン スのよ い優れた泌尿器科専門医を 育成する 事を 特色と し ています。 一方で、 先

導的立場に立つ泌尿器科専門医と し てのプロ フ ェ ッ ショ ナリ ズムと リ サーチマイ ン ド の素養の育成を 目的に 、 症例報

告のみなら ず臨床研究にも 積極的に参画し 、 国内外での学会発表や論文報告を 行っ ていき ます。 さ ら に興味のある 専

攻医は、 文部科学省科学研究費を 取得し ての研究を 行う こ と ができ る 体制（ 駒込病院およ び多摩総合医療セン タ ー）

も 整っ ています。

●　 大塚病院　（ 連携施設）　

　 　 がん・ 感染症センタ ー都立駒込病院泌尿器科　 東京医師アカ デミ ー専門研修施設群専門研修プログラ ム

研修コ ース

モデル

採用施設一覧（ ◎は基幹施設、 ◯は連携施設）

研修プログラ ムの特徴
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研修の特徴

また、 総合診療能力の向上を 図る ための研修と し て多摩総合医療セン タ ーや墨東病院における Ｅ Ｒ 研修や島し ょ 等

の都内へき 地医療機関における地域医療研修も 実施し ています。

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

1 年次 駒込病院 ER 研修（ 墨東病院） 結石治療（ 大塚病院） 駒込病院

　

2 年次
癌治療・ ロボサージャ ン 手術・ ロ ボッ ト 支援手術（ 駒込病院）

小児泌尿器科
（ 小児総合医療セン タ ー）

　

3 年次
癌治療・ ロボサージャ ン 手術・ ロ ボッ ト 支援手術（ 駒込病院）

前立腺レ ーザー治療
（ 多摩南部地域病院）

　

4 年次 癌治療・ 腹腔鏡手術（ 国がんセン タ ー東・ がん研有明） 駒込病院

　

●　 多摩総合医療センタ ー　（ 連携施設）

指導医責任者：  泌尿器科　 東　 剛司

連携を し ている基幹施設病院： 駒込

東京医師アカ デミ ー泌尿器科研修プログラ ムの研修基幹施設および連携施設は、 東京都広域 16 市 5 区の合計 5 つの

2 次医療圏にある 6 つの地域中核病院（ 駒込病院、大塚病院、豊島病院、多摩総合医療センタ ー、小児総合医療センタ ー、

多摩北部医療セン タ ー、 多摩南部地域病院） の役割を 担う と 同時に、 7 研修施設全てがサブスペシャ リ ティ ー領域の

専門性の高く 、 特色のある 泌尿器科医療を 提供し ています。 こ れら の研修施設群で泌尿器科の研修を する 事で 、 泌尿

器科医と し ての多彩な専門研修の実現と 偏り のない診療経験の獲得、 地域医療への貢献を 可能と し ています。 4 年間

の研修期間のう ち 、 初年度と 4 年目に 3 ヶ 月ずつの合計 6 ヶ 月間を 、 研修基幹施設である 駒込病院で研修する 事と し

ています。 残り の 3 年 6 ヶ 月間は研修連携施設または基幹施設での研修と なり ますが、 本人の希望や研修の進捗状況

に応じ て、 １ 研修施設に最大 3 年 6 ヶ 月までの研修期間が許容さ れます。 多摩総合医療セン タ ーでは、 尿路悪性腫瘍

を 中心に、 排尿障害、 尿路感染、 尿路結石など泌尿器科領域全般について診療を し ています。 腎癌、 腎盂・ 尿管癌に

は腹腔鏡下手術を、 前立腺癌、 腎癌、 膀胱癌には、 ロ ボッ ト 手術を 行っ ています。 こ れら の手術に加え、 尿路悪性腫

瘍に対する 薬物療法も 積極的に行っ ており ます。 当科には、 がん薬物療法専門医が在籍し ていますので 、 薬物療法を

基本から 学ぶこ と が出来ます。 今話題の免疫療法に関し ても 、 腫瘍免疫の専門家がいますので 、 学ぶこ と が可能です。

さ ら に、 学会発表および学術論文の作成を指導し 、 科学者と し ての能力を取得するこ と も 目標と し ます。

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

1 年次 駒込病院 7 施設から 選択

　

2 年次 7 施設から 選択

　

3 年次 7 施設から 選択

　

4 年次 7 施設から 選択 駒込病院

　

研修コ ース

モデル

研修コ ース

モデル
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研修の特徴

◎駒込病院

〇広尾病院
〇大久保病院　 　
〇豊島病院
〇墨東病院

◎多摩総合医療センタ ー

〇多摩北部医療センタ ー
〇神経病院
〇小児総合医療センタ ー

●　 駒込病院（ 基幹施設）　

　 　 東京都立駒込病院施設群病理専門研修プログラ ム

プロ グラ ム責任者： 病理科　 比島　 恒和　 　 プロ グラ ム研修期間： 3 年

連携施設病院： 広尾 / 大久保 / 豊島 / 墨東

　 　 　 　 　 　 　 東京医科歯科大学病院 

本プロ グラ ムは、 剖検例、 生検、 手術例の組織診断、 術中迅速診断、 細胞診などの分野を 3 年間で研修し 、 病理専

門医受験資格を 得る こ と を 目標と し ています。 基幹施設である 駒込病院は、 がんの専門病院と し て都道府県がん診療

連携拠点病院に指定さ れていますが、 総合基盤に則っ た医療を 実践し ている ため、 がんのみなら ず非がん例も 含めた

幅広い症例を 経験する こ と が可能です。 さ ら に、 3 年間のう ち 都内の中核病院に相当する 他の都立病院（ 墨東病院、

広尾病院、 豊島病院、 大久保病院） を ロ ーテ ーショ ン し 、 基幹施設にはない多彩な 症例を 経験する こ と も でき ます。

各施設を まと める と 症例は豊富で、 専門医受験資格に必要な剖検数も 十分確保さ れています。 各施設にはベテラ ン の

専門研修指導医が揃っ ており 、 カ ン フ ァ レ ン スの場も 多く 、 病理医と し て成長し ていく ための環境が整っ ています。

駒込病院では手術材料は未固定の状態で手術室から 送ら れてく る ため、 検体の処理、 肉眼所見の取り 方、 切り 出し 、

報告書作成まで同一症例で学ぶ機会が多い点も 本プロ グラ ムの特徴の一つです。 診断能力の習得に加え、 学会発表や

論文作成に関し ても 指導、 支援を 行っ ています。

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

1 年次 病理

後半から 連携施設での剖検にも 従事し ます。

2 年次 病理 病理（ 連携施設） 病理 病理（ 連携施設） 病理 病理（ 連携施設）

連携施設をローテーショ ンし ます

3 年次 病理

連携施設での剖検にも 従事し ます

●　 多摩総合医療センタ ー（ 基幹施設）　

　 　 都立多摩総合医療センタ ー施設群病理科・ 東京医師アカ デミ ー専門研修プログラ ム

プロ グラ ム責任者： 病理科　 岡田　 晴香　 　 プロ グラ ム研修期間： 3 年

連携施設病院： 多摩北 / 神経 / 小児総合 

　 　 　 　 　 　 　 公立昭和病院 / がん検診センタ ー / 川崎幸病院 / 東京西徳州会病院

日本における 病理専門医数は近年横ばい状態で 、 増加する 臨床から のニーズに十分対応でき る 状態と は言い難いの

が現状です。 こ のよ う な状況を 改善する ため、 本プロ グラ ムでは病理学のやり がいと 楽し さ を 満載し た 、 実務的で魅

力的な病理専門プロ グラ ムを 提供する こ と を 目指し ています。 本プロ グラ ムでは、 多摩総合医療セン タ ー病理科を 基

幹施設と し 、 3 年間は公立昭和病院、 多摩北部医療セン タ ー、 川崎幸病院、 小児総合医療セン タ ー、 神経病院、 東京

西徳州会病院、東京都がん検診セン タ ーの各専門研修連携施設での研修を 通し て、病理専門医資格の取得を 目指し ます。

各施設を合わせる と 症例数は豊富で、小児、神経など多彩で専門的な領域にも 及び、剖検も 十分な数を 実施し ています。

指導にあたる 研修指導医や専門医も 各施設に揃っ ています。 各種の院内カ ンフ ァ ラ ン スも 多く あり 、病理医と し て日々

研修コ ース

モデル

採用施設一覧（ ◎は基幹施設、 ◯は連携施設）

研修プログラ ムの特徴
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研鑽、 成長し ていく ための環境が整っ ています。 また、 本プロ グラ ムでの研修においては、 ラ イ フ ・ ワーク バラ ン ス

も 重視し ています。 充実し た病理専門研修を 行う のは勿論重要ですが、 第一線の病理医と し て長期にわたっ て継続的

に仕事を 行っ ていく ためには、 病理以外においても 充実し た人生を 送る こ と が大切です。 そのために病理業務は可能

な限り 時間内に切り 上げ、 それ以外の時間を 有意義に使える よ う 配慮し ています。 本病理専門研修プロ グラ ムに是非

参加し て、 知識のみなら ず技能や態度にも 優れた、 次代を 担う 病理専門医を目指し てく ださ い。

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

1 年次 多摩総合医療センタ ー

剖検（ Ｃ Ｐ Ｃ 含む） と 基本的な病理診断と 細胞診、 関連法律や医療安全を主な目的と する。

2 年次 連携施設（ 公立昭和病院、 多摩北部医療セン タ ー、 川崎幸病院）

剖検（ Ｃ Ｐ Ｃ 含む） と やや専門的な病理診断及び基本的な細胞診を主な目的と する。 こ の年次までに剖検講習会受講のこ と 。
可能であれば死亡解剖資格も取得する。

3 年次 多摩総合医療センタ ー

多摩総合での研修を基本と し 、 連携施設で週１ 回の研修を行う 。 剖検（ Ｃ Ｐ Ｃ 含む） と 専門的な病理診断及び専門的な細
胞診を主な目的と する。 こ の年次までに専門医試験受験資格と し て必要な講習会を受講する。

研修コ ース

モデル

（ 医師アカ デミ ー シニアレ ジデン ト 合同発表会風景）
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◎駒込病院　 　

〇大塚病院
〇荏原病院
〇墨東病院

◎多摩総合医療センタ ー

〇神経病院
〇小児総合医療センタ ー

●　 大塚病院　（ 連携施設）

指導医責任者：  放射線科　 山田　 佳菜

連携をし ている基幹施設病院： 駒込 / 多摩総合

当院は、 総合病院と し ての基盤の上に最重点医療と し て 、 総合周産期母子医療・ 小児医療を かかげ、 リ ウマチ・ 膠

原病系難病診療、 心身障害児・ 高齢者、 がん医療などの幅広い分野を 、 開設当初から 地域医療連携を 念頭に推進し て

います。 当科は日本医学放射線学会、 日本核医学会から それぞれ修練機関病院と し ての認定を 受けており 、 原則 3 年

で専門研修医を 受け入れます。 年間の報告書作成件数は約 36000 件で、 専門医受験資格取得には十分な症例数を 確保

し ていますが、 不足分は基幹施設病院や他の連携施設病院へのロ ーテーショ ン 時に補填さ れます。 当科は駒込病院を

基幹施設病院と する 放射線科専門研修プロ グラ ムに参加し ており 、 任期 3 年の間に他施設を 定期的にロ ーテーショ ン

する こ と で、 幅広い放射線科的知識、 技術を 体得し 専門医試験、 診断ある いは治療専門医資格の取得を 目標と し てい

ます。 研修は原則、 １ 対 1 のマン ツ ーマン 方式で、 適宜当科で作成し ている ティ ーチン グフ ァ イ ル等を 用いてのディ

スカ ッ ショ ン を 追加し ます。 また放射線治療も 行われており 、 がん治療における 放射線治療の役割などを 研修する こ

と ができ ます。 以下に、 当院の専門研修医のロ ーテート 例を 掲げますが、 希望によ り 研修期間や研修施設は調整が可

能です。 一例と し て参考にし ていただき たいと 思います。

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

1 年次 大塚病院 診断（ 駒込病院）

新専門医制度では任期中に基幹施設病院を合計で 1 年間ローテーショ ンするこ と が義務づけら れているため駒込病院の研修
が合計 1 年と なり ます。

2 年次 大塚病院 治療（ 駒込病院） 診断（ 駒込病院）

新専門医制度では任期中に基幹施設病院を合計で 1 年間ローテーショ ンするこ と が義務づけら れているため駒込病院の研
修が合計 1 年と なり ます。

3 年次 大塚病院 小児 検診センタ ー 大塚病院

小児 = 小児総合医療センタ ーでの小児科領域の画像診断、 検診センタ ー = がん検診センタ ーで消化管造影などを研修（ い
ずれも 期間は調整可能）

●　 駒込病院（ 基幹施設）　

　 　 東京都立アカ デミ ー駒込放射線科専門研修プログラ ム

プロ グラ ム責任者： 放射線科　 高木　 康伸　 　 プログラ ム研修期間： 3 年

連携施設病院： 大塚 / 荏原 / 墨東 / 多摩総合 / 神経 / 小児総合 

　 　 　 　 　 　 　 鳥取大学医学部附属病院 / 筑波大学附属病院 / 横浜市立大学附属病院 / 国際医療福祉大学成田病院

当プログラ ムは駒込病院（ 駒込） を基幹施設と し て、 多摩総合医療セン タ ー（ 多摩総合）、 大塚病院、 荏原病院、 小

児総合医療センタ ー（ 小児総合）、 墨東病院、 神経病院、 筑波大学附属病院、 鳥取大学医学部付属病院、 横浜市立大学

附属病院、 国際医療福祉大学成田病院を 連携施設と する 放射線科専門医を 養成する プロ グラ ムです 。 その特徴は、 都

内 7 病院で約 4000 床の病床を 有し 、 豊富な指導医のも と 放射線科関連の検査が数多く 行なわれ、 救急から 慢性疾患、

そし て癌の診断まで、 単純写真から CT、 MRI、 血管造影そし て PET-CT や IVR も 含めた十分な放射線診断の研修が受け

ら れます。 放射線治療に関し ては駒込と 多摩総合にて豊富な指導医を 始めと する 充実し たスタ ッ フ と 治療装置の環境

下、 通常の放射線治療から 最先端の高精度放射線治療に至る まで 、 幅広い疾患についての盛り だく さ んの研修を 行な

研修コ ース

モデル

採用施設一覧（ ◎は基幹施設、 ◯は連携施設）
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う 事が出来ます。 以上のよう に当プロ グラ ムはいずれの施設も 都内に位置し （ 連携し ている 大学病院を除く ）、 相互間

の距離も 隔たっ ていない好環境で、病院間の連携体制も 良好で、なおかつ満遍なく バラ ンスの取れた研修が可能であり 、

放射線科専門医取得のために絶好のプログラ ムである と 考えら れます。

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

1 年次 放射線治療 放射線診断（ 大塚病院）

治療専攻の専攻医のモデルの一例です。 専攻医の希望を優先し て予定を立てますが、 専門医試験に必要な経験症例数を満た
すために、 診断部門も ローテーショ ンに組み込みます。

2 年次 放射線治療 放射線診断 小児総合

３ 年間の間に基幹施設（ 放射線科総合修練機関） である駒込病院にで１ ２ か月間の研修が必須と なっ ています。

3 年次 放射線治療

3 年目には小児総合医療センタ ーなどでの研修も 行っ ています。

1 年次 放射線診断 放射線治療

診断専攻の専攻医のモデルの一例です。 専攻医の希望を優先し て予定を立てますが、 専門医試験に必要な経験症例数を満た
すために、 治療部門もローテーショ ンに組み込みます。

2 年次 放射線診断（ 大塚病院）  放射線診断（ 多摩総合医療セン タ ー）

３ 年間の間に基幹施設（ 放射線科総合修練機関 ) である駒込病院にで１ ２ か月間の研修が必須と なっ ています。

3 年次 小児総合医療セン タ ー 放射線診断

3 年目には小児総合医療センタ ーや神経病院などのローテート も 可能です。

〇　 駒込病院で研修可能なサブスペシャ ルティ 領域

当プロ グラ ムは基本領域「 放射線科」 のサブスペシャ ルティ 領域「 放射線治療」 を 研修し 、 放射線治療専門医を 養

成する プロ グラ ムです。 駒込病院を 基幹施設と する 、「 東京都立アカ デミ ー駒込放射線科プロ グラ ム」 で放射線科基本

領域研修を 行い、 その 2 年目から 連動研修と し て当プロ グラ ムでの放射線治療領域研修を 開始する こ と ができ 、 早期

に基本領域と サブスペシャ ルティ 領域の専門性を 習得でき ます。

研修内容については、 駒込病院と 墨東病院で豊富な指導医を 始めと する 充実し たスタ ッ フ と 治療装置の環境下、 幅

広い領域の腫瘍について、 通常の放射線治療から 最先端の高精度放射線治療に至る まで多数の症例を 経験でき 、 満遍

なく バラ ン スの取れた研修を行なう 事が出来ます。

放射線科専門医は後期研修 4 年目で受験し 、 その後 2 年の研修を 経て後期研修 6 年目に診断専門医を 受験し ます。

東京都医師アカ デミ ーでは 3 年の後期研修を 行っ ており 、 その後さ ら に 3 年の研修を 行い、 放射線診断専門医の取得

を 目標と し ます。

CT, MRI, RI（ PET 含む） の検査指示から 撮影の立ち 合い、確認を 行い読影までの全体を研修し ます。 IVR（ 画像下治療）

についても TACE などの血管造影や CT ガイ ド 下の穿刺手技を 単独で行える こ と を 目標と し て研修を 行います。 また、

担当領域を 決めて院内のキャ ンサーボード にも 参加し ます。

院内、 科内のジュ ニアレ ジデン ト やシニアレ ジデン ト の指導も 担当し て 、 後輩の育成を 通し て自身の成長にも つな

げても ら います。

●　 荏原病院　（ 連携施設）

指導医責任者：  放射線科　 岡田　 洋一

連携をし ている基幹施設病院： 駒込 / 多摩総合

放射線診断専門医の取得を 目標と し 、 日本医学放射線学会専門医研修ガイ ド ラ イ ン に準拠し て研修を 行いま す 。

General rad iolog ist 育成を 目的と し 、 さ ら に subspeciality を 専攻し て臨床研究、 学会発表、 論文作成を 行います。 診

研修コ ース

モデル

コ ースモデル（ ロ ーテート 例）

（ 診断専攻）

（ 治療専攻）

プロ グラ ム責任者： 診療放射線科　 室伏　 景子　 　 プロ グラ ム研修期間： 3 ～ 5 年放射線治療

新専門医制度

プロ グラ ム責任者： 放射線診療科診断部　 高木　 康伸　 　 プロ グラ ム研修期間： 3 年放射線診断
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療においては読影のみなら ず、 画像診断管理についても 習得し 画像診断を 通じ て日常診療、 救急診療に積極的に介在

し ます。 核医学、 放射線治療の基礎についても 習得し ます。 1 年次： CT,MR、 各種造影検査の原理と 撮像プロト コ ール

の特徴を理解し 、 基本的な所見の読み方、 鑑別診断、 さ ら に最終診断への考え方を学びます。 血管造影、 IVR 主手技の

基本を 習得する 。 院内各科およ び院外における カ ン フ ァ ラ ン スに参加し 発表し ます。 subspeciality と 研究テーマを 選

択し 、 臨床研究、 学会発表の方法を 学び、 実際に学会発表を 行います。 2 年次は放射線腫瘍学、 放射線治療学を 研修

し ます。 2 年次後半から は、 よ り 専門性の高い診断学、 超音波医学、 核医学、 放射線腫瘍学を 研修し 、 subspecialty も

含めた専門的な分野を 習得し ます。

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

1 年次 荏原病院

１ 年次は荏原病院にて撮像法の原理や画像診断（ 読影）、 造影検査手技等を研修する。

2 年次 治療（ 駒込病院） 診断（ 駒込病院）

２ 年次は基幹施設である駒込病院にて、 前半は治療・ 後半は診断について研修する。

3 年次 大塚病院 小児 がん検診 荏原病院

３ 年次は荏原病院のほか、 小児総合医療センタ ーやがん検診センタ ーでより 専門性の高い研修を行う 。

●　 墨東病院　（ 連携施設）

指導医責任者：  放射線科　 高橋　 正道

連携をし ている基幹施設病院： 駒込 / 多摩総合

（ 東京医師アカ デミ ー　 ホームページ　 駒込病院　 放射線科より 　 一部改変）

当プログラ ムは駒込病院を基幹施設と し て、 多摩総合医療セン タ ー、 大塚病院、 荏原病院、 小児総合医療センタ ー、

神経病院、 墨東病院を 連携施設と する、 放射線科専門医を 養成する プロ グラ ムです。 その特徴は 7 病院で 4000 床以

上の病床を有し 、 豊富な指導医のも と 放射線科関連の検査が数多く 行われ、 救急から 慢性疾患、 そし て癌の診断まで、

単純写真から CT、 MRI、 血管造影そし て PET-CT や IVR も 含めた十分な放射線診断の研修が受けら れます。 放射線治療

に関し ては、 駒込と 多摩総合にて、 豊富な指導医を 始めと する 充実し たスタ ッ フ と 治療装置の環境下、 通常の放射線

治療から 先進的な高精度放射線治療に至る まで 、 幅広い疾患についての盛り だく さ んの研修を 行う 事が出来ます。 以

上のよ う に当プロ グラ ムは、 いずれの施設も 都内に位置し 、 相互間の距離も 隔たっ ていない好環境で 、 なおかつ満編

なく バラ ンスの取れた研修が可能であり 、 放射線科専門医取得のために絶好のプログラ ムです。

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

1 年次 墨東病院 診断（ 駒込病院）

新専門医制度では任期中に基幹施設病院を合計で 1 年間ローテーショ ンするこ と が義務づけら れているため駒込病院の研修
が合計 1 年と なり ます。

2 年次 墨東病院 治療（ 駒込病院）

新専門医制度では任期中に基幹施設病院を合計で 1 年間ローテーショ ンするこ と が義務づけら れているため駒込病院の研
修が合計 1 年と なり ます。

3 年次 墨東病院 小児 神経病院 墨東病院

説明： 小児 = 小児総合医療センタ ーでの小児科領域の画像診断、神経病院 = 神経病院で神経領域の画像診断などを研修（ い
ずれも 期間は調整可能）

〇　 墨東病院で研修可能なサブスペシャ ルティ 領域

当プロ グラ ムは基本領域「 放射線科」 のサブスペシャ ルティ 領域「 放射線治療」 を 研修し 、 放射線治療専門医を 養

成する プログラ ムです。 がん・ 感染症センタ ー都立駒込病院を基幹施設と する 、「 がん・ 感染症セン タ ー都立駒込病院

施設群　 東京医師アカ デミ ー　 放射線科専門研修プロ グラ ム」 で放射線科基本領域研修を 行い、 その 2 年目から 連動

研修と し て当プロ グラ ムでの放射線治療領域研修を 開始する こ と ができ 、 早期に基本領域と サブスペシャ ルティ 領域

研修コ ース

モデル

研修コ ース

モデル

プロ グラ ム責任者： 診療放射線科　 待鳥　 裕美子　 　 プログラ ム研修期間： 3 ～ 5 年放射線治療
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の専門性を習得でき ます。

研修内容については、 駒込病院と 墨東病院で豊富な指導医を 始めと する 充実し たスタ ッ フ と 治療装置の環境下、 幅

広い領域の腫瘍について、 通常の放射線治療から 最先端の高精度放射線治療に至る まで多数の症例を 経験でき 、 満遍

なく バラ ンスの取れた研修を行なう 事が出来ます。

当プロ グラ ムは基本領域「 放射線科」 のサブスペシャ ルティ 領域「 放射線診断」 を 研修し 、 放射線診断専門医を 養

成する プログラ ムです。 駒込病院を 基幹施設と する 、「 東京都立アカ デミ ー駒込放射線科プロ グラ ム」 で放射線科基本

領域研修を 行い、 その 2 年目から 連動研修と し て当プロ グラ ムでの放射線診断領域研修を 開始する こ と ができ 、 早期

に基本領域と サブスペシャ ルティ 領域の専門性を 習得でき ます。

研修内容については、 駒込病院と 墨東病院で豊富な指導医を 始めと する 充実し たスタ ッ フ の環境下、 幅広い領域の

画像診断や IVR について、 多数の症例を経験でき 、 満遍なく バラ ン スの取れた研修を行なう 事が出来ます。

●　 多摩総合医療センタ ー　（ 連携施設）　

　 　 東京都立アカ デミ ー多摩放射線科専門研修プログラ ム

プログラ ム責任者：  放射線科　 荒木　 潤子　 　 プログラ ム研修期間： 3 年（ 一部サブスペシャ リ ティ 連動研修有）

連携施設病院： 大塚 / 駒込 / 荏原 / 墨東 / 小児総合 

多摩総合医療セン タ ー放射線科を 基幹施設（ 申請中） と し て、駒込病院、大塚病院、荏原病院、小児総合医療センタ ー、

墨東病院を 連携施設と する 放射線科専門医を 養成する プロ グラ ムです。 全 6 病院で約 3800 床の病床を 有し 、 病院毎

の特色を生かし たローテーショ ン プロ グラ ムによ り 幅広い研修を 行う こ と ができ ます。

多摩総合医療セン タ ーは、 東京 ER を 有し 多種多彩な救急症例を 毎日のよ う に経験可能である と 共に 、 がん、 周産

期、 難病、 感染症等の画像診断、 それら に合併する 救急症例、 IVR 症例も 、 豊富な施設です。 最近では研修でき る 施設

が減少し ている超音波検査も 、 スク リ ーニン グ症例の他、 救急や超音波ガイ ド 下生検等も 研修し ます。 単純Ｘ 線写真、

CT、 MRI、 核医学、 IVR 等を併せ、 細分化さ れた臨床各科の間を繋ぎ、 技師や看護師等他職種と も 協力し あい、 チーム

医療の一員と し て能力を発揮でき る、 幅広い視野を持っ た GeneralRad iolog ist の育成を 目指し ています。

放射線治療に関し ても 、 多摩総合医療セン タ ーと 駒込病院にて経験豊富な指導医を 始めと する 充実し たスタ ッ フ と

治療装置の環境下、 通常の放射線治療から 先進的な高精度放射線治療に至る まで 、 幅広い疾患についての盛り だく さ

んの研修を行う こ と ができ ます。

指導医と 共に CPC、 画像カ ン フ ァ レ ン スや各種カ ン フ ァ レ ン スに参加し 、 放射線科医の立場から 最善の治療を 目指

し て discussion が出来るスキルを身に着けます。 年 2 回の学会・ 研究会発表、 研修中の論文作成を推奨し ます。

東京医師アカ デミ ーと いう 比較的コ ン パク ト な立地の中で 、 利便性も 良く 、 尚且つバラ ン スの取れた幅広い研修が

可能です。 是非一度、 見学にいら し てく ださ い。

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

1 年次 放射線診断（ 多摩総合） 放射線治療（ 多摩総合） 放射線診断（ 多摩総合）

診断希望の専攻医モデルの一例です。 専攻医の希望を優先し て予定を立てますが、 専攻医試験に必要な経験症例数を満たす
ために、 治療部門も ローテーショ ンに組み込みます。

2 年次 治療（ 駒込病院） 診断（ 駒込病院） 診断（ 大塚病院） 診断（ 荏原病院）

3 年間の間に基幹施設（ 放射線科総合修練期間） である多摩総合医療センタ ーでの 12 か月の研修が必要と なっ ています。

3 年次 診断（ 小児総合） 放射線診断（ 多摩総合）

3 年目には、 小児総合などのローテート も 可能です。

〇　 多摩総合医療セン タ ーで研修可能なサブスペシャ ルティ 領域

近年のがん治療では放射線治療は大き な役割を 担い、 様々ながん関連の施設基準で放射線治療専門医の存在が必須

プロ グラ ム責任者： 診療放射線科（ 診断）　 高橋　 正道　 　 プロ グラ ム研修期間： 3 ～ 5 年放射線診断

新専門医制度

研修コ ース

モデル

プロ グラ ム責任者： 診療放射線科　 泉　 佐知子　 　 プロ グラ ム研修期間： 2 年以上、 5 年以内放射線治療
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と なっ ている。 し かし 、 放射線治療専門医は 2022 年 10 月時点、 全国で 1400 人超と 少なく 、 専門医の需要はき わめ

て多い。 放射線治療専門医の資格取得には、 2 年間の研修期間で、 総数 200 例の直接の治療計画と 、 治療専門医試験

の合格が求めら れる。 当院では年間 700 例以上の新患患者があり 、 100 例以上の IMRT, 定位照射などの高精度治療、

20 例以上の密封小線源治療を 行っ ており 、 単施設でも 十分な症例数を 経験する こ と が可能である。 特に手技の熟練が

必要な密封小線源治療は、 様々な形状のアプリ ケータ や、 組織内併用照射など、 多彩なバリ エーショ ン を有し ており 、

当院での研修によ り 高い臨床技能を修得するこ と が可能である。

本コ ースは放射線診断医制度に則っ た研修の提供を 目的と する 。 多摩総合医療セン タ ーでは、 悪性腫瘍や周産期、

救急等の多岐に渡る 症例の画像診断や IVR を 施行し ている。 各分野の専門的知識と 各科横断的な読影能力を 取得し、

かつ救急を 含めた総合的な IVR 技術を 取得でき る。 年間 CT、 MRI、 核医学等合わせ 5 万件以上の画像検査に加え、 マ

ン モグラ フ ィ 、 単純 X 線写真の検査、 読影を 行っ ている 。 腹部や甲状腺・ 乳腺超音波検査も 検査科と 協力し て担当、

IVR も 年間 300 件強施行し ている。 日々の読影、 臨床各科カ ン フ ァ レ ンスや discussion、 CPC、 画像カ ン フ ァ レ スでの

症例提示、 種々の IVR、 英語論文作成等を 通し て、 各科を 繋ぐ 広い視野を 持ち 、 放射線診断専門医取得に必要な能力、

技術を 総合的に身に付けら れる。

プロ グラ ム責任者： 放射線科　 荒木　 潤子　 　 プロ グラ ム研修期間： 3 ～ 5 年放射線診断

新専門医制度
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◎広尾病院　 　
◎墨東病院

〇多摩北部医療センタ ー

◎多摩総合医療センタ ー　

〇小児総合医療センタ ー

●　 広尾病院（ 基幹施設）　

　 　 東京都立広尾病院 救急科 東京医師アカ デミ ー専門研修プログラ ム

プロ グラ ム責任者： 救命救急セン タ ー　 中島　 幹男　 　 プロ グラ ム研修期間： 3 年

連携施設病院： 東京都済生会中央病院 / 東邦大学医療センタ ー大森病院 / 杏林大学医学部付属病院 

基幹研修施設の都立広尾病院は、 都市部の救命救急セン タ ーであり 、 3 次救急・ 集中治療だけでなく 、 島し ょ 医療、

災害医療、 東京 ER、 ド ク タ ーカ ーなどにも 力を 入れています。 3 次救急は単なる 振り 分けではなく 、 各診療科と 協力

し つつ可能な限り 自己完結を 基本と し ています。 入院管理は ICU から 一般病棟まで、 多発外傷、 ショ ッ ク 、 呼吸不全、

敗血症、 薬物中毒、 熱傷など多岐にわたり ます。 島し ょ 医療、 伊豆諸島・ 小笠原諸島から 年間 200 件を 越える ヘリ コ

プタ ー・ 航空機搬送に対応し ています。 また島し ょ 医療機関と の画像伝送ネッ ト ワーク によ る 診断補助や医師派遣な

ども 行っ ています。 災害医療は東京 23 区唯一の広域基幹災害拠点病院と し て、 各種災害対策訓練を行っ ています。 東

京 DMAT と し ての都内出動も あり ます。 東京 ER の一つと し て 1・ 2 次救急にも 力を 入れており 、 日中は総合診療的な

w alk-in 患者から 3 次救急まで全てに対応し ています。 ド ク タ ーカ ーによ り プレ ホスピタ ルの医療も 学ぶこ と ができ ま

す。 さ ら に豊富な研究業績があり 、 やる 気があれば臨床研究も 実施可能です。 本プロ グラ ムを 通し て、 3 次救急だけ

の研修ではなく 、 1・ 2 次救急や一般病棟管理、 ド ク タ ーカ ーによ る プレ ホスピ タ ル活動、 島し ょ 医療への関わり 、 災

害研修、 などで総合診療能力を 養いつつ、 島し ょ 医療機関のよ う な医療資源の限ら れた環境でも 役に立てる 救急医の

養成を 目標にし ています。 プログラ ムについてはニーズに応じ て柔軟な対応が可能です。

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

1 年次 救急・ 集中治療

　

2 年次 救急・ 集中治療、 災害医療、 プレホスピタ ル、 地域医療、 関連施設研修（ 杏林大学医学部付属病院高度救命救急センタ ーなど）

　

3 年次 選択研修（ 島し ょ 医療機関も 可能） 救急診療・ 集中治療

　

●　 墨東病院（ 基幹施設）　

　 　 都立墨東病院救急科東京医師アカ デミ ー専門研修プログラ ム

プロ グラ ム責任者： 救命救急セン タ ー　 杉山　 和宏　 　 プロ グラ ム研修期間： 3 年

連携施設病院： 小児総合 

　 　 　 　 　 　 　 東京大学医学部附属病院 / 東京ベイ・ 浦安市川医療センタ ー / 前橋赤十字病院 / 島根県立中央病院 /  

　 　 　 　 　 　 　 海老名総合病院 / 島し ょ 等

救急医には、 目前の患者の緊急度と 重症度を判断し 即座に対応する 「 緊急性」、 疾病・ 外傷などの原因や罹患・ 損傷

臓器の種類を 問わず対応する 「 多様性」、 加えて、 様々な背景の患者の診療に対応する 「 社会性」 が求めら れます。 こ

れら を たゆまず確実に実践し ていく こ と が、 救急医療を 支えていく ための礎と なる 救急科専門医のモッ ト ー（ すすむ

べき 道・ 信条） です。 墨東病院は ER と 独立型の高度救命セン タ ーを 有し 、 w alk-in 患者から 生命の危機が切迫し た患

者まで、 幅広い救急診療に携わる こ と ができ 、 救急医の研修に適し た環境にあり ます。 また、 集中治療科での研修を

合わせて行う こ と ができ 、 重症患者の ICU 管理を 深く 学ぶこ と ができ ます。 当プロ グラ ムでは、 都内有数の症例数を

誇る 当院での研修を 中心に、 東京大学附属病院、 東京ベイ ・ 浦安市川医療セン タ ー、 前橋赤十字病院、 島根県立中央

研修コ ース

モデル

採用施設一覧（ ◎は基幹施設、 ◯は連携施設）

研修プログラ ムの特徴
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病院、小児総合医療センタ ーと いっ た多彩な連携施設にご協力いただき 、救急医と し ての視野を 広げる こ と ができ ます。

また、 研修を通し て区東部医療圏の救急医療体制、 特に救急搬送 ( プレ ホスピタ ル ) と 医療機関と の連携の維持・ 発展、

災害時の対応にも 関与し 、 地域全体の安全を 維持する 仕事も 学びます。 日常の診療の他に学術的な活動も 重視し 、 積

極的に学会発表、 論文発表を 行っ ており ます。 我々と と も に地域の救急医療の更なる 発展を 目指し て研修いただける

方をお待ちし ています。

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

1 年次 救命救急セン タ ー ER ICU 他科ロ ーテーショ ン

　

2 年次 連携施設 連携施設 救命救急セン タ ー /ER

　

3 年次 連携施設 救命センタ ー /Ｅ Ｒ

　

〇　 墨東病院で研修可能なサブスペシャ ルティ 領域

当プロ グラ ムは、 米国で総合内科・ 感染症・ 集中治療を 学んだ医師が中心と なり 、 豊富な内科的知識を バッ ク グラ

ン ド に多職種連携によ る 強みを 活かし つつセミ ク ロ ーズド スタ イ ルで ICU8 床と HCU20 床の重症管理を 実践し ている

国内でも 数少ない施設です。 術後全身管理や院内急変管理を 始め、 院内急変迅速対応や人工呼吸器回診、 院内重症管

理セミ ナー、ACP への取り 組みなどの組織横断的な活動も 積極的に行っ ています。 研修では、1. 高度医療の安全な提供、

2. 患者ニーズに応じ た医療の提供、 3. 教育・ 経営における 病院貢献、 を 目標に研修を 行います。 研修修了時に、 集中

治療専門医と し て必要な知識・ 技術の習得だけではなく 、 後輩医師やコ メ ディ カ ルを 育成でき る システムの構築、 病

院経営を意識し た ICU 運営ができ るよ う な自立し た医師を 育成する こ と が目標です。

●　 多摩総合医療センタ ー（ 基幹施設）　

　 　 東京都立多摩総合医療センタ ー施設群救急科東京医師アカ デミ ー専門研修プログラ ム

プロ グラ ム責任者： 救急科　 清水　 敬樹　 　 プロ グラ ム研修期間： 3 年

連携施設病院： 多摩北 / 小児総合

　 　 　 　 　 　 　 帝京大学病院 （ 東京都） / 佐久総合病院（ 長野県） / 日本赤十字社医療センタ ー （ 東京都） / 浦添総合病院  （ 沖縄県） / 

　 　 　 　 　 　 　 秋田赤十字病院 （ 秋田県） / 西南医療センタ ー （ 茨城県） / NTT 関東病院 （ 東京都） / 昭和大学病院 （ 東京都） / 

　 　 　 　 　 　 　 埼玉医科大学総合医療センタ ー （ 埼玉県） / 千葉大学病院 （ 千葉県）

本研修プロ グラ ムを 修了し た救急科専門医は、 急病や外傷の種類や重症度に応じ た総合的判断に基づき 、 必要に応

じ て他科専門医と 連携し 、 迅速かつ安全に急性期患者の診断と 治療を 進める ための臨床能力を 習得する こ と ができ る

よ う になり ます。 まずは実際に見学し にいら し てく ださ い。 黒い術衣をまと っ たスタ ッ フ がお待ちし ています。

【 救命初療から 集学的治療】

当院救急科の特徴は、 初療室から 入室後に重症患者であれば救急科が主科と なり 集学的治療へと 速やかに移行可能

なこ と です。 集中治療医学に関する知識・ 経験が豊富なスタ ッ フ から のフ ィ ード バッ ク が可能です。

【 チーム医療】

「 チーム医療」 が現在の救急・ 集中治療分野における キーワード になっ ています。「 チーム医療」 を 十分に意識し て

多く のスタ ッ フ と 協調性を 持ち ながら 医療を 継続し ていける 救急科専攻医を 目指し てく ださ い 。 救急科専門医の取得

は当然ですが自分のサブスぺシャ リ ティ ーを探す 3 年間と も 言えます。

【 ド ク タ ーヘリ 研修】

東京都のよ う な都市型救命救急セン タ ーでは現時点ではド ク タ ーヘリ などは導入さ れていません 。 ド ク タ ーヘリ が

必要不可欠で導入・ 運営し ている 地域で一定期間研修する こ と で医師の患者さ んへの早期接触、 早期治療開始の重要

研修コ ース

モデル

プロ グラ ム責任者： 集中治療科　 牧野　 淳　 　 プロ グラ ム研修期間： 2 年集中治療
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性を認知し て頂ければと 思います。

【 Ｅ Ｃ ＭＯ 】

重症呼吸不全に対する呼吸補助目的の対外循環装置を使用し た VV －Ｅ Ｃ ＭＯ の管理に関し て、 当院では世界基準で

の管理を確立し ています。 装置、 回路、 管理方法など欧米のノ ウハウを導入し 、 他院へ出向いてのカ ニュ レ ーショ ン 、

搬送など本邦で最高レ ベルのＥ Ｃ ＭＯ 管理の研修が可能です。 　

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

1 年次 多摩総合医療セン タ ー 連携施設

　

2 年次 多摩総合医療セン タ ー 連携施設

　

3 年次 連携施設 多摩総合医療センタ ー

　

〇　 多摩総合医療セン タ ーで研修可能なサブスペシャ ルティ 領域

本コ ースは集中治療専門医制度に則っ た研修の提供を 目的と する 。 当院を 基幹施設と し て専門性や特徴が異なる 複

数の連携施設での研修によ り 、 病態・ 診断・ 治療、 さ ら には集中治療領域では必須である 多職種連携・ チーム医療の

重要性も 含めて他の診療科から も 頼り にさ れる集中治療専門医の育成を目指すプログラ ムと なる 。【 多摩総合医療セン

タ ー（ 基幹施設】　 救命救急セン タ ーでの初療後は主科と し て速やかに集中治療に移行する 。 多発外傷、 心肺停止蘇生

後、 心不全、 痙攣重積、 急性薬物中毒、 広範囲熱傷、 急性腹症術後、 重症呼吸不全への呼吸 ECMO など　【 東京女子

医科大学（ 連携施設）】　 心臓血管外科術後、 循環器疾患の集中治療など　【 あさ か医療センタ ー（ 連携施設）】　 我が国

最高峰の神経集中治療の真髄を研修する 　【 都立小児総合医療センタ ー（ 連携施設）】　 新生児、 小児の集中治療の研鑽

を 図る 。

研修コ ース

モデル

プロ グラ ム責任者： 救命救急センタ ー　 清水　 敬樹　 　 プログラ ム研修期間： 3 年集中治療
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◎広尾病院　 　
◎駒込病院　 　
◎墨東病院　 　

〇神経病院　 　

◎多摩総合医療センタ ー
◎多摩北部医療センタ ー

〇小児総合医療センタ ー

●　 広尾病院（ 基幹施設）　

　 　 東京都立広尾病院施設群総合診療専門研修プログラ ム

プロ グラ ム責任者： 総合救急診療科　 米山　 尚慶　 　 プログラ ム研修期間： 4 年

連携施設病院： 駒込

　 　 　 　 　 　 　 大島医療センタ ー / 神津島村診療所 / 三宅島中央診療所 / 町立八丈病院 / 小笠原村診療所 / 

　 　 　 　 　 　 　 奥多摩病院 / 練馬光が丘病院 / 順天堂大学医学部附属順天堂医院 

広尾病院は各科の間の垣根が低く 、 円滑な診療体制に繋がっ ています。 特筆すべき は島し ょ 医療を 基幹医療の 1 つ

に掲げている 点で、年間 250 件の航空機による 救急搬送症例の他、紹介受診さ れる多数の症例にも 日々対応し ています。

病院全体の入院症例中 1 ～ 2 割が島し ょ から の症例で、 都心の病院と は思えないよ う な症例にも 出会えます。 当院で

は総合救急診療科・ 病院総合診療科・ 救命救急セン タ ーの他、 各専門内科、 小児科での必修研修を 行います。 また産

婦人科、 整形外科、 眼科、 耳鼻咽喉科、 皮膚科などの外来診療研修も 準備し 、 まさ に科にと ら われない総合診療医を

目指し ます。地域で１ 人で自立でき る学びを支える ワーク ショ ッ プや、レ ク チャ ーも 豊富で海外研修も 準備し ています。

研修中に赴任する 地域医療機関は、 島し ょ 部では大島医療セン タ ー、 神津島村診療所、 三宅島中央診療所、 町立八

丈病院、 小笠原村診療所、 山間部では奥多摩病院があり ます。 現地では診療以外に地域保健なども 含めた地域医療を

学ぶこ と ができ ます。 地続き でない島での医療活動は決し て生易し いも のではあり ません。 し かし 経験豊富な指導医

の下、 隔絶さ れた環境ではなく 、 のびのびと 総合診療の実践を 堪能でき ます。 いずれの島も 生活面のサポート は充実

し ており 心配はいり ません。 総合診療を 極める 上で最も 整備さ れた医療環境が用意さ れています。 その先には地域と

病院で活躍でき る 病院総合医はも ちろ んのこ と 、へき 地診療や国際貢献などで活躍でき る 医師像が待っ ています。 どっ

ぷり 浸かっ てみる だけの価値は保証付き です！

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

1 年次 病院総合診療（ 内科） 内分泌内科 循環器内科 消化器内科 神経内科 呼吸器内科 腎臓内科

内科全体で 1 年間の研修を 行います。 専門内科は希望にあわせ偏り のないよう 研修を組みます。 内科研修中も 総合診療外来研修も 行います。

2 年次 小児科 産婦人科 総合救急診療科（ 総合診療研修 II)

小児科、 産婦人科では入院診療の他、 乳幼児健診、 妊婦検診なども 学びます。 総合救急診療科では病院総合医と し ての診療を学びます。

3 年次 島し ょ 診療所・ 病院も し く は山間部病院　（ 総合診療研修 I）

島し ょ 部も し く は山間部の診療所・ 病院での総合診療の実践、地域保健への参画などを 行いま す。地域での役割を 認識する 1 年と なり ます。

4 年次 眼科 耳鼻科 救急科 皮膚科 内視鏡 整形外科

救急科では救命救急セン タ ーで 3 次救急と ICU 管理を主体に学びます。 他、 診療科では外来診療を 中心に必要と さ れるスキルを 学びます。

●　 駒込病院（ 基幹施設）　

　 　 東京都立駒込病院総合診療科専門研修プログラ ム

プロ グラ ム責任者： 総合診療科　 久保田　 尚子　 　 プロ グラ ム研修期間： 3 年（ ～４ 年）

連携施設病院： 広尾 / 墨東 / 多摩総合 / 小児総合

　 　 　 　 　 　 　 東京医科歯科大学総合診療科 / 東京健生病院 / 大泉生協病院 / やまと 診療所 / 瀬尾医院（ 広島県世羅郡） / 島し ょ 等

東京都立駒込病院は、 各診療科の総合基盤を 備えた、 がんと 感染症を 重視し た病院である と 同時に、 東京都区中央

部医療圈の 2 次救急病院です。 当院総合診療科は外来研修や病棟研修を 通じ て一般的な症候学や疾病を 学ぶのみなら

研修コ ース

モデル

採用施設一覧（ ◎は基幹施設、 ◯は連携施設）

研修プログラ ムの特徴
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ず、 専門診療科へのコ ン サルテーショ ン を 通じ て 、 診断困難な症例へのアプロ ーチを も 習得でき る 場です。 都立病院

機構５ 病院にそれぞれの病院の特色を 生かし たプロ グラ ムが設定さ れています。 駒込病院は腫瘍総合診療プロ グラ ム

と いう 位置づけです。 駒込病院総合診療科、 腫瘍内科、 緩和ケア科で腫瘍を 中心と し た研修、 広尾病院総合診療科や

連携都立病院総合診療科、 東京医科歯科大学附属病院総合診療科での総合内科研修、 そし て地域医療機関である 瀬尾

医院、 やまと 診療所、 東京健生病院、 大泉生協病院、 島し ょ 等での家庭医療研修、 地域包括ケア病棟研修、 離島診療

等を 通し てオン コ ジェ ネラ リ スト を 育成し ます。 さ ら に当院感染症セン タ ーで輸入感染症、 HIV 診療、 免疫不全者の

感染症治療を 学びます。 ３ 年間の総合診療プロ グラ ムで総合診療専門医取得を 目指し ますが、 ４ 年目も 研修目標に応

じ て幅広く 診療科を選択し て研修する こ と が可能です。

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

1 年次 総合診療Ⅱ（ 総診） 内科（ 腫瘍内科： 悪性リ ンパ腫） 内科（ 腫瘍内科： 固形がん） 内科（ 感染症科）

駒込総診で総合診療Ⅱを 研修（ 外科小手技を 含む）。 駒込腫瘍内科で悪性リ ンパ腫、 固形がんを 研修。 感染症科で輸入感染症、 HIV を 研修。

2 年次 内科（ 感染制御科） 救急科（ 広尾） 総合診療Ⅱ（ 広尾病院総合診療科） 小児科（ 小児総合医療センタ ー）

駒込感染制御科で免疫不全者の感染症治療を研修。 広尾病院で救急、 非がんの総合内科研修。 小児医療センタ ーで小児科を研修。

3 年次 総合診療Ⅱ（ 緩和ケア科） 総合診療Ⅰ（ 瀬尾医院） 総合診療Ⅱ（ 総診）

総合診療Ⅱで緩和ケアを 研修。 瀬尾医院で地域医療におけるオンコ ジェ ネラ リ スト の在り 方を 研修。 基幹 /連携施設総診で研修総括。

4 年次 自由選択

研修目標の達成に必要な診療科を選択。 外科、 整形外科等の研修、 やまと 診療所での在宅医療の研修、 大学附属病院での研修等も 選択可能。

●　 墨東病院（ 基幹施設）　

　 　 都立墨東病院総合診療科専門研修プログラ ム

プロ グラ ム責任者： 感染症科　 中村　 ふく み　 　 プログラ ム研修期間： 4 年

連携施設病院： 聖母病院 / 篠崎駅前ク リ ニッ ク  / ク リ ニッ ク 川越 / 揚石医院 / 岩手県立千厩病院 / 岩手県立高田病院 /  

　 　 　 　 　 　 　 一関市国保藤沢病院 / 岩手県立大東病院 / 島し ょ 等 

墨東病院施設群総合診療科専門研修プロ グラ ムは病院、 診療所などで活躍する ための高い能力を 有する 総合診療専

門医を 養成するこ と を 目的と し て創設さ れまし た。 その特徴は以下の通り です。

・ 人口 145 万人を 抱える 東京都区東部医療圏（ 墨田区・ 江東区・ 江戸川区） において最大の総合病院であり 、 高度救

命救急セン タ ーを 有する 24 時間 365 日の救急医療（ 東京 ER・ 墨東）、 総合周産期母子医療セン タ ー、 感染症やがん、

難病医療も 重要な柱と し て強力に地域医療を支える当院の総合診療基盤を 、 基幹施設と し て最大限に活用し ます。

・ 区東部医療圏において総合診療を実践し 指導体制が充実し た施設と 密接に連携し ます。

・ 都内島し ょ や被災・ 復興地域を含む国内過疎地で地域医療、在宅診療を支える連携施設（ 岩手県一関市、陸前高田市、

新潟県妙高市の各医療機関） での計 12 ヶ 月の研修が行えます。

・ 4 年コ ースによ り 内科 12 ヶ 月、 小児科 3 ヶ 月、 救急 3 ヶ 月、 総合診療Ⅰ、 Ⅱ合計 18 ヶ 月以上の必修研修 +  個々の

希望やニーズに応じ た選択研修も 十分な余裕があり ます。

・ 多彩な施設群での研修によ り さ まざまな現場を 体験する 中で 、 総合診療の意義を 体感し 、 救急に強く 多様なステー

ジで力を発揮でき る骨太の総合診療医を目指し ます。

・ 病院総合診療医と し て、臓器・ 領域別の専門医や院内外の様々な部署、機関と も 連携を図り ながら 患者さ んの全人的・

総合的な問題解決を図るノ ウハウを習得でき ます。

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

1 年次 内科 内科 内科 救急科

　

2 年次 内科 放射線科・ 整形外科・ 産婦人科 小児科 総合診療専門研修Ⅱ

　

3 年次
皮膚科・ 耳鼻科・ 泌尿器科

総合診療専門研修Ⅱ
（ 聖母病院）

総合診療専門研修Ⅰ
（ 島し ょ 等）

総合診療専門研修Ⅰ
（ 都内連携施設）

　

4 年次 総合診療専門研修Ⅰ（ 都外連携施設） 総合診療科

　

研修コ ース

モデル

研修コ ース

モデル
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●　 多摩総合医療センタ ー（ 基幹施設）　

　 　 多摩総合医療センタ ー施設群総合診療科東京アカ デミ ー専門研修プログラ ム

プログラ ム責任者： 救急・ 総合診療センタ ー　 綿貫　 聡　 　 プログラ ム研修期間： 4 年

連携施設病院：  神経 / 小児総合

　 　 　 　 　 　 　 北海道家庭医療学センタ ー / 西伊豆病院 / 東京都島し ょ 医療機関など

東京西部の多摩地域を 中心と し た、 都市部における 医療施設で研修プロ グラ ムを 提供し ます 。 拠点と 成る 東京都立

多摩総合医療セン タ ーは、 多摩地域における 基幹総合病院であり 、 幅広い年齢層に対する 一般外来診療・ 救急診療・

入院診療を ほぼ全診療科に渡り 提供し ています。 幅広い健康問題に対し て向き 合う 環境にあり 、 総合診療研修に適し

ています。 人に起こ る 多様な問題に対し て、 その臨床現場のコ ン テク スト に沿っ て対応でき る 臨床医の育成を 基本理

念と し ています。 本プロ グラ ムでは、 小児期については小児総合医療セン タ ーと 連携、 成人については多摩総合医療

セン タ ー救急・ 総合診療科を 中核と し 、 各診療科と の連携で症例経験を 得る こ と が可能です。 さ ら に通院困難者・ 高

齢者においては近隣医療機関や東京都島し ょ の施設と 連携し 、 在宅医療も フ ィ ールド に含み、 医療を 展開し ます。 生

物科学的な観点だけでなく 、 ラ イ フ サイ ク ルイ ベン ト に配慮し 、 家族関係・ 心理社会的な観点から も アプロ ーチを 行

う こ と が可能な医師の育成を 図り ます。 こ の中で、 他職種と も チームを 形成し 、 連携する こ と で、 調整・ 統括業務が

可能と なる よ う 、 コ ミ ュ ニケーショ ン スキルの向上と と も に、 チームビ ルディ ン グの実際を 経験でき る 環境を 提供し

ます。 各診療科での指導と と も に、2-3 ヶ 月に 1 回の定期的な面談、ポート フ ォ リ オ指導・ 勉強会、ER ラ ン チョ ンレ ポー

ト （ 臨床推論指導）、 家庭医療勉強会（ 家庭医療のコ ア内容・ 診療科 / チーム運営に必要なマネジメ ント スキルなどを

指導） 等により 内容を補完し ます。

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

1 年次 救急科 総合診療Ⅱ 内科 総合診療Ⅱ

　

2 年次 総合診療Ⅱ 内科 総合診療Ⅰ

　

3 年次 内科 小児科 総合診療Ⅰ

　

4 年次 総合診療Ⅱ 内科 選択研修 選択研修

　

〇　 多摩総合医療センタ ーで研修可能なサブスペシャ ルティ 領域

本コ ースは日本病院総合診療医学会認定病院総合診療専門医制度に則っ た研修の提供を 行う 。

病院総合診療医には、 幅広い症候・ 疾患に対する 最新の医学知識に基づいた思考力と 行動力、 総合診療医なら では

のコ ミ ュ ニケーショ ン 能力や組織管理力、 地域包括ケアの概念に代表さ れる 地域と 密接に関わる 医療を 展開する 総合

力が求めら れる。

拠点と なる 都立多摩総合医療セン タ ーは、 多摩地域における 基幹総合病院であり 、 幅広い年齢層に対する 一般外来

診療・ 救急診療・ 入院診療を提供し 、 病院総合診療研修に適し ている。 本プロ グラ ムでは、 都立多摩総合医療セン タ ー

救急・ 総合診療科を中核部門と し 、 水戸協同病院総合診療科、 飯塚病院総合診療科、 川崎市立多摩病院総合診療内科、

東京ベイ ・ 浦安市川医療セン タ ー総合内科と 連携し て研修を 行う 。

本コ ースは新・ 家庭医医療専門医制度に則っ た研修の提供を行う 。

拠点と なる 都立多摩総合医療セン タ ーは、 多摩地域における 基幹総合病院であり 、 幅広い年齢層に対する 一般外来

診療・ 救急診療・ 入院診療を ほぼ全診療科に渡り 提供し ている 。 幅広い健康問題に対し て向き 合う 環境にあり 、 総合

診療研修に適し ている。

研修コ ース

モデル

プログラ ム責任者： 救急・ 総合診療科　 綿貫　 聡　 　 プロ グラ ム研修期間： 2 年病院総合診療

プログラ ム責任者： 救急・ 総合診療センタ ー　 綿貫　 聡　 　 プロ グラ ム研修期間： 4 年新・ 家庭医療
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研修の特徴

本プロ グラ ムでは、 小児期については小児総合医療セン タ ーと 連携、 成人については多摩総合医療セン タ ー救急・

総合診療科を 中核と し 、 各診療科と の連携で症例経験を 得る こ と ができ る 。 プラ イ マリ ケアの経験は北海道家庭医療

学セン タ ー郡部サイ ト 、 西伊豆健育会病院、 近隣医療機関や東京都島し ょ の施設と 連携する 。 各診療科での指導と と

も に定期的な面談、 勉強会、 指導等により 内容を 補完する 。

●　 多摩北部医療センタ ー（ 基幹施設）　

　 　 多摩北部医療センタ ー総合診療専門研修プログラ ム

プロ グラ ム責任者： 副院長　 小泉　 浩一　 　 プロ グラ ム研修期間： 3 ～ 4 年

連携施設病院： 広尾 / 駒込 / 多摩総合 / 多摩南

　 　 　 　 　 　 　 東京女子医科大学病院 / 公立置賜総合病院 多摩町国民健康保険奥多摩病院 / 

　 　 　 　 　 　 　 社会福祉法人恩賜財団済生会支部茨城県済生会　 常陸大宮済生会病院 / 医療法人社団実幸会 石橋ク リ ニッ ク  

多摩北部医療セン タ ーを 基幹施設と する、 東京都北多摩北部医療圏 ( 人口約 74 万人 ) 中心の総合診療専門医育成を

目的と し た研修プロ グラ ムです。 当院は医療圏の中心的な急性期病院であり 、 北多摩北部医療圏・ 近隣医療圏にある

連携施設と と も に研修を行い、 必要に応じ た可塑性のある 、 地域医療にも 貢献でき る 総合診療専門医を目指せます。

将来、 総合診療医と し て活動する場に応じ て、 診療所に比べて主に病院での研修に重点を置く 研修（ 病院重点） や病

院に比べて主に診療所での研修に重点を置く 研修（ 診療所重点）など、多様なローテーショ ンを組み立てるこ と ができます。

なお、 内科と のダブルボード を希望する者はさ ら に 1 年間の内科研修を付加するこ と ができ ます。

上記の様に多く の施設と 連携を 組んでおり 、 基幹施設である 多摩北部医療セン タ ーと 連携施設と の 3 年間で、 総合

診療専攻研修において求めら れる ７ つの資質・ 能力（ 包括的アプロ ーチ、 一般的な健康問題に対する 診療能力、 患者

中心の医療・ ケア、 連携重視のマネジメ ン ト 、 地域包括ケアを 含む地域志向アプロ ーチ、 公益に資する 職業規範、 多

様な診療の場に対応する能力） を 効果的に習得するこ と ができ ます。

症例を ある 時点で経験する と いう こ と だけではなく 、 主治医と し て、 初診、 入院から 退院、 外来通院まで可能な範

囲で経時的に、 診断・ 治療の流れを 通じ て、 一人一人の患者の全身状態、 社会的背景・ 療養環境調整を も 包括する 全

人的医療を 実践し ます。

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

1 年次 総合診療科 内科

総合内科外来（ 初再診）、 内科系、 循環器系研修、 Ｊ ＭＥ Ｃ Ｃ 受講

2 年次 小児科 多摩総合医療センタ ーＥ Ｒ 総合診療科

　

3 年次 希望科（ 院内） 外科・ 泌尿器科・ 皮膚科 総合診療専門研修Ⅰ（ 連携施設）

　

（ 4 年次） 総合診療専門研修Ⅰ（ 連携施設） 総合診療科

　

研修コ ース

モデル

（ 医師アカ デミ ー 災害医療研修風景） （ 医師アカ デミ ー 感染症対応能力向上研修風景）



広尾病院

〒 1 5 0 -0 0 1 3

東京都渋谷区恵比寿二丁目 3 4 番 1 0 号

電話　 0 3 -3 4 4 4 -1 1 8 1

救急・ 災害医療、 島し ょ 医療、 心臓病医療及び脳血管疾患医療に重点を置いた総合的な病院であり 、「 東京

ER・ 広尾」を擁するほか、心臓循環器救急及び、熱傷救急にも 対応し ています。また、国際化対応にも 力を入れ、

外国人を含むあら ゆる 患者さ んから 選ばれる病院を目指し ています。 2017 年 3 月、 日本医療教育財団の定

める「 外国人患者受入れ医療機関認証制度」 を受審し 、 都立病院と し ては初の認証（ JM IP 認証） を 受けており ます。 また

基幹災害拠点病院と し て、 他の災害拠点病院、 災害ボラ ンティ ア、 企業及び行政の防災担当者等を対象と し た訓練・ 研修を

行う と と も に、大規模災害時における重傷患者の受入体制を確保し 、DMAT 及び医療救護班の派遣体制を常時整えています。

病院の

概要

■ 診療科目

血液内科　 糖尿病内分泌科　 消化器内科　 腎臓内科　 脳神経内科　 感染症内科　 呼吸器科　 循環器科　 神経科

小児科　 外科　 心臓血管外科　 整形外科　 リ ハビ リ テーショ ン 科　 脳神経外科　 形成外科　 皮膚科　 泌尿器科

産婦人科　 眼科　 耳鼻咽喉科　 診療放射線科　 歯科口腔外科　 麻酔科　 救命救急セン タ ー　

救急診療科　 内視鏡科　 輸血科　 検査科　 総合診療科

■ 基幹施設と なる 診療科　（ 括弧内は連携施設病院）

・ 内科  （ 大久保 / 大塚 / 駒込 / 豊島 / 墨東 / 多摩総合 / 神経 / 松沢 / 東京共済病院 / 

　 　 　 　 　 　 　 日本大学医学部附属板橋病院 / 東京医科歯科大学病院 / 公立昭和病院 / 

　 　 　 　 　 　 　 国立循環器病研究センタ ー病院 / 日本医科大学付属病院 / JCHO 東京山手メ ディ カ ルセン タ ー / 

　 　 　 　 　 　 　 横須賀共済病院 / JR 東京総合病院 / 島し ょ 等）

・ 麻酔科　  （ 大久保 / 大塚 / 駒込 / 豊島 / 荏原 / 墨東 / 多摩総合 / 多摩北 / 東部 / 神経 / 小児総合 /

　 　 　 　 　 　 　 草加市立病院 / 春日部中央総合病院）

・ 救急科　  （ 杏林大学医学部付属病院 / 大分県立病院 / 島し ょ 等）

・ 総合診療科　  （ 大島医療セン タ ー / 神津島診療所 / 三宅島中央診療所 / 町立八丈病院 / 小笠原村診療所）

■ 連携施設と なる 診療科　（ 括弧内は東京医師アカ デミ ーにおける 基幹施設病院のみ掲載）

・ 内科  （ 大久保 / 大塚 / 豊島 / 墨東 / 多摩総合）

・ 外科　 　  （ 墨東 / 多摩総合）

・ 小児科　 　  （ 小児総合）

・ 精神科　 　  （ 多摩総合 / 松沢）

・ 整形外科　  （ 多摩総合）

・ 麻酔科　 　  （ 大塚 / 駒込 / 豊島 / 荏原 / 墨東 / 多摩総合 / 東部）

・ 皮膚科　 　  （ 墨東）

・ 病理科　 　  （ 駒込）

・ 総合診療　  （ 駒込）

（ シニアレ ジデン ト 集合写真）
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臨床研修委員会委員長から のひと こ と

当院は区西南部の地域医療拠点と し て、 東京 ER・ 救命救急セン タ ーを 運営し 、 他の医療

機関では対応困難な傷病を 積極的に受け入れています。 国際化対応にも 力を 入れ、 2017 年

3 月、 都立病院と し ては初の「 外国人患者受入れ医療機関認証： JM IP 認証」 を 受けまし た。

東京 ER では多様な一次・ 二次救急疾患を 主体的に診療でき、 シニアレ ジデン ト の格好の研

修の場と なっ ています。 救命救急センタ ーではさ ら に高度な専門治療・ 集中治療を 要する循

環器・ 脳血管疾患や外傷、 高度熱傷など重症患者の診療に携わる こ と が可能です。 その他の

重点医療と し て災害・ 島し ょ 医療が挙げら れます。 東京都の基幹災害拠点病院と し ての災害

医療研修や島し ょ から の重症患者のヘリ 搬送など 、 特色ある 研修が受けら れます。 さ ら に、

東京都立病院へ総合診療科を 新設する プロジェ ク ト の先駆けと し て、 令和５ 年度より 新たに

病院総合診療科が開設さ れまし た。 地域医療と 結びついた、 さ ら に幅広い診療を 行える環境

が整っ ています。

各診療科コ ースプ ロ グラ ムのう ち、 当院で研修が困難な内容については東京医師アカ デ

ミ ー関連病院等での院外研修も 可能です。 原則と し て専門診療科コ ース研修ではあり ますが、

診療科ロ ーテーショ ンなど、 各人の研修希望を 可能な限り 尊重し つつ研修プロ グラ ムを 立案

し ています。 研修管理委員会では、 診療技術・ 知識の習得を 目的と し た院内学習会、 臨床研

究サポート チームによる 研究計画立案・ 学会発表のアド バイ ス、 院外講師を 招いての研究手

法の講義、 などを 定期的に行い、 医師の基本的診療能力の研鑽、 研究者と し ての基礎の涵養

を目指し て研修をサポート し ます。

腎臓内科部長

田島　 真人

シニアレジデント から のひと こ と

広尾病院循環器科で後期研修をさ せて頂いております佐々木高史と 申し ます。 当院の循環器

科の後期研修の魅力は、 なんと いってもスタッフの人数が豊富で、 雰囲気が良いことです。 診療

で悩んだ際は虚血、 不整脈とも気軽に上級医に相談する事ができ、 安全に診療を行う 事が可能

です。 循環器疾患は対応の遅れが致命的な結果と なってしまう ため、 特に 4 月 5 月の初期研修

医を修了したばかり の時期は、 上級医の先生方のバックアップが本当に支えになりました。

また、 当科には積極的に若手に手技をやらせようと いう 雰囲気があります。 スタッフの人数が

豊富であり 手技の指導を出来る先生が多いため、 後期研修医が PCI やカテーテルアブレ ーショ

ンの術者となる機会も豊富です。 自分に手技のチャンスがまわってく ることで、 勉強にも身が入る

ため、 充実した効率のよい研修ができると 思います。

加えて、 学会活動や論文作成も 活発に行っております。 日本循環器学会総会には後期研修医

はもちろんほぼスタッフ全員が毎年演題を提出しておりますし 、 虚血・ 不整脈ともに海外学会発

表のチャンスが年に複数回あります。 日常診療に平行して学会活動や論文執筆に取り 組む事はも

ちろん大変ですが、 若いうちからたく さ んの学会発表を経験すること で、 プレ ゼンテーショ ンの

能力を高める事が出来ます。 論文執筆の指導も充実しており 、 後期研修医のうちに英語論文を

複数提出される先生もいらっし ゃいます。

当科での研修では良い雰囲気の中、 力を高める事が可能です。 是非当科での後期研修をご検

討く ださ い。

循環器科

４ 年次

佐々木　 高史

臨床研修委員会委員長及びシニアレジデント のひと こ と

（ 心臓カ テーテルアブレ ーショ ン ）（ ヘリ 搬送（ 島し ょ 医療））

　
　
　
広
尾
病
院

83



　
　
　
大
久
保
病
院

84

大久保病院

〒 1 6 0 -8 4 8 8

東京都新宿区歌舞伎町二丁目 4 4 番１ 号

電話　 0 3 -5 2 7 3 -7 7 1 1

病院の概要

■ 診療科目

内科（ 消化器内科　 呼吸器内科　 内分泌代謝内科　 脳神経内科　 救急科）　 腎臓内科　 循環器内科　

外科（ 一般外科　 消化器外科　 乳腺内分泌外科）　 血管外科　 乳腺外科　 整形外科　 リ ハビリ テーショ ン科　

脳神経外科　 泌尿器科／移植外科　 婦人科　 眼科　 耳鼻咽喉科　 歯科口腔外科　 麻酔科　 放射線科　 精神科　

皮膚科　 病理診断科　

■ 基幹施設と なる 診療科　（ 括弧内は連携施設病院）

・ 内科　  （ 広尾 / 大塚 / 駒込 / 豊島 / 荏原 / 墨東 / 多摩総合 / 東部 / 多摩南 / 神経 / 松沢 / 

　    東京女子医科大学 / 東京医科大学 / 戸田中央総合病院 / 島し ょ 等）

■ 連携施設と なる 診療科　（ 括弧内は東京医師アカ デミ ーにおける 基幹施設病院のみ掲載）

・ 内科  （ 広尾 / 大塚 / 駒込 / 豊島 / 荏原 / 墨東 / 多摩総合 / 多摩北）

・ 外科  （ 多摩総合）

・ 麻酔科 （ 広尾 / 大塚 / 駒込 / 豊島 / 荏原 / 墨東 / 多摩総合 / 東部）

・ 病理科 （ 駒込）

当院は新宿区歌舞伎町に位置する東京都区西部医療圏の中核

病院です。 急性期病院として、①腎医療（ 腎移植、透析、IgA 腎症、

慢性腎臓病）、 ②循環器医療（ 心臓カ テ－テル、 不整脈治療）、

③がん医療（ 乳がん、 消化器がん）、 ④脳卒中医療（ 脳神経内

科、脳外科、リハビリ 科）、⑤救急医療（ 二次救急指定医療機関）

を重点医療として位置づけています。 これらの機能に加えて回復

期病床（ 地域包括ケア病棟） も備え、 地域医療支援病院、 在宅

療養後方支援病院として地域住民と の関係を密にし た医療を推

進しています。 さらに当院周囲には在日外国人が多く 居住されて

いると いう 環境の中で、 訪日外国人の増加に備えた病院の国際

化にも 取り 組んでいます。 304 床という コンパクト な施設ですが、 急性期に対応する専門性と 地域支援の両方の機能を兼ね備え

た病院として、 各診療科が高い意識を持ちつつ日常臨床を行っています。

（ 研修医集合写真） （ 勉強会の様子）
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シニアレジデント から のひと こ と

大久保病院で東京医師アカ デミ ーシニアレジデント 研修をお勧めする理由

①オーダーメ イド の研修

東京医師アカ デミ ーの 14 病院は、 それぞれの病院が強みを持っ ています。 専門医を取得す

るにあたり 、 診療科ごと に内科・ 救急ローテーショ ンをする研修病院や期間を自分の学びたい

こ と に合わせてフ レキシブルに組み合わせるこ と ができます。

②大久保病院の重点医療「 腎臓・ 循環器・ 脳卒中・ がん医療」

大久保病院は腎センタ ーと し ての役割を担っ ており 、 IgA 腎症専門外来や、 多発性嚢胞腎外

来、 療法選択外来 ( 生体腎移植・ 血液透析・ 腹膜透析 ) 等があり 、 外来維持透析も たく さ ん経

験するこ と ができます。また移植外科と 連携し て腎移植も 盛んに行っ ています。さ ら に腎生検、

透析カ テーテル挿入術、 透析シャ ント 作成術など手技が多い事も 特徴です。

③手厚い指導体制、 様々な疾患・ 患者背景に対応できるよう になる

腎臓内科は医師数が多く 、 バッ ク アッ プ体制も 強いので、 主治医と し て安心し て様々なこ と

を経験できます。 一般内科的な症例も 豊富なので内科力を総合的に磨く こ と ができます。 各科

の間の垣根も 低いので他科の先生方に気軽に相談し 、 熱心に教えていただけるこ と も 大きなメ

リ ッ ト です。 また、 土地柄、 外国人患者も たく さ ん診察する機会があり ます。

働きながら 子育てをさ れている女医さ んも 多く 、 無理なく 仕事を継続できる勤務体系が整っ

ています。 ぜひ気軽に見学にいら し てく ださ い！

内科

４ 年次

木村　 仁美

臨床研修委員会委員長から のひと こ と

内科総合専門医は 12 名おり 、 多数学会の認定教育病院であり、 各科専門医資格を持つ指導

医が充足しています。 指導医は皆、 熱心で、 医局は全科同室でアット ホームな雰囲気です。 DPC

病院では併診の垣根が高く なり がちですが、 当院では垣根がなく 、 患者さ ん中心の傾向が強い

です。 人の和を大切にしていますので、 心地よく 研修ができると 思います。 新宿歌舞伎町と いう

立地条件で、 交通アクセスやアフタ ー 5 の交流の便が良く 、 症例が豊富、 刺激的で、 手技が多く

どんどん自信が付きます。 実力をつけていく 姿を見るのも指導医の楽し みです。 若い知識欲旺盛

の先生に来ていただく ことで、 指導医自身も 活力と 向上心を共有したいと 願っています。

新内科専門医制度となり、 サブスペシャルの専門医取得が遅れるのでは？と 危惧している研修

医がいますが、 そんなこと はありません。 内科総合専門医と 各サブスペシャル専門医の取得を同

時進行で考慮しています。 専門科を決定していれば、 他科、 他院をローテート していても、 専門

医取得に必要な学会発表、 論文投稿を 積み重ねて、 症例経験、 手技も 認定医・ 専門医取得を

最短でできるよう に指導を行います。

麻酔科部長

芦刈　 英理

臨床研修委員会委員長及びシニアレジデント のひと こ と

（ 病棟カ ン フ ァ レ ン スの様子） （ 透析室の風景）
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周産期医療、 小児医療、 救急医療、 がん医療、 リ ウマチ膠原病医療、 そし て小児精神医療（ 外来） を 重点

医療と し て掲げ、 地域に密着し た総合的医療を展開し ている病院です。 ほぼ全ての診療科を網羅し つつフ ッ

ト ワーク が軽いと いう バラ ン ス のと れた規模が特色で、 都心にあり な がら 静かな 環境にある 病院で す。

500 ｇ で出生し た超低出生体重児から 100 歳を 超える 御高齢の患者さ んまで 、 あら ゆる 年齢層の患者さ んを 受け入れて

います。 総合周産期母子医療セン タ ーと し て、 M -FICU 及び NICU を 活用し た高度の周産期医療を 提供し ており 、 都内で

も 有数の母体搬送受け入れ実績及び超低出生体重児入院実績を あげています。 総合診療や救急医療にも 力を 入れており 、

充実し た研修を行う 事ができ る施設であると 自負し ています。 また、 優れた医療人材、 コ メ ディ カ ル、 事務スタ ッ フ が集ま

り 、 患者や地域の医療機関を引き付けて離さ ない魅力ある病院 “マグネッ ト ・ ホスピタ ル ”であるこ と を目標と し ています。

大塚病院

〒 1 7 0 -8 4 7 6

東京都豊島区南大塚二丁目 8 番 1 号

電話　 0 3 -3 9 4 1 -3 2 1 1

病院の

概要

■ 診療科目

消化器内科　 腎臓内科　 糖尿病内科　 血液内科　 脳神経内科　 呼吸器内科　 循環器内科　 児童精神科　 精神科

リ ウマチ膠原病科　 小児科　 外科　 整形外科　 形成外科　 脳神経外科　 皮膚科　 泌尿器科　 産婦人科　 眼科

耳鼻咽喉科　 リ ハビリ テーショ ン科　 麻酔科　 口腔科　 放射線科　 救急診療科

■ 基幹施設と なる診療科　（ 括弧内は連携施設病院）

・ 内科  （ 広尾 / 大久保 / 駒込 / 豊島 / 墨東 / 多摩総合 / 神経 / 東京医科歯科大学病院 / 

　 　 　 　 　 　 　 東邦大学医療センター大森病院 / 草加市立病院 / 東京都済生会中央病院 / JA とりで総合医療センター / 

　 　 　 　 　 　 　 慶應義塾大学病院 / 東京歯科大学市川総合病院 / 横浜市立みなと 赤十字病院 / 川崎市立井田病院 / 

　 　 　 　 　 　 　 横須賀共済病院 / 平塚共済病院 / 土浦協同病院 / 東京女子医科大学病院 /島し ょ 等）

・ 小児科　  （ 小児総合 / 日本大学医学部附属板橋病院 / 慶應義塾大学病院 / 島し ょ 等）

・ 麻酔科　  （ 広尾 / 大久保 / 駒込 / 豊島 / 荏原 / 墨東 / 多摩総合 / 多摩北 / 東部 / 神経 / 小児総合 / 

　 　 　 　 　 　 　 慶應義塾大学病院 / さ いたま市立病院）

■ 連携施設と なる診療科　（ 括弧内は東京医師アカ デミ ーにおける基幹施設病院のみ掲載）

・ 内科  （ 広尾 / 大久保 / 駒込 / 豊島 / 荏原 / 墨東 / 多摩総合）

・ 外科　 　  （ 墨東）

・ 産婦人科 （ 多摩総合）

・ 小児科　 　  （ 小児総合）

・ 麻酔科　 　  （ 広尾 / 駒込 / 豊島 / 荏原 / 墨東 / 多摩総合 / 東部）

・ 皮膚科　 　  （ 墨東）

・ 泌尿器科 （ 駒込）

・ 放射線科　  （ 駒込 / 多摩総合）

（ 放射線科研修風景（ マン モグラ フ ィ 読影実習）） （ 小児科研修風景）
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シニアレジデント から のひと こ と

当院は都立病院によ る東京医師アカ デミ ーに属し ており ます。 東京医師アカ デミ ーは、 都

立病院機構に属する 14 病院が連携し 、 様々な施設で研修する こ と でカ リ キュ ラ ムの充実や

指導体制の強化を 図り 、 充実し た医師育成システムを備えた制度です。 他施設での研修を行

う こ と で様々な治療方法や多彩な症例を偏り なく 経験するこ と ができ ます。

当院での産婦人科研修は、 分娩、 救急外来、 母体搬送、 病棟業務、 一般外来、 手術につい

て一から 学ぶこ と ができ、 研修１ 年目から 帝王切開や婦人科手術の執刀も 行い、 主治医と し

て主体性を持っ て患者様の治療に携わるこ と ででき ます。 また当科ではチーム制を採用し て

おり 、 診察や治療方針等で困っ た際は上級医にいつでも 相談でき る 体制が整っ ており ます。

そのよ う なサポート 体制が充実し ているため、 私たち 後期研修医が生き 生き と 日々の診療を

行う こ と ができ る のが当院産婦人科の最大の特徴と いえます。 また、 当院産婦人科の特性と

し て総合周産期医療センタ ーの役割を 担っ ており 、 様々なハイ リ スク 妊娠、 合併症妊娠など

多数の症例を経験するこ と ができ ます。

各科と の横の連携も 市中病院だから こ そ、 垣根が低く 相談し やすい環境だと 思います。 是

非一度見学にいら し てく ださ い。 みなさ んのお越し を当院職員一同お待ちし ており ます。

産婦人科

３ 年次

西野　 枝里菜

臨床研修委員会委員長から のひと こ と

初期研修では多く の診療科をローテート して医師としての基本的な心構えとプライマリ ケアの

基本的な診療能力を 養いますが、 後期研修では専門領域の研鑽を 積んで学会の認定医資格を

取得すること が目標になります。 大塚病院では、 専門研修に加えて総合診療能力を育成し バラン

ス感覚の優れた医師を育てたいと 考えています。

「 総合周産期母子医療センタ ー」 は常時三次救急対応で高度な周産期医療を提供しています。

母体搬送を年間 150 ～ 200 件受け入れており、 都内３ 位以内に入ります。 ちなみに超緊急帝王

切開は手術決定から胎児娩出まで 20 分以内です（ 最短実績 12 分）。 母性内科という コンセプト

のもと 内科やリウマチ膠原病科と 密に連携し 、 合併症妊婦を多数診療しています。

新生児科では NICU15 床、 GCU30 床を備え常に都内５ 位以内の1000g 未満の超低出生体重

児受け入れ実績を誇っています。

また、 当院は区西北部保健医療圏の二次救急医療機関として、 また地域連携医緊急診療依頼

専用電話を活用し 、「 断らない救急」 をめざしています。 救急患者取扱い数は年間 1.7-2 万例あ

ります。 2021 年には１ 次脳卒中センタ ーとしての認定を受け、 脳卒中急性期の疑われる患者に対

しすみやかな診断・ 治療をおこなっています。 超高齢社会にあっては自分の専門外の問題に取り

組まなければならないことも多いのですが、 各科で常に協力体制をとって診療にあたっています。

多く の優秀な指導医や習熟し たコメ ディ カルスタッフが充実し た研修のお手伝いをし ます。 横

の連携のよい「 アット ホームな雰囲気の病院」 で研修できるよう 、 皆さんをお待ちしています。

腎臓内科部長

吉川　 桃乃

臨床研修委員会委員長及びシニアレジデント のひと こ と

（ 産婦人科研修風景） （ 集合写真）
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駒込病院

〒 1 1 3 -8 6 7 7

東京都文京区本駒込三丁目 1 8 番 2 2 号

電話　 0 3 -3 8 2 3 -2 1 0 1

がん・ 感染症を 中心と する 疾患に対し 高度な医療サービ スを 行う 専門病院であり 、 併せて、 一般医療機関

の要請によ る 地域医療サービ スも 行う 病院です。 総合診療基盤に支えら れ診療各科の連携のも と それぞれ

の専門領域を 尊重し た診療を 行っ ています。 都道府県がん診療連携拠点病院、 エイ ズ診療中核拠点病院、

第一種感染症指定医療機関、 造血幹細胞移植推進拠点病院等に指定さ れ全国から 多数の患者を 集めていま

す。 当院は教育・ 研究活動の充実を 図っ ている こ と も 特徴です。 臨床研修医制度によ る 指定病院である と

と も に各種の臨床研修の指定をう けています。 その他、 一般医療機関に対する研修の場の提供や都立病院に勤務する医療従

事者、 医療関係学生および看護学生等の実習・ 教育も 行っ ています。 院内ではキャ ンサーボード 等カ ンフ ァ ラ ンスを活発に

行っ ているほか、 臨床研究、 学会活動および論文作成など、 高度な医療水準の維持に努めています。

病院の

概要

■ 診療科目

内科（ 消化器　 呼吸器　 循環器　 脳神経　 血液　 腎臓　 肝臓　 膠原病　 糖尿病・ 内分泌）　 総合診療科　 腫瘍内科

緩和ケア科　 神経科　 小児科　 外科（ 食道　 肝胆膵　 胃　 大腸　 乳腺　 呼吸器）　 整形外科　 リ ハビリテーショ ン科

骨軟部腫瘍科　 脳神経外科　 皮膚腫瘍科　 形成再建外科　 腎泌尿器外科　 婦人科　 眼科　

耳鼻咽喉科・ 頭頸部外科　 感染症科　 麻酔科　 歯科口腔外科　 放射線科（ 診断部・ 治療部）　 輸血・ 細胞治療科　

内視鏡科　 病理科

■ 基幹施設と なる 診療科　（ 括弧内は連携施設病院）

・ 内科  （ 大久保 / 大塚 / 豊島 / 荏原 / 墨東 / 多摩総合 / 多摩北 / 神経 / 松沢 / NTT 東日本関東病院 / 

　 　 　 　 　 　 　 新渡戸記念中野総合病院 / 湘南鎌倉総合病院 / 国立がん研究センタ ー中央病院 / 

　 　 　 　 　 　 　 東京医科歯科大学医学部附属病院 /  / 東京大学医学部附属病院 / 東京健生病院 / 大泉生協病院 / 

　 　 　 　 　 　 　 麻生飯塚病院 / 国立がん研究センタ ー東病院 / 岩手県立中央病院 / 東京ベイ ・ 浦安市川病院 / 

　 　 　 　 　 　 　 結核予防会複十字病院 / 東京大学医科学研究所附属病院 / 青森県立中央病院 / 帝京大学ち ば総合医療セン タ ー / 

　 　 　 　 　 　 　 東京女子医科大学病院 / 大森赤十字病院 / JCHO 東京山手メ ディ カ ルセン タ ー / 島し ょ 等）

・ 麻酔科　  （ 広尾 / 大久保 / 大塚 / 豊島 / 荏原 / 墨東 / 多摩総合 / 多摩北 / 東部 / 神経 / 小児総合 / 

　 　 　 　 　 　 　 順天堂大学医学部附属順天堂医院 / 越谷市立病院 / かわぐ ち 心臓呼吸器病院）

・ 泌尿器科 （ 大塚 / 豊島 / 墨東 / 多摩総合 / 多摩北 / 多摩南 / 小児総合 / 国立がん研究センタ ー東病院 / 

　 　 　 　 　 　 　 がん研有明病院 / 青梅市立総合病院 / 東京北医療セン タ ー / 細部医院 / 島し ょ 等）

・ 病理科　  （ 広尾 / 大久保 / 豊島 / 墨東 / 東京医科歯科大学病院）

・ 放射線科 （ 大塚 / 荏原 / 墨東 / 多摩総合 / 神経 / 小児総合 / 鳥取大学医学部附属病院 / 

　 　 　 　 　 　 　 筑波大学附属病院 / 横浜市立大学附属病院 / 国際医療福祉大学成田病院）

・ 総合診療科 （ 広尾 / 小児総合 / 東京健生病院 / 大泉生協病院 / 島し ょ 等）

■ 連携施設と なる 診療科　（ 括弧内は東京医師アカ デミ ーにおける 基幹施設病院のみ掲載）

・ 内科  （ 広尾 / 大久保 / 大塚 / 豊島 / 荏原 / 墨東 / 多摩総合 / 多摩北）

・ 外科　 　  （ 墨東 / 多摩総合）

・ 産婦人科 （ 多摩総合）

・ 精神科　 　  （ 松沢）

・ 整形外科 （ 多摩総合）

・ 麻酔科　 　  （ 広尾 / 大塚 / 豊島 / 荏原 / 墨東 / 多摩総合 / 東部）

・ 皮膚科　 　  （ 墨東）

・ 耳鼻咽喉科 （ 多摩総合）

・ 放射線科 （ 多摩総合）

・ 総合診療 （ 多摩北）
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シニアレジデント から のひと こ と ①

私は出身大学の関連病院で初期研修を行い、 がん薬物療法専門医を目指して駒込病院腫瘍内科へ入職しました。 当院で

は内科・ 外科は各臓器に細分化されており、 腫瘍内科はその中でも 消化器癌（ 主に胃癌、 膵癌）、 頭頸部癌、 原発不明がん、

悪性リンパ腫と 複数のがん種を診療している数少ない科です。 コ ロナ下で入院患者数は 40 人前後でし たが、 今後は病棟も

元に戻り ベッド 数も 増加する予定で、 益々多く の症例を診療すること が出来るよう になると 思われます。

がん種が多く にわたる分勉強は大変ですが、 エビデンスに則った治療を基本とし 、 内科診療・ 各がんの治療・ 緩和ケアと

多く の臨床的プロブレムを取り 扱う こと ができます。 最近では CAR-T などの免疫治療のマネジメ ント や、 治験治療の参加、

また、 新規治療の導入において新たな知見のデータ 集積・ 解析・ 考察する手法を学べ、 最終的に学会や論文発表する機会

も沢山あります。

科の雰囲気は基本的に穏やかで先輩医師からの指導が多く 得ら れます。 オンコ ロジックエマージェ ンシーに際しては日頃

の雰囲気と 打って変わって切迫した判断を迫られますが、 そこから 何と か建て直して化学療法後の奏功に持っていく やり がい

は、 がん治療医ならではと 思います。 日々の診療経験を積むことで自身が全人的に成長していく のを実感できます。

皆さ んといつか駒込病院でお会いできるのを楽し みにしています。

腫瘍内科　  ３ 年次　 美野　 真乃

シニアレジデント から のひと こ と ②

当科での後期研修について紹介いたし ます。 当院はがん・ 感染症セン タ ーであり 、 癌から 血液疾患、 希少な肉腫ま

で多彩な検体の勉強ができ る ほか、 HIV 感染症など感染症に関連し た症例も 経験でき ます。 そのほかの当科の特徴と

し ては、 仲間の専攻医や指導医の人数が多いこ と が挙げら れます 。 現在病理科の後期研修医は 5 人と 、 一施設と し て

は非常に多く 賑やかで、 日々互いの知識を 相談・ 共有する こ と ができ ま す。 ま た、 指導医の先生方に相談し やすく 、

顕微鏡を 一緒に覗き ながら 、 フ ィ ード バッ ク を いただけます。 専攻医期間には病理解剖の経験が必要ですが、 当科は

他院病理科と の連携があり 、 複数の病院で病理解剖ができ る ため、 解剖についても 多彩な症例を 数多く 経験する こ と

ができ ます。 加えて、 日ごろ 経験する 症例についての学術活動も 活発になさ れています。 私自身も 、 後期研修 2 年目

に海外病理学会での発表を 経験する こ と ができ まし た 。 病理科志望の初期研修の方、 まだ大学生の方も 、 是非一度見

学にいら し て下さ い。

病理科　 ３ 年次　 内藤　 裕

臨床研修委員会委員長から のひと こ と

当院の専門臨床研修医制度は平成 4 年に開始さ れ平成 20 年から 東京医師アカ デミ ーの研

修コ ースに組み込まれ、 平成 30 年度から 日本専門医機構によ る 新専門医制度にも 対応し て

おり ます。 当院での専門臨床研修の特徴は、 各診療科の総合基盤に支えら れた最先端のがん

診療、 感染症診療を経験でき る こ と です。 また学会活動や論文発表を活発に行っ ている 指導

医のも と で、 様々な学会での発表や論文作成の機会にも 恵まれています。 がん・ 感染症の病

院ではあり ますが、 当院から 発信さ れた、 IgG4 関連疾患症例も 十分に経験できるため、 がん・

感染症以外の診療部門での研修も 充実し ており ます。 本人のやる 気次第でいく ら でも 可能性

の広がる場を 提供でき ますので、 がん・ 感染症に興味のある方、 それ以外に興味のある方も

お待ちし ており ます。

膠原病科部長

瀬戸口　 京吾

臨床研修委員会委員長及びシニアレジデント のひと こ と
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豊島病院

〒 1 7 3 -0 0 1 5

東京都板橋区栄町 3 3 番 1 号

電話　 0 3 -5 3 7 5 -1 2 3 4

病院の

概要

■ 診療科目

内科　 神経内科　 内分泌・ 代謝内科　 呼吸器内科　 消化器内科　 循環器内科　 腎臓内科　 血液内科　 精神科　 小児科

外科　 消化器外科　 乳腺外科　 整形外科　 形成外科　 脳神経外科　 皮膚科　 泌尿器科　 産婦人科　 眼科　 耳鼻咽喉科

リ ハビリ テーショ ン科　 放射線科　 歯科口腔外科　 麻酔科　 感染症内科　 緩和ケア内科　 病理診断科　 救急科

■ 基幹施設と なる 診療科　（ 括弧内は連携施設病院）

・ 内科　  （ 広尾 / 大久保 / 大塚 / 駒込 / 墨東 / 多摩総合 / 東京都健康長寿医療セン タ ー / 

　 　 　 　 　 　 　 東京医科歯科大学病院 / 日本大学医学部附属板橋病院 / 青梅市立総合病院 / 

　 　 　 　 　 　 　 JCHO 東京山手メ ディ カルセンタ ー / 新渡戸記念中野総合病院 / 国立病院機構災害医療センタ ー / 

　 　 　 　 　 　 　 武蔵野赤十字病院 / 横須賀共済病院 / 横浜南共済病院 / 横浜市立みなと 赤十字病院 / 平塚共済病院 / 

　 　 　 　 　 　 　 土浦協同病院 / JA と り で総合医療セン タ ー / 柏市立柏病院 / 草加市立病院 / 秀和総合病院 / 

　 　 　 　 　 　 　 さ いたま赤十字病院 / 島し ょ 等）

・ 精神科　  （ 小児総合 / 松沢 / 恩田第二病院 / 東京都健康長寿医療センター / 国立精神・ 神経医療研究センター / 

　 　 　 　 　 　 　 成増厚生病院 / 陽和病院 / 東京足立病院 / がん研有明病院 /東京都立精神保健福祉センタ ー /

　 　 　 　 　 　 　 東京医科歯科大学病院 /小山富士見台病院 /平川病院 /大宮厚生病院 /青梅成木台病院）

・ 麻酔科　  （ 広尾 / 大久保 / 大塚 / 駒込 / 荏原 / 墨東 / 多摩総合 / 多摩北 / 東部 / 多摩南 / 神経 / 小児総合 / 

　 　 　 　 　 　 　 順天堂大学医学部附属順天堂医院 / 東京女子医科大学病院 / 

　 　 　 　 　 　 　 日本大学医学部附属板橋病院 / 越谷市立病院）

■ 連携施設と なる 診療科　（ 括弧内は東京医師アカ デミ ーにおける 基幹施設病院のみ掲載）

・ 内科  （ 広尾 / 大久保 / 大塚 / 駒込 / 墨東 / 多摩総合）

・ 外科  （ 墨東）

・ 小児科 （ 小児総合）

・ 精神科 （ 松沢）

・ 麻酔科 （ 広尾 / 大塚 / 駒込 / 荏原 / 墨東 / 多摩総合 / 東部）

・ 泌尿器科 （ 駒込）

・ 病理科 （ 駒込）

豊島病院は東武東上線大山駅（ 池袋から 5 分） から 徒歩約 8 分、 中板橋駅から 徒歩約 10 分、 都営三田線板

橋区役所前駅から 徒歩約 12 分の立地にあり 、 地域支援型病院と し て 23 区西北部（ 板橋区、 練馬区、 北区、

豊島区） の地域医療を担っ ています。

（ 1） 救急医療（ 二次救急）、（ 2） がん医療（ 消化器系・ 呼吸器系、 血液、 泌尿器系、 婦人科系悪性腫瘍等）、（ 3） 脳・ 心血管

疾患（ 東京都 CCU ネッ ト ワーク に参画・ 脳神経外科および神経内科が協力し て脳卒中ケアユニッ ト を構築） を重点医療と し

て取り 組み、 地域と の連携を重視し た医療を 推進し ています。 当院では “断ら ない救急 “を目指し ており 、 二次救急指定病

院と し ての救急医療、 緩和ケア、 精神科救急、 感染症、 リ ハビリ テーショ ン、 障害者歯科にも 積極的に取り 組んでおり ます。

また病床約 411 床の中規模病院ですので各科、 各部署と の連携が取り やすく 小回り がき く のが特徴です。

豊島病院の基本運営方針でも 掲げているよう に、 患者中心の医療に病院総合力を結集し 、 将来の医療を支えるため優れた医

療人を育成するこ と に力を注いでいます。

（ 内科カ ン フ ァ レン ス）



　
　
　
豊
島
病
院

91

シニアレジデント から のひと こ と

豊島病院専門臨床研修医３ 年目の山川祐馬と申します。

当院には様々な診療科が揃っており 互いの垣根が低く 相談し やすい環境が整っています。

COVID-19 の影響も 落ち着いてきており 、 救急外来や入院診療も 徐々に活気を取り戻しておりま

す。 特に私の専攻する循環器内科では虚血性心疾患や不整脈のカテーテル検査の件数も 増えて

おり、 非常に充実し た研修を行う こと ができております。 またプログラムの一環として、 3 か月間

都立墨東病院の救急診療科で経験を積ませていただき、 内科一般の鑑別や様々な手技に関して

習熟すること ができまし た。 上級医の数も多く 当直でも 毎回バッ クアップの上級医がいるため、

安心して診療を行うこと ができます。 興味がある方はぜひ一度見学にいらして下さ い。
循環器内科

３ 年次

山川　 祐馬

臨床研修委員会委員長から のひと こ と

豊島病院は内科、 麻酔科、 精神科の基幹病院ですが、 その他の診療科も 連携病院と し て充

実し た研修を おく れるよ う 、 各科専門領域の認定医、 専門医の取得を 目標と し てカ リ キュ ラ

ムが作ら れています。 　 当院における 研修の一番の特徴は、 技術習得の機会が多いこ と にあ

り ます。 レ ジデン ト の経験する手術症例数、 検査手技数が他の施設と 比べて非常に多く なっ

ています。 日常の臨床では、 専攻医（ シニアレ ジデント ） の活躍の場が多く 、 後期研修に要

求さ れる プラ イ マリ ケア症例を多数経験でき ます。 また一般臨床だけでなく 二次救急の場で

も 、 みなさ ん活躍し ています。 その他、 初期研修医への教育も 担っ ても ら います。 豊島病院

と し ての診療環境の特質は、 看護師、 検査技師、 コ メ ディ カ ル、 各科、 各部署の連携がと て

も 取り やすく 、 アッ ト ホームである こ と です。 コ ミ ュ ニケーショ ンを 大切にすると いう こ と

は、 医療を円滑に行う こ と ができ ると いう こ と であり 、 専攻医が活躍し てゆく のにも 極めて

重要です。 院内研修会、 CPC、 学会発表など機会も 多く 、 参加費の助成制度も あり ます。

ぜひと も 希望する科のカリ キュ ラ ムをご覧く ださ い。 そし て見学に来ていただければ、 より

豊島病院を知ること ができ、実感できると 思います。一緒に働けること を楽し みにし ており ます。

腎臓内科医長

奥津　 理恵

臨床研修委員会委員長及びシニアレジデント のひと こ と

（ 修了式） （ 外科手術）
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荏原病院

〒 1 4 5 -0 0 6 5

東京都大田区東雪谷四丁目 5 番 1 0 号

電話　 0 3 -5 7 3 4 -8 0 0 0

病院の

概要

■ 診療科目

内科　 循環器内科　 感染症内科　 神経内科　 脳神経外科　 外科　 乳腺外科　 整形外科　 リ ハビ リ テーショ ン科

小児科　 皮膚科　 形成外科　 泌尿器科　 眼科　 産婦人科　 耳鼻咽喉科　 歯科口腔外科　 精神科　 麻酔科　

放射線科　 検査科　 病理診断科

■ 基幹施設と なる 診療科　（ 括弧内は連携施設病院）

・ 内科　  （ 大久保 / 大塚 / 駒込 / 墨東 / 多摩 / 神経 / 松沢 / 東邦大学医療セン タ ー大森病院 / 

　 　 　 　 　 　 　 　 昭和大学病院 / 昭和大学藤が丘病院 / 昭和大学横浜市北部病院 / 昭和大学江東豊洲病院 / 

　 　 　 　 　 　 　 　 蒲田ク リ ニッ ク  / 東京医科大学病院 / 島し ょ 等）

・ 精神科　  （ 多摩総合 / 小児総合 /中部総合精神保健福祉センタ ー / 医療法人社団　 正慶会　 栗田病院 / 

　 　 　 　 　 　 　 　 横浜市立みなと 赤十字病院 / 東京医科歯科大学病院 / 医療法人社団 柏水会　 初石病院）

・ 麻酔科　  （ 広尾 /大久保 / 大塚 / 駒込 / 豊島 / 墨東 / 多摩総合 / 多摩北 / 東部 / 神経 / 小児総合 /

　 　 　 　 　 　 　 　 昭和大学病院 / 昭和大学横浜市北部病院 / 静岡済生会総合病院 / 上尾中央総合病院 / 

　 　 　 　 　 　 　 　 桶狭間こ こ ろ の医療センタ ー / 葛飾ハート センタ ー）

■ 連携施設と なる 診療科　（ 括弧内は東京医師アカ デミ ーにおける基幹施設病院のみ掲載）

・ 内科  （ 大久保 / 駒込 / 墨東）

・ 外科  （ 墨東）

・ 小児科 （ 小児総合）

・ 精神科 （ 多摩総合 / 松沢）

・ 麻酔科 （ 広尾 / 大塚 / 駒込 / 豊島 / 墨東 / 多摩総合 / 東部）

・ 放射線科 （ 駒込 / 多摩総合）

荏原病院は、 設立から 100 年を超える東京都大田区に位置する歴史ある病院で、 田園調布を中心に、 城南地

区と 呼ばれる大田区・ 品川区・ 世田谷区・ 目黒区の地域医療を担う 中核病院と し ての役割を果たし ています。

当院は、 急性期医療において、 地域医療機関と 連携し ながら 二次医療機能を 担う 病院と し ての役割を 担っ

ていますが、脳血管疾患医療や集学的がん医療などについても 重点的に取り 組んでいます。 総合病院と し ての背景を生かし 、

救急医療、 高気圧酸素治療、 総合脳卒中センタ ー、 認知症疾患医療センタ ー、 緩和ケア、 感染症内科などの特色ある機能を

持っ ています。 日本の医療の将来を担う 若手医師の育成も 当院の重点項目の一つであり 、 新専門医制度に対応し た基幹施設

と し て、 内科、 麻酔科、 精神科の専門プログラ ムが設定さ れており 、 多く の若手医師が日々院内外で研鑽を積んでいます。

（ 研修風景）



　
　
　
荏
原
病
院

93

シニアレジデント から のひと こ と

荏原病院は東京医師アカ デミ ーに所属し ており 、 本病院を基幹施設と し て内科、 麻酔科、

精神科の後期研修を行う こ と ができ ます。 感染症内科が取り 上げら れるこ と が多いですが、

精神科病床を持つ総合病院と いう こ と も 特色かも し れません。

地域と の連携を重視し ているため周辺機関から の紹介も 多く 、 当病院が23区南部の最後の

砦の一つと し て機能し ているこ と を実感するこ と が多いです。 扱う 症例も 必然的に大学病院

や一部大病院などより 幅広く なり 対応力が磨かれます。 後期研修医も 当然戦力と し て期待さ

れており 、 精神科に関し て言えば初年度から 自身の初診/再診外来を持つ他、 入院患者の主治

医や当直も 任さ れていき ます。 ただし 量で勝負と いう わけではなく 、 むし ろ 一つ一つの症例

や場面ごと で丁寧に悩みながら 自分なり の判断を 下し ていく 感覚かも し れません。 その過程

で指導医と 議論し たり ある いは自身で学習し たり する 時間も 十分確保でき るため、 伸び伸び

と 成長するこ と ができる環境だと 感じ ます。

またプロ グラ ムの提携病院も 多く 、 他施設で研修する機会が柔軟に用意さ れているこ と も

特徴です。 精神科で言えば措置入院症例や児童症例なども 提携先で経験するこ と ができ る た

め、 本プログラ ムだけで専門医や指定医などの資格を 十分取得するこ と ができ ます。 後期研

修に求めるも のは人それぞれではあり ますが、 私自身と し ては非常に充実し た日々を 送っ て

おり ます。 是非研修先と し て検討し てみてく ださ い。

精神科

２ 年次

帆刈　 正太郎

臨床研修委員会委員長から のひと こ と

荏原病院は東京医師アカ デミ ーに属し 、3 つの専門医研修プログラ ムを持ちます。461 病床、

21 診療科をも つ当院は、働きやすい中規模の総合病院であり 、医師同士の距離感が近いため、

アッ ト ホームな雰囲気でフ ッ ト ワーク のよ い診療が実践さ れています。 こ のよ う な診療環境

は、 若手医師の教育の場面でも 存分に活かさ れています。

内科専攻医は、 消化器、 循環器、 呼吸器、 内分泌、 感染症に所属する専門医から 直接指導

を 受けると と も に、 地域に根差し た病院であるこ と を 背景に、 いわゆる common disease を

幅広く かつ十分に経験する こ と ができ ます。 麻酔科専攻医は、 恵まれた指導体制のも と に、

き め細かい指導を 受けますが、 小児や心臓手術などの特殊な麻酔は院外研修が可能です。 ペ

イ ンク リ ニッ ク や緩和ケアなども 、 希望があれば経験でき ます。 精神科専攻医は、 総合病院

の医療資源を 生かし て十分な検査を行い、 薬物療法、 精神療法などを 柔軟に組み合わせて最

善の治療を行う プロセスを 体験でき ます。 専攻医は指導医から の指導に加え、 カ ン フ ァ レ ン

スで多面的な指導を受けるため、精神科医療の基本を効率的に体得できます。 看護師、心理士、

精神保健福祉士等と の密度の濃いチーム医療は、 研修をより 実り あるも のにするでし ょ う 。

全ての研修プログラ ムは、 院内研修のみでも 実践的かつ具体的な知識や治療技法を 身につ

けら れるよう 設定さ れていますが、 専門性の高い他施設と 連携する こ と で、 専攻医に理想的

な研修環境を提供し ています。

精神科部長

成島　 健二

臨床研修委員会委員長及びシニアレジデント のひと こ と

（ レ ジデン ト ・ 指導医集合写真） （ 研修風景）
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墨東病院

〒 1 3 0 -8 5 7 5

東京都墨田区江東橋四丁目 2 3 番 1 5 号

電話　 0 3 -3 6 3 3 -6 1 5 1

墨東病院は東京都の区東部（ 墨田区、 江戸川区、 江東区およ び葛飾区の一部） の約百数十万人の医療圏を

カ バーする 広域基幹病院です。 周辺に同様の病院が少ないこ と から 、 地域の最終病院と し てニーズに応え

ていく 必要がある病院です。

病院の特徴と し ては、 三次救急を含む総合救急体制である「 東京 ER・ 墨東」、 周産期医療、 精神科救急が有

名ですが、 それ以外にも 地域がん診療連携拠点病院と し ての側面や、 新型コ ロ ナウイ ルス感染症の蔓延が始まっ てから は、

病院を挙げて多く の中等症以上の患者への対応を行っ ています。

当院の特徴と し てはなんと いっ ても 救急診療です。 1 次、 ２ 次の救急診療部 (ER)、 自己完結型の救命センタ ー、 集中治療室

に加え、 新生児・ 産科・ 循環器科・ 脳卒中・ 精神科などあら ゆる診療科が救急医療に対応し ています。

病院の

概要

■ 診療科目

内分泌代謝内科　 脳神経内科　 血液内科　 消化器内科　 呼吸器内科　 腎臓内科　 総合診療科　 循環器科　

神経科　 小児科　 外科　 心臓血管外科　 呼吸器外科　 整形外科　 脳神経外科　 形成外科　 皮膚科　 泌尿器科　

眼科　 産婦人科　 新生児科　 耳鼻咽喉科　 リ ハビ リ テーショ ン 科　 リ ウマチ膠原病科　 歯科口腔外科　

感染症科　 救急診療科　 救命救急センタ ー　 集中治療科　 麻酔科　 診療放射線科　 輸血科　 内視鏡科　 検査科

■ 基幹施設と なる 診療科　（ 括弧内は連携施設病院）

・ 内科 （ 広尾 / 大久保 / 大塚 / 駒込 / 豊島 / 荏原 / 多摩総合 / 東部 / 神経 / 松沢 / 

  東京医科歯科大学医学部附属病院 / 筑波大学附属病院 / 筑波記念病院 / 同愛記念病院 / 東京ベイ・ 浦安市川医療センタ ー / 

  国立循環器病研究センター / 静岡がんセンター / 国立国際医療研究センター国府台病院 / 東京大学医学部附属病院 / 

  千葉大学医学部附属病院 / 日本医科大学千葉北総病院 / 奈良医科大学附属病院 / 榊原記念病院 / 大森赤十字病院 / 

  東京北医療センタ ー / 青梅市立総合病院 / 横須賀共済病院 / 国立がん研究センタ ー 中央病院 / Ｊ Ａ とり で総合医療センタ ー / 

  静岡てんかん・ 神経医療センター / 川西市立総合医療センタ ー / 東京大学医科学研究所附属病院 / 哲西町診療所（ 岡山） / 島し ょ 等）

・ 外科 （ 広尾 / 大塚 / 駒込 / 豊島 / 荏原 / 東部 / 小児総合 / 

  獨協医科大学埼玉医療センタ ー / 国立がん研究センタ ー中央病院 / 島し ょ 等）

・ 産婦人科 （ 東京大学医学部附属病院 / 聖路加国際病院 / 順天堂大学医学部附属順天堂医院 / 焼津市立総合病院 / 公立昭和病院）

・ 小児科 （ 神経 / 小児総合 / 聖路加国際病院 / 東京大学医学部附属病院 / 国立国際医療研究センタ ー国府台病院 / 

  （ 獨協医科大学埼玉医療センタ ー子ども のこ こ ろ 診療センタ ー） / 島し ょ 等）

・ 精神科 （ 小児総合 / 松沢 / 東京医科歯科大学病院 / 東京足立病院 / 成増厚生病院 / 

  国立精神・ 神経医療研究センタ ー病院 / 精神保健福祉センタ ー / 埼玉県立精神医療センタ ー / 

  大宮厚生病院 / 国立国際医療研究センタ ー国府台病院 / 初石病院）

・ 麻酔科　  （ 広尾 / 大久保 / 大塚 / 駒込 / 豊島 / 荏原 / 多摩総合 / 多摩北 / 東部 / 神経 / 小児総合

  順天堂大学医学部附属順天堂医院 / かわぐ ち心臓呼吸器病院 / 越谷市立病院）

・ 皮膚科 （ 広尾 / 大塚 / 駒込 / 多摩総合 / 防衛医科大学校病院）

・ 救急科 （ 小児総合 / 東京大学医学部附属病院 / 東京ベイ ・ 浦安市川医療センタ ー / 帝京大学ちば総合医療センタ ー / 

  前橋赤十字病院 / 島根県立中央病院 / 島し ょ 等）

・ 総合診療科 （ 聖母病院 / 篠崎駅前ク リ ニッ ク  / ク リ ニッ ク 川越 / 揚石医院 / 岩手県立千厩病院 / 

  岩手県立高田病院 / 一関市国保藤沢病院 / 岩手県立大東病院 / 島し ょ 等）

■ 連携施設と なる 診療科　（ 括弧内は東京医師アカ デミ ーにおける 基幹施設病院のみ掲載）

・ 内科 （ 広尾 / 大久保 / 大塚 / 駒込 / 豊島 / 荏原）

・ 精神科　 　  （ 松沢）

・ 整形外科 （ 多摩総合）

・ 麻酔科　 　  （ 広尾 / 大塚 / 駒込 / 豊島 / 荏原 / 多摩総合 / 東部）

・ 泌尿器科　 　  （ 駒込）

・ 病理科 （ 駒込）

・ 放射線科 （ 駒込 / 多摩総合）
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シニアレジデント から のひと こ と ②

私は墨東病院で初期研修を行い， そのまま内科の後期研修医と し て墨東病院に残り まし た。

初期研修から 後期研修になる際には別の病院を選択する方も 多いと 思いますが、 私は内科医と

し ての基盤を身に着けるべく 初期研修と 同じ 墨東病院で後期研修をするこ と を選択し まし た。

墨東病院は区東部に位置し 、救急医療や高度先進医療、かかり つけ医等々、様々な役割を担っ

ている病院です。 そのため、 必然的に Common な疾患から 稀有なも のまで豊富な症例を幅広

く 経験するこ と ができます。 それに加え、 地域の特性上、 幅広いバッ ク グラ ウンド をも つ患者

さ んを担当するこ と ができ、 病気のみなら ず、 多職種と の医療連携を通じ て人々の生活・ 人生

を支える一端を担う こ と ができます。 初期研修では自然と 病気や治療に目が行きがちですが、

それだけでは医師と し ては不十分です。病気を含めた患者さ んの生活にまで目を向けるこ と で、

責任感が芽生え、 医師と し ての素質を大きく 引き伸ばすこ と ができると 思います。

また、 熱心で優秀な指導医が多く 在籍し ているこ と も 魅力です。 日々の診療に加えて、 内

科専門医の取得に必要な J-OSLER の病歴要約の添削や学会発表の準備まで 、 熱く 、 そし て丁

寧に指導し ていただけます。 豊富な経験に加えて正し い知識を 身に着ける こ と が医師と し て

の臨床能力を磨く こ と に繋がるのだなと 日々実感し ており ます。

興味をも っ た方はぜひ一度見学にいら し てみてく ださ い。 墨東病院で一緒に働く こ と がで

き るのを楽し みにし ています。

内科（ リ ウマチ膠原病科）

２ 年次

菅原　 啓太

シニアレジデント から のひと こ と ①

私は他院で初期研修を修了し 、 後期研修から 墨東病院へ入職しました。 初期研修中に救急集

中治療医を志し 、 あらゆる重症患者に対して蘇生を施し 、 入院後の集中治療を自信を持って行え

るよう になりたいと 考えていまし た。 墨東病院の大きな特徴の一つは、 1 つの初療室に CT や透

視が搭載されている hybrid ER システムが導入されており、 スピード 感のある蘇生を実現するこ

と ができることです。 見学の際に、 3 次救急患者の初療対応を見たときの衝撃は今でも忘れるこ

と ができないほど印象に残っています。 加えて日頃から診療に対して指導医による手厚いフィ ード

バッ クがあり 、 定期的に集中治療科とも合同の勉強会を行うことで充実し た教育を受けること が

できます。 また、 自らが蘇生を担当した患者さんに対して、 初期対応や急性期の全身管理だけで

はなく 、 集中治療室退室後の一般病棟管理や退院・ 社会復帰に至るまで携わること ができる点

は医師としてのレ ベルを大きく 引き上げてく れていることを日々感じ ています。 集中治療科が運営

する ICU は教育体制が充実しており、 希望に応じ て他科研修を行う こと で、 初期研修の 2 年間

での苦手を克服し たりカテーテル手技などを身につけることもできますし 、 連携施設での研修で

は大学病院の ICU や北米型 ER、 離島医療など幅広い経験を積むこと ができます。 このよう に、

当院での救急科後期研修は非常に充実し た環境で学ぶこと ができ、 ここで後期研修を行えてよ

かったと日々感じ ています。 ぜひ一度見学にいらしてく ださ い。 みなさ んと一緒に働けることを楽

し みにしております。

救急科

３ 年次

井上　 謙

臨床研修管理委員会委員長から のひと こ と

当院は東京都の区東部医療圏をカ バーする広域基幹病院で、 高度先端医療、 多種領域の救

急医療、 かかり つけ医と 様々な側面を有し ています。 当院のアカ デミ ー生は、 当院初期研修

を 含めた様々な出身の先生方が年々増えていて、 2023 年度は 64 名在籍し ています。 多く

の仲間と 切磋琢磨し 、 各科で救急患者を 含めた豊富な症例に対応するこ と で、 修練を 積んで

行く こ と ができ ます。 また、 多く のアカ デミ ーの卒業生が常勤医と なり 、 墨東病院の屋台骨

と なっ て、 アカ デミ ー生、 初期研修医を 教育する体制が確立さ れてき ている こ と も 当院の強

みの一つと 考えています。

一緒に墨東病院を支えるやる気のある スタ ッ フ を 募集し ています。 是非一緒に働いて、 墨

東病院をより 発展さ せていきまし ょ う 。
脳神経内科医長

水谷　 真之

臨床研修管理委員会委員長及びシニアレ ジデント のひと こ と
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多摩総合医療センタ ー

〒 1 8 3 -8 5 2 4

東京都府中市武蔵台二丁目 8 番 2 9 号

電話　 0 4 2 -3 2 3 -5 1 1 1

多摩地域における総合的な医療機能を持つ病院と し て、 救急医療、 がん医療、 周産期医療、 脳血管疾患医療、

生活習慣病医療、 難病医療、 リ ハビ リ テーショ ン 医療、 精神科救急医療、 結核医療、 障害者歯科医療及び

骨髄移植医療と いっ た高度・ 専門医療を 実施し ており ます。 当院の重点医療は、 救急医療、 がん医療、 周

産期医療ですが、 それら を支える総合診療をも 強化し ており 、 ほぼ全ての診療を網羅し ており ます。 救急医療では、 救命救

急セン タ ー、 東京 ER 多摩総合を 有し 、 365 日 24 時間の救急医療を 提供し ています。 特に、 脳卒中、 心筋梗塞、 心不全な

どの取扱件数は都内有数の実績です。 がん医療では、 がん診療拠点病院と し て、 緩和医療やがん相談支援にも 積極的に取り

組み、 あら ゆる がん症例で高い診療実績です。 周産期医療は、 小児総合医療センタ ーの NICU・ GCU 部門と 一体と なり 、 総

合周産期センタ ーと し て多摩地域の困難事例に対応し ており ます。

病院の

概要

■ 診療科目

総合内科　 腎臓内科　 消化器内科　 内視鏡科　 内分泌代謝内科　 感染症科　 緩和ケア科　 血液内科　 脳神経内科　 神経・
脳血管内科　 呼吸器・ 腫瘍内科　 循環器内科　 精神神経科　 外科　 乳腺外科　 呼吸器外科（ 胸部外科）　 心臓血管外科　
整形外科　 脳神経外科　 形成外科　 皮膚科　 泌尿器科　 産婦人科　 眼科　 耳鼻咽喉科・ 頭頸部外科　 リ ウマチ膠原病科　
リ ハビリ テーショ ン科　 診療放射線科　 歯科口腔外科　 麻酔科　 病理・ 検査科　 救急・ 総合診療科　 救命・ 集中治療科

■ 基幹施設と なる 診療科　（ 括弧内は連携施設病院）

・ 内科 （ 広尾 / 大久保 / 大塚 / 駒込 / 豊島 / 墨東 / 多摩北 / 多摩南 / 神経 / 松沢 / 帯広第一病院 / 秋田赤十字病院 / 山形県立中央病院 / 
  白河厚生総合病院 / 福島県立医科大学会津医療センタ ー / 竹田綜合病院 / 水戸協同病院 / 土浦協同病院 / JA と り で総合医療センタ ー / 

  栃木医療センタ ー / ( 済生会宇都宮病院 ) / 埼玉県済生会加須病院 / 埼玉石心会病院 / さ いたま市立病院 / 草加市立病院 / 
  （ さ いたま赤十字病院） / 帝京大学ちば総合医療センタ ー / 国保旭中央病院 / 船橋市立医療センタ ー / 東京ベイ ・ 浦安市川医療センタ ー / 

  亀田総合病院 / 国立病院機構東京病院 / 日野市立病院 / 青梅市立総合病院 / 昭和病院 / 東京医科歯科大学病院 / 東京都健康長寿医療センタ ー / 
  東京大学医科学研究所附属病院 / 東京大学医学部附属病院 / 災害医療センタ ー / 武蔵野赤十字病院 / 横浜市立みなと 赤十字病院 / 

  川崎市立多摩病院 / 横須賀共済病院 / （ 湘南鎌倉総合病院） / （ 国立病院機構相模原病院） / 長岡赤十字病院 / 新潟市民病院 / 
  （ 新潟県立燕労災病院） / （ 魚沼基幹病院） / （ 十日町病院） / 山梨県立中央病院 / 安曇野赤十字病院 / 諏訪中央病院 / （ 高山赤十字病院） / 

  聖隷浜松病院 / 沼津市立病院 / 神戸市立医療センタ ー中央市民病院 / 島根大学医学部附属病院 / （ 隠岐病院） / （ 隠岐島前病院） / 

  飯塚病院 / 今村総合病院 / 沖縄県立宮古病院 / 浦添総合病院 / 西伊豆健育会病院 [ 特別連携]  / 島し ょ 等 [ 特別連携] ）
  （ 　 ） ＝ 2024 年度より 追加見込施設
・ 外科 （ 広尾 / 大久保 / 駒込 / 多摩北 / 多摩南 / 小児総合 / 松沢 / 島し ょ 等）
・ 産婦人科 （ 大塚 / 駒込 / 多摩北 / 東京医科歯科大学病院 / 杏林大学医学部付属病院 / 
  青梅市立総合病院 / 立川相互病院 / 田園都市レ ディ ースク リ ニッ ク ）
・ 精神科 （ 広尾 / 荏原 / 小児総合 / 松沢 / 東京都健康長寿医療センタ ー / 青梅市立総合病院 / 成増厚生病院 / 
  高月病院 / 多摩総合精神保健福祉センタ ー / 針生ケ丘病院 / 東京医科歯科大学病院 / 
  横浜みなと 赤十字病院 / 恩田第二病院 / 茨城県立こ こ ろの医療センタ ー / 山本病院 / 東京大学医学部附属病院）
・ 整形外科 （ 広尾 / 駒込 / 墨東 / 小児総合 / 東京大学医学部附属病院 / 自治医科大学附属病院 / 
  西島病院（ 静岡県））
・ 麻酔科 （ 広尾 / 大久保 / 大塚 / 駒込 / 豊島 / 荏原 / 墨東 / 多摩北 / 東部 / 多摩南 / 神経 / 小児総合 / 
  東京医科歯科大学病院 / 国立成育医療研究センタ ー / 聖路加国際病院 / 
  静岡県立こ ども 病院 / 東京ベイ ・ 浦安市川医療センタ ー / 埼玉医科大学病院 / 
  埼玉医科大学国際医療センタ ー / 埼玉医科大学総合医療センタ ー / TMG あさ か医療センタ ー）
・ 耳鼻咽喉科 （ 駒込 / 神経 / 小児総合 / 虎の門病院 / NTT 東日本関東病院）
・ 病理科 （ 多摩北 / 神経 / 小児総合 / 公立昭和病院 / がん検診センタ ー / 川崎幸病院 / 
  東京西徳州会病院）
・ 救急科 （ 多摩北 / 小児総合 / 帝京大学病院 （ 東京都） / 佐久総合病院（ 長野県） / 
  日本赤十字社医療センタ ー （ 東京都） / 浦添総合病院 （ 沖縄県） / 秋田赤十字病院 （ 秋田県） /
  西南医療センタ ー （ 茨城県） / NTT 関東病院 （ 東京都） / 昭和大学病院 （ 東京都） / 
  埼玉医科大学総合医療セン タ ー （ 埼玉県） / 千葉大学病院 （ 千葉県）
・ 総合診療科 （ 神経 / 小児総合 / 北海道家庭医療学センタ ー / 西伊豆病院 / 島し ょ 等）

■ 連携施設と なる 診療科　（ 括弧内は東京医師アカ デミ ーにおける 基幹施設病院のみ掲載）

・ 内科 （ 広尾 / 大久保 / 大塚 / 駒込 / 豊島 / 墨東 / 多摩北 / 多摩南）
・ 精神科 （ 荏原 / 小児総合 / 松沢）
・ 麻酔科 （ 広尾 / 大塚 / 駒込 / 豊島 / 荏原 / 墨東 / 東部）
・ 皮膚科 （ 墨東）
・ 泌尿器科 （ 駒込）
・ 放射線科 （ 駒込）
・ 総合診療 （ 多摩北）
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専門研修管理委員長から のひと こ と

【 優れた研修環境 !】
どこで研修するかは将来に直結する可能性があり、 大きな期待と 小さ な不安があることと 思い

ます。 当院は初期研修医 31 名、 シニアレ ジデント 104 名、 専攻医 37 名を 含む 397 名の医師
が在籍する教育病院です。 優れた研修環境は NPO 法人卒後臨床研修評価機構に以前から認定
されており、 2017 年には最高賞を授与されております。

【 専門は深く 、 基盤は広く !】
当院はがんや難病に対する高度な専門医療と 1 ～ 3 次の救急医療の両方を提供する広域基

幹病院であり 、 シニアの先生方は地域医療を 実践し ながら 、 専門性のある質の良い指導医か
ら 教育を 受けること ができます。 新宿から 30 分ほどの住宅地に位置しているため、 Common 
disease から Rare disease まで様々な症例が集積し 、 基本領域からサブスペシャリティ 専門領域
まで幅広く 臨床能力を磨く こと ができるでしょう 。 また、 東京医師アカデミ ーカリ キュラムとして、
専門施設を含む都立病院および全国各地の連携施設で一定期間研修すること ができるため、 １
つの病院に固執せずに知識や技術を身に着けられ視野も広がることでしょう 。

し かし ながら当院の最大の魅力は医師の質と、 コメ ディ カル、 秘書も含めた対人対応の丁寧さ
ではないでしょう か。 患者さんを他科と 協力し ながら診る姿勢は当院の伝統だと 思います。

【 研究 ･ 学習支援も !】
専門医取得のための研究指導は各科だけではなく 臨床研究部からも受けること ができ、 生物

統計専門家から 研究デザインや統計解析の指導や医学英語を専門と する Native speaker から
英文校正を受けること ができます。 当院からの研究発表は英文論文だけでも 年間 100 本を越え、
シニアからも毎年複数の英文論文が出ています。 UpToDate® などの教科書が各自のスマホにイ
ンスト ールされるだけではなく 、院内 PC から和文誌 1,500 以上、英文誌 2,500 以上の電子ジャー
ナルを無料で読むこと ができる学習環境も魅力の1 つです。

【 協働して学びたい先生募集 !】
当院の臨床スケールの大きさ を感じ させる大きな天井と 病棟の窓から見える武蔵野台地を感じ

つつ、 他科 ･ 他職種と 協働して地域医療と専門医療を習得 ･ 実践し 、 学会発表や論文執筆も 行
いたい先生方はぜひ一度見学にお越し下さ い。
* 数字などは 2023 年 4 月1 日現在の物です。

救急・ 総合診療科部長

村田　 研

専門研修管理委員長及びシニアレジデント のひと こ と

シニアレジデント から のひと こ と ①

私は初期研修を終え、 内科の中でもリウマチ膠原病の勉強をし ようと 思い当院での研修をはじ

めまし た。 当院を選んだ際に、 基礎知識の肉付けと専門知識の習得のどちらも可能な研修先を

探して選びました。

当院は内科の入院症例のうち、 common diseases は各科に振り 分けられため、 内科的基礎疾

患も 各科専門領域の疾患もまんべんなく 経験すること ができます。

豊富な症例数と オンオフの確保で、 新内科専門医制度のもとで専門知識を身につけるに打って

つけだと 思います。

この 2 年間を当院と 関連の外病院で半分ずつ過ごし 、 さ まざまな経験をすることで、 より 明確

に今後の未来図を思い描く こと ができるよう になりました。

そして、 以前は漠然とし か捉えら れていなかった患者の全体像を、 主治医としてみること がで

きるよう になったと 思います。

私たちと一緒に、 自分の学びたいことをフレキシブルに学んでみませんか？

内科コ ース

４ 年次

唐木田　 恵

シニアレジデント から のひと こ と ②

私は広く さ まざまな疾患や患者をみら れるよう になりたいと 内科領域に興味を持っていまし た。

なかなか専門性を絞り 切れずに悩んでいた時、 当院の総合診療科と 出会いまし た。 総合診療科

は common disease や診断困難症例を 中心に診療を し ています。 disease（ 疾患）だけでなく 、

illness（ 病い体験）などにも 注目する 患者中心の医療を 超急性期病院で行える 点が魅力的でし

た。 また、専門性の高い診療科が充実しており 、各科専門領域の疾患を経験すること ができます。

2 年目に行く こと になる外病院の選択肢は多く 、 院内の診療科・ 外病院どちらも自由に研修を

コ ーディ ネート できるので、 フレキシブルに学ぶこと ができます。 私自身、 外病院も含めた２ 年間

を通じ て様々な経験を積むこと ができまし た。 外病院では慢性期の定期外来、 地域包括ケア病

棟や緩和ケア病棟などでの研修も行い、 患者の全体像を主治医としてみる力が上がったよう な気

がします。

オンオフもはっきりし た環境で、 豊富な症例を経験できます。 ぜひ、 興味がある方は一度見学

に来てく ださ い！

内科コ ース

３ 年次

鈴木　 美音
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多摩北部医療センタ ー

〒 1 8 9 -8 5 1 1

東京都東村山市青葉町一丁目７ 番地１ 号

電話　 0 4 2 -3 9 6 -3 8 1 1

病院の

概要

■ 診療科目

内科　 内分泌・ 代謝内科　 循環器内科　 腎臓内科　 呼吸器内科　 消化器内科　 神経内科　 血液内科

リ ウマチ膠原病科　 小児科　 外科　 脳神経外科　 整形外科　 皮膚科　 麻酔科　 泌尿器科　 婦人科　 眼科

耳鼻咽喉科　 精神科　 歯科口腔外科　 リ ハビ リ テ－ショ ン 科　 放射線科

■ 基幹施設と なる 診療科　（ 括弧内は連携施設病院）

・ 内科　  （ 広尾 / 大久保 / 大塚 / 駒込 / 墨東 / 多摩総合 / 多摩南 / 神経 / 松沢 / 公立昭和病院 / 複十字病院 / 

　 　 　 　 　 　 　 榊原記念病院 / 国立病院機構東京病院 / 日本医科大学付属病院 / 東京ベイ ・ 浦安市川医療センタ ー / 

　 　 　 　 　 　 　 杏林大学医学部付属病院 / 東京医科歯科大学病院 / 東京大学医学部附属病院 / 

　 　 　 　 　 　 　 東京都立健康長寿医療セン タ ー / 古賀総合病院 / 東京女子医科大学 / 島し ょ 等）

・ 総合診療 （ 駒込 / 多摩総合 / 東京女子医科大学病院 / 奥多摩町国民健康保険奥多摩病院 / 

　 　 　 　 　 　 　 社会福祉法人恩賜財団済生会支部茨城県済生会　 常陸大宮済生会病院 /  

　 　 　 　 　 　 　 医療法人社団実幸会 石橋ク リ ニッ ク  / 公立置賜総合病院） 

■ 連携施設と なる 診療科　（ 括弧内は東京医師アカ デミ ーにおける 基幹施設病院のみ掲載）

・ 内科  （ 駒込 / 多摩総合 / 多摩南）

・ 外科  （ 多摩総合）

・ 産婦人科 （ 多摩総合）

・ 小児科 （ 小児総合）

・ 麻酔科 （ 広尾 / 大塚 / 駒込 / 豊島 / 荏原 / 墨東 / 多摩総合 / 東部）

・ 泌尿器科 （ 駒込）

・ 病理科 （ 多摩総合）

・ 救急科 （ 多摩総合）

当院は東村山市にあり 地域の急性期病院と し て、 北多摩北部医療圏（ 西東京市、 東村山市、 清瀬市、 東久

留米市、 小平市） 約 74 万人の医療を支えています。

内科系・ 外科系と もに各領域の専門医のもと にあらゆる疾患に対応できる総合診療基盤を有し ています。 また、

横断的なカンファ レンス、 抄読会、 院外有名講師によるレク チャ ーなどを定期的に開催し ており 、 教育体制も 充実し ています。

なかでも 、 救急医療（ 年間救急患者約 9,600 人、 救急車約 3,400 台）、 がん医療（ 東京都がん診療連携協力病院（ 大腸がん・

前立腺がん） に認定） を 重点医療と し 、 さ ら に小児医療（ 年間救急患者 3,600 人、 救急車 800 台） にも 力を 入れており 、

新生児から 超高齢者までオールラ ウンド な診療を展開し ています。

（ 小児科）（ 内科）



　
多
摩
北
部
医
療
セ
ン
タ
ー

99

シニアレジデント から のひと こ と

当院は、 人口約 74 万人を有する北多摩北部地域の地域医療支援病院であり 、 地域医療の中

核を担う 病院です。 都心へのアクセスは小 1 時間程と 容易であり 学会や勉強会等の参加に便利

な立地です。

病院全体で 340 床程度と 小規模ですが、 循環器や消化器、 腎臓・ 神経・ 内分泌・ 血液・ 膠

原病と いったほと んどの内科は院内に揃っています。 当院の内科プログラムは 3 年かけて各内科

領域をローテーショ ンしていきます。 基本はサブスペシャリティ 領域に関わらず、 様々な科の疾患

を経験していく こと になりますが、 サブスペシャリ ティ に特化し た研修を行う ことも可能です。 呼

吸器科については、 近隣にある複十字病院や東京病院等と いった施設で研修を行います。 この

ため、 内科研修手帳にあるよう な様々な症例について経験できます。 担当医として入院から退院

までの経時的な診断、 治療の流れを通じ て社会的な背景等をも包括する全人的医療を実践しま

す。 また外来や救急業務も主体的に行うこと ができます。 具体的には内科外来が週 1 回 1 コ マ、

救急外来を週 1 回 1 コ マ担当しています。 それ以外の週 8 コ マについては、 当該科での研修に

専念します。 その他、 日当直が月に 4 回程度あります。

当院は、 2 次救急病院であり 3 次救急については、 院外で 3 か月間、 多摩総合医療センタ ー

等の救命救急センターでの研修がプログラムに取り入れられています。

若手医師は東京医師アカデミ ー出身や大学医局派遣と 様々であり、 後期研修修了後は、 その

まま当院に残ったり 、 あるいは他病院への就職や大学の医局入局などしがら みもなく 、 自由です。

当院の研修内容はすべて伝え切れませんが、 興味を持たれた方は、 是非当院に見学にいらして

く ださ い。 お待ちしております。

内科

２ 年次

内田　 晋平

臨床研修委員会委員長から のひと こ と

ジュニアレジデント の皆さんは、 2 年間の初期研修の中で自らの将来像を考え、 専門を選択し

ていく こと になります。 専門医制度は大きく 変化し 、 とく に内科系を目指す皆さんの中には、 少々

悩ましく 思っていらっし ゃる方もいるのではないでしょう か。 従来の標準タ イプ研修だけではなく 、

サブスペシャルティ を意識し た連動研修による重点研修や混合研修タ イプも可能となり、 選択肢

は多様になっています。 ひょっとして先生は、「 内科系には進みたいけど、 腎臓にするか、 呼吸器

にするか・ ・ ・ 」 などと 迷っていませんか？

当院は東京都下人口約 74 万人を擁する北多摩北部医療圏において、 中心的な急性期治療を

担う 337 床の中規模病院です。 連携病院とともに全ての内科系診療科を揃え、 年 3 ～ 4 名の定

員で内科標準タ イプの専門研修プログラムの下に、 多岐にわたる疾患群を経験し 、 先ずは、 そし

て確実に総合内科専門医を目指すこと が出来ます。 サブスペシャルティ が決まっていない内科系

志望の方も、濃密な 3 年間の中で目指す方向が見えてく ると 思います。 勿論希望するサブスペシャ

リティ に重点をおいた柔軟な研修プログラム構築にも対応しており、 死角はありません。

都心にアクセスが良いわり に、 緑豊かな立地にあるのも当院の魅力の一つです。「 どんな病院

なんだろう？」 と 興味を持たれた先生は、 是非一度見学にいらして下さ い。 平日はいつでも お待

ちしています。

循環器科部長

村﨑　 理史

臨床研修委員会委員長及びシニアレジデント のひと こ と
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東部地域病院

〒 1 2 5 -8 5 1 2

東京都葛飾区亀有五丁目 1 4 番１ 号

電話　 0 3 -5 6 8 2 -5 1 1 1

東京都の東部地域（ 葛飾・ 足立・ 江戸川・ 墨田・ 江東・ 荒川の各区） における 中核病院です。 急性期疾患

を対象にがん医療、 救急医療、 循環器医療、 内視鏡医療、 小児医療を重点医療と し て取組んでいます。

地域医療支援病院（ 都内指定第１ 号） と し て、 地域医療機関（ 診療所等） と 積極的で緊密な連携を 図る こ

と で医療の継続性を確保し 、 地域住民の方々に適正な医療を提供し ています。

当院は救急患者を除き 、 原則と し て地域医療機関から の紹介患者を診療し ています（ 紹介予約制）。

患者が当院での診察・ 検査後に当院で診療を受ける必要のない状態に回復し た場合は、 症状に応じ て紹介元医療機関への返

送や適切な地域医療機関への逆紹介も 行っ ています。

また、 当院の地域連携システムの趣旨に賛同する地域医療機関の医師を連携医と し て登録し 、 連携医は、 自己の紹介し た患

者が当院に入院し た場合、 必要に応じ て当院の医師と 共同で診療するこ と ができ ます。

病院の

概要

■ 診療科目

内科　 消化器内科　 呼吸器内科　 循環器内科　 糖尿病内科　 腎臓内科　 小児科　 外科　 整形外科　 脳神経外科

心臓血管外科　 消化器外科　 泌尿器科　 婦人科　 眼科　 耳鼻咽喉科　 放射線科　 麻酔科　 病理診断科

■ 基幹施設と なる 診療科　（ 括弧内は連携施設病院）

・ 麻酔科　  （ 広尾 / 大久保 / 大塚 / 駒込 / 豊島 / 荏原 / 墨東 / 多摩総合 / 多摩北 / 神経 / 小児総合 / 

　 　 　 　 　 　 　 順天堂大学医学部附属順天堂医院 / 越谷市立病院）

■ 連携施設と なる 診療科　（ 括弧内は東京医師アカ デミ ーにおける基幹施設病院のみ掲載）

・ 内科  （ 大久保 / 墨東）

・ 外科　 　  （ 墨東）

・ 麻酔科　 　  （ 広尾 / 大塚 / 駒込 / 豊島 / 荏原 / 墨東 / 多摩総合）

（ 院内コ ン サート ）（ カ ン フ ァ レ ン スの様子）
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臨床研修委員会委員長及びシニアレジデント のひと こ と

臨床研修委員会委員長から のひと こ と

当院は日本医療機能評価機構の認定をう けており、 また DPC 対象病院として地域住民に対す

る二次救急・ 急性期医療を中心とし た診療を行っております。 さらにがん医療が重点医療となっ

ております。 多数の専門医をはじ めと する医療スタッフの充実が図ら れ、 病院全体の活気も 非常

に高いものがあります。 後期臨床研修施設として平成 20 年 4 月に開講し た東京医師アカデミ ー

に参加し 、 基幹施設として麻酔科コ ース、 連携施設として内科系（ 消化器・ 呼吸器・ 循環器）、

外科系（ 外科） のコ ースを用意しております。

基幹施設である麻酔科コ ースでは、 麻酔の基本から応用、 さらに救命救急など充実し た研修

が用意さ れております。 連携施設である内科系コ ースでは消化器疾患・ 呼吸器疾患・ 循環器疾

患において、 それぞれのエキスパート 指導医から直接指導を受けら れます。 同じく 連携施設であ

る外科系コ ースでは、 消化管、 肝・ 胆・ 膵疾患や乳腺・ 一般外科疾患に優秀なスタッフがそろっ

ております。 なお、 当院で研修できない領域に関しては、 東京医師アカデミ ーの連携施設・ 順天

堂大学附属病院等と 連携を取り、 不自由のないシステムが既に構築されております。

当院は各種学会における研修指定施設であり、 各専門医資格習得を目指し た症例も十二分に

経験すること が可能です。 さらに、 他の資格習得等に関する支援体制も充実しており、 医学博士

号収得の道も開けております。 また、 国際学会発表における助成制度もあり、 アカデミ ックな環

境も整っております。 やる気のある後期臨床研修医を、 スタッフ一同、 心より 歓迎いたします。

副院長

鈴木　 聡子

シニアレジデント から のひと こ と

東部地域病院の内科は、 消化器内科、 呼吸器内科、 循環器内科をメ インとして、 それぞれ自分

の好きな科で研修を積むこと ができます。 内科の後期研修医として 3 科を自由にローテート するこ

とも可能です。 また、 医師アカデミ ーに所属している他の病院から希望する病院、 科を選択し 、 年

に数カ月の期間研修すること が可能であり、 東部地域病院では経験すること が難し い症例を研修

できることも、 魅力の一つであると考えます。

入院患者は担当医制であり、 主治医として受け持ち、 必要に応じ て上級医に相談し ながら治療

を行っていきます。 たとえば、救急で診察した一人の患者さんを入院させ、時には悩みながら診断し 、

治療方針を立てていき、 無事退院までこぎつけたときはとても嬉し いものです。 ぜひ一度見学にい

らして下さ い。
消化器内科

令和２ 年度修了生

柿木　 賢太郎



　
　
多
摩
南
部
地
域
病
院

102

多摩南部地域病院

〒 2 0 6 -0 0 3 6

東京都多摩市中沢二丁目１ 番２ 号

電話　 0 4 2 -3 3 8 -5 1 1 1

病院の

概要

■ 診療科目

内科　 神経科　 循環器内科　 小児科　 外科　 整形外科　 脳神経外科　 皮膚科　 泌尿器科　 婦人科　 眼科　

耳鼻咽喉科　 放射線科　 歯科口腔外科　 麻酔科　 緩和ケア科　 検査科（ 病理）

■ 基幹施設と なる 診療科　（ 括弧内は連携施設病院）

・ 内科　  （ 多摩総合 / 多摩北 / 神経 / 北里大学病院 / 浦添総合病院 / 中頭病院 / 友愛医療センタ ー / 

　    聖マリ アンナ医科大学 / 川崎市立多摩病院 / 立川相互病院 / 島し ょ 等）

■ 連携施設と なる 診療科　（ 括弧内は東京医師アカ デミ ーにおける 基幹施設病院のみ掲載）

・ 内科  （ 大久保 / 多摩総合 / 多摩北）

・ 外科  （ 多摩総合）

・ 麻酔科　 　  （ 多摩総合）

・ 泌尿器科 （ 駒込）

東京都南多摩保健医療圏（ 八王子・ 町田・ 日野・ 多摩・ 稲城の５ 市） の中核病院と し て、「 地域医療支援病

院」 の指定を 得ています。 地域医療機関から の紹介予約制を 基本と し 、 地域医療機関と の機能分担及び共

同診療、 高額検査機器の共同利用、 地域医師の生涯研修等を 通じ て地域医療機関と 緊密な連携を 図り なが

ら 、 地域住民に対し 継続性と 一貫性のある適切医療を提供し ています。

（ 明る く 広々と し た院内）
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臨床研修委員会委員長から のひと こ と

多摩南部地域病院は、 １ ９ ９ ８ 年以来の臨床研修指定病院と し ての実績を 元に、 ２ ０ ０ ４

年の初期臨床研修必修化以降も 毎年多く の応募を 頂いており ます。 さ ら に後期臨床研修と し

て内科系コ ースを 設定し 、 ４ 年間でそれぞれ専門知識・ 経験を積んでいただき 、 将来当院の

スタ ッ フ と し ても 参加でき るよう な医師の育成を目指し ており ます。

内科系コ ースは、 東京医師アカ デミ ーに参画するこ と により 、 東京医師アカ デミ ーの連携

施設での研修が可能と なり 、 幅広い知識・ 経験を習得するこ と で内科専門医を取得する こ と

ができます。

また、 当院の特徴でも あり ます地域医療連携を通し て、 地域に根ざし た総合医・ 家庭医の

育成のほか、 重点医療でも あり ますがん医療においては診断から 治療、 緩和医療、 在宅医療

に至るまで、 継続し た医療を実践でき るよう な指導体制が整っ ており ます。

副院長

橘　 俊一

シニアレジデント から のひと こ と

多摩南部地域病院内科シニアレ ジデント の村石です。 内科を幅広く 学びたいと 思い市中病

院の内科プロ グラ ムに絞っ て後期研修先を 探し ていまし た。 症例を 多く 経験するこ と も 大切

ですが、 １ つ１ つの症例を 丁寧に上級医の先生方の意見を いただき ながら 経験し て、 自己流

に偏ら ない基礎を 身に着けたいと 考えていまし た。 当院では、 少人数のカ ン フ ァ でフ ィ ード

バッ ク を受けながら 診療が進めら れます。 また、 文献にあたっ て調べる雰囲気・ 環境も 備わっ

ており 、 内科医と し て生涯に渡っ て必要な基礎的な能力が身につく と 感じ ています。 学年の

近い後期研修の先生方が多く 在籍し ているため、 活発に意見を交換し あえるのも 魅力です。

３ 年次は内科を 3 か月毎にローテーショ ンし ていき ます。 当院では腎臓・ 血液・ 神経・ 感

染症内科の専門医が不在であり ますが、 こ れら の科については多摩総合など同じ 東京医師ア

カ デミ ーの病院で、 遠方の土地に飛ぶこ と なく 柔軟に研修する こ と ができ ま す。 Common 

disease に対応でき る よ う になっ た後に、 経験する 症例の幅を 広げたいと 考えた時に、 東京

医師アカ デミ ーと いう 大き なスケールが生き てく ると 思われます。 また、 後期研修以降も 選

択肢が多く 残さ れており 、 特に初期研修中にサブスペシャ リ ティ まで決めかねている方には

最適だと 思われます。 また、 希望すれば離島医療も 経験するこ と ができます。

内科医と し ての確かな基礎作り と 多様な選択肢を 考えている 方は、 是非一度見学にいら し

てく ださ い。

内科

２ 年次

村石　 宇内

臨床研修委員会委員長及びシニアレジデント のひと こ と

（ 内科カ ン フ ァ レ ン スの様子）

（ リ ウマチ内科外来の様子）
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神経病院

〒 1 8 3 -0 0 4 2

東京都府中市武蔵台二丁目６ 番１ 号

電話　 0 4 2 -3 2 3 -5 1 1 0

病院の

概要

■ 診療科目

脳神経内科　 神経精神科　 神経小児科　 脳神経外科　 神経眼科　 神経耳科　 リ ハビ リ テーショ ン 科　

神経放射線科　 麻酔科　 歯科

■ 連携施設と なる診療科　（ 括弧内は東京医師アカ デミ ーにおける 基幹施設病院）

・ 内科    （ 広尾 / 大久保 / 大塚 / 駒込 / 荏原 / 墨東 / 多摩総合 / 多摩北 / 多摩南）

・ 小児科   （ 墨東）

・ 麻酔科　 　    （ 広尾 / 大塚 / 駒込 / 豊島 / 荏原 / 墨東 / 多摩総合 / 東部）

・ 耳鼻咽喉科   （ 多摩総合）

・ 病理科　 　    （ 多摩総合）

・ 放射線科　 　    （ 駒込 / 多摩総合）

・ 総合診療科　    （ 多摩総合）

脳神経系疾患に対する内科系および外科系臨床科を網羅し た高度専門病院です。 神経疾患に特化し た専門病

院と し ては国内最大規模を誇り ます。 有床標榜科は脳神経内科・ 脳神経外科・ 神経小児科・ 神経眼科・ 神経

耳科・ 麻酔科であり 、 こ れに神経精神科・ リ ハビリ テーショ ン科・ 神経放射線科・ 歯科を加えた 10 の診療科

があり ます。

稼働病床 296 床のう ち、 脳神経内科が 218 床を占め、 32 名の脳神経内科医（ う ち神経内科専門医 29 名） が、 あら ゆる神経

疾患の診療にあたっ ています。 また神経救急医療から 慢性期ケア、 終末期緩和治療、 病理解剖に至るまで神経疾患に関する高

度専門医療を提供し ています。

さ ら に、 地域連携・ 多職種連携による切れ目のない神経難病診療を特徴と し ています。 患者・ 地域サポート センタ ーを中心と

し た往診制度により 、 患者を長期にわたっ てフ ォ ローできる他、 院内の多職種チームが摂食嚥下や呼吸器装着などをサポート

し ています。

（ 集合写真）
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臨床研修委員会委員長から のひと こ と

私たち都立神経病院は、 脳神経内科だけで 7 病棟・ 200 床以上もある、 世界でも 有数の神経

専門病院です。 毎週 40 ～ 50 名の神経難病患者さ んが入退院し 、 脳炎やギラン・ バレ ー症候群

で集中治療を行う 急性期の患者さ んも大勢います。 また、 診断や初期治療から 呼吸器装着、 リ

ハビリテーショ ン、 在宅診療、 終末期緩和ケア、 病理解剖まで、 神経難病のすべてを自分の目で

確かめること ができます。 そのため神経内科専門医試験の合格率はほぼ 100% です。

都立神経病院では、 初期研修後の方が 4 年間で内科と 神経内科の２ つの専門医を取得できる

コ ースと、 内科修了後の方が神経内科専門医を目指すサブスペシャルティ ・ コ ースを設置し 、 幅

広く レジデント を募集しています。 当院には学閥はなく 、 勤務時間や当直業務は既定の範囲内で、

働きやすさ には定評がありますので、 東京は初めてと いう 方や女性の先生も 、 心配なさらずご応

募く ださ い。 さらに、 病床数、 専門医数、 指導医数は全国最大規模ですので、 格段に豊富な症

例を経験できます。 そして、 神経生理、 神経病理、 放射線診断、 高次機能、 筋疾患、 免疫性疾

患、臨床遺伝などの専門家が指導にあたりますので、国際学会や論文執筆を誰もが経験できます。

後期研修を修了し た後は、 当院で働きながら東京都医学総合研究所で研究し 、 医学博士号を目

指す道もあります。 皆さ んの期待を裏切らない研修ができるはずです。 当院での研修を心よりお

待ちしております。

脳神経内科部長

蕨　 陽子

臨床研修委員会委員長及びサブスペシャ ルティ レジデント のひと こと

サブスペシャ ルティ レジデント から のひと こ と

私は卒後 6 年目から医師アカデミ ー制度で神経病院にて研修をしております。 研修して 1 年間

を終え、 当院で研修するメリット について説明させていただきます。

一つはやはり 神経疾患専門病院として国内随一の病床数とそれに支えられた豊富な症例かと 思

います。 脳神経内科は多岐の分野に渡る多疾患を対象とし 、 その診断、 治療に難渋することを

少なからず経験します。 論文、 参考書など疾患に関する情報を得ることは近年非常に簡単になり

ましたが、 臨床の現場で最も重要になるのは、 その症例を診療し たこと があるという 経験だと 思

います。 当院ではまさにその経験を積むこと ができます。

また末梢神経病理、 筋病理に関する院内での勉強会や脳波勉強会など、 自己学習に加えた研

鑽の機会も 非常に豊富です。 自然と 生検した病理標本を自分で確認し ようという 意識を持つよう

になりまし たし 、 脳波の判読にも自信を持つこと ができました。

最後に、 神経病院には出身大学の学閥などはありません。 みなさ ん、 出身大学や年次など忘

れて毎日一緒に仕事をしています。 経歴も 様々で、 脳神経内科の診療を学びたいと いう 気持ちが

あれば、 全面的に協力していただけます。

私自身まだ脳神経内科医として未熟ですが、 都立神経病院と いう 歴史ある病院で、 恵まれた

環境や周囲の方々の支えのもと有意義な研修ができていると 切に感じ ています。 神経分野に興味

がある方は、 ぜひとも当院に見学にいらして下さ い。 心よりお待ちしています。

脳神経内科

SS２ 年次

和田　 隆秀

（ 専攻医の院内新任式） （ HAL によ る ロボッ ト リ ハビ リ テーショ ン ）
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小児総合医療センタ ー

〒 1 8 3 -8 5 6 1

東京都府中市武蔵台二丁目 8 番 2 9 号

電話　 0 4 2 -3 0 0 -5 1 1 1 （ 代表）

病院の

概要

■ 診療科目

総合診療科　 心療内科　 循環器科　 内分泌・ 代謝科　 血液・ 腫瘍科　 腎臓・ リ ウマチ膠原病科　 神経内科　

呼吸器科　 結核科　 感染症科　 免疫科　 消化器科　 アレ ルギー科　 臨床遺伝科　 外科　 心臓血管外科　

泌尿器科　 整形外科　 形成外科　 脳神経外科　 眼科　 耳鼻いんこ う 科　 皮膚科　 小児歯科　 矯正歯科　

臓器移植科　 病理診断科　 検査科　 診療放射線科　 麻酔科　 児童・ 思春期精神科　 集中治療科　 救命救急科　

新生児科　 リ ハビリ テーショ ン科　 心理・ 福祉科　 在宅診療科　 臨床試験科　 遺伝子研究科

■ 基幹施設と なる診療科　（ 括弧内は連携施設病院）

・ 小児科　  （ 広尾 / 大塚 / 豊島 / 荏原 / 多摩北 / 立川相互病院 / 松戸市立総合医療センタ ー / 

　 　 　 　 　 　 　 山梨大学連携病院）

・ 精神科　  （ 多摩総合 / 松沢 / 多摩あおば病院）

■ 連携施設と なる診療科　（ 括弧内は東京医師アカ デミ ーにおける基幹施設病院のみ掲載）

・ 外科　 　  （ 墨東 / 多摩総合）

・ 小児科　 　  （ 大塚 / 墨東）

・ 精神科　 　  （ 豊島 / 荏原 / 墨東 / 多摩総合 / 松沢）

・ 整形外科　  （ 多摩総合）

・ 麻酔科　 　  （ 広尾 / 大塚 / 駒込 / 豊島 / 荏原 / 墨東 / 多摩総合 / 東部）

・ 耳鼻咽喉科 （ 多摩総合）

・ 泌尿器科　 　  （ 駒込）

・ 病理科 （ 多摩総合）

・ 放射線科 （ 駒込 / 多摩総合）

・ 救急科 （ 墨東 / 多摩総合）

・ 総合診療　  （ 駒込 / 多摩総合）

臨床、 教育、 研究面で国内外に発信するこ と を 目標にする 病床規模日本一（ 561 床） の小児専門病院です。

総合診療科の他に、 救命救急科や心療内科、 内科系専門診療各科、 新生児科、 集中治療科、 児童・ 思春期

精神科（ 家族支援部門を含む）、 および外科系専門診療各科が揃っ ており 、 幅広い患者さ んを 診ている病院

です。 その中で総合診療科は、 救命救急科と 協力し て病院の窓口機能を担当し ています。 こ のよう な特徴から 、 一般小児科

から 、 内科系専門診療科まで、 幅広い研修が出来ます。 また、 シニアレジデント の教育は病院の根幹のテーマです。 屋根瓦

方式の “教える こ と で自ら 学ぶ ”こ と を 中心と し た日々の教育と と も に、 専門診療科スタ ッ フ が総合診療科に加わる交流な

ど、 病院全体で教育に取り 組んでいます。 研究面では、 臨床研究を支える部門が研究支援（ 計画、 統計解析） をし ているた

め、 レ ジデント の学年研究のみなら ず、 さ まざまな研究に対するサポート を得ら れる体制が整っ ています。

（ 成育、 埼玉、 千葉の子ども 病院と の合同勉強会風景）
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シニアレジデント から のひと こ と ②

当院の研修の特徴としてはまず圧倒的な症例数です。 当院は日本最大級の施設であり 、 ６ つ

の病棟（ 急性期、 学童期、 思春期、 自閉症病棟など） に分かれております。 １ 病棟あたり 約半

年間の研修の中で、 その病棟の特色ごと の症例を 集中的に経験すること ができます。 また、 早

期の段階から外来業務を経験すること ができ、 入院とは違う 環境下での対応についても多く の症

例を 学ぶこと ができます。 児童精神科は誰一人として同じ 経過をたどる方はおらず、 総合して判

断する力が求めら れるため様々な症例を経験しておく こと がよい診療へと つながるのではないで

しょう か。 指導体制についても 病棟、外来ごとに指導医がついており、症例相談会や症例検討会、

クルズスなど勉強会もレジデント を中心に企画して積極的に行っております。 他の人の意見を聞く

こと で、 解決策を見出すこと や自分自身の振り 返り の場と なります。 また、 上級医の先生とも意

見を交換し やすい環境であることもとても魅力的な点です。 この分野には答えはなく 、 自分自身

の力によって大きく 左右されると 強く 感じ ます。 時に自分の方針でよいのか不安になったり、 自分

自身を見つめ直すこと が必要と なったり すること があります。 辛いと 感じ ることもありますが、 そ

の分やり がいは多いと 思います。 ぜひ一緒に子どもたちの心診療を学び考えてみませんか。 皆様

のお越し をお待ちしております。

精神科コ ース

２ 年次

髙瀨　 菜々子

シニアレジデント から のひと こ と ①

小児科専攻医の研修環境として求めること は何でしょう か？十分な臨床経験を積むこと、 充実

し た教育体制があること、 できれば研究もやってみたい、 など考え始めたら 様々な希望が湧き出

てく るかもし れません。 当院の小児科研修は、 臨床・ 研究・ 教育の三本柱を網羅し たプログラム

になっています。

臨床面ではこども 病院として多種多様で複雑な病態を有する患者はもちろん、 肺炎、 喘息、 尿

路感染症、 川崎病など一般小児科で経験する com mon d isease を経験出来ます。 特に救命救急

科では軽症から重症まで外傷を 含む幅広い症例を経験します。 こども 病院にあり がちな困難症

例ばかりではなく 、 一般小児科研修の経験も 積むこと が出来る研修病院となっています。

研究面においては学年研究として 3 年間をかけて入職同期者と 協働して一つの臨床研修を立

案し 実施します。 臨床試験科をはじ めとしたバックアップ体制があります。 3 年間かけて一つの前

向き研究を行い論文化する体制が整っています。

教育ではレ ジデント が主体と なり 後輩たちの指導を行い、 屋根瓦式を用いたチーム形式で主

体的に他者に説明・ 指導をしていきます。 指導をする難しさと 共に、 教育の面白さ奥深さ を経験

すること が出来ます。 多彩な臨床経験をもつ診療スタッフの指導とフィ ード バックを受けながら 、

より 充実した研修内容になるはずです。

小児科医を志し た気持ちを胸に、 臨床・ 研究・ 教育の三本柱を網羅し た研修を当院で行って

みてはいかがでしょう か。

小児科コ ース

令和４ 年度修了

板垣　 考洋

臨床研修委員会委員長から のひと こ と

当院は小児専門病院であり、 また北米型 ER により 1 ～ 3 次救急を担っています。 この 2 点が

当院における小児科研修の特徴を形作ります。

総合診療科は研修の中核であり、 小児科の基礎を 学びます。 3.5 万人（ 2022 年度） の ER 受

診症例は、 common d isease から 稀な疾患まで実に多彩です。 症例数が多いと 言うことは、 同じ

疾患でも違う バリエーショ ンに出会う こと ができ、 疾患をより 深く 学ぶこと ができます。 川崎病を

例に挙げれば、 年 100 症例を超える中には不全型や治療不応症例などが混じってきます。

2 年目を中心に回る専門診療科の研修は、 各学会の第一線で活躍する先生方と、 専門研修に

来ている若手に囲まれ、 専門分野について基礎から最先端までの幅広い知識に触れること がで

きます。 また、 総合診療科に戻ってきたときに学んだことを後輩に教える（ 屋根瓦方式） ことで、

知識を確かなものにすること ができます。

アカ デミ ーで行う 2 年生の研究発表会とともに、 1 年生と 3 年生は院内で地方会同様 6 分間

の oral presentation の発表会を行います。 院長・ 副院長・ コメ ディ カルの代表も 参加し 、 優秀

な演題を表彰します。

学年全員で協力し 、 前向きの臨床研究を行う のも 特徴の一つです。 Clin ical question を持ち

寄り、 臨床試験科のサポート を受けながら 、 3 年間掛けて作り上げていきます。

メ ンタ ー制度、 レクチャ ーのコアカリキュラム化、 カンファ システム変更など、 みんなで研修の

見直し・ 改善を行ってます。 3 年間、 楽なこと ばかりではありませんが、 子どもと 家族の笑顔の

ために、 一緒に研鑽しませんか？

総合診療科部長

幡谷　 浩史

臨床研修委員会委員長及びシニアレジデント のひと こ と
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松沢病院

〒 1 5 6 -0 0 5 7

東京都世田谷区上北沢二丁目１ 番１ 号

電話　 0 3 -3 3 0 3 -7 2 1 1

病院の

概要

■ 診療科目

精神科　 内科　 神経内科　 外科　 整形外科　 脳神経外科　 放射線科　 麻酔科　 歯科

■ 基幹施設と なる 診療科　（ 括弧内は連携施設病院）

・ 精神科　  （ 広尾 / 駒込 / 豊島 / 荏原 / 墨東 / 多摩総合 / 小児総合 / 東京大学医学部附属病院 / 

　 　 　 　 　 　 　 東京大学医学部附属病院 / 東京医科歯科大学医学部附属病院 / 慶應義塾大学病院 / 

　 　 　 　 　 　 　 昭和大学附属烏山病院 / 国立国際医療研究セン タ ー病院 / 東京都健康長寿医療セン タ ー / 

　 　 　 　 　 　 　 東京都立中部総合精神保健福祉セン タ ー等）

■ 連携施設と なる 診療科　（ 括弧内は東京医師アカ デミ ーにおける基幹施設病院のみ掲載）

・ 内科  （ 広尾 / 大久保 / 駒込 / 荏原 / 墨東 / 多摩総合 / 多摩北）

・ 外科  （ 多摩総合）

・ 精神科　 　  （ 豊島 / 墨東 / 多摩総合 / 小児総合）

当院は、 東京都の行政精神科医療等で中核的な役割を担っている精神科病院です。 精神科病床が 800 床、 内

科、 神経内科、 外科、 整形外科、 脳神経外科などの一般病床が 90 床あります。 精神科救急医療、 急性期医療、

身体合併症医療、 社会復帰・ リハビリ テーショ ン医療、 思春期・ 青年期医療、 認知症医療、 アルコ ール・ 薬物

医療、 医療観察法病棟の他、 デイケア、 精神科作業療法等を行っています。 精神科領域のほと んどの疾患を経験すること ができ、

措置入院や医療観察法入院を 含め、 すべての入院形態の症例を扱っています。 当院は東京都世田谷区に位置し 、 至便な立地な

がら 緑豊かで広大な敷地を有しています。 2019 年には創立 140 周年、 松沢移転 100 周年を迎え、 新たな歴史を 歩みはじ めま

した。 最先端の設備と 温かい医療がここにあります。

（ 院内講習会の様子）
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コ ース責任者から のひと こ と

当院にはジュ ニア・ シニアレ ジデン ト を 除いて、 精神科医が 31 名、 内科・ 外科などの一

般科医が 27 名在籍し ています。 病床数は 890 床あり 、 病棟は救急病棟、 急性期病棟、 リ カ

バリ ー病棟、 思春期・ 青年期病棟、 薬物・ アルコ ール病棟、 認知症病棟、 身体合併症病棟、

司法病棟があり ます。 その他、 デイ ケア、 作業療法、 レ ク リ エーショ ン療法、 心理教育など

を 専門のスタ ッ フ が行っ ています。 当院のみで精神科に関する すべての研修が行えると 自負

し ています。また 2012 年より 新病棟と なり 、最先端の設備と 快適な勤務空間を獲得し まし た。  

当院での 3 年間の研修で、 一人前の精神科医と なる こ と はも ち ろ んですが、 精神保健指定

医資格取得、 精神科専門医取得、 臨床研究により 学会発表・ 論文発表の技術・ 能力の獲得を

めざし ます。 特色の異なる 病棟が多数あり ますので、 レ ジデン ト の希望を 考慮し ながら 約 6

か月ずつ研修し ていく 予定です。 3 年間のう ち１ 年間は連携施設で研修を行います。 ク ルズ

スや勉強会も 充実さ せ、 レ ジデント に必要な知識を幅広く 習得でき るよ う 努めています。 ま

た、 レ ジデント ひと り ひと り に責任指導医と メ ンタ ーを配置し 、 レ ジデント の希望や研修の

進捗状況に合せながら 、 定めら れた精神科コ ースの目標が達成でき るよ う にき め細かい指導

を行っ ています。

当院のシニアレ ジデント 研修は、 皆さ んの精神科医と し ての有意義なキャ リ アと なる こ と

をお約束いたし ます。

精神科部長

正木　 秀和

シニアレジデント から のひと こ と

当院の後期臨床研修の魅力の第一に経験できる症例が豊富であることが挙げられると 考えます。

私は当院で初期臨床研修を修了し 、 精神科医療は医学的なガイド ラインに沿った医療を行うことに

加えて、 治療面・ 社会背景面で個々の事例についてそれぞれの個別的な対応・ 問題解決が必要であ

ることを痛感しました。 そういった生の臨床経験を、 経験豊富で高度な技量を持った上級医・ 当院

スタッフから学び、 指導を受けたいと考え当院での後期臨床研修を志望しました。

また、 第二には当院の専門病棟の充実とコースプログラムでの協力病院の充実が挙げられます。

専門性の高い多彩な症例を経験できることは後期臨床研修以降のフェローシップの方向性において

多くの示唆を富むものであると考え、 自分自身、 大変楽し みにしています。

第三に当院では院内の勉強会が活発であり、 内部で盛んに指導的カンファレンスや症例検討会が

行われている上、 外部の各専門分野のトップランナーの先生を招聘し 最新の知見や専門家の意見を

知ることが出来る講演会も開催されています。

本コースプログラムに参加することは極めて密度の高い精神科臨床技術を涵養できると 考えます。

また、 当院は東京都の精神医療の中核を担う 病院の一つであり、 当院の臨床に携わることは大変や

りがいのある仕事です。 皆さんと共に当院で働けることを心よりお待ちしております。

精神科

２ 年次

神谷　 拓実

コ ース責任者及びシニアレジデント のひと こ と

（ カ ンフ ァ レ ンスの様子） （ 中庭にて）
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東京医師アカ デミ ー   ク リ ニカ ル・ フ ェ ロー

高度専門医療の修得を目指す方を対象にし た研修コ ースです。

高度医療や臨床研究にも 携わり 、 各病院の中核を担う ト ッ プレベルの専門医を育成し ます。

研修プログラ ムは、 ①各病院で特徴と し ている高度専門医療を通じ て研鑽を図るこ と ②各病院では

経験できない先端医療技術を、 一定期間の国内外派遣により 修得するこ と ③臨床だけでなく 、 臨床研

究や論文・ 学会発表等を行う 中で医師と し て必要と さ れる技量をさ ら に磨いていく こ と 等を主眼に設

計し ています。
※ク リ ニカ ル・ フ ェ ローは既に専門医を取得あるいは受験資格を有する方が対象と なり ます。

処遇等

身分： 東京都立病院機構　 任期付法人職員　

給与： 医師免許取得後 6 年目の場合 /年収 8,773,000 円程度　

休暇等： 年 20 日（ 4 月 1 日採用の場合、 初年度は 15 日）　

その他： 国内外医療機関派遣制度、 学位取得支援制度あり

※詳細は東京医師アカ デミ ーホームページをご覧く ださ い。

※研修終了後は必要に応じ て、 他の病院へ異動し ていただく こ と があり ます。

※修了後は原則と し て都立病院の職員と し て勤務し ていただき ます。

令和６ 年度生フ ェ ロー選考日程（ 予定）

令和５ 年

令和６ 年

7 月〜 9 月

10 月

4 月

募 集

選 考

フ ェ ロ ーコ ース開始
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病院一覧

広尾病院P.82 ☎ 03-3444-1181

大塚病院P.86 ☎ 03-3941-3211

駒込病院P.88 ☎ 03-3823-2101

墨東病院P.94 ☎ 03-3633-6151

多摩総合医療センタ ーP.96 ☎ 042-323-5111

神経病院P.104 ☎ 042-323-5110

小児総合医療センタ ーP.106 ☎ 042-300-5111

松沢病院P.108 ☎ 03-3303-7211

東部地域病院P.100 ☎ 03-5682-5111

多摩南部地域病院P.102 ☎ 042-338-5111

大久保病院P.84 ☎ 03-5273-7711

多摩北部医療センタ ーP.98 ☎ 042-396-3811

荏原病院P.92 ☎ 03-5734-8000

豊島病院P.90 ☎ 03-5375-1234

東京メ ト ロ 南北線

JR 常磐線

JR 総武線

東京メ ト ロ 日比谷線

京浜東北線

東急池上線

JR 山手線

JR 中央・ 総武線

東京メ ト ロ 丸ノ 内線

JR 埼京線

東武東上線

西武池袋線

JR 中央線

京王線

多摩セン タ ー

調布

八幡山

新宿

吉祥寺

西国分寺
国立

清瀬

練馬

池袋

大山

赤羽

大塚

駒込

本駒込

田端

新大塚
日暮里

上野

亀有

錦糸町

秋葉原

東京

御茶ノ 水

飯田橋

原宿

広尾

渋谷

恵比寿

五反田

洗足池

蒲田
羽田空港

銀座
有楽町

品川

多摩総合医療セン タ ー

多摩北部医療セン タ ー

多摩南部地域病院 松沢病院

豊島病院

大塚病院

墨東病院

広尾病院

荏原病院

駒込病院

大久保病院

東部地域病院

神経病院

小児総合医療セン タ ー

法人本部医師アカ デミ ー担当 ☎ 03-5320-5861



地方独立行政法人東京都立病院機構　 総務部人事課

令和５ 年6月発行登録番号（ ５ ）１

広尾病院 ☎ ０３ -３４４４ -１１８１

大久保病院 ☎ ０３ -５２７３ -７７１１

大塚病院 ☎ ０３ -３９４１ -３２１１

駒込病院 ☎ ０３ -３８２３ -２１０１

豊島病院 ☎ ０３ -５３７５ -１２３４

荏原病院 ☎ ０３ -５７３４ -８０００

墨東病院 ☎ ０３ -３６３３ -６１５１

多摩総合医療センタ ー ☎ ０４２ -３２３ -５１１１

多摩北部医療センタ ー ☎ ０４２ -３９６ -３８１１

東部地域病院 ☎ ０３ -５６８２ -５１１１

多摩南部地域病院 ☎ ０４２ -３３８ -５１１１

神経病院 ☎ ０４２ -３２３ -５１１０

小児総合医療センタ ー ☎ ０４２ -３００ -５１１１

松沢病院 ☎ ０３ -３３０３ -７２１１


